
明
治
大
学
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
女
性
研
究
者
研
究
活
動
支
援
事
業
推
進
本
部　

２
０
１
４
年
度
〜
２
０
１
６
年
度
活
動
報
告
書

明治大学男女共同参画推進センター
女性研究者研究活動支援事業推進本部

平成26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

明治大学
男女共同参画推進センター
女性研究者研究活動支援事業推進本部

2014年度～2016年度

活動報告書



　この報告書は、平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動

支援事業 ( 一般型）」の採択をうけて、明治大学が男女共同参画をさらに進めるため、大学組織

としての男女共同参画推進センターのもとに女性研究者研究活動支援事業推進本部を設置し、

男女共同参画を推進してきた２０１４年度～２０１６年度の活動の記録である。
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本学が����年に「女性研究者研究活動支援事業(一般型�」に採択さࢀて࠿らあࡗと࠸う㛫に�年が⤒㐣

しࡑ。ࡍࡲの㛫、女性のどⅬの㔜せ性が♫఍のあらࡺるሙ㠃に࠸࠾て、ᣦ᦬さࢀることがከࡗ࡞ࡃてきた

ことは、ⓙさࢇもࡈᢎ▱のこと࠿とᛮࡍࡲ࠸。男女共同参画♫఍ᇶ本ἲがไᐃさࢀて࠿ら��年௨ୖが⤒㐣

し、ᑡᏊ㧗㱋໬ࣟࢢࡸーࣝࣂ໬のᛴ㏿࡞進ᒎとともに、ᡃ がᅜの♫఍も㐜࡞ࡏࡤࢀがらࡗࡸと✚ᴟⓗに動

きጞめたと࠼࠸るのでは࠸࡞でしࡻう࠿。

このࡼう࡞୰、本学が同事業に採択さࢀたことをዎᶵとして、「明治大学男女共同参画推進ᇶ本ィ画」

を⟇ᐃし、このၥ㢟に✚ᴟⓗにྲྀࡾ組ࢇでࡃ࠸ことには大き࡞ព⩏があ࡞ࡐ࡞。ࡍࡲࡾら明治大学は、「ᶒ

฼⮬⏤」「⊂❧⮬治」のᘓ学の⢭⚄のもと、女性の࢔ࣜࣕ࢟ᩍ育に࠸࠾て、᭱ もඛ㥑ⓗ࡞大学である࠿らで

࡝るἲ学ᩍ育の㛛ᡞをࡍ女性にᑐ、ࡾ᪥本で᭱ึの女性ᘚㆤኈと女性⿢ุᐁを㍮ฟしたのは本学であ。ࡍ

こࡾࡼも᪩ࡃ㛤࠸た大学でもあࡍࡲࡾ。本学の⌮ᛕに῝ࡃ㏻ࡎるこのṔྐとఏ⤫は、女Ꮚ学⏕ẚ⋡が�๭

を㉸࠼た⌧ᅾ、᫬௦のࢽーࢬをඛྲྀࡾし࡞がら᪂た࡞ᙧ࡬とⓎᒎを⥆けてࡍࡲ࠸。本学にとࡗて、ከᵝ性

本学が本学であるᡤ௨。ࡍࡲࡾ活ຊでもあ࡞る᰿ᖿであるとともに、大き࠼は大学を支�࢕ࢸࢩーࣂ࢖ࢲ)

は、ከᵝ性であるとࡗ࠸ても㐣ゝではあࢇࡏࡲࡾ。

ࡺのあらࢫࣃンࣕ࢟、てのᵓ成ဨが࡭ࡍるࡍ㛵ಀ、ࡃ࡞のためにも、女性࣭男性࣭㹊㹅㹀㹒➼の༊ูࡑ

るሙに࠸࠾て、平➼に活動ࡍることができる⎔ቃをᩚഛしࡍࡲ。さらには明治大学の一ဨとして活動ࡍる

ఱẼ࠸࡞᪥ᖖに࠸࠾ても、ከᵝ࡞⏕き᪉࣭ᅾࡾ᪉がᑛ㔜さࢀる♫఍をᵓ⠏できるࡼう、こ࠿ࢀらもᵝ࡞ࠎ

᪋⟇を推進してࡲ。ࡍࡲࡾ࠸ࡲた、明治大学は㞀が࠸学⏕支援に࠸࠾ても、ඛ㥑ⓗ࡞ᙺ๭をᘬき⥆きᯝた

して࠸きࡍࡲ。

ㄡもがࡑの人らしࡃ活㌍できるୡ⏺を明治࠿ら。

ダイバーシティ－フレンドリーキャンパスの
創造を目指して

学長挨拶

明治大学長
土屋　恵一郎
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本学の「男女共同参画推進センター」(௨ୗ「センター」と࠸う。�は、文部科学省の平成��年度科学技術

人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業(一般型�」(௨ୗ「支援事業」と࠸う。�࡬の採択をᶵ

に、「男女共同参画推進ጤဨ఍」(����年�᭶設置�をⓎᒎⓗにᨵ組して����年�᭶に設置さࡲࢀした。この

センターのୗに「女性研究者研究活動支援事業推進本部」を置き、支援事業をලయⓗに推進ࡍるయไをᩚ

ഛࡍるとともに、男女共同参画に㛵し、ᐇែに༶したᚲせࡘ࠿᭷ຠྲྀ࡞組を推進して参ࡲࡾした。このࡼ

う࡞組織ᇶ┙ᩚഛにࡾࡼ、本学に࠾ける男女共同参画をከᑡࡾ࡞ともࠗ๓࠘࡬進めることができたと⪃࠼

てࡍࡲ࠸。

一᪉、センター㐠Ⴀጤဨ఍では大学඲యの男女共同参画の推進に࠿࠿る事㡯をᑂ㆟ࡍる୰で、⥲ྜⓗ࡞

ィ画の⟇ᐃが᫝㠀ともᚲせであるとの㆟ㄽが࡞さࢀ、ᅵᒇ学㛗のᙉࣜ࠸ーࢲーࣉࢵࢩのୗで、ࡲた、ᰗ㇂

⌮事㛗のᙉຊࣉࢵ࢔ࢡࢵࣂ࡞にࡾࡼ、ᩍ学࣭ἲ人が一యとࡗ࡞た「明治大学男女共同参画推進ᇶ本ィ画」

を⟇ᐃし、����年��᭶�᪥௜で᪋⾜さࢀてࡍࡲ࠸。

文部科学省の支援事業は����年�᭶ᮎで一༊ษࡾとࡍࡲࡾ࡞が、この事業にྲྀࡾ組ࡔࢇことをዎᶵに学

ෆに࠸࠾て男女共同参画、࣡ ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫにᑐࡍるព㆑が㧗ࡗࡲて࠸ることが、඲学࢔ンࢣー

成࡞が、この支援事業の᭱も大きࡑこのことこ。ࡍࡲࢀてとࡳらも࠿࡝࡞ͤ�ㄪᰝ(����年��᭶���᭶ᐇ᪋ࢺ

ᯝの一ࡘであるとゝࡗても㐣ゝでは࠸࡞とᛮࡗてࡍࡲ࠸。௒ᚋは、ࣂ࢖ࢲー࢕ࢸࢩ㸤࢖ンࣝࢡーࣙࢪン࠿

らのどⅬもྵめて、男女共同参画をࡾࡼ一ᒙ推進してࡃ࠸ことが㔜せであると⪃࠼てࡍࡲ࠸。この推進の

ためには඲学ⓗྜ࡞ពと༠ຊࠥࠗ 共に๓࡬㸟࠘ࠥ の⢭⚄がᚲせとࡍࡲࡾ࡞。௒ᚋとも、ⓙᵝのࡈ⌮ゎとࡈ

支援を㈷ࡼࡍࡲࡾう、ࢁࡼし࠾ࡃ㢪࠸⏦しୖࡍࡲࡆ。

᭱ᚋにࡲࡾ࡞したが、こࡲࢀで、本支援事業をはࡌめ、本学の男女共同参画推進のためにࡈᑾຊを㈷ࡾ

。ࡍࡲࡆらឤㅰ⏦しୖ࠿てのⓙᵝに、ᚰ࡭ࡍしたࡲ

。ࡍࡲ࠸にᥖ㍕してࢪー࣌�������ᯝは本活動報告書⤖ࢺーࢣン࢔ͤ

『前へ』、そして『共に前へ！』

男女共同参画推進センター長
副学長（男女共同参画・障がい者少数者支援担当）

浜本　牧子

センター長挨拶

7

7

Ⅰ　

明
治
大
学
の
男
女
共
同
参
画

本学の「男女共同参画推進センター」(௨ୗ「センター」と࠸う。�は、文部科学省の平成��年度科学技術

人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業(一般型�」(௨ୗ「支援事業」と࠸う。�࡬の採択をᶵ

に、「男女共同参画推進ጤဨ఍」(����年�᭶設置�をⓎᒎⓗにᨵ組して����年�᭶に設置さࡲࢀした。この

センターのୗに「女性研究者研究活動支援事業推進本部」を置き、支援事業をලయⓗに推進ࡍるయไをᩚ

ഛࡍるとともに、男女共同参画に㛵し、ᐇែに༶したᚲせࡘ࠿᭷ຠྲྀ࡞組を推進して参ࡲࡾした。このࡼ

う࡞組織ᇶ┙ᩚഛにࡾࡼ、本学に࠾ける男女共同参画をከᑡࡾ࡞ともࠗ๓࠘࡬進めることができたと⪃࠼

てࡍࡲ࠸。

一᪉、センター㐠Ⴀጤဨ఍では大学඲యの男女共同参画の推進に࠿࠿る事㡯をᑂ㆟ࡍる୰で、⥲ྜⓗ࡞

ィ画の⟇ᐃが᫝㠀ともᚲせであるとの㆟ㄽが࡞さࢀ、ᅵᒇ学㛗のᙉࣜ࠸ーࢲーࣉࢵࢩのୗで、ࡲた、ᰗ㇂

⌮事㛗のᙉຊࣉࢵ࢔ࢡࢵࣂ࡞にࡾࡼ、ᩍ学࣭ἲ人が一యとࡗ࡞た「明治大学男女共同参画推進ᇶ本ィ画」

を⟇ᐃし、����年��᭶�᪥௜で᪋⾜さࢀてࡍࡲ࠸。

文部科学省の支援事業は����年�᭶ᮎで一༊ษࡾとࡍࡲࡾ࡞が、この事業にྲྀࡾ組ࡔࢇことをዎᶵに学

ෆに࠸࠾て男女共同参画、࣡ ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫにᑐࡍるព㆑が㧗ࡗࡲて࠸ることが、඲学࢔ンࢣー

成࡞が、この支援事業の᭱も大きࡑこのことこ。ࡍࡲࢀてとࡳらも࠿࡝࡞ͤ�ㄪᰝ(����年��᭶���᭶ᐇ᪋ࢺ

ᯝの一ࡘであるとゝࡗても㐣ゝでは࠸࡞とᛮࡗてࡍࡲ࠸。௒ᚋは、ࣂ࢖ࢲー࢕ࢸࢩ㸤࢖ンࣝࢡーࣙࢪン࠿

らのどⅬもྵめて、男女共同参画をࡾࡼ一ᒙ推進してࡃ࠸ことが㔜せであると⪃࠼てࡍࡲ࠸。この推進の

ためには඲学ⓗྜ࡞ពと༠ຊࠥࠗ 共に๓࡬㸟࠘ࠥ の⢭⚄がᚲせとࡍࡲࡾ࡞。௒ᚋとも、ⓙᵝのࡈ⌮ゎとࡈ

支援を㈷ࡼࡍࡲࡾう、ࢁࡼし࠾ࡃ㢪࠸⏦しୖࡍࡲࡆ。

᭱ᚋにࡲࡾ࡞したが、こࡲࢀで、本支援事業をはࡌめ、本学の男女共同参画推進のためにࡈᑾຊを㈷ࡾ

。ࡍࡲࡆらឤㅰ⏦しୖ࠿てのⓙᵝに、ᚰ࡭ࡍしたࡲ

。ࡍࡲ࠸にᥖ㍕してࢪー࣌�������ᯝは本活動報告書⤖ࢺーࢣン࢔ͤ

『前へ』、そして『共に前へ！』

男女共同参画推進センター長
副学長（男女共同参画・障がい者少数者支援担当）

浜本　牧子

センター長挨拶

7



8

Ⅰ　

明
治
大
学
の
男
女
共
同
参
画

����年に「女性研究者研究活動支援事業(一般型�」に採択さࢀたᚋ、事業ᮇ㛫が▐ࡃ㛫にࡲࡂࡍした。

本事業㛤ጞ᫬には、女性研究者のẚ⋡ྥୖࡔけではࡃ࡞、本学の඲学ⓗ࡞男女共同参画を推進

し、࣡ ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫのྲྀࢀたᩍ育࣭研究࣭⫋ሙ⎔ቃをసࡆୖࡾることを┠ᣦして、できる

ことを࡭ࡍてᐇ⾜した࠸、とᛮࡗてྲྀࡾ組ࢇでࡲࡾ࠸ࡲした。

ⓙᵝのࡈ⌮ゎとࡈᑾຊのࡆ࠿࠾で、男女共同参画推進センター、女性研究者研究活動支援事業推進本部

と⏕⏣ศᐊの㛤設࡝࡞の⎔ቃᩚഛ(ᚋᥖ࣌��ーࢪ�、୧❧支援ไ度のᐇ᪋࡝࡞にࡗࡼて、男女共同参画推進

のᇶ┙をᵓ⠏ࡍることができた࠿と⪃࠼てࡍࡲࡾ࠾。とࡃに、୧❧支援ไ度では、研究補助者のὴ㐵がᚲ

せ࡞研究者࡬研究補助者をὴ㐵ࡍる࢚࢖ࢧン࣏ࢧ࣭ࢫーターไ度のᵓ⠏(ᚋᥖ࣌�����ーࢪ�、⑓ඣ࣭⑓ᚋ

ඣࡸኪ㛫ಖ育をྵめたಖ育費⏝補助ไ度(ᚋᥖ࣌��ーࢪ�、研究者の࣓ンターไ度(ᚋᥖ࣌�����ー࡝࡞�ࢪ

ከᵝྲྀ࡞組をᐇ᪋ࡍることができࡲした。

研究࣭ᩍ育࣭ၨⓎ活動のಁ進に࠸ࡘては、����年�᭶�᪥のࢩࣇ࢜ࢡࢵ࢟ン࣒࢘ࢪ࣏をはࡌめとして、�年

┠にはᅜ㝿ࢩン࣒࢘ࢪ࣏の㛤ദ(同年��᭶���᪥�、᭱ ⤊年度には⥲ᣓࢩン࣒࢘ࢪ࣏(����年��᭶�᪥�を㛤ദし

て、ࢀࡒࢀࡑ学ෆእのከࡃのᶵ㛵ࡸ研究者と࣡ࢺࢵࢿーࢡをసることができたとᛮࡍࡲ࠸。とࡃに⥲ᣓࢩン

た「明治大学男女共同参画推ࢀ����年��᭶に᪂たに⟇ᐃさ、࠼では本事業の�年㛫の成ᯝ報告にຍ࣒࢘ࢪ࣏

進ᇶ本ィ画」をⓎ⾲ࡍることができ、こࡲࢀでのྲྀ組の成ᯝを♧ࡍことができࡲした(ᚋᥖ࣌�����ーࢪ�。

て࠸ࡘう┠ᶆに࠸る男女共同参画の推進とࡼン(✚ᴟⓗᨵၿᥐ置�のᐇ᪋にࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏

は、学㛗のࣜーࢲーࣉࢵࢩにࡼる「ᇶ本᪉㔪」ࡸ「㔜Ⅼᡓ␎」の࠿࡞で、女性ᩍဨ๭ྜ࣭女性ᩍဨ採⏝๭

ྜに㛵ࡍる┠ᶆを⪃៖したᡓ␎ⓗ人事のᑟධ࡝࡞が明ら࠿にさࢀた࠿࡯、����年度にはᅵᒇ学㛗のもと

で「男女共同参画࣭㞀が࠸者ᑡᩘ者支援ᢸᙜ๪学㛗」⫋が᪂設さࢀ、⌮⣔女性研究者がᑵ௵ࡍると࠸う

ලయⓗ成ᯝがᚓらࡲࢀした(ᚋᥖ࣌�����ーࡲ。�ࢪた、⌮⣔�学部㛗➼᠓ㄯ఍に࠸࠾てពぢを஺᥮した࡯

ての⌮ゎを῝め࠸ࡘンにࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏࡞で、᭷ຠ㐺ษ࠿࡞るࡍㄪᰝをᐇ᪋ࢺーࢣン࢔඲学、࠿

ることができたとࡍࡲ࠼࠸。

この⤖ᯝ、本事業採択᫬にᥖࡆて࠸た「඲学女性ᩍဨẚ⋡���、女性ᩍဨ採⏝ẚ⋡���、⌮⣔女性ᩍဨẚ⋡

���、⌮⣔女性ᩍဨ採⏝ẚ⋡���を㐩成ࡍることを┠ᣦࡍ」と࠸うᩘ್┠ᶆにᑐして、女性ᩍဨ採⏝ẚ⋡に

しࡲることができࡍと┠ᶆを㐩成ࠎて᪩ࢀうᩘ್がᚓら࠸にୖᅇる�����と࠿ては、┠ᶆ(����をはる࠸ࡘ

た。඲学女性ᩍဨẚ⋡も�����(����年�᭶�᪥⌧ᅾ�と㐣ཤ�年㛫で᭱㧗とࡲࡾ࡞した。཯㠃、⌮⣔ศ㔝で

は、女性ᩍဨẚ⋡、女性ᩍဨ採⏝ẚ⋡はࢀࡒࢀࡑ�����、�����(����年�᭶�᪥⌧ᅾ�であࡾ、㐣ཤ�年㛫で᭱

㧗್にࡗ࡞たとは࠼࠸、┠ᶆ್(ྛ���、����にはࡔࡲ㐩して࠸࡞࠸≧ែでࡍ。女性ᩍဨの௵⏝にࡼるẚ⋡

ྥୖ➼のၥ㢟は、ຠᯝがฟるのには┦ᙜ࡞᫬㛫が࠿࠿ること࠿ら、こࢀらの㧗࠸┠ᶆを㐩成ࡍることは、

るᨵ㠉のಁࡼにࣉࢵࢩーࢲ学部㛗➼のࣜーࡸーࢲーࣜࣉࢵࢺ、ࡔた。ࡍࡲ࠸てࡗ௒ᚋのㄢ㢟としてṧ࠾࡞

進、研究者の研究࣭ᩍ育ಁ進活動支援、ࣛ ンࢳ఍࡝࡞の஺ὶを㏻ࡌた࣡ࢺࢵࢿー࡝࡞ࡾࡃ࡙ࢡも╔ࠎと成

本事業の取組と今後の課題について

男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部௦⾲

男女共同参画推進センター๪センター㛗

辻村　みよ子

推進本部代表挨拶
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ᯝをୖࡆてࡍࡲ࠸。男女共同参画に࠸ࡘてのព㆑が㧗ࡘࡘࡾࡲあることも、����年��᭶���᭶にᐇ᪋した

うࡼ࠸࡞ࡃので、ᙜึの┠ᶆを㐩成できる᪥も㐲ࡍࡲ࠸てࢀに♧さ�ࢪー࣌�������ㄪᰝ(ᚋᥖࢺーࢣン࢔

にᛮࡍࡲࢀࢃ。

௒ᅇの。ࡍでࡾ࠿ࡤたࡗンにた࢖ࣛࢺターࢫࡔࡲࡔࡲ、にしても、本学の男女共同参画のྲྀ組はࢀࡎ࠸

補助事業は女性研究者研究活動支援事業であࡗたため、男性ᩍ⫋ဨにはあࡾࡲᚲせ性ࢺࢵ࣓ࣜࡸがᐇឤで
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のᵓ成ဨに「男女共同参画ࡗて࠸࠸ものでࡡࡍ」とゝࡗて࠸たࡔけるࡼうに、成ᯝがᐇឤできるࡲで、⢓ࡾ

ᙉྲྀࡃ組を⥆けて࡞࠿࠸けࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤࢀ。こ࠿ࢀらも男女共同参画推進࠿らࣂ࢖ࢲー࢕ࢸࢩの☜❧に

Ⓨᒎさࡘࡘࡏ、一୸とࡗ࡞て進ࢇで࠸きた࠸とᛮࡍࡲ࠸。

学㛗、๪学㛗をはࡌめ、こࡲࢀで࠾ୡヰにࡲࡾ࡞した࡭ࡍての᪉ࠎにᚰࡾࡼの࠾♩を⏦しୖࡆるとと

もに、こ࠿ࢀらのྲྀ組に࠸ࡘても、ࡈ༠ຊとࡈ支援を㈷ࡼࡍࡲࡾう、ᘬき⥆き࡝うࢁࡼࡒし࠾ࡃ㢪࠸⏦し

。ࡍࡲࡆୖ
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Ⅰ　基本理念
明治大学(௨ୗ「本学」と࠸う。�は�１㸶㸶１年の๰❧௨᮶�「ᶒ฼⮬⏤」࣭「⊂❧⮬治」をᘓ学の⢭⚄と

し�ಶ人のᶒ฼ࡸ⮬⏤をㄆめ�学ၥの⊂❧をᇶ♏として⮬ᚊの⢭⚄を㣴うと࠸う⌮ᛕをᗈࡃ♫఍にᾐ㏱

さࡏてきた。

�本学は�こࢀう⌮ᛕに⥅ᢎさ࠸と「る大学ࡍࡃಶをᙉ」�して「ಶ」の☜❧をᇶ♏としたᩍ育᪉㔪はࡑ

る࠼た�女性の♫఍進ฟを支ࡲ。人材を育成し�文໬のⓎᒎと人㢮の⚟♴に㈉⊩してきた࡞でከᵝࡲࢀ

ための㧗➼ᩍ育の㐨をᣅきࡑ�の⤖ᯝ�᪥本ึの女性ᘚㆤኈ�⿢ุᐁཬࡧ㧗➼⿢ุᡤ㛗ᐁを㍮ฟࡍる➼�

男女共同参画を᪩࠿ࡃらయ⌧して࠸る。

１㸷㸷㸷年に᪋⾜さࢀた男女共同参画♫఍ᇶ本ἲでは�男女が஫࠸にࡑの人ᶒをᑛ㔜しࡘࡘ㈐௵も

ศ࠸ྜࡕ࠿�性ูに㛵ࡑࡃ࡞ࡾࢃのಶ性と⬟ຊを༑ศにⓎ᥹ࡍることができる男女共同参画♫఍のᐇ

⌧を᭱㔜せㄢ㢟として఩置௜けて࠸る。ࡲた�２０１６年に᪋⾜さࢀた女性の⫋業⏕活に࠾ける活㌍

の推進に㛵ࡍるἲᚊ(女性活㌍推進ἲ�では�女性が⫋業⏕活に࠸࠾てࡑ�のᕼᮃにᛂࡌて༑ศに⬟ຊを

Ⓨ᥹し�活㌍できる⎔ቃのᩚഛを┠ⓗとして࠸る。

本学は�こࢀらᘓ学の⢭⚄�ἲ௧�ᰯつ➼にᇶ࡙き�明治大学男女共同参画推進ᇶ本ィ画(௨ୗ「ᇶ本ィ

画」と࠸う。�を⟇ᐃし�学ᰯἲ人明治大学ཬࡑࡧの設置学ᰯの࡭ࡍてのᵓ成ဨが活動を⾜う⎔ቃに࠸࠾

て�♫఍᝟ໃのኚ໬にᑐᛂࡍるとともに�同ᚰ༠ຊして男女共同参画を推進ࡍることにࡾࡼ�もࡗて本

学のᩍ育࣭研究ཬࡧ大学⤒Ⴀ࣭㐠Ⴀ୪ࡧに♫఍のⓎᒎにᐤ୚してࡃ࠸こととࡍる。

Ⅱ　基本方針
本学は�男女共同参画のどⅬに❧ࡗて「ᇶ本ィ画」をḟのᇶ本᪉㔪のୗで進めてࡃ࠸。

�　男女共同参画をಁ進ࡍるためのᩍ育࣭研究యไのᵓ⠏

�　࣡ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫの✚ᴟⓗ࡞推進

�　ព㆑ᨵ㠉と⌮ゎのಁ進

�　ḟୡ௦の女性研究者育成

�　ពᛮỴᐃ㐣⛬に࠾ける女性ࣜーࢲーの㣴成

�　ᆅᇦ♫఍➼との㐃ᦠ

�　ᅜ㝿໬࡬のᑐᛂ

Ⅲ　行動計画
ᇶ本᪉㔪のᐇ⌧にྥけて�ḟのとࡾ࠾⾜動ィ画を⟇ᐃࡍる。

１　男女共同参画を促進するための教育・研究体制の構築

ᩍ育࣭研究యไに࠾ける男女共同参画の推進にྥけて�බṇࡘ࠿ᐈほⓗに⾜ࡗたホ౯にᇶ࡙き�

女性のᩍဨ࣭ᩍㅍ࣭研究者࣭⫋ဨを✚ᴟⓗに採⏝ࡍる。≉に女性ᑓ௵ᩍဨ(助ᡭを㝖ࡃ。�に࠸ࡘて

は�ᅾ⡠ẚ⋡２０㸣�採⏝ẚ⋡２㸳㸣を㐩成ࡍることを┠ᣦࡍ。

明治大学男女共同参画推進基本計画
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２　ワーク・ライフ・バランスの積極的な推進

年㱋�性ู➼にࢃ࠿࠿らࡎ�ᩍ育࣭研究࣭ᑵ業と⏕活のㄪ࿴を┠ᣦし�Ꮚ育て支援の඘ᐇ�௓ㆤ

支援➼の⎔ቃᩚഛを進めるとともに�ከᵝ࡞ാき᪉のᩚഛ➼に✚ᴟⓗにྲྀࡾ組ࡴ。

３　意識改革と理解の促進

ᩍ⫋ဨ➼をᑐ㇟とした「男女共同参画」ཬࡧ「ࣂ࢖ࢲー࢕ࢸࢩ㸤࢖ンࣝࢡーࣙࢪン」に㛵ࡍるࢩ

ン࣒࢘ࢪ࣏�セࢼ࣑ー➼を㛤ദし�「࢜ーࣝ明治」としてྲྀࡾ組࡭ࡴきㄢ㢟を♧ࡍことにࡗࡼてᙜ

事者ព㆑のྥୖをᅗる。

４　次世代の女性研究者育成

ᑗ᮶性㇏࡞࠿ḟୡ௦女性研究者の育成のためࢫࣃ࢔ࣜࣕ࢟�┦ㄯのᐇ᪋�ࣟーࣝࣔࣝࢹのᥦ

♧➼にࡾࡼ�ᩍ育࣭研究࡬の㛵ᚰ࣭⌮ゎのಁ進にດめる。ࡲた�大学�大学㝔�௜ᒓᰯ➼が㐃ᦠ

をᅗ࢜�ࡾーࣉンࣕ࢟ンࢫࣃ�㧗大㐃ᦠ࣒ࣛࢢࣟࣉ➼の᪋⟇をᒎ㛤し�女性研究者の〈㔝のᣑ

大をᅗる。

５　意思決定過程における女性リーダーの養成

大学⤒Ⴀ࣭㐠ႠのពᛮỴᐃに࠾ける男女共同参画の推進にྥけてࣉࢵࢺ�のࣜーࢲーࣉࢵࢩに

るための支援ไ度యไ➼をᩚഛし�女性のἲ人࣭大学ᙺ⫋者ࡍーとして㣕㌍ࢲ�女性がࣜーࡾࡼ

ཬࡧ事ົ⟶⌮⫋のẚ⋡を㧗める。≉に事ົ⟶⌮⫋に࠸ࡘては�女性⫋ဨの༨める๭ྜに࠸ࡘて１

㸳㸣を┠ᶆとࡍる。

６　地域社会等との連携

大学ཬࡧ௜ᒓᰯが༓௦⏣༊�ᮡ୪༊�୰㔝༊�ᕝᓮᕷཬࡧㄪᕸᕷのྛࣕ࢟ンࢫࣃにᣐⅬを置࠸て

の௚ㅖᶵ㛵➼と㐃ᦠして男女共同参画ࡑ�௚大学�௻業࠿࡯ら�ྛᡤᅾᆅの⾜ᨻᶵ㛵の࠿ること࠸

のྲྀ組を推進し�♫఍࣭ᆅᇦのⓎᒎに㈉⊩してࡃ࠸。

７　国際化への対応

ためのᩍࡃ࠸఍にᑐᛂして♫ࣝࣂーࣟࢢ�大学๰成支援事業採択ᰯとしてࣝࣂーࣟࢢーࣃーࢫ

育࣭研究యไをᵓ⠏し�እᅜ人研究者ཬࡧ␃学⏕にも㓄៖したᅜ㝿ⓗどⅬにᇶ࡙ࡃ男女共同参画

を推進ࡍる。

Ⅳ　実施期間
このᇶ本ィ画のᐇ᪋ᮇ㛫は�２０１６年度࠿ら２０１㸷年度ࡲでとࡍる。
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ཬࡧ事ົ⟶⌮⫋のẚ⋡を㧗める。≉に事ົ⟶⌮⫋に࠸ࡘては�女性⫋ဨの༨める๭ྜに࠸ࡘて１

㸳㸣を┠ᶆとࡍる。

６　地域社会等との連携

大学ཬࡧ௜ᒓᰯが༓௦⏣༊�ᮡ୪༊�୰㔝༊�ᕝᓮᕷཬࡧㄪᕸᕷのྛࣕ࢟ンࢫࣃにᣐⅬを置࠸て

の௚ㅖᶵ㛵➼と㐃ᦠして男女共同参画ࡑ�௚大学�௻業࠿࡯ら�ྛᡤᅾᆅの⾜ᨻᶵ㛵の࠿ること࠸
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௨　ୖ　
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Ⅱ　本事業の取組について
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Ⅱ－１　事業概要
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１　取組の概要

㸦１）「男女共同参画推進センター」と「女性研究者研究活動支援事業推進本部」を設置し、ࣟࢢーࣝࣂ໬事

業を支࠼る女性研究者支援యไ࣭୧❧支援యไを☜❧࣭ᐇ᪋ࡍる。女性研究者ቑຍと男女共同参画

推進のために᭷ຠ㐺ษࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏࡞ンをᑟධし、⌮⣔を୰ᚰとしたⱝᡭ女性研究者の㣴成

をຍ㏿さࡏる。ࡲた支援活動の㐃ᦠ࣭࣡ࢺࢵࢿーࢡ໬にࡾࡼ男女共同参画型ᆅᇦ♫఍の活性໬に㈉

。るࡍ⫣

㸦２）ࢥーࢿ࢕ࢹーター�ྡ、支援ဨ�ྡ採⏝の࠿࡯、እᅜ人␃学⏕࣭女性研究者の࣡ࢺࢵࢿーࢡ໬、⌮⣔

ⱝᡭ女性研究者支援࣭㣴成をᢸうため࢚࢖ࢧン࣏ࢧ࣭ࢫーター(㹑㹑�をከᩘ㓄置ࡍる。

(平成26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業(一般型)」

応募時の申請書「取組概要」より抜粋)

２　達成目標

㸦１）➨�ḟ科学技術ᇶ本ィ画࣭➨�ḟ男女共同参画ᇶ本ィ画にἢࡗて����年ࡲでに඲学女性ᩍဨẚ⋡���、⌮

⣔女性ᩍဨ採⏝ẚ⋡���、⌮⣔女性ᩍဨẚ⋡���を┠ᶆとし、ྲྀ 組⤊஢᫬(����年�᭶�に඲学女性ᩍဨẚ⋡

���、女性ᩍဨ採⏝ẚ⋡���、⌮⣔女性ᩍဨẚ⋡���、⌮⣔女性ᩍဨ採⏝ẚ⋡���を㐩成ࡍることを┠ᣦࡍ。

㸦２）㹕㹃㹎㹱ͤにᇶ࡙࠸た࢚ン࣡ࣃー࣓ンࢺをめࡍࡊことにࡾࡼ、女性研究者の研究業⦼に࠸ࡘてୗ記の

ㅖⅬがᮇᚅさࢀる。

ձ　ᅜෆእの研究㈹のཷ㈹者がቑຍࡍる。

ղ　研究成ᯝが㉁㔞ともにᣑ඘さࢀ、ㄽ文がᾏእでᘬ⏝さࢀる௳ᩘがቑຍࡍる。

ճ　科研費➼እ部㈨㔠の⋓ᚓがಁ進さࢀる。

մ　ᾏእ࠿らのᣍᚅㅮ₇࡝࡞のᶵ఍がቑຍし、学術のᅜ㝿஺ὶࣕ࢟ࡧࡼ࠾ンࢫࣃのࣟࢢーࣝࣂ

໬が一ᒙᣑ඘さࢀる。

(上記申請書「達成目標」より抜粋)

ࠝͤ�㹕㹃㹎㹱࢚ン࣡ࣃー࣓ンࢺཎ๎ࠓ:RPHQ
V� (PSRZHUPHQW� 3ULQFLSOHVࠔとは、ᅜ㐃ࣟࢢーࢥ࣭ࣝࣂ

ンࢺࢡࣃ(㹅㹁�とᅜ㐃፬人㛤Ⓨᇶ㔠(㹓㹌㹇㹄㹃㹋�(⌧㹓㹌�㹕㹭㹫㹣㹬�が共同でస成した�ཎ๎

ン、ᕪࣙࢪーࣝࢡン࢖、➼ー平➼のಁ進　��ᶵ఍のᆒࢲン࢙ࢪるࡼにࣉࢵࢩーࢲのࣜーࣉࢵࢺ��

ูの᧔ᗫ　��೺ᗣ、Ᏻ඲、ᭀຊの᧔ᗫ　��ᩍ育と研ಟ　��事業㛤Ⓨ、࢙ࢳ࢖ࣛࣉࢧーン、࣐ー࢕ࢸࢣ

ンࢢ活動　��ᆅᇦに࠾けるࣜーࢲーࣉࢵࢩと参画　��㏱明性、成ᯝの ᐃ、報告

　(KWWS���ZZZ�JHQGHU�JR�MS�LQWHUQDWLRQDO�LQWBXQBNDLJL�LQWBZHSV�LQGH[�KWPO�ࠞࡾࡼ

(１) 取組概要と体制
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(１) 取組概要と体制
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3　取組内容　
⌮⣔ศ㔝をはࡌめ本学඲యで大学㝔の女Ꮚ学⏕࣭女性研究者をቑࡸしࢫࣛࢡࣉࢵࢺの研究者に㣴成ࡍ

るとともに、男女共同参画を一ᒙ推進ࡍるため、ୗ記ձ～շをもとに女性研究者研究活動支援యไをᵓ⠏

し、�年㛫活動をᐇ᪋してきた。

ձ　ࠑ組織ࠒ「男女共同参画推進センター(௬⛠�」ࡧࡼ࠾「女性研究者研究活動支援事業推進本部(௬⛠�」

の設置

ղ　ࠑཎ๎ࠒ「女性の࢚ン࣡ࣃー࣓ンࢺཎ๎」(㹕㹃㹎㹱�にᇶ࡙࠸た女性研究者࢚ン࣡ࣃーィ画の⟇ᐃ࣭

ᐇ᪋

ճ　ࠑ活動┠ᶆࣟࢢࠒーࣝࣂ໬事業を支࠼る女性研究者支援యไと男女共同参画యไの☜❧

❧☜るための⎔ቃᩚഛ࣭学ෆయไのࡍと男女共同参画を推進ࢫンࢼࣂ࢞ᅜ㝿໬　�࢔)

ンࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡー࣡ࡧࡼ࠾、❧と研究との୧ࢺン࣋࢖ࣇ࢖ࣛ➼育ඣ࣭௓ㆤ࣭学❺ಖ育　�࢖)

❧☜支援యไ࡞ಖのためのᗈ⠊☜ࢫ

մ� 女性研究者採⏝ಁ進、研究ຊྥୖ࣭ୡ⏺ࣝ࣋ࣞࣉࢵࢺの研究者㣴成のためのࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏

ンᑟධ(┦஫⌮ゎをᚓࡘࡘຠᯝⓗ࣭⌧ᐇⓗ࡞ᡭἲを採⏝�

յ　ࠑᇶ♏⌮ㄽ研究とᐇ㊶ࠒ男女共同参画㹙࢙ࢪンࢲー平➼㹛に㛵ࡍる研究࣭ᩍ育࣭ၨⓎ活動のಁ進、学

ၥⓗ㈉⊩

ն　ࠑ人材育成ࠒ学部࣭大学㝔を㏻したⱝᡭ⌮⣔女性研究者の㣴成

շ　ࠑ♫఍㈉⊩ࠒ女性研究者支援࣭男女共同参画推進活動の㐃ᦠ࣭࣡ࢺࢵࢿーࢡ໬にࡼるᆅᇦ♫఍ࡸ学

⫣の㈉࡬⏺

(左記申請書より一部抜粋)

4　実施体制

明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部のᐇ᪋యไは、௨ୗのᅗのと

。であるࡾ࠾

啓発啓発

学校法人明治大学　理事長

学　長

女性研究者研究活動支援事業推進本部

10 学部・16研究科・専門職大学院

総務担当常勤理事

連携連携 連携連携

付属明治高等学校・中学校

）
院
学
大
科
法
（明治大学男女共同参画推進センター

センター長・副センター長・センター運営委員

推進本部代表・生田分室長・推進本部員
コーディネーター・支援員・サイエンスサポーター（SS）

体制図
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男女共同参画推進センター運営委員一覧
௵ᮇ㸸����年�᭶�᪥～����年�᭶��᪥

　 氏　　　　名 役　職・所　属　等

ᢸᙜ⌮事 � ᯇ 　 本 　 㶾 　 ᰤ ⥲ົᢸᙜᖖ໅⌮事

センター㛗 � 㛗 　 ᑿ 　 　 　 進 ๪学㛗、ᅜ㝿᪥本学部ᩍᤵ

๪センター㛗 � ⣽ 　 㔝 　 は る ࡳ ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーセンター㛗

๪センター㛗 � ὾ 　 本 　 ∾ 　 Ꮚ ㎰学部ᩍᤵ

� ᭷ 　 ㈡ 　 ᜨ ⨾ Ꮚ ἲ学部෸ᩍᤵ

� ୰ 　 ᯘ 　 ┿ ⌮ Ꮚ ၟ学部ᩍᤵ(学㛗ᐊᑓ㛛ဨ�

� ᅬ 　 ⏣ 　 ┾ ⌮ Ꮚ ⌮ᕤ学部ᩍᤵ

� ∵ 　 ᑿ 　 ዉ ⥴ ⨾ ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᩍᤵ

� Ⲩ 　 ᕝ 　 　 　 ⸅ ⥲ྜᩘ⌮学部ᩍᤵ

�� ㎷ 　 ᮧ 　 ࡳ ࡼ Ꮚ ἲ科大学㝔ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーἲセンター㛗

�� ᑠ ℩ ᕝ 　 㒓 　 Ꮚ ㄪ㐩ㄢ㛗

�� ⚟ 　 ⏣ 　 ␃ ⌮ Ꮚ ᩍົ事ົᐊ

�� ᮧ 　 ୖ 　 ㄔ 　 ஧ 人事ㄢ

�� ᑠ 　 ᯘ 　 ఙ 　 一 明治㧗➼学ᰯᩍㅍ(ᩍ㢌�

�� ᓊ 　 ୖ 　 ㅬ 　 ྖ ᩍ学௻画部㛗

�� ዟ 　 ఫ 　 ㈼ 　 ஧ ⥲ົ部㛗

ーࣂーࢨࣈ࢜ �� 大 　 ᮌ 　 ᐓ 　 Ꮚ ⌮事㛗௜≉௵補బ

女性研究者研究活動支援事業推進本部委員
௵ᮇ㸸����年�᭶�᪥～����年�᭶��᪥

氏　　　　名 役　職・所　属　等

推進本部௦⾲ � ㎷ 　 ᮧ 　 ࡳ ࡼ Ꮚ ἲ科大学㝔ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーἲセンター㛗

⏕⏣ศᐊ㛗 � ὾ 　 本 　 ∾ 　 Ꮚ ㎰学部ᩍᤵ

� ⣽ 　 㔝 　 は る ࡳ ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーセンター㛗

� ୰ 　 ᯘ 　 ┿ ⌮ Ꮚ ၟ学部ᩍᤵ(学㛗ᐊᑓ㛛ဨ�

� Ⲩ 　 ᕝ 　 　 　 ⸅ ⥲ྜᩘ⌮学部ᩍᤵ

� Ḉ 　 ஭ 　 ⩏ 　 ᑦ ⥲ྜᩘ⌮学部෸ᩍᤵ

� ⬥ 　 本 　 ❳ ኴ 㑻 ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᑓ௵ㅮᖌ

(２) 2014年度～2015年度　委員一覧
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男女共同参画推進センター運営委員一覧
௵ᮇ㸸����年�᭶�᪥～����年�᭶��᪥

　 氏　　　　名 役　職・所　属　等

ᢸᙜ⌮事 � ᯇ 　 本 　 㶾 　 ᰤ ⥲ົᢸᙜᖖ໅⌮事

センター㛗 � 㛗 　 ᑿ 　 　 　 進 ๪学㛗、ᅜ㝿᪥本学部ᩍᤵ

๪センター㛗 � ⣽ 　 㔝 　 は る ࡳ ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーセンター㛗

๪センター㛗 � ὾ 　 本 　 ∾ 　 Ꮚ ㎰学部ᩍᤵ

� ᭷ 　 ㈡ 　 ᜨ ⨾ Ꮚ ἲ学部෸ᩍᤵ

� ୰ 　 ᯘ 　 ┿ ⌮ Ꮚ ၟ学部ᩍᤵ(学㛗ᐊᑓ㛛ဨ�

� ᅬ 　 ⏣ 　 ┾ ⌮ Ꮚ ⌮ᕤ学部ᩍᤵ

� ∵ 　 ᑿ 　 ዉ ⥴ ⨾ ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᩍᤵ

� Ⲩ 　 ᕝ 　 　 　 ⸅ ⥲ྜᩘ⌮学部ᩍᤵ

�� ㎷ 　 ᮧ 　 ࡳ ࡼ Ꮚ ἲ科大学㝔ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーἲセンター㛗

�� ᑠ ℩ ᕝ 　 㒓 　 Ꮚ ㄪ㐩ㄢ㛗

�� ⚟ 　 ⏣ 　 ␃ ⌮ Ꮚ ᩍົ事ົᐊ

�� ᮧ 　 ୖ 　 ㄔ 　 ஧ 人事ㄢ

�� ᑠ 　 ᯘ 　 ఙ 　 一 明治㧗➼学ᰯᩍㅍ(ᩍ㢌�

�� ᓊ 　 ୖ 　 ㅬ 　 ྖ ᩍ学௻画部㛗

�� ዟ 　 ఫ 　 ㈼ 　 ஧ ⥲ົ部㛗

ーࣂーࢨࣈ࢜ �� 大 　 ᮌ 　 ᐓ 　 Ꮚ ⌮事㛗௜≉௵補బ

女性研究者研究活動支援事業推進本部委員
௵ᮇ㸸����年�᭶�᪥～����年�᭶��᪥

氏　　　　名 役　職・所　属　等

推進本部௦⾲ � ㎷ 　 ᮧ 　 ࡳ ࡼ Ꮚ ἲ科大学㝔ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーἲセンター㛗

⏕⏣ศᐊ㛗 � ὾ 　 本 　 ∾ 　 Ꮚ ㎰学部ᩍᤵ

� ⣽ 　 㔝 　 は る ࡳ ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーセンター㛗

� ୰ 　 ᯘ 　 ┿ ⌮ Ꮚ ၟ学部ᩍᤵ(学㛗ᐊᑓ㛛ဨ�

� Ⲩ 　 ᕝ 　 　 　 ⸅ ⥲ྜᩘ⌮学部ᩍᤵ

� Ḉ 　 ஭ 　 ⩏ 　 ᑦ ⥲ྜᩘ⌮学部෸ᩍᤵ

� ⬥ 　 本 　 ❳ ኴ 㑻 ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᑓ௵ㅮᖌ

(２) 2014年度～2015年度　委員一覧
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男女共同参画推進センター運営委員一覧
௵ᮇ㸸����年�᭶�᪥～����年�᭶��᪥

　 氏　　　　名 役　職・所　属　等

担当理事 � 大 ⏣ ཎ 　 ೺ 　 ྖ ⥲ົᢸᙜᖖ໅⌮事

センター㛗 � ὾ 　 本 　 ∾ 　 Ꮚ ๪学㛗(男女共同参画࣭㞀が࠸者ᑡᩘ者支援ᢸᙜ�、㎰学部ᩍᤵ

๪センター㛗 � ㎷ 　 ᮧ 　 ࡳ ࡼ Ꮚ ἲ科大学㝔ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーἲセンター㛗

๪センター㛗 � ⣽ 　 㔝 　 は る ࡳ ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーセンター㛗

� 㫽 　 ᒃ 　 　 　 㧗 ၟ学部ᩍᤵ(学㛗ᐊᑓ㛛ဨ�

� ຍ 　 ⸨ 　 ஂ 　 ࿴ ᨻ治⤒῭学部ᩍᤵ

� 平 　 ᒣ 　 ‶ 　 ⣖ 文学部෸ᩍᤵ

� ᑠ 　 ᯘ 　 ṇ 　 人 ⌮ᕤ学部ᩍᤵ

� 㕥 　 ᮌ 　 ㈼ 　 ᚿ ᅜ㝿᪥本学部ᩍᤵ

�� Ⲩ 　 ᕝ 　 　 　 ⸅ ⥲ྜᩘ⌮学部ᩍᤵ

�� ሯ 　 ཎ 　 ᏹ 　 அ ᩍົ事ົ部ᩍົ事ົᐊ

�� ⏣ 　 ୰ 　 　 　 ᙲ 学⏕支援部学⏕支援事ົᐊ

�� ᮧ 　 ୖ 　 ㄔ 　 ஧ ⥲ົ部人事ㄢ

�� ᑠ 　 ᯘ 　 ఙ 　 一 明治㧗➼学ᰯᩍㅍ(ᩍ㢌�

�� ዟ 　 ఫ 　 ㈼ 　 ஧ ᩍ学௻画部㛗

�� 㧘 　 ᒣ 　 ⱱ 　 ᶞ ⥲ົ部㛗

ーࣂーࢨࣈ࢜ �� 大 　 ᮌ 　 ᐓ 　 Ꮚ ⌮事㛗௜≉௵補బ

女性研究者研究活動支援事業推進本部員
௵ᮇ㸸����年�᭶�᪥～����年�᭶��᪥

氏　　　　名 役　職・所　属　等

推進本部௦⾲ � ㎷ 　 ᮧ 　 ࡳ ࡼ Ꮚ ἲ科大学㝔ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーἲセンター㛗

⏕⏣ศᐊ㛗 � ᑠ 　 ᯘ 　 ṇ 　 人 ⌮ᕤ学部ᩍᤵ

� ᭷ 　 ㈡ 　 ᜨ ⨾ Ꮚ ἲ学部෸ᩍᤵ

� 㫽 　 ᒃ 　 　 　 㧗 ၟ学部ᩍᤵ(学㛗ᐊᑓ㛛ဨ�

� ຍ 　 ⸨ 　 ஂ 　 ࿴ ᨻ治⤒῭学部ᩍᤵ

� 平 　 ᒣ 　 ‶ 　 ⣖ 文学部෸ᩍᤵ

� బ ࠎ ᮌ 　 Ὀ 　 Ꮚ ㎰学部෸ᩍᤵ

� ୰ 　 す 　 　 　 ᬗ ⤒Ⴀ学部ᩍᤵ

� ⣽ 　 㔝 　 は る ࡳ ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーセンター㛗

�� 㕥 　 ᮌ 　 ㈼ 　 ᚿ ᅜ㝿᪥本学部ᩍᤵ

�� Ⲩ 　 ᕝ 　 　 　 ⸅ ⥲ྜᩘ⌮学部ᩍᤵ

オブザーバー �� ὾ 　 本 　 ∾ 　 Ꮚ
๪学㛗(男女共同参画࣭㞀が࠸者ᑡᩘ者支援ᢸᙜ�、男女共同参
画推進センター㛗、㎰学部ᩍᤵ

(３) 2016年度～2017年度　委員一覧
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男女共同参画推進センター運営委員一覧
௵ᮇ㸸����年�᭶�᪥～����年�᭶��᪥

　 氏　　　　名 役　職・所　属　等

担当理事 � 大 ⏣ ཎ 　 ೺ 　 ྖ ⥲ົᢸᙜᖖ໅⌮事

センター㛗 � ὾ 　 本 　 ∾ 　 Ꮚ ๪学㛗(男女共同参画࣭㞀が࠸者ᑡᩘ者支援ᢸᙜ�、㎰学部ᩍᤵ

๪センター㛗 � ㎷ 　 ᮧ 　 ࡳ ࡼ Ꮚ ἲ科大学㝔ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーἲセンター㛗

๪センター㛗 � ⣽ 　 㔝 　 は る ࡳ ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーセンター㛗

� 㫽 　 ᒃ 　 　 　 㧗 ၟ学部ᩍᤵ(学㛗ᐊᑓ㛛ဨ�

� ຍ 　 ⸨ 　 ஂ 　 ࿴ ᨻ治⤒῭学部ᩍᤵ

� 平 　 ᒣ 　 ‶ 　 ⣖ 文学部෸ᩍᤵ

� ᑠ 　 ᯘ 　 ṇ 　 人 ⌮ᕤ学部ᩍᤵ

� 㕥 　 ᮌ 　 ㈼ 　 ᚿ ᅜ㝿᪥本学部ᩍᤵ

�� Ⲩ 　 ᕝ 　 　 　 ⸅ ⥲ྜᩘ⌮学部ᩍᤵ

�� ሯ 　 ཎ 　 ᏹ 　 அ ᩍົ事ົ部ᩍົ事ົᐊ

�� ⏣ 　 ୰ 　 　 　 ᙲ 学⏕支援部学⏕支援事ົᐊ

�� ᮧ 　 ୖ 　 ㄔ 　 ஧ ⥲ົ部人事ㄢ

�� ᑠ 　 ᯘ 　 ఙ 　 一 明治㧗➼学ᰯᩍㅍ(ᩍ㢌�

�� ዟ 　 ఫ 　 ㈼ 　 ஧ ᩍ学௻画部㛗

�� 㧘 　 ᒣ 　 ⱱ 　 ᶞ ⥲ົ部㛗

ーࣂーࢨࣈ࢜ �� 大 　 ᮌ 　 ᐓ 　 Ꮚ ⌮事㛗௜≉௵補బ

女性研究者研究活動支援事業推進本部員
௵ᮇ㸸����年�᭶�᪥～����年�᭶��᪥

氏　　　　名 役　職・所　属　等

推進本部௦⾲ � ㎷ 　 ᮧ 　 ࡳ ࡼ Ꮚ ἲ科大学㝔ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーἲセンター㛗

⏕⏣ศᐊ㛗 � ᑠ 　 ᯘ 　 ṇ 　 人 ⌮ᕤ学部ᩍᤵ

� ᭷ 　 ㈡ 　 ᜨ ⨾ Ꮚ ἲ学部෸ᩍᤵ

� 㫽 　 ᒃ 　 　 　 㧗 ၟ学部ᩍᤵ(学㛗ᐊᑓ㛛ဨ�

� ຍ 　 ⸨ 　 ஂ 　 ࿴ ᨻ治⤒῭学部ᩍᤵ

� 平 　 ᒣ 　 ‶ 　 ⣖ 文学部෸ᩍᤵ

� బ ࠎ ᮌ 　 Ὀ 　 Ꮚ ㎰学部෸ᩍᤵ

� ୰ 　 す 　 　 　 ᬗ ⤒Ⴀ学部ᩍᤵ

� ⣽ 　 㔝 　 は る ࡳ ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーセンター㛗

�� 㕥 　 ᮌ 　 ㈼ 　 ᚿ ᅜ㝿᪥本学部ᩍᤵ

�� Ⲩ 　 ᕝ 　 　 　 ⸅ ⥲ྜᩘ⌮学部ᩍᤵ

オブザーバー �� ὾ 　 本 　 ∾ 　 Ꮚ
๪学㛗(男女共同参画࣭㞀が࠸者ᑡᩘ者支援ᢸᙜ�、男女共同参
画推進センター㛗、㎰学部ᩍᤵ

(３) 2016年度～2017年度　委員一覧
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取組内容の実績と成果　対応ページ表

取組内容 ページ 実績と成果

ձࠑ組織ࠒ「男女共同参画推進センター(௬⛠�」ࡧࡼ࠾「女性研

究者研究活動支援事業推進本部(௬⛠�」の設置

��

��

Ϫ��(���⎔ቃᩚഛ

Ϫ��(���࣐ࣟࢦー࣭ࢡឡ⛠ເ㞟

ղࠑཎ๎ࠒ「女性の࢚ン࣡ࣃー࣓ンࢺཎ๎」㸦㹕㹃㹎㹱）にᇶ࡙

ーィ画の⟇ᐃ࣭ᐇ᪋࣡ࣃン࢚た女性研究者࠸

��

�����

�����

Ϫ��(���⎔ቃᩚഛ

Ϫ��(��ࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏�ン

Ϫ��(���࣓ンターไ度

ճࠑ�活動┠ᶆࣟࢢࠒーࣝࣂ໬事業を支࠼る女性研究者支援య

ไと男女共同参画యไの☜❧

るための⎔ቃࡍと男女共同参画を推進ࢫンࢼࣂ࢞�ᅜ㝿໬�࢔)

ᩚഛ࣭学ෆయไの☜❧

��

�����

��

�����

��

�����

Ϫ��(���⎔ቃᩚഛ

Ϫ��(��ࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏�ン

Ϫ��(��ࡑ�の௚のྲྀ組

Ϫ��(��࢚࢖ࢧ�ン࣏ࢧ࣭ࢫーターไ度

Ϫ��(���ಖ育費⏝補助ไ度

Ϫ��(���࣓ンターไ度

ճࠑ�活動┠ᶆࣟࢢࠒーࣝࣂ໬事業を支࠼る女性研究者支援య

ไと男女共同参画యไの☜❧

と研究との୧ࢺン࣋࢖ࣇ࢖ࣛ➼�育ඣ࣭௓ㆤ࣭学❺ಖ育�࢖)

ಖのためのᗈ⠊☜ࢫンࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡー࣡ࡧࡼ࠾、❧

❧☜支援యไ࡞

��

�����

��

�����

�����

������

�������

Ϫ��(��ࡑ�の௚のྲྀ組

Ϫ��(��࢚࢖ࢧ�ン࣏ࢧ࣭ࢫーターไ度

Ϫ��(���ಖ育費⏝補助ไ度

Ϫ��(���࣓ンターไ度

Ϫ��(���男女共同参画ࡧࡼ࠾女性研究者支援に㛵ࡍる࢔ンࢣーࢺㄪᰝ

Ϫ��(����女性研究者研究活動支援事業のㄆ▱度ࡧࡼ࠾男女共同参画推進に㛵ࡍるㄪᰝ

Ϫ��(���男女共同参画ࡧࡼ࠾女性支援に㛵ࡍるព㆑ㄪᰝ

մ�女性研究者採⏝ಁ進、研究ຊྥୖ࣭ୡ⏺ࣝ࣋ࣞࣉࢵࢺの研

究者㣴成のためのࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏ンᑟධ(┦஫⌮ゎを

ᚓࡘࡘຠᯝⓗ࣭⌧ᐇⓗ࡞ᡭἲを採⏝�

��

�����

��

�����

��

�����

�����

Ϫ��(���⎔ቃᩚഛ

Ϫ��(��ࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏�ン

Ϫ��(��ࡑ�の௚のྲྀ組

Ϫ��(��࢚࢖ࢧ�ン࣏ࢧ࣭ࢫーターไ度

Ϫ��(���ಖ育費⏝補助ไ度

Ϫ��(���࣓ンターไ度

Ϫ��(���男女共同参画ࡧࡼ࠾女性研究者支援に㛵ࡍる࢔ンࢣーࢺㄪᰝ

յࠑ��ᇶ♏⌮ㄽ研究とᐇ㊶ࠒ男女共同参画㹙࢙ࢪンࢲー平➼㹛

に㛵ࡍる研究࣭ᩍ育࣭ၨⓎ活動のಁ進、学ၥⓗ㈉⊩

�����

�����

�����

�����

��

��

�����

�����

�����

��

��

Ϫ��(��ࣗࢽ�ーࣞࢬターⓎ⾜

Ϫ��(��࢔���女性研究者研究活動支援事業ࢩࣇ࢜ࢡࢵ࢟ン࣒࢘ࢪ࣏「๓࡬㸟　明治大

学の男女共同参画」

Ϫ��(��࢖��ᅜ㝿ࢩン࣒࢘ࢪ࣏「学術ศ㔝の男女共同参画とከᵝ性」
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๓࡬㸟～」

Ϫ��(��࢔���⏕明⚍ࢺー࣋࢖ࢡンࢺ「⌮⣔㹍㹅に⪺ࡃ㸟⌮⣔研究者のᮍ᮶～ാき᪉࣭

「～ࣝ࢖タࢫࣇ࢖ࣛ
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同参画࠘～᮶てぢて▱ࡗて、ヰしてࡼࡳう～」
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応募時の申請書に掲げる取組内容①～⑦に対応する実績と成果ページは下記の通りである。
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取組内容の実績と成果　対応ページ表
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応募時の申請書に掲げる取組内容①～⑦に対応する実績と成果ページは下記の通りである。
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(１) 環境整備

１　男女共同参画推進センターおよび女性研究者研究活動支援事業推進本部の設置

����年に設置さࢀた男女共同参画推進ጤဨ఍をⓎᒎⓗにᨵ組し、����年�᭶�᪥に「男女共同参画推進セ

ンター」を設置した。ࡑのᚋ、女性研究者の研究活動支援ࡧࡼ࠾研究ຊྥୖのための活動を推進ࡍるにあ

たࡾ、男女共同参画推進センターのもとに「女性研究者研究活動支援事業推進本部」を㥴Ἑྎࣕ࢟ンࢫࣃ

に設置し、⌮⣔学部が࣓࢖ンの⏕⏣ࣕ࢟ンࢫࣃに「女性研究者研究活動支援事業⏕⏣ศᐊ」を設置した。

ͤ本事業のయไᅗは本活動報告書࣌��ーࢪにᥖ㍕。

２　男女共同参画推進センター運営委員会および女性研究者研究活動支援事業推進本部委員会の設置

本学の࡭ࡍてのᵓ成ဨをᑐ㇟とした「男女共同参画推進センター」に㐠Ⴀጤဨ఍を置き、⥲ົᢸᙜᖖ໅

⌮事がᢸᙜ⌮事ව㐠Ⴀጤဨとして参ຍࡍるయไをとࡗたことで、㎿㏿ࡘ࠿෇࡞⁥㐠Ⴀがྍ⬟にࡗ࡞た。ࡲ

た、ពᛮỴᐃ部㛛に࠾ける男女ẚを㓄៖し、����年度࠿ら����年度は㐠Ⴀጤဨ��ྡ୰、��ྡの女性ᩍ⫋ဨ

を㓄置した。

るために「女性研究者研究活動ࡍ⾜た、研究者の支援活動として「女性研究者研究活動支援事業」を㐙ࡲ

支援事業推進本部」には推進本部ጤဨ఍を置࠸た。推進本部ဨはᙜึ女性のࡳであࡗたため、����年�᭶

ても、女性研࠸࠾ることで、女性研究者研究活動支援事業に࠼推進本部ဨにⱝᡭ男性研究者を�ྡຍ、ࡾࡼ

究者支援とあࡏࢃて男性のព㆑ᨵ㠉もྵめた男女共同参画を推進してࡃ࠸యไのᇶ♏を⠏࠸た。

����年度には学ෆయไのኚ໬にక࠸、᪂たに設置さࢀた男女共同参画࣭㞀が࠸者ᑡᩘ者支援ᢸᙜ๪学㛗

を男女共同参画推進センター㛗とし、᪂యไをᩚ࠼た。

ྛ、るためࡍては඲学ⓗに本事業を推進࠸ࡘた、推進本部ဨのᵓ成にࡲ 学部࠿らᩍဨ�ྡを推進本部ဨに

㑅ฟした。

ͤྛ年度のጤဨ一ぴは本活動報告書�����。にᥖ㍕ࢪー࣌

女性研究者研究活動᪂事業推進本部は、推進本部௦⾲、⏕⏣ศᐊ㛗、推進本部ဨ��ーターࢿ࢕ࢹーࢥ、ྡ

ྡ、支援ဨ�ྡ、ࢫタྡ�ࣇࢵ、ᢸᙜᑓ௵⫋ဨ(⥲ົ部⥲ົㄢ㸸事ົᒁ�のయไをྲྀࡾ、事業を推進した。

駿河台キャンパス　アカデミーコモン7階 生田キャンパス　中央校舎2階
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(２) ポジティブ・アクション

1　トップリーダーによるポジティブ・アクションの推進

・学長による「2016(平成28)年度教員任用計画の基本方針」

ᐇຠ性の㧗ࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏࠸ンとして、学㛗の「����(平成���年度ᩍဨ௵⏝ィ画のᇶ本᪉㔪」に、

年㱋、男女ẚࡧࡼ࠾እᅜ人ᩍဨのᵓ成にも㓄៖したᩍဨ組織のᩚഛࡸ、ྛ 学部➼に࠾けるබເせ㡿に「男女

共同参画♫఍のᐇ⌧にྥけて女性研究者の✚ᴟⓗ࡞ᛂເをಁࡍ」᪨の文ゝを明記ࡍること➼がᥖࡆらࢀた。

・トップリーダーの人事権発動による直接的なポジティブ・アクション実施

����年�᭶、᪂学㛗≉࿨事㡯として「男女共同参画࣭㞀が࠸者ᑡᩘ者支援ᢸᙜ๪学㛗」が設置さࢀ、᪂学㛗

యไのୗで⟇ᐃさࢀた����年度「ᩍ育࣭研究年度ィ画書」(学㛗᪉㔪�のᇶ本᪉㔪(㛗୰ᮇィ画書�のᣦ㔪の一

。たࢀらࡆとして、「男女共同参画と平➼のᐇ⌧」がᥖࡘ

2　女性研究者増加のためのポジティブ・アクション

・理系3学部長等懇談会における方針の確認

����年�᭶に本事業ᐇ᪋㈐௵者(センター㛗�と⌮⣔�学部㛗ͤとのពぢ஺᥮఍をᐇ᪋した。

　ͤ⌮⣔�学部э⌮ᕤ学部、㎰学部、⥲ྜᩘ⌮学部

・ポジティブ・アクションのためのコンセンサス　

女性研究者支援の補助事業࡬の採択をዎᶵとして設置さࢀた男女共同参画推進センター(๓ᥖ࣌��ー

ィ画「明治大学男女共同参画推進࡞るための⥲ྜⓗࡍて、大学඲యとして男女共同参画を推進࠸࠾に�ࢪ

ᇶ本ィ画」が⟇ᐃさࢀ、同年��᭶�᪥に᪋⾜さࢀた。

ᇶ本ィ画は、ᇶ本⌮ᛕ、ᇶ本᪉㔪ཬࡧ⾜動ィ画ͤをもࡗてᵓ成さࢀてࡑ、ࡾ࠾のෆᐜに࠸ࡘては、男女共同参画

㛵ಀἲ௧の࠿࡯、ἲ௧にᇶ࡙ࡃ一般事業୺⾜動ィ画、学ᰯἲ人明治大学㛗ᮇࣙࢪࣅン、学ᰯἲ人明治大学୰ᮇィ

画、学㛗᪉㔪、明治大学ࣛࢢン࢖ࢨࢹࢻン����➼を㋃࠼ࡲて⟇ᐃさࢀた(๓ᥖ࣌�����ーࢪ�。

ͤᇶ本᪉㔪ཬࡧ⾜動ィ画に࠸࠾てࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏ンをྵࡴ部ศ

るためのᩍ育࣭ࡍ�男女共同参画をಁ進ڦ 研究యไのᵓ⠏㸦女性のᩍဨ࣭ᩍㅍ࣭研究者࣭⫋ဨを✚ᴟⓗに採⏝ࡍる�

推進࡞の✚ᴟⓗࢫンࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡー࣡ڦ

ព㆑ᨵ㠉と⌮ゎのಁ進ڦ

ḟୡ௦の女性研究者育成ڦ

ーの㣴成ࢲける女性ࣜー࠾ពᛮỴᐃ㐣⛬にڦ

・女性研究者比率の目的設定と目標達成状況

事業ィ画の┠ᶆとして設ᐃした女性研究者ẚ⋡の㐩成≧ἣに࠸ࡘて、඲ศ㔝の女性研究者ᅾ⫋ẚ⋡は┠

ᶆ್�����にᑐし�����、⌮⣔女性研究者ᅾ⫋ẚ⋡は┠ᶆ್�����にᑐし�����(⾲��、ࡲた඲ศ㔝の女性研究

者採⏝ẚ⋡は┠ᶆ್�����にᑐし�����と大ᖜに┠ᶆ್をୖᅇࡾ、⌮⣔女性研究者採⏝ẚ⋡は┠ᶆ್�����

にᑐし�����であࢀࡎ࠸、��⾲)ࡾも㐣ཤ�年㛫で᭱も㧗್ᩘ࠸とࡗ࡞た。
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表1　女性研究者在職比率の目標値と3年間の推移

目標値 2014年度 2015年度 2016年度

女性研究者
ᅾ⫋ẚ⋡ ����� ����� ����� �����

⌮⣔女性研究者
ᅾ⫋ẚ⋡ ����� ���� ���� �����

表2　女性研究者採用比率の目標値と3年間の推移

目標値 2014年度 2015年度 2016年度

女性研究者
ᅾ⫋ẚ⋡ ����� ����� ����� �����

⌮⣔女性研究者
ᅾ⫋ẚ⋡ ����� ����� ���� �����

ͤ⾲�、⾲�とも����年度のᩘ್は����年�᭶�᪥⌧ᅾ、ࡑの௚のᩘ್はヱᙜ年度�᭶��᪥⌧ᅾ

3　ポジティブ・アクションに関する意識改革

・全学アンケート調査

男女共同参画推進センター設置にඛ❧ࡕ、����年�᭶に඲学࢔ンࢣーࢺをᐇ᪋し、㉁ၥ㡯┠にࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏

。を設ᐃした࠸るၥࡍンに㛵ࣙࢩ

。ࡾ࠾るᅇ⟅は、ḟのとࡍンにᑐࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏

㸦�）研究とᐙᗞとの୧❧支援ไ度のᑟධ　㈶成�����、཯ᑐ�����、࠿ࢃら࠸࡞�����

㸦�）ᩘ್┠ᶆไ度のᑟධ　　　　　　　　㈶成�����、཯ᑐ������࠸࡞ら࠿ࢃ、����

㸦�）ࢡ࢓ࣇࢫࣛࣉター᪉ᘧのᑟධ　　　　㈶成�����、཯ᑐ�����、࠿ࢃら࠸࡞�����

㸦�）ࡑの௚のᥐ置として᳨ウ࡭ࡍきෆᐜ(⮬⏤記㏙�

〈詳細〉

㸦��「研究とᐙᗞとの୧❧支援⟇のᑟධ」ͤに࠸ࡘては「㈶成」が�����と、研究とᐙᗞとの୧❧のための支

援がᚲせであると࠸うことに࠸ࡘてはࢥンセンࢫࢧがᚓらࢀて࠸た。

ͤ本事業でᵓ⠏した୧❧支援ไ度ヲ⣽は࣌�����ーࢪにᥖ㍕。

㸦���「ᩘ್┠ᶆไ度のᑟධ」に࠸ࡘては「㈶成」「࠿ࢃら࠸࡞」がࢀࡒࢀࡑ�����、�����で「཯ᑐ」が�����で

あるが、࣓ࢥンࢺḍをศᯒした⤖ᯝ、性ูにࢃ࠿࠿らࡎඃ⚽࡞研究者☜ಖがᚲせと࠸う部ศに࠸ࡘて

のࢥンセンࢫࢧはᚓらࢀて࠸ると⪃࠼らࢀる。ࡲた、「཯ᑐ」の࣓ࢥンࢺの࠿࡞には、ᩘ もඛࡾࡼ್

に、ඃ⚽࡞人材☜ಖのための⎔ቃᩚഛ、と࠸うពぢもあࡗた。

㸦���「ࢡ࢓ࣇࢫࣛࣉター᪉ᘧのᑟධ」に࠸ࡘては、「㈶成」が�����、「཯ᑐ」が�����、「࠿ࢃら࠸࡞が」�����

であࡗた。一ᐃᮇ㛫であࡤࢀ㈶成、業⦼ඃඛはṇᙜ、業⦼が同➼であࡤࢀ㈶成である、と࠸うពぢ

があࡗた。ࢀࡑにᑐし、ุ ᐃ材ᩱと࡞る「同➼であること」を࡝のࡼうにุᐃࡍるの࠿、と࠸う␲ၥ

が「཯ᑐ」ࡸ「࠿ࢃら࠸࡞」の⌮⏤とࢡ࢓ࣇࢫࣛࣉ、ࡾ࡞ター᪉ᘧを進めるୖでは、明☜࡞ホ౯ᇶ‽
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のᩚഛがㄢ㢟であることが࢔ンࢣーࢺの⤖ᯝࡾࡼ明ら࠿にࡗ࡞た。

男性の支援のもᚲࡃ࡞けでࡔるため、女性ࡍ人材を☜ಖ࡞⚽のពぢでは、඲యとしては、ඃ「の௚ࡑ」��)

せ性であること、ඃ⚽࡞女性が本学にᛂເࡍる࢖ンセンࣈ࢕ࢸに࡞るࡼう࡞⎔ቃ(クඣᡤ➼�をᩚ࠼

ることに࠸ࡘてのゝཬがあࡗた。

例)

࣭�ࣟ ーࣝࣔࣝࢹにࡾ࡞うる研究者をࣉࢵ࢔ࢡࢵࣆして支援。明治大学の女性支援の一౛としてⓎಙ

しては࡝う࠿。

࣭女性ഃࡔけでࡃ࡞男性ഃのไ度に࠸ࡘて㆟ㄽも✚ᴟⓗに࡭ࡍき。

࣭඲てのࣕ࢟ンࢫࣃにクඣᡤをసること、ඃ⚽࡞女性研究者が本学にᛂເࡍる動ᶵ௜けがඛである。

4　ポジティブ・アクションとしての女性研究者支援策

・研究補助者(サイエンス・サポーター)派遣制度

研究とࣛ࣋࢖ࣇ࢖ンࢺ(ฟ⏘࣭育ඣ࣭௓ㆤ�との୧❧支援、࣡ࡧࡼ࠾ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫのᐇ⌧➼を

┠ⓗとして、研究補助者(࢚࢖ࢧン࣏ࢧ࣭ࢫーター�ὴ㐵ไ度をᵓ⠏した(ᚋᥖ࣌�����ーࢪ�。

・保育費用補助制度

研究と育ඣの୧❧支援を┠ⓗとして、「ኪ㛫ಖ育」、「ఇ᪥ಖ育」ࡧࡼ࠾「⑓ඣ࣭⑓ᚋඣಖ育」の฼⏝ᩱ㔠の

一部を補助ࡍるಖ育費⏝補助ไ度をᵓ⠏した(ᚋᥖ࣌��ーࢪ�。

・メンター制度

研究者の࢚ン࣡ࣃー࣓ンࡧࡼ࠾ࢺ〈㔝ᣑ大、研究ຊྥୖにᐤ୚ࡍることを┠ⓗとし、࢔ࣜࣕ࢟ᙧ成ࡼ࠾

る࣓ンターไ度をᑟධした(ᚋᥖࡍのᶵ఍をᥦ౪ࢢる࣓ンタࣜンࡍの୧❧➼に㛵ࢺン࣋࢖ࣇ࢖研究とࣛࡧ
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(３) ネットワーク構築

１　学内ネットワーク

・ランチ交流会をもとにした学内研究者のネットワーク

㥴Ἑྎࣕ࢟ンࣕ࢟⏣⏕࣭ࢫࣃン࣭ࢫࣃ୰㔝ࣕ࢟ンࢫࣃのࣕ࢟�ンࢫࣃにてᐇ᪋したࣛンࢳ஺ὶ఍を㏻ࡌ

て、研究者同ኈが学部を㉸࠼て஺ὶをもࡕ、᝟報の共᭷とㄢ㢟をぢฟࡍことができた。ⱝᡭ研究者ࡸ大学

㝔⏕に࠸࠾ては、ࣛ ンࢳ஺ὶ఍がඛ㍮研究者と᝟報஺᥮ࡍる㈗㔜࡞ᶵ఍にもࡾ࡞、研究者の〈㔝ᣑ大࣭ḟ

ୡ௦育成に࡞ࡘがࡗた(ᚋᥖ�����。�ࢪー࣌

ࣛ、ではࢫࣃンࣕ࢟⏣⏕ ンࢳ஺ὶ఍に参ຍした大学㝔⏕࠿ら学部ࡸ研究科を㉸࠼た࣡ࢺࢵࢿーࢡᵓ⠏をせ

ᮃࡍるኌがあがࡾ、推進本部がᐇ᪋したࣛンࢳ஺ὶ఍࠿らὴ⏕した、大学㝔⏕同ኈにࡼるࣛンࢳ஺ὶ఍「࣑

。�ࢪー࣌��た(ᚋᥖࡗ࡞ることとࡍの఍」を㛤ദ࢟ࢬ

て⌮⣔と文⣔の研究者が一ᇽに఍し࠸࠾஺ὶ఍にࢳで㛤ദしたࣛンࢫࣃンࣕ࢟た、文⌮⼥ྜ型の୰㔝ࡲ

たことは、␗࡞る学ၥศ㔝の研究者㛫の஺ὶのಁ進に࡞ࡘがࡗた。

さらに、࣓ ンタࣜンࣛࢢンࢳ఍をᐇ᪋したことにࡾࡼ、同ࡼࡌう࡞❧ሙ࣭ᝎࡳをᢪ࠼た研究者ࡸ大学

㝔⏕が࣓ンターにࡼる㐺ษࢫ࢖ࣂࢻ࢔࡞をཷけ、௒ᚋの研究者としての活動の参⪃にࡍることができた

(ᚋᥖ࣌��ーࢪ�。

・シンポジウム共催による学内他機関とのネットワーク

ᅜ㝿ࢩン࣒࢘ࢪ࣏では、女性研究者研究活動支援事業推進本部、᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部࢙ࢪンࢲー

センター࡞らࡧにἲ科大学㝔࢙ࢪンࢲーἲセンターの�ᶵ㛵が共ദࡍることで、ࢀࡒࢀࡑに࡞ࡘがࡾのある

ᾏእ研究者をᣍ⪸ࡍることができた。඲య఍ࡧࡼ࠾➨�ศ科఍では本学の学術஺ὶ༠ᐃᰯであるࢩーࣜ࢝ࢼ

ンࣟ࢕࢘ーࢺ大学(タ࢖�の研究者にࡈⓏቭ࠸た࠸ࡔた࠿࡯、同➨�ศ科఍の࣓ࢥンࢸーターとして本学ᅜ㝿

໬推進࣒ࣛࢢࣟࣉ(「大学㛫㐃ᦠ共同ᩍ育推進事業」�の㐃ᦠᶵ㛵である、ᅜ㝿㐃ྜ㛤Ⓨィ画(㹓㹌㹂㹎�の研

究者に࠾㉺し࠸た࠸ࡔた。ࡲた、ᾏእの学術動ྥにヲし࠸እᅜ人研究者にᇶㄪㅮ₇と➨�ศ科఍にࡈⓏቭ࠸

た࠸ࡔた࠿࡯、同➨�ศ科఍では᪥本ᘚㆤኈ㐃ྜ఍࣭᪥本女性ἲᚊᐙ༠఍࣭࢙ࢪンࢲーἲ学఍にᚋ援を࠸た

。�ࢪー࣌�����た(ᚋᥖ࠸ࡔ

２　学外ネットワーク

・他大学や地域行政とのネットワークの基礎作り

一ᶫ大学、ி㒔⏘業大学、㟼ᒸ大学(᮶ᐊ㡰�の男女共同参画ᢸᙜ者が本学の男女共同参画推進センター࡬᮶

ᐊさࢀた。本学࠿らは࠾ⲔのỈ女Ꮚ大学、一ᶫ大学、୰ኸ大学、ἲᨻ大学、ᮾி་科ṑ科大学(ゼၥ㡰�࡬ゼၥ

し、᝟報஺᥮࣭ពぢ஺᥮のᶵ఍をもࡘことができた。

ᆅᇦ⾜ᨻとの஺ὶをᶵに、����年�᭶にᮾி་科ṑ科大学࣭ࡸでの㏆㞄大学࣒࢘ࢪ࣏ンࢩࣇ࢜ࢡࢵ࢟、に࠿࡯

㡰ኳᇽ大学ྜ同㛤ദの「௙事࣭学業と育ඣとの୧❧に㛵ࡍる᝟報஺᥮఍」࡬参ຍした。ࡑのᚋ、����年�᭶に本

学に࠸࠾て学ෆಖ育ᅬに㛵ࡍるຮᙉ఍をᐇ᪋した。ຮᙉ఍では、ᮾி་科ṑ科大学と༓௦⏣༊のࡈᢸᙜ者にࡈ

参ຍ࠸たࡔき、㒔ᚰにࣕ࢟ンࢫࣃをᣢࡘ大学が࡝のࡼうに学ෆಖ育ᅬを㐠Ⴀして࠸るの࠿、༓௦⏣༊のಖ育㛵

㐃の≧ἣ➼に࠸ࡘてලయⓗにう࠿がうことができた。
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㝔⏕が࣓ンターにࡼる㐺ษࢫ࢖ࣂࢻ࢔࡞をཷけ、௒ᚋの研究者としての活動の参⪃にࡍることができた
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・シンポジウム共催による学内他機関とのネットワーク

ᅜ㝿ࢩン࣒࢘ࢪ࣏では、女性研究者研究活動支援事業推進本部、᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部࢙ࢪンࢲー

センター࡞らࡧにἲ科大学㝔࢙ࢪンࢲーἲセンターの�ᶵ㛵が共ദࡍることで、ࢀࡒࢀࡑに࡞ࡘがࡾのある

ᾏእ研究者をᣍ⪸ࡍることができた。඲య఍ࡧࡼ࠾➨�ศ科఍では本学の学術஺ὶ༠ᐃᰯであるࢩーࣜ࢝ࢼ

ンࣟ࢕࢘ーࢺ大学(タ࢖�の研究者にࡈⓏቭ࠸た࠸ࡔた࠿࡯、同➨�ศ科఍の࣓ࢥンࢸーターとして本学ᅜ㝿

໬推進࣒ࣛࢢࣟࣉ(「大学㛫㐃ᦠ共同ᩍ育推進事業」�の㐃ᦠᶵ㛵である、ᅜ㝿㐃ྜ㛤Ⓨィ画(㹓㹌㹂㹎�の研

究者に࠾㉺し࠸た࠸ࡔた。ࡲた、ᾏእの学術動ྥにヲし࠸እᅜ人研究者にᇶㄪㅮ₇と➨�ศ科఍にࡈⓏቭ࠸

た࠸ࡔた࠿࡯、同➨�ศ科఍では᪥本ᘚㆤኈ㐃ྜ఍࣭᪥本女性ἲᚊᐙ༠఍࣭࢙ࢪンࢲーἲ学఍にᚋ援を࠸た

。�ࢪー࣌�����た(ᚋᥖ࠸ࡔ

２　学外ネットワーク

・他大学や地域行政とのネットワークの基礎作り

一ᶫ大学、ி㒔⏘業大学、㟼ᒸ大学(᮶ᐊ㡰�の男女共同参画ᢸᙜ者が本学の男女共同参画推進センター࡬᮶

ᐊさࢀた。本学࠿らは࠾ⲔのỈ女Ꮚ大学、一ᶫ大学、୰ኸ大学、ἲᨻ大学、ᮾி་科ṑ科大学(ゼၥ㡰�࡬ゼၥ

し、᝟報஺᥮࣭ពぢ஺᥮のᶵ఍をもࡘことができた。

ᆅᇦ⾜ᨻとの஺ὶをᶵに、����年�᭶にᮾி་科ṑ科大学࣭ࡸでの㏆㞄大学࣒࢘ࢪ࣏ンࢩࣇ࢜ࢡࢵ࢟、に࠿࡯

㡰ኳᇽ大学ྜ同㛤ദの「௙事࣭学業と育ඣとの୧❧に㛵ࡍる᝟報஺᥮఍」࡬参ຍした。ࡑのᚋ、����年�᭶に本

学に࠸࠾て学ෆಖ育ᅬに㛵ࡍるຮᙉ఍をᐇ᪋した。ຮᙉ఍では、ᮾி་科ṑ科大学と༓௦⏣༊のࡈᢸᙜ者にࡈ

参ຍ࠸たࡔき、㒔ᚰにࣕ࢟ンࢫࣃをᣢࡘ大学が࡝のࡼうに学ෆಖ育ᅬを㐠Ⴀして࠸るの࠿、༓௦⏣༊のಖ育㛵

㐃の≧ἣ➼に࠸ࡘてලయⓗにう࠿がうことができた。
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・地域貢献と本事業の活動の周知

༓௦⏣༊ᙺᡤにて㛤ദさࢀた༓௦⏣༊男女共同参画センター㹋㹇㹕୺ദの「㹋㹇㹕⚍ࡾ」に参ຍࡍるこ

とで、本学の男女共同参画に㛵ࡍるྲྀ組ࡸ活動をᆅᇦの௻業ࡸ大学ࣆ࢔࡬ーࣝࡍることができた࠿࡯、㏆㞄

大学に࠾ける男女共同参画推進のྲྀ組≧ἣ➼をう࠿がうᶵ఍をもࡘことができた(ᚋᥖ࣌��ーࢪ�。

௚に、⚄ዉᕝ┴では「ࣛ࢔ࣜࣕ࢟ࣇ࢖ᩍ育支援」として、大学⏕➼のⱝ者をᑐ㇟とし、ⱝ者一人ࡦとࡾ

が、ಶ性と㐺性にᛂࡌたࣛ࢔ࣜࣕ࢟ࣇ࢖(⏕ᾭにࢃたる⏕き᪉�を㑅択できるࡼう、࣋࢖ンࢺをᐇ᪋して࠸

る。ࡑの୰で、ࣛ ࣛ、ࡸࢡーࢺるࡍに㛵࢔ࣜࣕ࢟ࣇ࢖ ࣉーࣝࢢを୰ᚰとしたࢢンࢽンࣛࣉ࣭࢔ࣜࣕ࢟ࣇ࢖

࣡ーࢡ➼を⾜う「ࣛ セン࢔࢕ࢸンࣛ࣎⏣⏕を参↷�ͤを、本学のࢪー࣒࣌ー࣍┴㐨ሙ」(⚄ዉᕝ࢔ࣜࣕ࢟ࣇ࢖

ターとともに共ദᅋయとࣕ࢟⏣⏕、ࡾ࡞ンࢫࣃに࠸࠾て����年��᭶に㛤ദした。

さࡸ」ンㅮᗙࣉー࢜ー����年度᫓ᮇ࣑ࢹ࢝࢔࢕ࢸࣂて、明治大学ࣜ࠸࠾にࢫࣃンࣕ࢟⏣⏕ࡃࡌた、同ࡲ

しࡃ学ࠗࡪ男女共同参画࠘～᮶てぢて▱ࡗて、ヰしてࡼࡳう～」を����年�᭶に㛤ദし、男女共同参画にࡘ

ンㅮᗙでは、ᕝᓮᕷᩍ育ጤဨ఍ࣉー࢜ることができた。このࡍ⫣るᶵ఍をసることで、ᆅᇦに㈉࡭て学࠸

㐃ᦠ事業、ᰴᘧ఍♫㈨⏕ᇽ女性研究者࢚࢖ࢧンࣛࢢࢫンࢺ事ົᒁにᚋ援を࠸た࠸ࡔた(ᚋᥖ࣌��ーࢪ�。

ͤ平成��年度は┴ෆの大学࡝࡞で��ᅇᐇ᪋、ᐇ᪋᫬ᮇは平成��年��᭶୰᪪࠿ら��᭶ୗ᪪。

・その他の交流　

����年��᭶にᅜ❧女性ᩍ育఍㤋(㹌㹕㹃㹁�に࠸࠾て㛤ദさࢀた「大学➼に࠾ける男女共同参画推進セ

ら὾本∾Ꮚ๪学㛗࣭男女共同参࠿に本学「けるാき᪉ᨵ㠉࠾大学➼に」ー」では、�᪥┠のศ科఍Ϩࢼ࣑

画推進センター㛗がⓏቭし、事౛報告を⾜ࡗた。
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(４) ロゴマーク・愛称募集

男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部設置ᚋ、����年度ෆ㛶ᗓ男女共同参画

㐌㛫にあࡏࢃて本事業の࿘▱活動の一⎔として、明治大学の女性研究者支援࣭研究ຊྥୖにྲྀࡾ組ࡴ組織

の࣓࢖ーࢪをࡃࡍࡸࡾ࠿ࢃ⾲⌧しᖜᗈࡃ࿘▱ࡍるための࣐ࣟࢦーࢡとឡ⛠のເ㞟を⾜ࡗた。

１　公募詳細

බເᑐ㇟㸸学ෆᩍ⫋ဨࡧࡼ࠾学⏕、ᰯ ཭

ເ㞟ᮇ㛫㸸����年�᭶��᪥(Ỉ�～����年�᭶��᪥(㔠�

ᛂເ᪉ἲ㸸ᡤᐃのᛂເ⏝⣬でస成し、㒑㏦もしࡃは㟁Ꮚ࣓ーࣝでᛂເ

ᛂເ⥲ᩘ㸸࣐ࣟࢦーࢡ��௳

ឡ⛠��௳

２　ロゴマーク・愛称の決定について

推進本部ጤဨ఍࣓ンࣂーのᢞ⚊をもࡗてឡ⛠ඃ⚽㈹、ࣟ 。ඃ⚽㈹をỴᐃしたࢡー࣐ࢦ

ឡ⛠ඃ⚽㈹㸸ၟ学部ၟ学科ᕝᓥె大さࢇのసရ「㹋㹓㹅㹃㹂(ࢻࢵ࢙ࢪ࣑ࣗ�」

てᨵኚをࡏࢃンを採⏝し、ឡ⛠にあ࢖ࢨࢹのࢇඃ⚽㈹㸸㎰学研究科⏕࿨科学ᑓᨷ㧗ᶫ㐶㤶さࢡー࣐ࢦࣟ

᪋した。

本事業愛称本事業ロゴマーク

Meiji のＭ

University のＵ

Gender のＧ

Equality のＥ

Diversity のＤ
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和泉

中野

駿河台

生田

１　図書の貸出

男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部

の࡬た男女共同参画ࡲ、て、研究者の〈㔝ᣑ大࠸࠾ศᐊに⏣⏕ࡧࡼ࠾

⌮ゎಁ進のため、「男女共同参画」「࣡ ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫ」「育

ඣ࣭௓ㆤ」「࢙ࢪンࢲー」➼に㛵ࡍるⶶ書の㈚ฟを⾜ࡗた。

２　簡易搾乳スペースの提供

推進本部ࡧࡼ࠾⏕⏣ศᐊෆのࣃーࣙࢩ࢕ࢸン௜の࢓ࣇࢯにてᦢங

。のᥦ౪をᐇ᪋したࢫー࣌ࢫ

３　オムツ交換台・ベビーチェアの設置

඲ࣕ࢟ンࢫࣃのከ┠ⓗࣞ࢖ࢺෆにࢶ࣒࢜஺᥮ྎࣅ࣋ࡧࡼ࠾ー࢔࢙ࢳ

をᩚഛࡍることができた。

(５) その他の取組
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Ⅲ－２　両立支援体制確立・実施
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Ⅲ－２　両立支援体制確立・実施
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(１) サイエンス・サポーター制度

【制度概要】
１　サイエンス・サポーター＜ライフイベント型＞
本学の研究者がࣛ࣋࢖ࣇ࢖ンࢺと研究の୧❧、࣡ࡧࡼ࠾ー

るために研究活動の⥅⥆と研ࡍを☜ಖࢫンࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡ

究ຊྥୖをᅗることを┠ⓗとした支援ไ度を☜❧した。

本ไ度は、本学にᡤᒓࡍる研究者がࣛ࣋࢖ࣇ࢖ンࢺにࡗࡼ

て研究活動の支援をᚲせとࡍるሙྜに、研究の補助業ົを⾜う

研究補助ဨ(࢚࢖ࢧン࣏ࢧ࣭ࢫーター�をὴ㐵ࡍるもので、本ไ

度を฼⏝ࡍる研究者は、本事業の㊃᪨である女性研究者育成の

ほⅬ࠿ら、⮬らが࢚࢖ࢧン࣏ࢧ࣭ࢫーターのࣟーࣝࣔࣝࢹと࡞

ら、研࠿るほⅬࡍၨⓎを支援࢔ࣜࣕ࢟、たḟୡ௦人材育成ࡲ、ࡾ

究支援者の㈨᱁は本学の学部学⏕ࡧࡼ࠾大学㝔⏕とした。

本ไ度の支援ᑐ㇟者は本人ཪは㓄അ者が⏘๓࣭⏘ᚋఇ

ᬤ、育ඣఇ業ཪは௓ㆤఇ業୰にある者を㝖ࡃ、ୗ記のࢀࡎ࠸

。る研究者としたࡍにヱᙜ࠿

(��ฟ⏘ணᐃ者、ཪはᑠ学ᰯ�年⏕ࡲでのᏊを育ඣして࠸る女性研究者

(���㓄അ者が(大学ཪは⊂❧⾜ᨻἲ人➼にᡤᒓࡍる�研究者でฟ⏘ணᐃ者、ᑠ学ᰯ�年⏕ࡲでのᏊを

育ඣして࠸る男性研究者

(��ᕷ༊⏫ᮧ࠿らせ௓ㆤのㄆᐃをཷけて࠸るぶ᪘を௓ㆤして࠸る女性研究者

(���㓄അ者が(大学ཪは⊂❧⾜ᨻἲ人➼にᡤᒓࡍる�研究者で、ᕷ༊⏫ᮧ࠿らせ௓ㆤのㄆᐃをཷけて

る男性研究者࠸るぶ᪘を௓ㆤして࠸

ͤ�㓄അ者には、፧ጻのᒆฟの᭷↓にࢃ࠿࠿らࡎ、事ᐇୖ፧ጻ㛵ಀと同ᵝの事᝟にあると推進本

部௦⾲がㄆめる者をྵࡲ。ࡴた、研究者にはࢡࢻࢺࢫ࣏ターもྵࢀࡲる。

ͤ�せ௓ㆤ≧ែとは育ඣ࣭௓ㆤఇ業ἲにᇶ࡙き㈇യ、⑌⑓ཪは㌟యୖⱝしࡃは⢭⚄ୖの㞀ᐖにࡼ

。う࠸る≧ែにある者をࡍᖖ᫬௓ㆤをᚲせとࡾたࢃ�㐌㛫௨ୖのᮇ㛫にࡾ

ͤぶ᪘とは、㓄അ者、∗ẕ、Ꮚ、㓄അ者の∗ẕ、♽∗ẕ、Ꮮཬࡧ඗ᘵጜጒをᣦࡍ。

 

２　サイエンス・サポーター＜本部イベント型＞
本学の学⏕を㞠⏝し、本事業の࣋࢖ンࢺ(୺にࢩンࡸ࣒࢘ࢪ࣏セࢼ࣑ー➼のၨⓎ活動�に࠾ける㐠Ⴀ࣭ᐇ

᪋補助業ົを㏻ࡌて、男女共同参画にᑐࡍる⌮ゎのಁ進ࡸព㆑ᨵ㠉をᅗࡗた。
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ͤ�せ௓ㆤ≧ែとは育ඣ࣭௓ㆤఇ業ἲにᇶ࡙き㈇യ、⑌⑓ཪは㌟యୖⱝしࡃは⢭⚄ୖの㞀ᐖにࡼ

。う࠸る≧ែにある者をࡍᖖ᫬௓ㆤをᚲせとࡾたࢃ�㐌㛫௨ୖのᮇ㛫にࡾ

ͤぶ᪘とは、㓄അ者、∗ẕ、Ꮚ、㓄അ者の∗ẕ、♽∗ẕ、Ꮮཬࡧ඗ᘵጜጒをᣦࡍ。

 

２　サイエンス・サポーター＜本部イベント型＞
本学の学⏕を㞠⏝し、本事業の࣋࢖ンࢺ(୺にࢩンࡸ࣒࢘ࢪ࣏セࢼ࣑ー➼のၨⓎ活動�に࠾ける㐠Ⴀ࣭ᐇ

᪋補助業ົを㏻ࡌて、男女共同参画にᑐࡍる⌮ゎのಁ進ࡸព㆑ᨵ㠉をᅗࡗた。
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【利用実績】

１　ライフイベント型

各年度における制度利用実績(2017年3月1日現在の実人数)

2014 2015 2016

女性 �人(ෆ㸸௓ㆤ�ྡ� ��人(ෆ㸸௓ㆤ�ྡ� ��人

男性 �人 �人 �人

㸺研究業⦼ྥୖに࠸ࡘて㸼

����年度～����年度᫓学ᮇࡲでに、「ࣛ ーターไ度」を฼⏝した女性研究者࣏ࢧ࣭ࢫン࢚࢖ࢧ型ࢺン࣋࢖ࣇ࢖

�ྡ(⌮⣔�ྡ、文⣔�ྡ�の研究業⦼に࠸ࡘてはୗ記の⾲のとࡾ࠾(����年�᭶ㄪ࡭�。

ୗ記の⾲は、業⦼がไ度฼⏝の๓年とẚ࡭、「同ᩘ」ࡲたは「ቑຍ」した研究者のᩘを♧して࠸る。ᴫࡡ、

本ไ度฼⏝にࡗࡼて業⦼を⥔ᣢ、ྥ ୖさࡏることができた。

業績が前年と比べ、「同数」または「増加」した研究者数

ㄽ文ᩘ
ㄽ文ᘬ⏝
௳ᩘ

ⴭ書
௳ᩘ

≉チ
ฟ㢪ᩘ

≉チ
Ⓩ録ᩘ

እ部研究
㈨㔠⋓ᚓ

ཷ㈹ᩘ
学఍Ⓨ⾲
௳ᩘ

同ᩘཪはቑຍした
研究者ᩘ

� � � � � � � �

ͤ�ㄽ文ᩘ㸸�ㄽ文ᩘに࠸ࡘては、ⴭ者にࡗ࡞て࠸るものは࡭ࡍて(࢓ࣇー࢜ࢺࢫーࢧー௨እもྵࡴ�業⦼

として࢘࢝ンࢺ

ͤㄽ文ᘬ⏝௳ᩘ㸸ᾏእでᘬ⏝さࢀた௳ᩘ

ͤⴭ書ᩘ㸸共ⴭ࣭⩻ヂྵࡴ

ͤཷ㈹ᩘ㸸ᅜෆእの研究㈹ྵࡴ

ͤ学఍Ⓨ⾲௳ᩘ㸸ࢫ࣏ターⓎ⾲ྵࡴ

㸺ไ度฼⏝者のኌ㸼

て࠸ࡘーターの㈨᱁に࣏ࢧ࣭ࢫン࢚࢖ࢧ

࣭本学ฟ㌟のእ部のⱝᡭ研究者࣭設ィ者➼もⓏ⏝できるとあࡾがた࠸。

࣭大学እの人材にも㛤ᨺして࠸たࡔけるとさらに助࠿る。

うࡼできるࢢンࢳࢵ࣐ので࡞けるのが大ኚࡘーターをぢ࣏ࢧ࣭ࢫン࢚࢖ࢧ。࠸るとⰋ࠼を㞠ࢡࢻࢫ࣏࣭

にして࠸たࡔけるとあࡾがた࠸。ලయⓗには、࢚࢖ࢧン࣏ࢧ࣭ࢫーターにࡾ࡞た࠸人がⓏ録をして、ࡑ

のⓏ録一ぴの୰࠿ら㑅࡭るࡼうにࡍる➼。

て࠸ࡘーターの㓄置人ᩘに࣏ࢧ࣭ࢫン࢚࢖ࢧ

࣭」ᩘ人が、࢚࢖ࢧン࣏ࢧ࣭ࢫーターにࢀ࡞るࡼうにして࡯し࠸。

２　本部イベント型

各年度における制度利用実績（2017年3月1日現在の実人数）

2014 2015 2016

本部࣋࢖ンࢺ型 �人 �人
�人

(ෆ㸸⌮⣔�ྡ�
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ୗ記の⾲は、業⦼がไ度฼⏝の๓年とẚ࡭、「同ᩘ」ࡲたは「ቑຍ」した研究者のᩘを♧して࠸る。ᴫࡡ、

本ไ度฼⏝にࡗࡼて業⦼を⥔ᣢ、ྥ ୖさࡏることができた。
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࣭本学ฟ㌟のእ部のⱝᡭ研究者࣭設ィ者➼もⓏ⏝できるとあࡾがた࠸。

࣭大学እの人材にも㛤ᨺして࠸たࡔけるとさらに助࠿る。
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のⓏ録一ぴの୰࠿ら㑅࡭るࡼうにࡍる➼。

て࠸ࡘーターの㓄置人ᩘに࣏ࢧ࣭ࢫン࢚࢖ࢧ

࣭」ᩘ人が、࢚࢖ࢧン࣏ࢧ࣭ࢫーターにࢀ࡞るࡼうにして࡯し࠸。

２　本部イベント型

各年度における制度利用実績（2017年3月1日現在の実人数）

2014 2015 2016

本部࣋࢖ンࢺ型 �人 �人
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(２) 保育費用補助制度

【制度概要】
本学の研究者の研究と育ඣとの୧❧補助をࡍるために、ኪ

㛫ಖ育、ఇ᪥ಖ育、⑓ඣ࣭⑓ᚋඣಖ育、ᕥ記に‽ࡎる学❺ಖ育

の฼⏝ᩱ㔠を補助し、研究活動の⥅⥆と研究ຊྥୖをᅗるこ

とを┠ⓗとした支援ไ度を☜❧した。

本ไ度は、ୖ 記ಖ育を฼⏝したሙྜに฼⏝ᩱ㔠の�ศの�(ධ఍

㔠、年఍費、᭶఍費、Ⓩ録ᩱ➼は㝖ࡃ�を補助ࡍる(Ꮚ࡝も�人あた

で�もので、本ไ度の支援ᑐ㇟者は、本人ࡲき、�୓෇ࡘ年度にࡾ

たは㓄അ者が⏘๓࣭⏘ᚋఇᬤ、育ඣఇ業ཪは௓ㆤఇ業୰にあࡲ

る者を㝖ࡃ、ୗ記の࠿ࢀࡎ࠸にヱᙜࡍる研究者とした。

(��ᑠ学ᰯ�年⏕ࡲでのᏊを育ඣして࠸る女性研究者

(���㓄അ者が(大学ࡲたは⊂❧⾜ᨻἲ人➼にᡤᒓࡍる�研究者で、ᑠ学ᰯ�年⏕ࡲでのᏊを育ඣして

る男性研究者࠸

ͤ�㓄അ者には、፧ጻのᒆฟの᭷↓にࢃ࠿࠿らࡎ、事ᐇୖ፧ጻ㛵ಀと同ᵝの事᝟にあると本事業推進

本部௦⾲がㄆめる者をྵࡴ。

【利用実績】
2016年度における制度利用実績(2017年2月現在の実人数)

2014 2015 2016

女性 㸫 㸫 �人

男性 㸫 㸫 �人

ͤ本ไ度は����年�᭶࠿らᐇ᪋㛤ጞ
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(２) 保育費用補助制度
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で�もので、本ไ度の支援ᑐ㇟者は、本人ࡲき、�୓෇ࡘ年度にࡾ

たは㓄അ者が⏘๓࣭⏘ᚋఇᬤ、育ඣఇ業ཪは௓ㆤఇ業୰にあࡲ

る者を㝖ࡃ、ୗ記の࠿ࢀࡎ࠸にヱᙜࡍる研究者とした。

(��ᑠ学ᰯ�年⏕ࡲでのᏊを育ඣして࠸る女性研究者

(���㓄അ者が(大学ࡲたは⊂❧⾜ᨻἲ人➼にᡤᒓࡍる�研究者で、ᑠ学ᰯ�年⏕ࡲでのᏊを育ඣして

る男性研究者࠸

ͤ�㓄അ者には、፧ጻのᒆฟの᭷↓にࢃ࠿࠿らࡎ、事ᐇୖ፧ጻ㛵ಀと同ᵝの事᝟にあると本事業推進

本部௦⾲がㄆめる者をྵࡴ。

【利用実績】
2016年度における制度利用実績(2017年2月現在の実人数)

2014 2015 2016

女性 㸫 㸫 �人

男性 㸫 㸫 �人

ͤ本ไ度は����年�᭶࠿らᐇ᪋㛤ጞ
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(３) メンター制度

【制度概要】

本学研究者ࡧࡼ࠾学⏕にᑐし、࢔ࣜࣕ࢟ᙧ成とࣛ࣋࢖ࣇ࢖ンࢺの୧❧➼に㛵ࡍる࣓ンタࣜンࢢのᶵ఍を

ᥦ౪ࡍることで、研究者の࢚ン࣡ࣃー࣓ンࡧࡼ࠾ࢺ研究者の〈㔝ᣑ大、研究ຊྥୖにᐤ୚ࡍることを┠ⓗ

としたไ度を☜❧した。

本ไ度では┦ㄯをཷけるഃを࣓ンター、┦ㄯࡍるഃを࣓ン࢕ࢸーと࿧ࡧ、ࣛ ンࢳ఍ᙧᘧでࣝࢢー࣓ࣉン

タࣜンࢢをᐇ᪋した。

ពぢ஺᥮ࡸᙧ成、ඛ㍮研究者との஺ὶࢡー࣡ࢺࢵࢿることで、研究者同ኈのࡍとࢢンタࣜン࣓ࣉーࣝࢢ

のሙのᵓ⠏に࡞ࡘがࡗた。

本ไ度のᑐ㇟ࡸ┦ㄯෆᐜは௨ୗのとࡾ࠾

࣓ンター　㸸本事業推進本部ဨもしࡃは推進本部ဨ࠿らጤ௵のあࡗたᑓ௵ᩍဨ

࣓ン࢕ࢸー㸸本学にᅾ⡠ࡍるᑓ௵ᩍဨࡧࡼ࠾大学㝔⏕࣭学部⏕

┦ㄯෆᐜ㸸

㸦１）࢔ࣜࣕ࢟ᙧ成に㛵ࡍる┦ㄯ

㸦２）研究とࣛ࣋࢖ࣇ࢖ンࢺ(育ඣ࣭௓ㆤ➼)の୧❧に㛵ࡍる┦ㄯ

ͤ 本ไ度は研究者の࢚ン࣡ࣃー࣓ンࢺを┠ⓗとして࠸るため、ୖ 記の┦ㄯが支援のᑐ㇟であࡾ、研究

ෆᐜに࠸ࡘての┤᥋のᣦᑟはྵ࠸࡞ࡲこととᐃめる。

Ᏺ⛎⩏ົに࠸ࡘては、ୗ記のとࡾ࠾とࡍる。

(１��࣓ ンター࡞らࡧに推進本部は、⫋ົの㐙⾜にあたࡗては、ᙜヱ㛵ಀ者のࢩࣂ࢖ࣛࣉーྡࡸ㄃

の⫋をࡑ。࠸࡞ら࡞ᚓた⛎ᐦを௚に₃らしてはࡾ▱ୖົ⫋、るとともにࡍの௚人ᶒをᑛ㔜ࡑ

㏥࠸たᚋも同ᵝとࡍる。

ᚓた⛎ᐦࡾ▱のሙでࢢては、࣓ンタࣜン࠸࠾ーに࢕ࢸに参ຍした࣓ンࢢンタࣜン࣓ࣉーࣝࢢ��２)

を௚に₃らしては࡞ら࠸࡞。

(㸱��本ไ度は平成��年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事

業(一般型�」の一⎔としてᐇ᪋ࡍるため、報告書をస成のᚋ、推進本部に࠸࠾てཝ㔜࡞⟶⌮

のୗにಖ⟶し、ᚲせにᛂࡌて推進本部ဨ、ࡲたは学ෆእ事業ᢸᙜ者が㜀ぴࡍることがある。

(４��(㸱�に࠾ける報告書を㜀ぴした推進本部ဨ࡞らࡧに学ෆእ事業ᢸᙜ者は、⫋ົୖ▱ࡾᚓた⛎

ᐦを௚に₃らしては࡞らࡑ。࠸࡞の⫋を㏥࠸たᚋも同ᵝとࡍる。
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(３) メンター制度

【制度概要】
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本ไ度のᑐ㇟ࡸ┦ㄯෆᐜは௨ୗのとࡾ࠾

࣓ンター　㸸本事業推進本部ဨもしࡃは推進本部ဨ࠿らጤ௵のあࡗたᑓ௵ᩍဨ

࣓ン࢕ࢸー㸸本学にᅾ⡠ࡍるᑓ௵ᩍဨࡧࡼ࠾大学㝔⏕࣭学部⏕

┦ㄯෆᐜ㸸

㸦１）࢔ࣜࣕ࢟ᙧ成に㛵ࡍる┦ㄯ
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ෆᐜに࠸ࡘての┤᥋のᣦᑟはྵ࠸࡞ࡲこととᐃめる。

Ᏺ⛎⩏ົに࠸ࡘては、ୗ記のとࡾ࠾とࡍる。
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ᚓた⛎ᐦࡾ▱のሙでࢢては、࣓ンタࣜン࠸࠾ーに࢕ࢸに参ຍした࣓ンࢢンタࣜン࣓ࣉーࣝࢢ��２)

を௚に₃らしては࡞ら࠸࡞。

(㸱��本ไ度は平成��年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事

業(一般型�」の一⎔としてᐇ᪋ࡍるため、報告書をస成のᚋ、推進本部に࠸࠾てཝ㔜࡞⟶⌮

のୗにಖ⟶し、ᚲせにᛂࡌて推進本部ဨ、ࡲたは学ෆእ事業ᢸᙜ者が㜀ぴࡍることがある。

(４��(㸱�に࠾ける報告書を㜀ぴした推進本部ဨ࡞らࡧに学ෆእ事業ᢸᙜ者は、⫋ົୖ▱ࡾᚓた⛎

ᐦを௚に₃らしては࡞らࡑ。࠸࡞の⫋を㏥࠸たᚋも同ᵝとࡍる。
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【実績と成果】

駿河台キャンパスメンタリングランチ会

㥴Ἑྎࣕ࢟ンࣛࢫࣃンࣙࢳンセࢼ࣑ーと同᪥㛤ദで࣡ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫをࢸー࣐として࣓ンタࣜンࢢ

ࣛンࢳ఍を㛤ദした。本学の大学㝔⏕࣭ᩍဨ࣭ࢡࢻࢫ࣏➼研究者をᑐ㇟とし、࣓ ンターは⣽㔝はるࡳ᝟報࣑ࣗࢥ

。ン学部ᩍᤵ(男女共同参画推進センター๪センター㛗、本事業推進本部ဨ�に౫㢗したࣙࢩーࢣࢽ

はࡌめに、࣓ ンター࠿らᏲ⛎⩏ົ➼のㄝ明࣓ࡧࡼ࠾ンター⮬㌟の⌧ᅾࡲでの࣡ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫ

に࠸ࡘてのヰがあࡾ、⥆けて࣓ン࢕ࢸー࠿ら⮬ᕫ⤂௓をྵめた⌧≧ࡸ୙Ᏻに࠸ࡘて➼を㡰にヰࡍᙧᘧで進

⾜した。

ᩍဨの参ຍもあࡾ、学⏕࠿ら࣡ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫに࠸ࡘての┦ㄯをཷけたときに࡝のࡼう࡞ᑐᛂが

ᮃࡲし࠿࠸に࠸ࡘても㆟㢟とࡗ࡞た。研究者をᚿࡍ参ຍ者の࣓ン࢕ࢸーにとࡗてᑗ᮶ᩍဨにࡗ࡞た㝿のᑐ

ᛂを学࡭る➼ࣝࢢー࣓ࣉンタࣜンࢢと࠸うᙧᘧでᐇ᪋ࡍることにはព⩏があࡗたと࠼࠸る。

日時：2016年11月29日 (火) 13：00～14：00
場所：㥴Ἑྎࣕ࢟ンࣟࢢࢫࣃーࣟࣇࣝࣂンࢺ�㝵　����ᩍᐊ(事๓⏦㎸ไ�

参加者： ࣓ンター�ྡ

࣓ン࢕ࢸー��ྡ(ᩍဨ�ྡ、学⏕�ྡ�

㸺参ຍ者のኌ㸼

࣭参ຍ者同ኈの஺ὶが⏕ࢀࡲてࡗ࠸たⅬが、一᪉㏻⾜でࡃ࡞てⰋࡗ࠿た。

࣭௚学部、研究科の᪉とヰができたことは᪂㩭ࡗࡔた。

メンタリングランチ会

女性研究者研究活動支援事業の取組の一環として、先輩研究者への相談等の機会を提供する「メ
ンタリングランチ会」を開催します。今回は本学の女性研究者をメンターとし、研究と日常生活の
バランスのよい両立について座談会形式でご相談いただく機会とします。

12:00 12:50

( )

お問い合わせ

※
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(１) ニューズレター発行

明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業の活動を報告ࡍることを┠ⓗとし

て、ࣗࢽーࣞࢬターをⓎ⾜して࠸る。

学ෆྥけには、ᩍᤵ఍࢕ࢸࢫ࣏ࡸンࢢを㏻ࡌて研究者࡬㓄ᕸし、ྛ 㥴Ἑྎ࣭࿴Ἠ࣭⏕⏣࣭୰)ࢫࣃンࣕ࢟

㔝�に࠸࠾ても㝶᫬㓄ᕸして࠸る。ࡲた、女性研究者研究活動支援事業採択ᰯࡸ㛵ಀ者࣭㛵ಀ部⨫࡬Ⓨ㏦し

て࠸る。

ͤྛྕのヲ⣽に࠸ࡘてはḟ࣌ーࡾࡼࢪᥖ㍕ࡍる。

������)��ター9ROࣞࢬーࣗࢽ࣭

������)��ター9ROࣞࢬーࣗࢽ࣭

���)��ター9ROࣞࢬーࣗࢽ࣭

���)��ター9ROࣞࢬーࣗࢽ࣭

ͤ⫪書きはࣗࢽーࣞࢬターⓎ⾜ᙜ᫬のものである。
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1Vol.

૑ץ߸

ฏ੒ ��೥౓จ部科学ল科学ٕज़ਓࡐҭ੒අิॿ事ۀ
�ʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈ支援事ۀ（Ұൠܕ）ʯ

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部ʮ.6(&%ʯ

ϥ Π ϑ γ Σ Ξ Ϧ ϯ ά ڞ ʹ લ ΁

����೥��݄�೔ൃߦ

ϥ Π ϑ γ Σ Ξ Ϧ ϯ ά ڞ ʹ લ ΁

�ニューズレター創刊にあたり�ʜʜʜʜ 1

�本取組みについて� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2

⾣�主な支援事業の紹介�� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 3

⾣�活動報告
� ʮΩοΫΦϑγϯϙδ΢Ϝ։࠵ʯʮϥϯνձใࠂʯ�ʜʜʜʜʜʜʜʜ 4
� ʮϩʔϧϞσϧूʹ͍ͭͯʯʮϩΰϚʔΫɾѪশܾఆʯ� ʜʜʜʜʜ 5

⾣�今後のイベント告知�
� ʮࡍࠃγϯϙδ΢Ϝʯɺʮੜ໌ࡇʯ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 6
� ʮੜాϥϯνϣϯηϛφʔʯɺʮϥϯνձࠂ஌ʯ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 7

C O N T E N T S

ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚେֶঁੑ࣏໌
˟��������ɹ౦ژ౎ઍ୅ా۠ਆాॣՏ୆���ɹ
֊�େֶॣՏ୆ΩϟϯύεɹΞΧσϛʔίϞϯ࣏໌
5&-�������������ɹ'"9�������������
&�NBJM�EBOKP!NFJKJ�BD�KQ
63-�IUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�LPIP�EJWFSTJUZ�JOEFY�IUNM

　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一ൠܕ）」に採択され、同
ਪ進本部の代表にब任しまし
た。活気あ;れる明治大学の
男女共同参画ਪ進の取組Έを
さらに「前へ」進めるために、
ඍ力をਚくすॴଘです。これ
は、୯に女性研究者の数を૿
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・৬場
環ڥを࡞り上͛てΏく取組Έです。男女の教৬員・学生・ཹ学生
౳がݸ性を発شできる男女共同参画ࣾ会を࡞り上͛るために、両
立支援やएख研究者のエンパワーメント支援が、༗ޮな機会にな
ることをئっています。皆様のご参加、ごڠ力とご支援をどうͧ
よΖしくおئいいたします。

　本学は、ࡢ年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことをडけ、
「男女共同参画ਪ進ηンλー」、
「女性研究者研究活動支援事業
ਪ進本部」をઃஔいたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教৬員・学生らすべて
の構成員をର৅に男女共同参画
の一૚のਪ進に取り組Μでおり
ます。この間、皆様にはશ学ア
ンέートにごڠ力をいただき੣
にありがとうございました。و
ॏなごҙݟは今後の事業にॆ分൓өさせて参るॴଘです。
　この൒年の活動としまして、֤キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集౳を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の࣮情と要๬をฉくことがで
きました。また、今年度後൒には、ࡍࠃシンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行౳を予定しています。
　一方、本事業のओたる目ඪに理系学部における女性教員૿があり
ます。6月に理系̏学部長との࠙ஊ会を開催し、本学の࣮情にあった
方๏を໛ࡧしているとこΖです。この΄かにも、෇ଐ明治ߴ౳学ߍ・
中学ߍとの࿈ܞをਤりながら、将来の理系研究者の発۷を進めて参
ります。今後ともご理ղとごڠ力のఔ、ٓしくおئいகします。

χϡーζϨター૑ץʹ͋たΓ
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ

ηϯλʔ௕ɹ

௕ඌɹਐ

ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚ者ڀݚੑঁ

ਪਐຊ෦୅දɹ

ଜɹΈΑࢠ

32

 女性研究者研究活動支援事業ͱ͸

 本औ૊Έの֓ཁ

　本学は文部科学省が公募した平成26年度科学技術人材育成費補
助事業「女性研究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」に応募し、同年
10月に採択されました。この事業は、女性研究者がೳ力を࠷大ݶ
発شできるよう、ライフイベント（出࢈・子育て・հޢなど）とワ
ーク・ライフ・バランス（研究と生活との調࿨）に഑ྀした研究環
。の੔උなどの取り組Έを文部科学省が支援するものですڥ

　本学がܭ画している女性研究者研究活動支援事業の概要は、「理
系分野をは͡め、本学શ体で大学院の女子学生・女性研究者を૿や
し、トッϓクラスの研究者をཆ成するとともに、男女共同参画を一
૚ਪ進するため、ҎԼの̓つのテーマにԊって女性研究者研究活動
支援体制を構ஙし、活動を行う」ものです。

⾣			「男女共同参画ਪ進ηンλー」と「女性研究者研究活動支援事業
ਪ進本部」をઃஔし、̬̥͂̚に基ͮいたエンパワーܭ画をࡦ
定して、グローバル化事業を支える女性研究者支援体制・両立
支援体制を֬立・࣮ࢪ

⾣		女性研究者૿加と男女共同参画ਪ進のために༗ޮద切なポジテ
ィϰ・アクションをಋೖし、　理系を中心としたएख女性研究者
のཆ成を加଎させる。また支援活動の࿈ܞ・ネットワーク化に

より男女共同参画ܕ஍Ҭࣾ会の活性化にݙߩ
⾣		研究者のネットワーク化、理系एख女性研究者支援・ཆ成を担
うためサイエンス・サポーλー（SS）を多数഑ஔ

⾣		ίーディネーλー、支援員の採用の΄か、外ࠃ人ཹ学生・女性
研究者のネットワーク化、理系एख女性研究者支援・ཆ成を担
うためサイエンス・サポーλー（SS）を多数഑ஔ

ϥΠϑΠϕϯτܕαΠΤϯεɾαϙʔλʔ制౓
	　本事業の一環として、女性研究者がライフイベントと研究の両立、
およびワーク・ライフ・バランスを֬อするための支援体制を֬立
するために、大学院生を研究支援者（サイエンス・サポーλーʪラ

イフイベントܕʫ）としてޏ用ٴび೿ݣし、研究にؔする補助業຿
を支援する制度です。ৄࡉは̝̥をご֬ೝください。
※	ଞに、イベント開催時には本部イベントܕサイエンス・サポーλーを募集しております。

図ॻି͠ग़͠

　育ࣇ・հޢ・キャリアアッϓ・ジェンμー・നॻ౳にؔするਤॻのିし出しを行っています。
ଂॻ਺
駿河台ɿ２̐̒࡭、生田ɿ１̌２201）࡭�年 8月現在）
ར༻ʹ͍ͭͯ
利用対象者 	 	本学教৬員ٴび本学教৬員からの঺հがあった者、または、本学学生
貸出期間 	 ଇ２ि間ݪ	
貸出可能な冊数 	１人̏࡭までʗ１ճ
貸出日 	 	月・ਫ・ۚ　10�00	～	16�00

。は)1をご֬ೝくださいࡉৄ※

͍ͯͭʹ༺ೕεϖʔεͷརࡡ

　ೕ༮ࣇを࣋つ本学女性教৬員、女子学生への両立支援の取り組Έとして、ਪ進本部・生田分
ࣨにて、؆қࡡೕスϖースを提ڙしております。
ར༻ʹ͍ͭͯ
利用対象者 	 	本学のすべてのೕ༮ࣇを࣋つ女性教৬員・女子学生が利用できます。
利用方法 	 	ᶃ	事前ొ࿥制です。؆қࡡೕスϖースをご利用ر๬の方は、事前に当ηンλーまで

ご࿈བྷください。
	 	 ᶄ	利用者ొ࿥をした上で、利用をر๬する日の前日までに担当者あてにి話予໿を

してください。
。は)1をご֬ೝくださいࡉৄ※
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明治大学男女共同参画推進センター
（センター長ɿஉঁڞಉࢀը担当副学長　本औ૊࣮ࢪ੹೚ऀ）

女性研究者研究活動支援事業推進本部
コーディネーター・ঁੑऀڀݚ支援員・サイエンスサポーター（SS）
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10 学部・16研究科・専門職大学院
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඿本　຀子……………………………………………………農学部教授

野　はるΈ………………………情報ίϛϡχέーション学部教授ࡉ
中ྛ　ਅ理子…………………………… 商学部教授（学長ࣨ専໳員）
総合数理学部教授………………………………………………܆　઒ߥ
ᓎҪ　ٛঘ…………………………………………総合数理学部准教授
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 女性研究者研究活動支援事業ͱ͸

 本औ૊Έの֓ཁ

　本学は文部科学省が公募した平成26年度科学技術人材育成費補
助事業「女性研究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」に応募し、同年
10月に採択されました。この事業は、女性研究者がೳ力を࠷大ݶ
発شできるよう、ライフイベント（出࢈・子育て・հޢなど）とワ
ーク・ライフ・バランス（研究と生活との調࿨）に഑ྀした研究環
。の੔උなどの取り組Έを文部科学省が支援するものですڥ

　本学がܭ画している女性研究者研究活動支援事業の概要は、「理
系分野をは͡め、本学શ体で大学院の女子学生・女性研究者を૿や
し、トッϓクラスの研究者をཆ成するとともに、男女共同参画を一
૚ਪ進するため、ҎԼの̓つのテーマにԊって女性研究者研究活動
支援体制を構ஙし、活動を行う」ものです。

⾣			「男女共同参画ਪ進ηンλー」と「女性研究者研究活動支援事業
ਪ進本部」をઃஔし、̬̥͂̚に基ͮいたエンパワーܭ画をࡦ
定して、グローバル化事業を支える女性研究者支援体制・両立
支援体制を֬立・࣮ࢪ

⾣		女性研究者૿加と男女共同参画ਪ進のために༗ޮద切なポジテ
ィϰ・アクションをಋೖし、　理系を中心としたएख女性研究者
のཆ成を加଎させる。また支援活動の࿈ܞ・ネットワーク化に

より男女共同参画ܕ஍Ҭࣾ会の活性化にݙߩ
⾣		研究者のネットワーク化、理系एख女性研究者支援・ཆ成を担
うためサイエンス・サポーλー（SS）を多数഑ஔ

⾣		ίーディネーλー、支援員の採用の΄か、外ࠃ人ཹ学生・女性
研究者のネットワーク化、理系एख女性研究者支援・ཆ成を担
うためサイエンス・サポーλー（SS）を多数഑ஔ

ϥΠϑΠϕϯτܕαΠΤϯεɾαϙʔλʔ制౓
	　本事業の一環として、女性研究者がライフイベントと研究の両立、
およびワーク・ライフ・バランスを֬อするための支援体制を֬立
するために、大学院生を研究支援者（サイエンス・サポーλーʪラ

イフイベントܕʫ）としてޏ用ٴび೿ݣし、研究にؔする補助業຿
を支援する制度です。ৄࡉは̝̥をご֬ೝください。
※	ଞに、イベント開催時には本部イベントܕサイエンス・サポーλーを募集しております。

図ॻି͠ग़͠

　育ࣇ・հޢ・キャリアアッϓ・ジェンμー・നॻ౳にؔするਤॻのିし出しを行っています。
ଂॻ਺
駿河台ɿ２̐̒࡭、生田ɿ１̌２201）࡭�年 8月現在）
ར༻ʹ͍ͭͯ
利用対象者 	 	本学教৬員ٴび本学教৬員からの঺հがあった者、または、本学学生
貸出期間 	 ଇ２ि間ݪ	
貸出可能な冊数 	１人̏࡭までʗ１ճ
貸出日 	 	月・ਫ・ۚ　10�00	～	16�00

。は)1をご֬ೝくださいࡉৄ※

͍ͯͭʹ༺ೕεϖʔεͷརࡡ

　ೕ༮ࣇを࣋つ本学女性教৬員、女子学生への両立支援の取り組Έとして、ਪ進本部・生田分
ࣨにて、؆қࡡೕスϖースを提ڙしております。
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ご࿈བྷください。
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してください。
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 女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウムを開催  ロールモデル集作成

 各キャンパスで研究者支援・交流のための
  ランチ交流会を開催しています

　本年3月 8日（日）に女性研究者研究活動支援事業
キックオフシンポジウム「前へ！明治大学の男女共同
参画」を駿河台キャンパスのグローバルホールで開催
しました。
　来賓に、森まさこ前内閣府特命担当大臣、渡辺美代
子科学技術振興機構（JST）執行役をお迎えし、基調
講演では、大隅典子東北大学大学院教授と成澤廣修文
京区長から、男女共同参画のあり方についてご講演い
ただきました。続いて、平成 26年度文部科学省科学
技術人材育成費補助事業に採択された本学事業の概要
説明があり、その後、『明治大学の男女共同参画を「前
へ」進めるために何をすべきか、何が出来るか？』を
テーマとしたパネルディスカッションが行われました。
　当日は悪天候の中、学内外から多数のご参加をいた
だき、ありがとうございました。

　本事業では女性研究者の裾野拡大を目指し、学生たちに多様なロ
ールモデルを提示するため、本年10月に、本事業の一環として「ロ
ールモデル集（第１巻）」の発行を予定しています。将来、研究者
を志す学生へ多様なロールモデルを提示することで、より具体的な
ビジョンを描いてもらえればと考えております。現在、第一線で活
躍中の研究者の方々に、キャリアやワーク・ライフ・バランスにつ
いて取材しており、男性・女性研究者、文系・理系の研究者など、様々
な分野・立場の方にお話を伺った盛り沢山な内容となっています。
　来年、第２巻を発行する予定です。

һͷํʑ　※敬称略ڀݚһ΍ڭຊֶͨ͠ࡐճऔࠓ
●	石田祥子（理工学部機械工学科　助教）
●	深澤倫子（理工学部応用化学科　准教授）
●	溝口康（農学部農学科　准教授）
●	藤田結子（商学部　准教授）
●	浦野昌一（総合数理学部ネットワークデザイン学科　准教授）
●	五十嵐悠紀（総合数理学部先端メディアサイエンス学科　専任講師）
●	黒目麻由子（Ludwig-Maximilians-University　研究員）

　本事業では女性研究者研究活動支援のため、現在本学で活躍中の研
究者を中心に、ライフイベント中の研究者や、学生らも交えて、昼食
の時間を利用したランチ交流会を開催しています。女性研究者だけで
なく、男性研究者や大学院生などさまざまな立場の方にご参加いただ
き、現在向き合っている様々な課題や、今後どのような制度があれば
よいかなどを気軽に話し合ったり、仕事と私生活の両立のための工夫
やポイントをシェアする交流の場をかねた機会として、皆様にご参加
いただいています。
　生田キャンパスを皮切りに、駿河台キャンパス、中野キャンパスで
開催し、学部間を超えた交流の場、情報交換の場として今後も開催し
ていく予定です。

	 男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部
  ロゴマーク・愛称決定！
　明治大学の女性研究者支援・研究力向上に取組む組織のイメー
ジを分かりやすく表現し幅広く周知するロゴマークと愛称を6/23	
～	7/31 で学内公募しました。

●	ロゴマーク優秀賞	１点	………………………………賞状および副賞
●	愛称優秀賞　　　	１点	………………………………賞状および副賞

活動報告

パネルディスカ
ッションの様子

駿河台キャンパスにて

ロールモデル集
表紙 ロールモデル集	目次

中野キャンパスにて生田キャンパスにて
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※デザインの採用とし、
愛称と合わせた
　改変をしています。
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　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一ൠܕ）」に採択され、同
ਪ進本部の代表にब任しまし
た。活気あ;れる明治大学の
男女共同参画ਪ進の取組Έを
さらに「前へ」進めるために、
ඍ力をਚくすॴଘです。これ
は、୯に女性研究者の数を૿
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・৬場
環ڥを࡞り上͛てΏく取組Έです。男女の教৬員・学生・ཹ学生
౳がݸ性を発شできる男女共同参画ࣾ会を࡞り上͛るために、両
立支援やएख研究者のエンパワーメント支援が、༗ޮな機会にな
ることをئっています。皆様のご参加、ごڠ力とご支援をどうͧ
よΖしくおئいいたします。

　本学は、ࡢ年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことをडけ、
「男女共同参画ਪ進ηンλー」、
「女性研究者研究活動支援事業
ਪ進本部」をઃஔいたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教৬員・学生らすべて
の構成員をର৅に男女共同参画
の一૚のਪ進に取り組Μでおり
ます。この間、皆様にはશ学ア
ンέートにごڠ力をいただき੣
にありがとうございました。و
ॏなごҙݟは今後の事業にॆ分൓өさせて参るॴଘです。
　この൒年の活動としまして、֤キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集౳を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の࣮情と要๬をฉくことがで
きました。また、今年度後൒には、ࡍࠃシンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行౳を予定しています。
　一方、本事業のओたる目ඪに理系学部における女性教員૿があり
ます。6月に理系̏学部長との࠙ஊ会を開催し、本学の࣮情にあった
方๏を໛ࡧしているとこΖです。この΄かにも、෇ଐ明治ߴ౳学ߍ・
中学ߍとの࿈ܞをਤりながら、将来の理系研究者の発۷を進めて参
ります。今後ともご理ղとごڠ力のఔ、ٓしくおئいகします。

χϡーζϨター૑ץʹ͋たΓ
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ

ηϯλʔ௕ɹ

௕ඌɹਐ

ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚ者ڀݚੑঁ

ਪਐຊ෦୅දɹ
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 女性研究者研究活動支援事業ͱ͸

 本औ૊Έの֓ཁ

　本学は文部科学省が公募した平成26年度科学技術人材育成費補
助事業「女性研究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」に応募し、同年
10月に採択されました。この事業は、女性研究者がೳ力を࠷大ݶ
発شできるよう、ライフイベント（出࢈・子育て・հޢなど）とワ
ーク・ライフ・バランス（研究と生活との調࿨）に഑ྀした研究環
。の੔උなどの取り組Έを文部科学省が支援するものですڥ

　本学がܭ画している女性研究者研究活動支援事業の概要は、「理
系分野をは͡め、本学શ体で大学院の女子学生・女性研究者を૿や
し、トッϓクラスの研究者をཆ成するとともに、男女共同参画を一
૚ਪ進するため、ҎԼの̓つのテーマにԊって女性研究者研究活動
支援体制を構ஙし、活動を行う」ものです。

⾣			「男女共同参画ਪ進ηンλー」と「女性研究者研究活動支援事業
ਪ進本部」をઃஔし、̬̥͂̚に基ͮいたエンパワーܭ画をࡦ
定して、グローバル化事業を支える女性研究者支援体制・両立
支援体制を֬立・࣮ࢪ

⾣		女性研究者૿加と男女共同参画ਪ進のために༗ޮద切なポジテ
ィϰ・アクションをಋೖし、　理系を中心としたएख女性研究者
のཆ成を加଎させる。また支援活動の࿈ܞ・ネットワーク化に

より男女共同参画ܕ஍Ҭࣾ会の活性化にݙߩ
⾣		研究者のネットワーク化、理系एख女性研究者支援・ཆ成を担
うためサイエンス・サポーλー（SS）を多数഑ஔ

⾣		ίーディネーλー、支援員の採用の΄か、外ࠃ人ཹ学生・女性
研究者のネットワーク化、理系एख女性研究者支援・ཆ成を担
うためサイエンス・サポーλー（SS）を多数഑ஔ

ϥΠϑΠϕϯτܕαΠΤϯεɾαϙʔλʔ制౓
	　本事業の一環として、女性研究者がライフイベントと研究の両立、
およびワーク・ライフ・バランスを֬อするための支援体制を֬立
するために、大学院生を研究支援者（サイエンス・サポーλーʪラ

イフイベントܕʫ）としてޏ用ٴび೿ݣし、研究にؔする補助業຿
を支援する制度です。ৄࡉは̝̥をご֬ೝください。
※	ଞに、イベント開催時には本部イベントܕサイエンス・サポーλーを募集しております。

図ॻି͠ग़͠

　育ࣇ・հޢ・キャリアアッϓ・ジェンμー・നॻ౳にؔするਤॻのିし出しを行っています。
ଂॻ਺
駿河台ɿ２̐̒࡭、生田ɿ１̌２201）࡭�年 8月現在）
ར༻ʹ͍ͭͯ
利用対象者 	 	本学教৬員ٴび本学教৬員からの঺հがあった者、または、本学学生
貸出期間 	 ଇ２ि間ݪ	
貸出可能な冊数 	１人̏࡭までʗ１ճ
貸出日 	 	月・ਫ・ۚ　10�00	～	16�00

。は)1をご֬ೝくださいࡉৄ※

͍ͯͭʹ༺ೕεϖʔεͷརࡡ

　ೕ༮ࣇを࣋つ本学女性教৬員、女子学生への両立支援の取り組Έとして、ਪ進本部・生田分
ࣨにて、؆қࡡೕスϖースを提ڙしております。
ར༻ʹ͍ͭͯ
利用対象者 	 	本学のすべてのೕ༮ࣇを࣋つ女性教৬員・女子学生が利用できます。
利用方法 	 	ᶃ	事前ొ࿥制です。؆қࡡೕスϖースをご利用ر๬の方は、事前に当ηンλーまで

ご࿈བྷください。
	 	 ᶄ	利用者ొ࿥をした上で、利用をر๬する日の前日までに担当者あてにి話予໿を

してください。
。は)1をご֬ೝくださいࡉৄ※

ਪਐຊ෦ɾੜా෼ࣨͰ͍ͯͬߦΔࢧԉαʔϏε
ਪਐຊ෦　
駿河台キャンパス　アカデϛーίモン7֊

ੜా෼ࣨɹ
生田キャンパス　中ԝ2ࣷߍ֊

学校法人明治大学　理事長

学　長

明治大学男女共同参画推進センター
（センター長ɿஉঁڞಉࢀը担当副学長　本औ૊࣮ࢪ੹೚ऀ）

女性研究者研究活動支援事業推進本部
コーディネーター・ঁੑऀڀݚ支援員・サイエンスサポーター（SS）

（ॣՏ୆Ωϟンύス・生田Ωϟンύス）

10 学部・16研究科・専門職大学院
（ॣՏ୆Ωϟンύス・生田Ωϟンύス・த໺Ωϟンύス・࿨ઘΩϟンύス）
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本औΓ૊Έʹͭいて ओͳ支援事業の঺հ

 女性研究者研究活動支援事業推進本部ɹӡӦҕһҰཡ
ਪਐຊ෦ҕһ

ਪਐຊ෦୅ද
ଜ　Έよ子	……………………………………………๏科大学院教授
ੜా෼ࣨ௕
඿本　຀子……………………………………………………農学部教授

野　はるΈ………………………情報ίϛϡχέーション学部教授ࡉ
中ྛ　ਅ理子…………………………… 商学部教授（学長ࣨ専໳員）
総合数理学部教授………………………………………………܆　઒ߥ
ᓎҪ　ٛঘ…………………………………………総合数理学部准教授
࿬本　ཽଠ࿠…………………情報ίϛϡχέーション学部専任講師

ਪਐຊ෦ελοϑ
大࿨田ະ来（チーフίーディネーλー）
（ίーディネーλー）ܙ⃻　ཨٶ

ଜ上　า（支援員）
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 女性研究者研究活動支援事業ͱ͸
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 女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウムを開催  ロールモデル集作成

 各キャンパスで研究者支援・交流のための
  ランチ交流会を開催しています

　本年3月 8日（日）に女性研究者研究活動支援事業
キックオフシンポジウム「前へ！明治大学の男女共同
参画」を駿河台キャンパスのグローバルホールで開催
しました。
　来賓に、森まさこ前内閣府特命担当大臣、渡辺美代
子科学技術振興機構（JST）執行役をお迎えし、基調
講演では、大隅典子東北大学大学院教授と成澤廣修文
京区長から、男女共同参画のあり方についてご講演い
ただきました。続いて、平成 26年度文部科学省科学
技術人材育成費補助事業に採択された本学事業の概要
説明があり、その後、『明治大学の男女共同参画を「前
へ」進めるために何をすべきか、何が出来るか？』を
テーマとしたパネルディスカッションが行われました。
　当日は悪天候の中、学内外から多数のご参加をいた
だき、ありがとうございました。

　本事業では女性研究者の裾野拡大を目指し、学生たちに多様なロ
ールモデルを提示するため、本年10月に、本事業の一環として「ロ
ールモデル集（第１巻）」の発行を予定しています。将来、研究者
を志す学生へ多様なロールモデルを提示することで、より具体的な
ビジョンを描いてもらえればと考えております。現在、第一線で活
躍中の研究者の方々に、キャリアやワーク・ライフ・バランスにつ
いて取材しており、男性・女性研究者、文系・理系の研究者など、様々
な分野・立場の方にお話を伺った盛り沢山な内容となっています。
　来年、第２巻を発行する予定です。

һͷํʑ　※敬称略ڀݚһ΍ڭຊֶͨ͠ࡐճऔࠓ
●	石田祥子（理工学部機械工学科　助教）
●	深澤倫子（理工学部応用化学科　准教授）
●	溝口康（農学部農学科　准教授）
●	藤田結子（商学部　准教授）
●	浦野昌一（総合数理学部ネットワークデザイン学科　准教授）
●	五十嵐悠紀（総合数理学部先端メディアサイエンス学科　専任講師）
●	黒目麻由子（Ludwig-Maximilians-University　研究員）

　本事業では女性研究者研究活動支援のため、現在本学で活躍中の研
究者を中心に、ライフイベント中の研究者や、学生らも交えて、昼食
の時間を利用したランチ交流会を開催しています。女性研究者だけで
なく、男性研究者や大学院生などさまざまな立場の方にご参加いただ
き、現在向き合っている様々な課題や、今後どのような制度があれば
よいかなどを気軽に話し合ったり、仕事と私生活の両立のための工夫
やポイントをシェアする交流の場をかねた機会として、皆様にご参加
いただいています。
　生田キャンパスを皮切りに、駿河台キャンパス、中野キャンパスで
開催し、学部間を超えた交流の場、情報交換の場として今後も開催し
ていく予定です。

	 男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部
  ロゴマーク・愛称決定！
　明治大学の女性研究者支援・研究力向上に取組む組織のイメー
ジを分かりやすく表現し幅広く周知するロゴマークと愛称を6/23	
～	7/31 で学内公募しました。

●	ロゴマーク優秀賞	１点	………………………………賞状および副賞
●	愛称優秀賞　　　	１点	………………………………賞状および副賞

活動報告

パネルディスカ
ッションの様子

駿河台キャンパスにて

ロールモデル集
表紙 ロールモデル集	目次

中野キャンパスにて生田キャンパスにて

Ѫশɹ̢̪̜̚ ʢ̙ϛϡδΣουʣ
঎ֶ෦঎ֶՊ
઒ౡՂେ͞Μͷ࡞඼

M�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ .FJKJ ͷ .
U�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 6OJWFSTJUZ ͷ 6
G�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ (FOEFS ͷ(
E�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ &RVBMJUZ ͷ &
D�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ %JWFSTJUZ ͷ %

ϩΰϚʔΫ
೶ֶڀݚՊੜ໋Պֶઐ߈ɹ
඼࡞ང߳͞Μͷڮߴ
※デザインの採用とし、
愛称と合わせた
　改変をしています。
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 女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウムを開催  ロールモデル集作成

 各キャンパスで研究者支援・交流のための
  ランチ交流会を開催しています

　本年3月 8日（日）に女性研究者研究活動支援事業
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　来賓に、森まさこ前内閣府特命担当大臣、渡辺美代
子科学技術振興機構（JST）執行役をお迎えし、基調
講演では、大隅典子東北大学大学院教授と成澤廣修文
京区長から、男女共同参画のあり方についてご講演い
ただきました。続いて、平成 26年度文部科学省科学
技術人材育成費補助事業に採択された本学事業の概要
説明があり、その後、『明治大学の男女共同参画を「前
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　本事業では女性研究者研究活動支援のため、現在本学で活躍中の研
究者を中心に、ライフイベント中の研究者や、学生らも交えて、昼食
の時間を利用したランチ交流会を開催しています。女性研究者だけで
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	 男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部
  ロゴマーク・愛称決定！
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●	ロゴマーク優秀賞	１点	………………………………賞状および副賞
●	愛称優秀賞　　　	１点	………………………………賞状および副賞

活動報告

パネルディスカ
ッションの様子

駿河台キャンパスにて

ロールモデル集
表紙 ロールモデル集	目次

中野キャンパスにて生田キャンパスにて

Ѫশɹ̢̪̜̚ ʢ̙ϛϡδΣουʣ
঎ֶ෦঎ֶՊ
઒ౡՂେ͞Μͷ࡞඼

M�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ .FJKJ ͷ .
U�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 6OJWFSTJUZ ͷ 6
G�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ (FOEFS ͷ(
E�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ &RVBMJUZ ͷ &
D�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ %JWFSTJUZ ͷ %

ϩΰϚʔΫ
೶ֶڀݚՊੜ໋Պֶઐ߈ɹ
඼࡞ང߳͞Μͷڮߴ
※デザインの採用とし、
愛称と合わせた
　改変をしています。

ロールモデル集	目次
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シンポジウムʮֶज़෼໺の男女共同参画ͱଟ༷性ʹͭいてʯࡍࠃ
International symposiumɿ Gender Equality and Diversity in the Research Environment

　11月 6日（ۚ）・7日（౔）に、明治大学駿河台キャンパスグ
ローバルフロントにおいて、明治大学男女共同参画ਪ進ηンλー女
性研究者研究活動支援事業ਪ進本部、情報ίϛϡχέーション学部
ジェンμーηンλー、๏科大学院ジェンμー๏ηンλーの̏ஂ体共
催ࡍࠃシンポジウムを開催します。

�� ݄ � ೔ʢۚʣɹ
γϯϙδ΢Ϝࡍࠃ
ʮࠃ಺ͷཧܥ෼໺ʹ͓͚Δஉঁڞಉࢀըͷݱঢ়ͱੈքͷಈ޲ʹ͍ͭͯʯ
�ԋߨௐج 	 	「理系分野における男女共同参画・女性研究者支援につ

いて」
ɹԋɹ者ߨ 	大௶ٱ子（日本大学ༀ学部ༀ学研究ॴ上੮研究員）
�ԋߨௐج 	「学術分野の男女共同参画੓ࡦのੈք的動向」
ɹԋɹ者ߨ 	ジャッキー・スティール
	 （東京大学ࣾ会科学研究ॴ准教授）

�� ݄ � ೔ʢ౔ʣɹ
ୈ�෼Պձ 	「21ੈ紀を研究者として生きる
	 		ʕ女性のアカデϛック・キャリアにおける機会とোน」

（事前ਃࠐ制）
	 	「λイにおける女性のエンパワーメント
	 	ʕࣾ会的・ࡁܦ的・文化的状گ」（事前ਃࠐ制）
ୈ�෼Պձ 	「女性研究者・๏૤ཆ成と男女共同参画੓ࡦ」

࠵γンϙδ΢Ϝؔ࿈イベント։ࡍࠃ
�� ݄ � ೔ʢۚʣɹ�
日ؖएख女性研究者フΥーラム
「਎体・表৅・ジェンμー」（事前ਃࠐ制）
࠵��ɹɹڞ 	 	明治大学情報ίϛϡχέーション研究科
	 明治大学਎体ίϛϡχέーション研究ॴ
	 成ؗۉ大学ܳߍ術学研究科

　生田キャンパスにて、ओに本学の女性研究者をটき、ごࣗ਎のキ
ャリアや研究内容、研究者としての生活などを࠲ஊ会ࣜܗでお話い
ただく「ランチョンηϛφー」を開催します。将来、理系研究者を
志す学生がより具体的なビジョンを描くための一助となることを目

的とします。また、男女共同参画をテーマとする会なども開催する
予定です。
　多くの学生・教৬員が参加しやすいようランチアワーに開催しま
す。皆さまのご参加をお଴ちしております。

　本事業では女性研究者研究活動支援のため、現在本学で活躍中の
研究者を中心に、ライフイベント中の研究者や、学生らも交えて、
昼食の時間を利用したランチ交流会を開催しています。ৄしくは

Q�をごཡください。ळ学ظも֤キャンパスで開催予定です。ご興
ຯのある方はお気軽にお໰い合わせください。

。情報は)1をご֬ೝくださいࡉৄ※

　明治大学生田キャンパスにて行われる学Ԃࡇ『生明ࡇ』（11月
21日～ 23日）にて、理系研究者を目指す学生のためのイベント
を開催します。研究ॴやا業でಇく理系0(3໊をটき、研究や仕
事のັ力などをお話いただきます。「理系に進Μだきっかけ」、「学

生時代」、「仕事のやりがい」、「ワークライフバランス」౳々。਎ۙ
な事ྫをฉくことで、様々なಇき方やライフスλイルなどを学び、
キャリアϓランを考えるきっかけになればとࢥいます。

日ɹ࣌ 	 	生明ࡇ開催ظ間	ʦ��݄��೔ʢ౔ʣʙ��೔ʢ݄ʣʧ
ձɹ৔ 	 	生田キャンパス

	 ※	日時・会場につきましては、ৄ 　。がܾまり次第、)1౳でお知らせいたしますࡉ

ήετεϐʔΧʔ 	 	
理工学研究科機械工学専߈　修ྃ

Ѩ෦༝෍ࢠさΜ（ࣜג会ࣾ日立੡࡞ॴ	情報・௨৴システムࣾ）
農学研究科生命科学専߈　修ྃ

ඉޱɹ༿さΜ（ࣜג会ࣾロッテ	中ԝ研究ॴ）
理工学研究科応用化学専߈　修ྃ

ؔࠜ༝ᣦಸさΜ（ࠃ立研究開発๏人	日本ݪ子力研究開発機構）
	ຊֶڭһ໊̓ͷΠϯλϏϡʔΛ
͠ࡌܝ ʮͨϩʔϧϞσϧूʯΛ
ϓϨθϯτ͠· ʂ͢

ʰཧ0ܥ(ʹฉ͘！ཧܥ研究者のະདྷ ʙಇ͖ํ・ラΠフスタΠルʙʱ

த໺Ωϟンύε
����೥ ��݄։࠵༧ఆ

ੜాΩϟンύε
����೥ ��݄ ��೔ʢۚʣ
��ɿ��ʙ ��ɿ��

ॣՏ୆Ωϟンύε
����೥ ��݄ ��೔ʢ໦ʣ
��ɿ��ʙ ��ɿ��

参Ճ者
ಛయ

 ཧܥ 0( ʹΑΔτークΠϕンτˏੜ໌ࡇを開催します

シンポジウムを開催しますࡍࠃ   ੜాランチϣンセϛφーを開催します

 ランチ交流会ɹ開催の͓஌Βͤ

ୈ̍ճϥンνϣンηϛφー
日��ɹɹ࣌ 	10 月Լ०予定・ランチアワー
৔��ɹɹॴ 	生田キャンパス中ԝࣷߍの教ࣨ
ࢣ��ɹɹߨ 	石田祥子	理工学部機械工学科助教　
�ԋ�಺�༰ߨ 	ごࣗ਎のキャリアと研究内容について（Ծ）
。がܾまり次第、)1౳でお知らせいたしますࡉৄ※

ୈ̎ճϥンνϣンηϛφー
日��ɹɹ࣌ 	12 月上०予定・ランチアワー
৔��ɹɹॴ 	生田キャンパス中ԝࣷߍの教ࣨ
ࢣ��ɹɹߨ 	 ଜΈよ子	๏科大学院教授・ਪ進本部代表	予定
�ԋ�಺�༰ߨ 	大学における男女共同参画について（Ծ）
。がܾまり次第、)1౳でお知らせいたしますࡉৄ※
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C O N T E N T S

ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚେֶঁੑ࣏໌
˟��������ɹ౦ژ౎ઍ୅ా۠ਆాॣՏ୆���ɹ
֊�େֶॣՏ୆ΩϟϯύεɹΞΧσϛʔίϞϯ࣏໌
5&-�������������ɹ'"9�������������
&�NBJM�EBOKP!NFJKJ�BD�KQ
63-�IUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�LPIP�EJWFSTJUZ�JOEFY�IUNM

　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一ൠܕ）」に採択され、同
ਪ進本部の代表にब任しまし
た。活気あ;れる明治大学の
男女共同参画ਪ進の取組Έを
さらに「前へ」進めるために、
ඍ力をਚくすॴଘです。これ
は、୯に女性研究者の数を૿
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・৬場
環ڥを࡞り上͛てΏく取組Έです。男女の教৬員・学生・ཹ学生
౳がݸ性を発شできる男女共同参画ࣾ会を࡞り上͛るために、両
立支援やएख研究者のエンパワーメント支援が、༗ޮな機会にな
ることをئっています。皆様のご参加、ごڠ力とご支援をどうͧ
よΖしくおئいいたします。

　本学は、ࡢ年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことをडけ、
「男女共同参画ਪ進ηンλー」、
「女性研究者研究活動支援事業
ਪ進本部」をઃஔいたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教৬員・学生らすべて
の構成員をର৅に男女共同参画
の一૚のਪ進に取り組Μでおり
ます。この間、皆様にはશ学ア
ンέートにごڠ力をいただき੣
にありがとうございました。و
ॏなごҙݟは今後の事業にॆ分൓өさせて参るॴଘです。
　この൒年の活動としまして、֤キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集౳を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の࣮情と要๬をฉくことがで
きました。また、今年度後൒には、ࡍࠃシンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行౳を予定しています。
　一方、本事業のओたる目ඪに理系学部における女性教員૿があり
ます。6月に理系̏学部長との࠙ஊ会を開催し、本学の࣮情にあった
方๏を໛ࡧしているとこΖです。この΄かにも、෇ଐ明治ߴ౳学ߍ・
中学ߍとの࿈ܞをਤりながら、将来の理系研究者の発۷を進めて参
ります。今後ともご理ղとごڠ力のఔ、ٓしくおئいகします。
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 女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウムを開催  ロールモデル集作成

 各キャンパスで研究者支援・交流のための
  ランチ交流会を開催しています

　本年3月 8日（日）に女性研究者研究活動支援事業
キックオフシンポジウム「前へ！明治大学の男女共同
参画」を駿河台キャンパスのグローバルホールで開催
しました。
　来賓に、森まさこ前内閣府特命担当大臣、渡辺美代
子科学技術振興機構（JST）執行役をお迎えし、基調
講演では、大隅典子東北大学大学院教授と成澤廣修文
京区長から、男女共同参画のあり方についてご講演い
ただきました。続いて、平成 26年度文部科学省科学
技術人材育成費補助事業に採択された本学事業の概要
説明があり、その後、『明治大学の男女共同参画を「前
へ」進めるために何をすべきか、何が出来るか？』を
テーマとしたパネルディスカッションが行われました。
　当日は悪天候の中、学内外から多数のご参加をいた
だき、ありがとうございました。

　本事業では女性研究者の裾野拡大を目指し、学生たちに多様なロ
ールモデルを提示するため、本年10月に、本事業の一環として「ロ
ールモデル集（第１巻）」の発行を予定しています。将来、研究者
を志す学生へ多様なロールモデルを提示することで、より具体的な
ビジョンを描いてもらえればと考えております。現在、第一線で活
躍中の研究者の方々に、キャリアやワーク・ライフ・バランスにつ
いて取材しており、男性・女性研究者、文系・理系の研究者など、様々
な分野・立場の方にお話を伺った盛り沢山な内容となっています。
　来年、第２巻を発行する予定です。

һͷํʑ　※敬称略ڀݚһ΍ڭຊֶͨ͠ࡐճऔࠓ
●	石田祥子（理工学部機械工学科　助教）
●	深澤倫子（理工学部応用化学科　准教授）
●	溝口康（農学部農学科　准教授）
●	藤田結子（商学部　准教授）
●	浦野昌一（総合数理学部ネットワークデザイン学科　准教授）
●	五十嵐悠紀（総合数理学部先端メディアサイエンス学科　専任講師）
●	黒目麻由子（Ludwig-Maximilians-University　研究員）

　本事業では女性研究者研究活動支援のため、現在本学で活躍中の研
究者を中心に、ライフイベント中の研究者や、学生らも交えて、昼食
の時間を利用したランチ交流会を開催しています。女性研究者だけで
なく、男性研究者や大学院生などさまざまな立場の方にご参加いただ
き、現在向き合っている様々な課題や、今後どのような制度があれば
よいかなどを気軽に話し合ったり、仕事と私生活の両立のための工夫
やポイントをシェアする交流の場をかねた機会として、皆様にご参加
いただいています。
　生田キャンパスを皮切りに、駿河台キャンパス、中野キャンパスで
開催し、学部間を超えた交流の場、情報交換の場として今後も開催し
ていく予定です。

	 男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部
  ロゴマーク・愛称決定！
　明治大学の女性研究者支援・研究力向上に取組む組織のイメー
ジを分かりやすく表現し幅広く周知するロゴマークと愛称を6/23	
～	7/31 で学内公募しました。

●	ロゴマーク優秀賞	１点	………………………………賞状および副賞
●	愛称優秀賞　　　	１点	………………………………賞状および副賞

活動報告

パネルディスカ
ッションの様子

駿河台キャンパスにて

ロールモデル集
表紙 ロールモデル集	目次

中野キャンパスにて生田キャンパスにて

Ѫশɹ̢̪̜̚ ʢ̙ϛϡδΣουʣ
঎ֶ෦঎ֶՊ
઒ౡՂେ͞Μͷ࡞඼

M�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ .FJKJ ͷ .
U�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 6OJWFSTJUZ ͷ 6
G�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ (FOEFS ͷ(
E�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ &RVBMJUZ ͷ &
D�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ %JWFSTJUZ ͷ %

ϩΰϚʔΫ
೶ֶڀݚՊੜ໋Պֶઐ߈ɹ
඼࡞ང߳͞Μͷڮߴ
※デザインの採用とし、
愛称と合わせた
　改変をしています。

ロールモデル集	目次
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シンポジウムʮֶज़෼໺の男女共同参画ͱଟ༷性ʹͭいてʯࡍࠃ
International symposiumɿ Gender Equality and Diversity in the Research Environment

　11月 6日（ۚ）・7日（౔）に、明治大学駿河台キャンパスグ
ローバルフロントにおいて、明治大学男女共同参画ਪ進ηンλー女
性研究者研究活動支援事業ਪ進本部、情報ίϛϡχέーション学部
ジェンμーηンλー、๏科大学院ジェンμー๏ηンλーの̏ஂ体共
催ࡍࠃシンポジウムを開催します。

�� ݄ � ೔ʢۚʣɹ
γϯϙδ΢Ϝࡍࠃ
ʮࠃ಺ͷཧܥ෼໺ʹ͓͚Δஉঁڞಉࢀըͷݱঢ়ͱੈքͷಈ޲ʹ͍ͭͯʯ
�ԋߨௐج 	 	「理系分野における男女共同参画・女性研究者支援につ

いて」
ɹԋɹ者ߨ 	大௶ٱ子（日本大学ༀ学部ༀ学研究ॴ上੮研究員）
�ԋߨௐج 	「学術分野の男女共同参画੓ࡦのੈք的動向」
ɹԋɹ者ߨ 	ジャッキー・スティール
	 （東京大学ࣾ会科学研究ॴ准教授）

�� ݄ � ೔ʢ౔ʣɹ
ୈ�෼Պձ 	「21ੈ紀を研究者として生きる
	 		ʕ女性のアカデϛック・キャリアにおける機会とোน」

（事前ਃࠐ制）
	 	「λイにおける女性のエンパワーメント
	 	ʕࣾ会的・ࡁܦ的・文化的状گ」（事前ਃࠐ制）
ୈ�෼Պձ 	「女性研究者・๏૤ཆ成と男女共同参画੓ࡦ」

࠵γンϙδ΢Ϝؔ࿈イベント։ࡍࠃ
�� ݄ � ೔ʢۚʣɹ�
日ؖएख女性研究者フΥーラム
「਎体・表৅・ジェンμー」（事前ਃࠐ制）
࠵��ɹɹڞ 	 	明治大学情報ίϛϡχέーション研究科
	 明治大学਎体ίϛϡχέーション研究ॴ
	 成ؗۉ大学ܳߍ術学研究科

　生田キャンパスにて、ओに本学の女性研究者をটき、ごࣗ਎のキ
ャリアや研究内容、研究者としての生活などを࠲ஊ会ࣜܗでお話い
ただく「ランチョンηϛφー」を開催します。将来、理系研究者を
志す学生がより具体的なビジョンを描くための一助となることを目

的とします。また、男女共同参画をテーマとする会なども開催する
予定です。
　多くの学生・教৬員が参加しやすいようランチアワーに開催しま
す。皆さまのご参加をお଴ちしております。

　本事業では女性研究者研究活動支援のため、現在本学で活躍中の
研究者を中心に、ライフイベント中の研究者や、学生らも交えて、
昼食の時間を利用したランチ交流会を開催しています。ৄしくは

Q�をごཡください。ळ学ظも֤キャンパスで開催予定です。ご興
ຯのある方はお気軽にお໰い合わせください。

。情報は)1をご֬ೝくださいࡉৄ※

　明治大学生田キャンパスにて行われる学Ԃࡇ『生明ࡇ』（11月
21日～ 23日）にて、理系研究者を目指す学生のためのイベント
を開催します。研究ॴやا業でಇく理系0(3໊をটき、研究や仕
事のັ力などをお話いただきます。「理系に進Μだきっかけ」、「学

生時代」、「仕事のやりがい」、「ワークライフバランス」౳々。਎ۙ
な事ྫをฉくことで、様々なಇき方やライフスλイルなどを学び、
キャリアϓランを考えるきっかけになればとࢥいます。

日ɹ࣌ 	 	生明ࡇ開催ظ間	ʦ��݄��೔ʢ౔ʣʙ��೔ʢ݄ʣʧ
ձɹ৔ 	 	生田キャンパス

	 ※	日時・会場につきましては、ৄ 　。がܾまり次第、)1౳でお知らせいたしますࡉ

ήετεϐʔΧʔ 	 	
理工学研究科機械工学専߈　修ྃ

Ѩ෦༝෍ࢠさΜ（ࣜג会ࣾ日立੡࡞ॴ	情報・௨৴システムࣾ）
農学研究科生命科学専߈　修ྃ

ඉޱɹ༿さΜ（ࣜג会ࣾロッテ	中ԝ研究ॴ）
理工学研究科応用化学専߈　修ྃ

ؔࠜ༝ᣦಸさΜ（ࠃ立研究開発๏人	日本ݪ子力研究開発機構）
	ຊֶڭһ໊̓ͷΠϯλϏϡʔΛ
͠ࡌܝ ʮͨϩʔϧϞσϧूʯΛ
ϓϨθϯτ͠· ʂ͢

ʰཧ0ܥ(ʹฉ͘！ཧܥ研究者のະདྷ ʙಇ͖ํ・ラΠフスタΠルʙʱ

த໺Ωϟンύε
����೥ ��݄։࠵༧ఆ

ੜాΩϟンύε
����೥ ��݄ ��೔ʢۚʣ
��ɿ��ʙ ��ɿ��

ॣՏ୆Ωϟンύε
����೥ ��݄ ��೔ʢ໦ʣ
��ɿ��ʙ ��ɿ��

参Ճ者
ಛయ

 ཧܥ 0( ʹΑΔτークΠϕンτˏੜ໌ࡇを開催します

シンポジウムを開催しますࡍࠃ   ੜాランチϣンセϛφーを開催します

 ランチ交流会ɹ開催の͓஌Βͤ

ୈ̍ճϥンνϣンηϛφー
日��ɹɹ࣌ 	10 月Լ०予定・ランチアワー
৔��ɹɹॴ 	生田キャンパス中ԝࣷߍの教ࣨ
ࢣ��ɹɹߨ 	石田祥子	理工学部機械工学科助教　
�ԋ�಺�༰ߨ 	ごࣗ਎のキャリアと研究内容について（Ծ）
。がܾまり次第、)1౳でお知らせいたしますࡉৄ※

ୈ̎ճϥンνϣンηϛφー
日��ɹɹ࣌ 	12 月上०予定・ランチアワー
৔��ɹɹॴ 	生田キャンパス中ԝࣷߍの教ࣨ
ࢣ��ɹɹߨ 	 ଜΈよ子	๏科大学院教授・ਪ進本部代表	予定
�ԋ�಺�༰ߨ 	大学における男女共同参画について（Ծ）
。がܾまり次第、)1౳でお知らせいたしますࡉৄ※
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����೥ ��݄։࠵༧ఆ

ੜాΩϟンύε
����೥ ��݄ ��೔ʢۚʣ
��ɿ��ʙ ��ɿ��

ॣՏ୆Ωϟンύε
����೥ ��݄ ��೔ʢ໦ʣ
��ɿ��ʙ ��ɿ��

参Ճ者
ಛయ

 ཧܥ 0( ʹΑΔτークΠϕンτˏੜ໌ࡇを開催します

シンポジウムを開催しますࡍࠃ   ੜాランチϣンセϛφーを開催します

 ランチ交流会ɹ開催の͓஌Βͤ

ୈ̍ճϥンνϣンηϛφー
日��ɹɹ࣌ 	10 月Լ०予定・ランチアワー
৔��ɹɹॴ 	生田キャンパス中ԝࣷߍの教ࣨ
ࢣ��ɹɹߨ 	石田祥子	理工学部機械工学科助教　
�ԋ�಺�༰ߨ 	ごࣗ਎のキャリアと研究内容について（Ծ）
。がܾまり次第、)1౳でお知らせいたしますࡉৄ※

ୈ̎ճϥンνϣンηϛφー
日��ɹɹ࣌ 	12 月上०予定・ランチアワー
৔��ɹɹॴ 	生田キャンパス中ԝࣷߍの教ࣨ
ࢣ��ɹɹߨ 	 ଜΈよ子	๏科大学院教授・ਪ進本部代表	予定
�ԋ�಺�༰ߨ 	大学における男女共同参画について（Ծ）
。がܾまり次第、)1౳でお知らせいたしますࡉৄ※

1Vol.
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明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部ʮ.6(&%ʯ
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�ニューズレター創刊にあたり�ʜʜʜʜ 1

�本取組みについて� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2

⾣�主な支援事業の紹介�� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 3

⾣�活動報告
� ʮΩοΫΦϑγϯϙδ΢Ϝ։࠵ʯʮϥϯνձใࠂʯ�ʜʜʜʜʜʜʜʜ 4
� ʮϩʔϧϞσϧूʹ͍ͭͯʯʮϩΰϚʔΫɾѪশܾఆʯ� ʜʜʜʜʜ 5

⾣�今後のイベント告知�
� ʮࡍࠃγϯϙδ΢Ϝʯɺʮੜ໌ࡇʯ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 6
� ʮੜాϥϯνϣϯηϛφʔʯɺʮϥϯνձࠂ஌ʯ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 7

C O N T E N T S

ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚେֶঁੑ࣏໌
˟��������ɹ౦ژ౎ઍ୅ా۠ਆాॣՏ୆���ɹ
֊�େֶॣՏ୆ΩϟϯύεɹΞΧσϛʔίϞϯ࣏໌
5&-�������������ɹ'"9�������������
&�NBJM�EBOKP!NFJKJ�BD�KQ
63-�IUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�LPIP�EJWFSTJUZ�JOEFY�IUNM

　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一ൠܕ）」に採択され、同
ਪ進本部の代表にब任しまし
た。活気あ;れる明治大学の
男女共同参画ਪ進の取組Έを
さらに「前へ」進めるために、
ඍ力をਚくすॴଘです。これ
は、୯に女性研究者の数を૿
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・৬場
環ڥを࡞り上͛てΏく取組Έです。男女の教৬員・学生・ཹ学生
౳がݸ性を発شできる男女共同参画ࣾ会を࡞り上͛るために、両
立支援やएख研究者のエンパワーメント支援が、༗ޮな機会にな
ることをئっています。皆様のご参加、ごڠ力とご支援をどうͧ
よΖしくおئいいたします。

　本学は、ࡢ年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことをडけ、
「男女共同参画ਪ進ηンλー」、
「女性研究者研究活動支援事業
ਪ進本部」をઃஔいたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教৬員・学生らすべて
の構成員をର৅に男女共同参画
の一૚のਪ進に取り組Μでおり
ます。この間、皆様にはશ学ア
ンέートにごڠ力をいただき੣
にありがとうございました。و
ॏなごҙݟは今後の事業にॆ分൓өさせて参るॴଘです。
　この൒年の活動としまして、֤キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集౳を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の࣮情と要๬をฉくことがで
きました。また、今年度後൒には、ࡍࠃシンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行౳を予定しています。
　一方、本事業のओたる目ඪに理系学部における女性教員૿があり
ます。6月に理系̏学部長との࠙ஊ会を開催し、本学の࣮情にあった
方๏を໛ࡧしているとこΖです。この΄かにも、෇ଐ明治ߴ౳学ߍ・
中学ߍとの࿈ܞをਤりながら、将来の理系研究者の発۷を進めて参
ります。今後ともご理ղとごڠ力のఔ、ٓしくおئいகします。

χϡーζϨター૑ץʹ͋たΓ
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ

ηϯλʔ௕ɹ

௕ඌɹਐ

ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚ者ڀݚੑঁ

ਪਐຊ෦୅දɹ

ଜɹΈΑࢠ
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明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部ʮ.6(&%ʯ

ϥ Π ϑ γ Σ Ξ Ϧ ϯ ά ڞ ʹ લ ΁

����೥�݄��೔ൃߦ

ϥ Π ϑ γ Σ Ξ Ϧ ϯ ά ڞ ʹ લ ΁

�今೥౓の活動報告ͱ
事業࠷ऴ೥౓に͚޲て� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1

�αイΤンεɾαϙーターʢ44ʣ
੍౓について�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2

�อҭඅ༻ิॿ੍౓について� ʜʜʜʜʜʜ 3

た��ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ͠·͠࠵γンϙδ΢ϜΛ։ࡍࠃ�⾣ 4

⾣�活動報告
� ʮϥϯνަྲྀձΛ։͍ͯ͠࠵·͢ʯ
ʮੜ໌ࡇʹͯτʔΫΠϕϯτΛ։͠࠵·ͨ͠ʯ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 5
� ʮੜాϥϯνϣϯηϛφʔΛ։͠࠵·ͨ͠ʯ� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 6

⾣�今後のイベント告知�
ʮϥϯνަྲྀձ�։࠵ͷ͓஌Βͤʯ

ʮϦόςΟΞΧσϛʔΦʔϓϯ࠲ߨʢੜాʣΛ։͠࠵·͢ʯ

ʮ)1ϦχϡʔΞϧͷ͓஌Βͤʯ� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 6

⾣�Ξンέート݁Ռ報告�� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 7

C O N T E N T S

ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚେֶঁੑ࣏໌
˟��������ɹ౦ژ౎ઍ୅ా۠ਆాॣՏ୆���ɹ
֊�େֶॣՏ୆ΩϟϯύεɹΞΧσϛʔίϞϯ࣏໌
5&-�������������ɹ'"9�������������
&�NBJM�EBOKP!NFJKJ�BD�KQ
63-�IUUQ���NVHFE�NFJKJ�KQ

　201� 年 11 月採択の本事業も、2016 年 �月から、ૣく

も࠷ऴ年度にೖります。これまで 1年 �か月の間に、男女共

同参画ਪ進ηンλーおよび女性研究者研究活動支援事業ਪ進

本部（駿河台・生田）開ઃ、サイエンス・サポーλー制度・

อ育費用補助制度（後ܝ 2、3ท）など、छ々の取組をして

きました。「できることはすべて࣮ࢪしたい」とҙ気ࠐΜでい

ますが、࣮ࡍには教員の任用などޮՌが出るのに時間がかか

る໰題も多く、理系女性研究者「採用」2��0ˋ（2017 年 3

月時点）という数ࣈもߴい目ඪです（2016年 2月現在、女性

専任教員ൺ཰はશ学で18�3ˋ、理系 3学部 ���ˋで、大学院

では女性θロの部ہもあります）。

　今後は֤部ہの具体的事情を考ྀしつつҙݟ交換を行い、

छ々のޡղを取りআいてίンηンサスをಘながら進まなけれ

ばなりませΜ。男女共同参画の取組も、ܾして女性を優۰す

るためのものではありませΜ。ྫえば学内อ育Ԃ౳の利用ࢿ

֨も男女を໰わないとすれば、࣮ࡍには、研究・教育・࿑ಇ

環ڥを改ળする両立支援ࡦのメリットは、むしΖ男性教৬員

のଆにあるといえます。男性教৬員をؚめ、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」とݴって

௖けるように、೪りڧく取組を続けてΏかなければなりませ

Μ。これからも一ؙとなってؤுりたいとࢥいますので、力

。いいたしますئ力をどうͧよΖしくおڠいご支援ごڧ

て͚޲ʹऴ೥౓࠷೥౓の活動報告ͱ事業ࠓ
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ� � � �
ਪਐຊ෦ʢ.6(&%ʣۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚ者ڀݚੑঁ

୅දɹ ଜɹΈΑࢠ
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ར༻ऀ͔Βͷ੠

֨ࢿԠืऀڀݚ
　本学に在੶する研究者（ポストυクλーをؚむ）のうち、次のいͣれかの者
（１）出࢈予定者、またはখ学̒ߍ年生までの子ڙを育ࣇしている女性研究者
（２）഑ۮ者が（大学、大学共同利用機ؔ、またはಠ立行੓๏人にॴଐする）研究者で、出࢈予定、またはখ学̒ߍ年生までの子を育ࣇして

いる男性研究者
している女性研究者ޢをհ（ډ同）のೝ定をडけている਌଒ޢ区ொଜから要հࢢ（̏）
（̐）഑ۮ者が（大学、大学共同利用機ؔ、またはಠ立行੓๏人にॴଐする）研究者で、ࢢ区ொଜから要հޢのೝ定をडけている਌଒（同

している男性研究者ޢをհ（ډ

֨ࢿʼʣԠืܕԉऀʢαΠΤϯεɾαϙʔλʔʻϥΠϑΠϕϯτࢧڀݚ
　本学学部・大学院に在੶する学生

　本学に在੶する研究者のうち、次のいͣれかの者
ただし、本人ຢは഑ۮ者が࢈前・࢈後ٳՋ、育ٳࣇ業ຢはհٳޢ業中にある者をআく。
（１）出࢈予定者、またはখ学̒ߍ年生までの子ڙを育ࣇしている女性研究者
（２）഑ۮ者が（大学またはಠ立行੓๏人౳にॴଐする）研究者で、出࢈予定者またはখ学̒ߍ年生までの子を育ࣇしている男性研究者
※഑ۮ者には、ࠗҽのಧ出の༗ແにかかわらͣ、事࣮上ࠗҽؔ܎と同様の事情にあるとਪ進本部代表がೝめる者をؚむ。

（１）ҎԼのඞ要ॻྨᶃ～ᶅをそΖえて「男女共同参画ਪ進ηン
λー女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部」Ѽに提出する。
ᶃ	ྖऩॻ（ݪ本）
ᶄ	利用明ࡉॻのࣸし（利用日・利用時間・利用୯Ձ・交௨
費などがࡌهされたもの）

ᶅ	อ育費用補助ਃ੥ॻ݉口࠲振ࠐґཔॻ（)1よりμウン
ローυ）

（２）ਪ進本部にて৹ࠪ後、助成がద当とೝめた場合は「ܾ定௨
知ॻ」をૹ෇し、指定された口࠲に振ࠐむことにより交෇
する。

　本事業の一環として、本学の研究者のライフイベント（出࢈・育ࣇ・
հޢ）と研究の両立、およびワーク・ライフ・バランスの֬อを目的と
した支援制度「サイエンス・サポーλー制度」を࣮ࢪしております。
　研究活動の支援をඞ要とする「研究者」に、「研究支援者（サイ
エンス・サポーλーʻライフイベントܕʼ）」を೿ݣし、研究にؔ

する補助業຿を支援する制度です。
　研究支援者につきましては、これまでは本学大学院に在੶する学
生のΈをର৅としておりましたが、201�年 12月より学部生もର
৅となり、より多くの方にご利用いただける制度となりました。
　応募方๏౳ৄࡉにつきましては、)1をご֬ೝください。

　本制度は、本学の研究者の育ࣇと研究の両立を支援することを目的とし、໷間อ育、ٳ日อ育、පࣇ・ප後ࣇอ育、学ಐอ育の利用ྉۚ
の一部を補助するものです。

ԉ಺༰ࢧ

ิॿ಺༰

ؒظࢪ࣮

ਃࠐΈɾ໰͍߹Θͤઌ

ิॿର৅ͱͳΔར༻໨త

ਃ੥ํ๏

　研究者の࣮ݧ・調ࠪ補助、デーλのೖ力・ղੳ補助、࿦文࡞成補助、学会ࢿྉ・ਃ੥ॻ・報ࢿࠂྉ࡞成補助、そのଞ研究にؔする補助業຿
※研究補助業຿Ҏ外（教育・อ育にؔする業຿౳）を行うことはできませΜ。

　補助ֹの上ݶは、ҎԼの௨りです。	
●	 利用ྉۚの２分の１（ೖ会ۚ、年会費、月会費、ొ࿥ྉなどは
আく）

●		 子ども１人あたり年度につき、̐ສԁまで

　本制度は、研究業຿を目的とするҎԼの事由において、支援ର
৅とします。
ᶃ�໷間อ育、ٳ日อ育の利用
ᶄ	පࣇ・ප後ࣇอ育の利用
ᶅ	ᶃまたはᶄに४ͣる学ಐอ育の利用
※ೖࢼ業຿・補講業຿など教育にؔする業຿についてのอ育利用はର৅外とします。

2016年１月 27日～ 2017年̏月 31日

�ըਪਐηϯλʔࢀಉڞେֶஉঁ࣏໌
ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

	ʻॣՏ୆Ωϟϯύεʼ	アカデϛーίモン7֊	
	 Tel	�	03-32�6-�6��	

ʻੜాΩϟϯύεʼ		 中ԝࣷߍ 2֊	
	 Tel	�	0��-�3�-7603	

&-mail	 �	danKP!meiKi�aD�KQ	
ホームϖージ	ɿIttQ�//muged�meiKi�KQ

。はお໰い合わせくださいࡉৄ※
※本制度は平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」の一環として࣮ࢪす
るため、補助事業のྃ׬日（2017年̏月 31日）をもってऴྃ
となります。

支援੍౓ʹͭいて

、会ٞおよびؔ࿈イベントをෳ数ࡍࠃ	●
しかも同時ظにا画ӡӦしなければな
らなかったので、SS の支援が大きな
力となりました。（育ࣇʗ文系・女性）

●	֤छ業຿に多๩なਃ੥者に時間的༨༟
が生まれ、研究成Ռを学術講演会で発
表予定の共ஶ࿦文としてまとめること
ができた。また、ਃ੥者およびSSが共
同研究をし、201� 年度研究助成にਃ
੥し採択されるなど、研究のਪ進にޮ
Ռをあ͛ている。（育ࣇʗ理系・男性）

●	報ࠂॻ౳多๩な時ظでもあり助かりま
した。本制度はライフイベントを৐り
ӽえるにࡍし、大変༗ޮとࢥいます。
しかし、採用ର৅が大学院生のΈとい
うのはඇৗに࢒೦です。（育ࣇʗ理系・
女性）

Ԡื֨ࢿ

ར༻ର৅ऀ

利用者及びアンケートのご要望にお応えして、
この12月より、サイエンス・サポーター応募資格を

大学院生のみならず

ʮֶ部ੜʯʹまで֦ॆしましたɻ

 「αΠΤンス・αポーターʢ44ʣ੍౓」ʹͭいて  ʮอҭඅ༻ิॿ੍౓ʯʹͭいて
���� ೥ �� ݄ΑΓֶ部ੜ΋ର৅ͱͳΓɺ
ΑΓଟ͘のํʹ͝ར༻いた͚ͩΔ੍౓ͱͳΓましたɻ

「
保
育
費
用
補
助
制
度
」
を

 

ご
存
知
で
す
か

本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
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ར༻ऀ͔Βͷ੠

֨ࢿԠืऀڀݚ
　本学に在੶する研究者（ポストυクλーをؚむ）のうち、次のいͣれかの者
（１）出࢈予定者、またはখ学̒ߍ年生までの子ڙを育ࣇしている女性研究者
（２）഑ۮ者が（大学、大学共同利用機ؔ、またはಠ立行੓๏人にॴଐする）研究者で、出࢈予定、またはখ学̒ߍ年生までの子を育ࣇして

いる男性研究者
している女性研究者ޢをհ（ډ同）のೝ定をडけている਌଒ޢ区ொଜから要հࢢ（̏）
（̐）഑ۮ者が（大学、大学共同利用機ؔ、またはಠ立行੓๏人にॴଐする）研究者で、ࢢ区ொଜから要հޢのೝ定をडけている਌଒（同

している男性研究者ޢをհ（ډ

֨ࢿʼʣԠืܕԉऀʢαΠΤϯεɾαϙʔλʔʻϥΠϑΠϕϯτࢧڀݚ
　本学学部・大学院に在੶する学生

　本学に在੶する研究者のうち、次のいͣれかの者
ただし、本人ຢは഑ۮ者が࢈前・࢈後ٳՋ、育ٳࣇ業ຢはհٳޢ業中にある者をআく。
（１）出࢈予定者、またはখ学̒ߍ年生までの子ڙを育ࣇしている女性研究者
（２）഑ۮ者が（大学またはಠ立行੓๏人౳にॴଐする）研究者で、出࢈予定者またはখ学̒ߍ年生までの子を育ࣇしている男性研究者
※഑ۮ者には、ࠗҽのಧ出の༗ແにかかわらͣ、事࣮上ࠗҽؔ܎と同様の事情にあるとਪ進本部代表がೝめる者をؚむ。

（１）ҎԼのඞ要ॻྨᶃ～ᶅをそΖえて「男女共同参画ਪ進ηン
λー女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部」Ѽに提出する。
ᶃ	ྖऩॻ（ݪ本）
ᶄ	利用明ࡉॻのࣸし（利用日・利用時間・利用୯Ձ・交௨
費などがࡌهされたもの）

ᶅ	อ育費用補助ਃ੥ॻ݉口࠲振ࠐґཔॻ（)1よりμウン
ローυ）

（２）ਪ進本部にて৹ࠪ後、助成がద当とೝめた場合は「ܾ定௨
知ॻ」をૹ෇し、指定された口࠲に振ࠐむことにより交෇
する。

　本事業の一環として、本学の研究者のライフイベント（出࢈・育ࣇ・
հޢ）と研究の両立、およびワーク・ライフ・バランスの֬อを目的と
した支援制度「サイエンス・サポーλー制度」を࣮ࢪしております。
　研究活動の支援をඞ要とする「研究者」に、「研究支援者（サイ
エンス・サポーλーʻライフイベントܕʼ）」を೿ݣし、研究にؔ

する補助業຿を支援する制度です。
　研究支援者につきましては、これまでは本学大学院に在੶する学
生のΈをର৅としておりましたが、201�年 12月より学部生もର
৅となり、より多くの方にご利用いただける制度となりました。
　応募方๏౳ৄࡉにつきましては、)1をご֬ೝください。

　本制度は、本学の研究者の育ࣇと研究の両立を支援することを目的とし、໷間อ育、ٳ日อ育、පࣇ・ප後ࣇอ育、学ಐอ育の利用ྉۚ
の一部を補助するものです。

ԉ಺༰ࢧ

ิॿ಺༰

ؒظࢪ࣮

ਃࠐΈɾ໰͍߹Θͤઌ

ิॿର৅ͱͳΔར༻໨త

ਃ੥ํ๏

　研究者の࣮ݧ・調ࠪ補助、デーλのೖ力・ղੳ補助、࿦文࡞成補助、学会ࢿྉ・ਃ੥ॻ・報ࢿࠂྉ࡞成補助、そのଞ研究にؔする補助業຿
※研究補助業຿Ҏ外（教育・อ育にؔする業຿౳）を行うことはできませΜ。

　補助ֹの上ݶは、ҎԼの௨りです。	
●	 利用ྉۚの２分の１（ೖ会ۚ、年会費、月会費、ొ࿥ྉなどは
আく）

●		 子ども１人あたり年度につき、̐ສԁまで

　本制度は、研究業຿を目的とするҎԼの事由において、支援ର
৅とします。
ᶃ�໷間อ育、ٳ日อ育の利用
ᶄ	පࣇ・ප後ࣇอ育の利用
ᶅ	ᶃまたはᶄに४ͣる学ಐอ育の利用
※ೖࢼ業຿・補講業຿など教育にؔする業຿についてのอ育利用はର৅外とします。

2016年１月 27日～ 2017年̏月 31日

�ըਪਐηϯλʔࢀಉڞେֶஉঁ࣏໌
ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

	ʻॣՏ୆Ωϟϯύεʼ	アカデϛーίモン7֊	
	 Tel	�	03-32�6-�6��	

ʻੜాΩϟϯύεʼ		 中ԝࣷߍ 2֊	
	 Tel	�	0��-�3�-7603	

&-mail	 �	danKP!meiKi�aD�KQ	
ホームϖージ	ɿIttQ�//muged�meiKi�KQ

。はお໰い合わせくださいࡉৄ※
※本制度は平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」の一環として࣮ࢪす
るため、補助事業のྃ׬日（2017年̏月 31日）をもってऴྃ
となります。

支援੍౓ʹͭいて

、会ٞおよびؔ࿈イベントをෳ数ࡍࠃ	●
しかも同時ظにا画ӡӦしなければな
らなかったので、SS の支援が大きな
力となりました。（育ࣇʗ文系・女性）

●	֤छ業຿に多๩なਃ੥者に時間的༨༟
が生まれ、研究成Ռを学術講演会で発
表予定の共ஶ࿦文としてまとめること
ができた。また、ਃ੥者およびSSが共
同研究をし、201� 年度研究助成にਃ
੥し採択されるなど、研究のਪ進にޮ
Ռをあ͛ている。（育ࣇʗ理系・男性）

●	報ࠂॻ౳多๩な時ظでもあり助かりま
した。本制度はライフイベントを৐り
ӽえるにࡍし、大変༗ޮとࢥいます。
しかし、採用ର৅が大学院生のΈとい
うのはඇৗに࢒೦です。（育ࣇʗ理系・
女性）

Ԡื֨ࢿ

ར༻ର৅ऀ

利用者及びアンケートのご要望にお応えして、
この12月より、サイエンス・サポーター応募資格を

大学院生のみならず

ʮֶ部ੜʯʹまで֦ॆしましたɻ

 「αΠΤンス・αポーターʢ44ʣ੍౓」ʹͭいて  ʮอҭඅ༻ิॿ੍౓ʯʹͭいて
���� ೥ �� ݄ΑΓֶ部ੜ΋ର৅ͱͳΓɺ
ΑΓଟ͘のํʹ͝ར༻いた͚ͩΔ੍౓ͱͳΓましたɻ

「
保
育
費
用
補
助
制
度
」
を

 

ご
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知
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本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp
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 ランチ交流会を開催しています

 ੜ໌ࡇʹてτークΠϕンτを開催しました

 ୈҰ෼Պ会

 ୈೋ෼Պ会

　本学の研究者や学生らを交えて、
昼食の時間を利用したランチ交流会
を駿河台・生田・中野キャンパスに
て開催しています。
　駿河台キャンパスでは２ܭճ、生
田キャンパスでは̐ܭճ、中野キャ
ンパスでは２ܭճ開催し、多くの方
に参加いただきました。参加いただ
いた方からはҎԼのようなお੠をい
ただいています。
　「様々な立場の方々の話をฉくこと
ができ、ษڧになった」
　「学業の進め方、ٳ࢈の取り方まで
たくさΜの情報をಘることができた」
　今後は、࿨ઘキャンパスでの開催
も予定しております。皆様、ͥͻお
気軽におӽしください。

　生田キャンパスにて行われる学Ԃࡇ「生明ࡇ」にて、11 月 21
日に理系0(によるトークイベントを開催しました。
　イベントでは、学生にとってキャリアϓランを考えるきっかけ
になることを目的として、研究ॴやا業でಇく理系0(໊̏をট
き、「理系に進Μだきっかけ」「学生時代」「仕事のやりがい」「仕
事とϓライベートのࣗ分なりのଊえ方」「ࣗ分のキャリアϓラン」

などごࣗ਎のݧܦஊやこれからの目ඪなどをお話いただきました。
　当日は、学Ԃࡇということもあり、女子中ߴ生とอޢ者の方が
ฉいている࢟も多くݟられ、ඇৗに多くの方に଍をӡΜでいただ
きました。
　学内外から多数のご参加をいただき、ありがとうございました。

　ࣾ会のグローバル化が進む中、ا業だけでなく大学౳の教育・研
究機ؔにおいてもޏ用のॊೈ化・流動化が࢝まり、任ظ෇ポジショ
ンのಋೖ・拡大がىこりました。同時に、研究者のライフίースに
も変化が生͡ています。教育に費やすظ間の長ظ化は、৬業キャリ
アのΈならͣ結ࠗや出࢈といったライフイベントの஗Ԇ౳をもたら
し、研究者のՈ଒のキャリアにもӨڹを༩えています。ηッション"

では、大学౳の研究教育機ؔで研究者・教員としてಇくことを志す
人々のキャリアܗ成の現状についてࡍࠃൺֱと男女共同参画のࢹ点
からݕ౼、ηッション#では、λイにおける女性のエンパワーメン
トについて様々な֯度からݕ౼、とりわけλイࡁܦにおけるジェン
μーの໰題を取り上͛、λイにおけるジェンμーؔ܎のࣾ会構଄に
ついて学び、日本の状گとのྨࣅ点や૬ҧ点について౼࿦しました。

　明治大学๏科大学院ジェンμー๏ηンλーは、専໳๏૤ཆ成研究
教育ηンλー（現・専໳๏૤ཆ成機ؔ）として 2006 年に開ઃさ
れ、学内外の多くの࿈ܞ機ؔとڠ力して、男女共同参画ਪ進および
専໳๏૤のために取組を行ってきました。๏科大学院ジェンμー๏
ηンλーओ催・ਪ進本部共催、日本ห࢜ޢ࿈合会、日本女性๏཯Ո
会、ジェンμー๏学会の後援で、「女性研究者・๏૤ཆ成と男女ڠ

共同参画੓ࡦ」をテーマとする分科会を開催しました。第ೋ分科会
は２部構成でのηッションを࣮ࢪしました。このηッションでは、
女性研究者支援のためのポジティϒ・アクションの࣮ޮ性の໰題や
女性๏૤育成の課題、そして男女共同参画੓ࡦについて、第１部で
は研究者からの報ࠂ、第２部では࣮຿Ոからの報ࠂをいただき、౼
࿦しました。	

シンポジウムを開催しましたࡍࠃ 活動報告

生田キャンパスにて

International Symposium:
Gender Equality and Diversity in the Research Environment

̎̌ ̍̑ ೥̍ ݄̍ ೔̒ʢۚʣ։ձࣜɾશମձ�̓ ೔ʢ土ʣ෼Պձ
ձ৔ɿ໌ �େֶॣՏ୆Ωϟϯύε�άϩʔόϧϑϩϯτ࣏

˞ਪਐຊ部ۀԉ事ࢧಈ׆ըਪਐηϯλʔঁੑ研究ऀ研究ࢀಉڞɿ明治大学உঁ࠵ڞ
���������明治大学৘ใίϛϡχέʔγϣϯ学部δΣϯμʔηϯλʔ���明治大学法科大学院δΣϯμʔ法ηϯλʔ
त連߹ձڭԉɿ明治大学専೚ޙ

・基調講演

��・大௶ࢠٱ（೔本大学ༀ学部ༀ学ڀݚॴ্੮ڀݚ員）
��　理ܥ分໺ʹ͓͚Δஉঁڞಉࢀը・ঁੑऀڀݚ支援ʹ͍ͭͯ

��・δϟοΩʔ・εςΟʔϧ（౦ژ大学ࣾձ科学ڀݚॴ।ڭत）
��　学ज़分໺ͷஉঁڞಉࢀը੓ࡦͷੈքతಈ޲

・開会宣言・趣旨説明・ロゴマークの発表�　�
ࢠ推進本部代表ɺ法科大学院δΣンμー法センター長　௰ଜΈΑۀಈ支援事׆ڀݚऀڀݚੑঁ　

・開会挨拶　໌࣏大学副学長　উӻࢠ

・来賓挨拶　಺ֳ෎உঁڞಉࢀըہ長　෢઒ࢠܙ

・海外ゲスト挨拶　
　νϣϯϓψο・,・ύʔϜϓʔϯ΢Οϫοτ（タイ・γーφΧϦン΢ィϩーτ大学।ڭत）

・閉会挨拶　໌࣏大学副学長ɺஉঁڞಉࢀը推進センター長　長ඌਐ　

・司会　৘ใコϛϡχέーγϣン学部ઐ೚ࢣߨ　࿬ຊཽଠ࿠

・全体会コーディネーター　঎学部ڭत　中ྛਅ理ࢠ

１１月６日（金）　開会式・全体会

〈会場〉 
〈時間〉 
〈言語〉

άϩʔόϧϑϩϯτ̍ ֊άϩʔόϧϗʔϧ
̍̑ �̌ ʙ̌̍ �̓̌ ʢ̌։৔̍ �̐̏ ʣ̌
ʢӳޠ・೔ຊޠɺ௨༁͋Γʣ

〈会　　場〉 
〈使用言語〉

άϩʔόϧϑϩϯτ1�֊̘̑ ձٞࣨ
ӳޠʢҰ部೔ຊޠɺ௨༁͋Γʣ

１１月 7 日（土）　分科会

（-JWJOH�BT�B�3FTFBSDIFS�JO�UIF�5XFOUZ�'JSTU�$FOUVSZ��
����������������������������0QQPSUVOJUJFT�BOE�0CTUBDMFT�UP�8PNFOʟT�"DBEFNJD�$BSFFS）

A 「21 世紀を研究者として生きる――
　　　　 女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

�˞事લਃ੍ࠐ��ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQ

�˞事લਃ੍ࠐ��ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQ

�˞ೖ৔ࣗ༝　໰߹ͤઌɿDHBM!NFJKJ�BD�KQ

【第１分科会】情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター主催・推進本部共催

【第 2 分科会】法科大学院ジェンダー法センター主催・推進本部共催

〈時　　間〉��1��00�ʙ�1���0

（8PNFO�T�&NQPXFSNFOU��SPDJBM
�&DPOPNJD�BOE�$VMUVSBM�"TQFDUT�JO�5IBJMBOE）

（1SPNPUJOH�'FNBMF�3FTFBSDIFST�BOE�-BXZFST�UISPVHI�(FOEFS�&RVBMJUZ�1PMJDJFT）

B 「タイにおける女性のエンパワーメント――
　　　　　　　　　　　社会的・経済的・文化的状況」

〈時　　間〉��16�00�ʙ�1���0

〈会　　場〉��άϩʔόϧϑϩϯτ̍ ֊ଟ໨తࣨ
〈時　　間〉��10�00�ʙ�1��00
〈使用言語〉 �೔ຊޠ

ձɺδΣϯμʔ法学ձڠ連߹ձɺ೔ຊঁੑ法཯Ո࢜ޢԉɿ೔ຊหޙ
「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

角田由紀子・打越さく良弁護士等講演

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部 
�˟�������
౦ژ౎ઍ代田۠ਆ田ॣՏ୆ ���
֊��大学ॣՏ୆Ωϟンύス　ΞΧデϛーコϞン࣏໌
5&-ɿ�������������　'"9ɿ������������
&�NBJMɿEBOKP!NFJKJ�BD�KQ
63-ɿIUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�LPIP�EJWFSTJUZ�JOEFY�IUNM

ʲࡍࠃγϯϙδ΢Ϝؔ連Πϕϯτ ʢr事લਃ੍ࠐ　ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQʣ�IUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�JOGPDPN�HFOEFS�
日韓若手女性研究者フォーラム　「身体・表象・ジェンダー」  ʢ࠵ڞ � 明治大学৘ใίϛϡχέʔγϣϯ研究科�੒ؗۉ大学校ܳज़学研究科�ଞʣ

γϯϙδ΢Ϝࡍࠃେֶ࣏໌

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

˞ฏ੒ ��೥౓จ部科学ল科学ٕज़ਓࡐҭ੒අิॿ事ۀʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈ支援事ۀ（Ұൠܕ）ʯ

ୗࣇॴΛ͝ར༻ͷํ͸
事લਃ͠ࠐΈ͕ඞཁͱͳΓ·͢ɻ

��݄��೔
కΊ੾Γɻ

無料

託児ルーム開室

グローバルフロント

・分科会紹介
　உঁڞಉࢀը推進センター副センター長ɺ৘ใコϛϡχέーγϣン学部δΣンμーセンター長　ࡉ໺͸ΔΈ

　201� 年 11月 6 日および 7日、明治大学の男女共同参画
ਪ進にؔわる 3 つの組織（男女共同参画ਪ進ηンλー女性研
究者研究活動支援事業ਪ進本部、情報ίϛϡχέーション学
部ジェンμーηンλー、๏科大学院ジェンμー๏ηンλー）
の共催で、ࡍࠃシンポジウムを開催しました。2日間にわたる
シンポジウムでは、日本ࠃ内とւ外の研究者がアカデϛック
なྖҬでの男女共同参画のあり方について౼࿦しました。શ
体会では、基調講演者に学術分野の男女共同参画੓ࡦのੈք
的動向について講演していただくことで、ࠃ内の理系分野の
男女共同参画や女性研究者支援、ੈքにおける日本の状گに
ついて理ղを深めました。分科会では、ジェンμーηンλー
とジェンμー๏ηンλーが中心となって学術分野や๏૤քの
男女共同参画の多様性について౼࿦しました。
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C O N T E N T S
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　201� 年 11 月採択の本事業も、2016 年 �月から、ૣく

も࠷ऴ年度にೖります。これまで 1年 �か月の間に、男女共

同参画ਪ進ηンλーおよび女性研究者研究活動支援事業ਪ進

本部（駿河台・生田）開ઃ、サイエンス・サポーλー制度・

อ育費用補助制度（後ܝ 2、3ท）など、छ々の取組をして

きました。「できることはすべて࣮ࢪしたい」とҙ気ࠐΜでい

ますが、࣮ࡍには教員の任用などޮՌが出るのに時間がかか

る໰題も多く、理系女性研究者「採用」2��0ˋ（2017 年 3

月時点）という数ࣈもߴい目ඪです（2016年 2月現在、女性

専任教員ൺ཰はશ学で18�3ˋ、理系 3学部 ���ˋで、大学院

では女性θロの部ہもあります）。

　今後は֤部ہの具体的事情を考ྀしつつҙݟ交換を行い、

छ々のޡղを取りআいてίンηンサスをಘながら進まなけれ

ばなりませΜ。男女共同参画の取組も、ܾして女性を優۰す

るためのものではありませΜ。ྫえば学内อ育Ԃ౳の利用ࢿ

֨も男女を໰わないとすれば、࣮ࡍには、研究・教育・࿑ಇ

環ڥを改ળする両立支援ࡦのメリットは、むしΖ男性教৬員

のଆにあるといえます。男性教৬員をؚめ、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」とݴって

௖けるように、೪りڧく取組を続けてΏかなければなりませ

Μ。これからも一ؙとなってؤுりたいとࢥいますので、力

。いいたしますئ力をどうͧよΖしくおڠいご支援ごڧ

て͚޲ʹऴ೥౓࠷೥౓の活動報告ͱ事業ࠓ
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ� � � �
ਪਐຊ෦ʢ.6(&%ʣۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚ者ڀݚੑঁ

୅දɹ ଜɹΈΑࢠ

32

ར༻ऀ͔Βͷ੠

֨ࢿԠืऀڀݚ
　本学に在੶する研究者（ポストυクλーをؚむ）のうち、次のいͣれかの者
（１）出࢈予定者、またはখ学̒ߍ年生までの子ڙを育ࣇしている女性研究者
（２）഑ۮ者が（大学、大学共同利用機ؔ、またはಠ立行੓๏人にॴଐする）研究者で、出࢈予定、またはখ学̒ߍ年生までの子を育ࣇして

いる男性研究者
している女性研究者ޢをհ（ډ同）のೝ定をडけている਌଒ޢ区ொଜから要հࢢ（̏）
（̐）഑ۮ者が（大学、大学共同利用機ؔ、またはಠ立行੓๏人にॴଐする）研究者で、ࢢ区ொଜから要հޢのೝ定をडけている਌଒（同

している男性研究者ޢをհ（ډ

֨ࢿʼʣԠืܕԉऀʢαΠΤϯεɾαϙʔλʔʻϥΠϑΠϕϯτࢧڀݚ
　本学学部・大学院に在੶する学生

　本学に在੶する研究者のうち、次のいͣれかの者
ただし、本人ຢは഑ۮ者が࢈前・࢈後ٳՋ、育ٳࣇ業ຢはհٳޢ業中にある者をআく。
（１）出࢈予定者、またはখ学̒ߍ年生までの子ڙを育ࣇしている女性研究者
（２）഑ۮ者が（大学またはಠ立行੓๏人౳にॴଐする）研究者で、出࢈予定者またはখ学̒ߍ年生までの子を育ࣇしている男性研究者
※഑ۮ者には、ࠗҽのಧ出の༗ແにかかわらͣ、事࣮上ࠗҽؔ܎と同様の事情にあるとਪ進本部代表がೝめる者をؚむ。

（１）ҎԼのඞ要ॻྨᶃ～ᶅをそΖえて「男女共同参画ਪ進ηン
λー女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部」Ѽに提出する。
ᶃ	ྖऩॻ（ݪ本）
ᶄ	利用明ࡉॻのࣸし（利用日・利用時間・利用୯Ձ・交௨
費などがࡌهされたもの）

ᶅ	อ育費用補助ਃ੥ॻ݉口࠲振ࠐґཔॻ（)1よりμウン
ローυ）

（２）ਪ進本部にて৹ࠪ後、助成がద当とೝめた場合は「ܾ定௨
知ॻ」をૹ෇し、指定された口࠲に振ࠐむことにより交෇
する。

　本事業の一環として、本学の研究者のライフイベント（出࢈・育ࣇ・
հޢ）と研究の両立、およびワーク・ライフ・バランスの֬อを目的と
した支援制度「サイエンス・サポーλー制度」を࣮ࢪしております。
　研究活動の支援をඞ要とする「研究者」に、「研究支援者（サイ
エンス・サポーλーʻライフイベントܕʼ）」を೿ݣし、研究にؔ

する補助業຿を支援する制度です。
　研究支援者につきましては、これまでは本学大学院に在੶する学
生のΈをର৅としておりましたが、201�年 12月より学部生もର
৅となり、より多くの方にご利用いただける制度となりました。
　応募方๏౳ৄࡉにつきましては、)1をご֬ೝください。

　本制度は、本学の研究者の育ࣇと研究の両立を支援することを目的とし、໷間อ育、ٳ日อ育、පࣇ・ප後ࣇอ育、学ಐอ育の利用ྉۚ
の一部を補助するものです。

ԉ಺༰ࢧ

ิॿ಺༰

ؒظࢪ࣮

ਃࠐΈɾ໰͍߹Θͤઌ

ิॿର৅ͱͳΔར༻໨త

ਃ੥ํ๏

　研究者の࣮ݧ・調ࠪ補助、デーλのೖ力・ղੳ補助、࿦文࡞成補助、学会ࢿྉ・ਃ੥ॻ・報ࢿࠂྉ࡞成補助、そのଞ研究にؔする補助業຿
※研究補助業຿Ҏ外（教育・อ育にؔする業຿౳）を行うことはできませΜ。

　補助ֹの上ݶは、ҎԼの௨りです。	
●	 利用ྉۚの２分の１（ೖ会ۚ、年会費、月会費、ొ࿥ྉなどは
আく）

●		 子ども１人あたり年度につき、̐ສԁまで

　本制度は、研究業຿を目的とするҎԼの事由において、支援ର
৅とします。
ᶃ�໷間อ育、ٳ日อ育の利用
ᶄ	පࣇ・ප後ࣇอ育の利用
ᶅ	ᶃまたはᶄに४ͣる学ಐอ育の利用
※ೖࢼ業຿・補講業຿など教育にؔする業຿についてのอ育利用はର৅外とします。

2016年１月 27日～ 2017年̏月 31日

�ըਪਐηϯλʔࢀಉڞେֶஉঁ࣏໌
ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

	ʻॣՏ୆Ωϟϯύεʼ	アカデϛーίモン7֊	
	 Tel	�	03-32�6-�6��	

ʻੜాΩϟϯύεʼ		 中ԝࣷߍ 2֊	
	 Tel	�	0��-�3�-7603	

&-mail	 �	danKP!meiKi�aD�KQ	
ホームϖージ	ɿIttQ�//muged�meiKi�KQ

。はお໰い合わせくださいࡉৄ※
※本制度は平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」の一環として࣮ࢪす
るため、補助事業のྃ׬日（2017年̏月 31日）をもってऴྃ
となります。

支援੍౓ʹͭいて

、会ٞおよびؔ࿈イベントをෳ数ࡍࠃ	●
しかも同時ظにا画ӡӦしなければな
らなかったので、SS の支援が大きな
力となりました。（育ࣇʗ文系・女性）

●	֤छ業຿に多๩なਃ੥者に時間的༨༟
が生まれ、研究成Ռを学術講演会で発
表予定の共ஶ࿦文としてまとめること
ができた。また、ਃ੥者およびSSが共
同研究をし、201� 年度研究助成にਃ
੥し採択されるなど、研究のਪ進にޮ
Ռをあ͛ている。（育ࣇʗ理系・男性）

●	報ࠂॻ౳多๩な時ظでもあり助かりま
した。本制度はライフイベントを৐り
ӽえるにࡍし、大変༗ޮとࢥいます。
しかし、採用ର৅が大学院生のΈとい
うのはඇৗに࢒೦です。（育ࣇʗ理系・
女性）

Ԡื֨ࢿ

ར༻ର৅ऀ

利用者及びアンケートのご要望にお応えして、
この12月より、サイエンス・サポーター応募資格を

大学院生のみならず

ʮֶ部ੜʯʹまで֦ॆしましたɻ

 「αΠΤンス・αポーターʢ44ʣ੍౓」ʹͭいて  ʮอҭඅ༻ิॿ੍౓ʯʹͭいて
���� ೥ �� ݄ΑΓֶ部ੜ΋ର৅ͱͳΓɺ
ΑΓଟ͘のํʹ͝ར༻いた͚ͩΔ੍౓ͱͳΓましたɻ

「
保
育
費
用
補
助
制
度
」
を

 

ご
存
知
で
す
か

本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp
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֨ࢿԠืऀڀݚ
　本学に在੶する研究者（ポストυクλーをؚむ）のうち、次のいͣれかの者
（１）出࢈予定者、またはখ学̒ߍ年生までの子ڙを育ࣇしている女性研究者
（２）഑ۮ者が（大学、大学共同利用機ؔ、またはಠ立行੓๏人にॴଐする）研究者で、出࢈予定、またはখ学̒ߍ年生までの子を育ࣇして

いる男性研究者
している女性研究者ޢをհ（ډ同）のೝ定をडけている਌଒ޢ区ொଜから要հࢢ（̏）
（̐）഑ۮ者が（大学、大学共同利用機ؔ、またはಠ立行੓๏人にॴଐする）研究者で、ࢢ区ொଜから要հޢのೝ定をडけている਌଒（同

している男性研究者ޢをհ（ډ

֨ࢿʼʣԠืܕԉऀʢαΠΤϯεɾαϙʔλʔʻϥΠϑΠϕϯτࢧڀݚ
　本学学部・大学院に在੶する学生

　本学に在੶する研究者のうち、次のいͣれかの者
ただし、本人ຢは഑ۮ者が࢈前・࢈後ٳՋ、育ٳࣇ業ຢはհٳޢ業中にある者をআく。
（１）出࢈予定者、またはখ学̒ߍ年生までの子ڙを育ࣇしている女性研究者
（２）഑ۮ者が（大学またはಠ立行੓๏人౳にॴଐする）研究者で、出࢈予定者またはখ学̒ߍ年生までの子を育ࣇしている男性研究者
※഑ۮ者には、ࠗҽのಧ出の༗ແにかかわらͣ、事࣮上ࠗҽؔ܎と同様の事情にあるとਪ進本部代表がೝめる者をؚむ。

（１）ҎԼのඞ要ॻྨᶃ～ᶅをそΖえて「男女共同参画ਪ進ηン
λー女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部」Ѽに提出する。
ᶃ	ྖऩॻ（ݪ本）
ᶄ	利用明ࡉॻのࣸし（利用日・利用時間・利用୯Ձ・交௨
費などがࡌهされたもの）

ᶅ	อ育費用補助ਃ੥ॻ݉口࠲振ࠐґཔॻ（)1よりμウン
ローυ）

（２）ਪ進本部にて৹ࠪ後、助成がద当とೝめた場合は「ܾ定௨
知ॻ」をૹ෇し、指定された口࠲に振ࠐむことにより交෇
する。

　本事業の一環として、本学の研究者のライフイベント（出࢈・育ࣇ・
հޢ）と研究の両立、およびワーク・ライフ・バランスの֬อを目的と
した支援制度「サイエンス・サポーλー制度」を࣮ࢪしております。
　研究活動の支援をඞ要とする「研究者」に、「研究支援者（サイ
エンス・サポーλーʻライフイベントܕʼ）」を೿ݣし、研究にؔ

する補助業຿を支援する制度です。
　研究支援者につきましては、これまでは本学大学院に在੶する学
生のΈをର৅としておりましたが、201�年 12月より学部生もର
৅となり、より多くの方にご利用いただける制度となりました。
　応募方๏౳ৄࡉにつきましては、)1をご֬ೝください。

　本制度は、本学の研究者の育ࣇと研究の両立を支援することを目的とし、໷間อ育、ٳ日อ育、පࣇ・ප後ࣇอ育、学ಐอ育の利用ྉۚ
の一部を補助するものです。

ԉ಺༰ࢧ

ิॿ಺༰

ؒظࢪ࣮

ਃࠐΈɾ໰͍߹Θͤઌ

ิॿର৅ͱͳΔར༻໨త
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　研究者の࣮ݧ・調ࠪ補助、デーλのೖ力・ղੳ補助、࿦文࡞成補助、学会ࢿྉ・ਃ੥ॻ・報ࢿࠂྉ࡞成補助、そのଞ研究にؔする補助業຿
※研究補助業຿Ҏ外（教育・อ育にؔする業຿౳）を行うことはできませΜ。

　補助ֹの上ݶは、ҎԼの௨りです。	
●	 利用ྉۚの２分の１（ೖ会ۚ、年会費、月会費、ొ࿥ྉなどは
আく）

●		 子ども１人あたり年度につき、̐ສԁまで

　本制度は、研究業຿を目的とするҎԼの事由において、支援ର
৅とします。
ᶃ�໷間อ育、ٳ日อ育の利用
ᶄ	පࣇ・ප後ࣇอ育の利用
ᶅ	ᶃまたはᶄに४ͣる学ಐอ育の利用
※ೖࢼ業຿・補講業຿など教育にؔする業຿についてのอ育利用はର৅外とします。

2016年１月 27日～ 2017年̏月 31日

�ըਪਐηϯλʔࢀಉڞେֶஉঁ࣏໌
ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

	ʻॣՏ୆Ωϟϯύεʼ	アカデϛーίモン7֊	
	 Tel	�	03-32�6-�6��	

ʻੜాΩϟϯύεʼ		 中ԝࣷߍ 2֊	
	 Tel	�	0��-�3�-7603	

&-mail	 �	danKP!meiKi�aD�KQ	
ホームϖージ	ɿIttQ�//muged�meiKi�KQ

。はお໰い合わせくださいࡉৄ※
※本制度は平成 26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」の一環として࣮ࢪす
るため、補助事業のྃ׬日（2017年̏月 31日）をもってऴྃ
となります。

支援੍౓ʹͭいて

、会ٞおよびؔ࿈イベントをෳ数ࡍࠃ	●
しかも同時ظにا画ӡӦしなければな
らなかったので、SS の支援が大きな
力となりました。（育ࣇʗ文系・女性）

●	֤छ業຿に多๩なਃ੥者に時間的༨༟
が生まれ、研究成Ռを学術講演会で発
表予定の共ஶ࿦文としてまとめること
ができた。また、ਃ੥者およびSSが共
同研究をし、201� 年度研究助成にਃ
੥し採択されるなど、研究のਪ進にޮ
Ռをあ͛ている。（育ࣇʗ理系・男性）

●	報ࠂॻ౳多๩な時ظでもあり助かりま
した。本制度はライフイベントを৐り
ӽえるにࡍし、大変༗ޮとࢥいます。
しかし、採用ର৅が大学院生のΈとい
うのはඇৗに࢒೦です。（育ࣇʗ理系・
女性）

Ԡื֨ࢿ

ར༻ର৅ऀ

利用者及びアンケートのご要望にお応えして、
この12月より、サイエンス・サポーター応募資格を

大学院生のみならず

ʮֶ部ੜʯʹまで֦ॆしましたɻ

 「αΠΤンス・αポーターʢ44ʣ੍౓」ʹͭいて  ʮอҭඅ༻ิॿ੍౓ʯʹͭいて
���� ೥ �� ݄ΑΓֶ部ੜ΋ର৅ͱͳΓɺ
ΑΓଟ͘のํʹ͝ར༻いた͚ͩΔ੍౓ͱͳΓましたɻ

「
保
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助
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度
」
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本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp
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 ランチ交流会を開催しています

 ੜ໌ࡇʹてτークΠϕンτを開催しました

 ୈҰ෼Պ会

 ୈೋ෼Պ会

　本学の研究者や学生らを交えて、
昼食の時間を利用したランチ交流会
を駿河台・生田・中野キャンパスに
て開催しています。
　駿河台キャンパスでは２ܭճ、生
田キャンパスでは̐ܭճ、中野キャ
ンパスでは２ܭճ開催し、多くの方
に参加いただきました。参加いただ
いた方からはҎԼのようなお੠をい
ただいています。
　「様々な立場の方々の話をฉくこと
ができ、ษڧになった」
　「学業の進め方、ٳ࢈の取り方まで
たくさΜの情報をಘることができた」
　今後は、࿨ઘキャンパスでの開催
も予定しております。皆様、ͥͻお
気軽におӽしください。

　生田キャンパスにて行われる学Ԃࡇ「生明ࡇ」にて、11 月 21
日に理系0(によるトークイベントを開催しました。
　イベントでは、学生にとってキャリアϓランを考えるきっかけ
になることを目的として、研究ॴやا業でಇく理系0(໊̏をট
き、「理系に進Μだきっかけ」「学生時代」「仕事のやりがい」「仕
事とϓライベートのࣗ分なりのଊえ方」「ࣗ分のキャリアϓラン」

などごࣗ਎のݧܦஊやこれからの目ඪなどをお話いただきました。
　当日は、学Ԃࡇということもあり、女子中ߴ生とอޢ者の方が
ฉいている࢟も多くݟられ、ඇৗに多くの方に଍をӡΜでいただ
きました。
　学内外から多数のご参加をいただき、ありがとうございました。

　ࣾ会のグローバル化が進む中、ا業だけでなく大学౳の教育・研
究機ؔにおいてもޏ用のॊೈ化・流動化が࢝まり、任ظ෇ポジショ
ンのಋೖ・拡大がىこりました。同時に、研究者のライフίースに
も変化が生͡ています。教育に費やすظ間の長ظ化は、৬業キャリ
アのΈならͣ結ࠗや出࢈といったライフイベントの஗Ԇ౳をもたら
し、研究者のՈ଒のキャリアにもӨڹを༩えています。ηッション"

では、大学౳の研究教育機ؔで研究者・教員としてಇくことを志す
人々のキャリアܗ成の現状についてࡍࠃൺֱと男女共同参画のࢹ点
からݕ౼、ηッション#では、λイにおける女性のエンパワーメン
トについて様々な֯度からݕ౼、とりわけλイࡁܦにおけるジェン
μーの໰題を取り上͛、λイにおけるジェンμーؔ܎のࣾ会構଄に
ついて学び、日本の状گとのྨࣅ点や૬ҧ点について౼࿦しました。

　明治大学๏科大学院ジェンμー๏ηンλーは、専໳๏૤ཆ成研究
教育ηンλー（現・専໳๏૤ཆ成機ؔ）として 2006 年に開ઃさ
れ、学内外の多くの࿈ܞ機ؔとڠ力して、男女共同参画ਪ進および
専໳๏૤のために取組を行ってきました。๏科大学院ジェンμー๏
ηンλーओ催・ਪ進本部共催、日本ห࢜ޢ࿈合会、日本女性๏཯Ո
会、ジェンμー๏学会の後援で、「女性研究者・๏૤ཆ成と男女ڠ

共同参画੓ࡦ」をテーマとする分科会を開催しました。第ೋ分科会
は２部構成でのηッションを࣮ࢪしました。このηッションでは、
女性研究者支援のためのポジティϒ・アクションの࣮ޮ性の໰題や
女性๏૤育成の課題、そして男女共同参画੓ࡦについて、第１部で
は研究者からの報ࠂ、第２部では࣮຿Ոからの報ࠂをいただき、౼
࿦しました。	

シンポジウムを開催しましたࡍࠃ 活動報告

生田キャンパスにて

International Symposium:
Gender Equality and Diversity in the Research Environment

̎̌ ̍̑ ೥̍ ݄̍ ೔̒ʢۚʣ։ձࣜɾશମձ�̓ ೔ʢ土ʣ෼Պձ
ձ৔ɿ໌ �େֶॣՏ୆Ωϟϯύε�άϩʔόϧϑϩϯτ࣏

˞ਪਐຊ部ۀԉ事ࢧಈ׆ըਪਐηϯλʔঁੑ研究ऀ研究ࢀಉڞɿ明治大学உঁ࠵ڞ
���������明治大学৘ใίϛϡχέʔγϣϯ学部δΣϯμʔηϯλʔ���明治大学法科大学院δΣϯμʔ法ηϯλʔ
त連߹ձڭԉɿ明治大学専೚ޙ

・基調講演

��・大௶ࢠٱ（೔本大学ༀ学部ༀ学ڀݚॴ্੮ڀݚ員）
��　理ܥ分໺ʹ͓͚Δஉঁڞಉࢀը・ঁੑऀڀݚ支援ʹ͍ͭͯ

��・δϟοΩʔ・εςΟʔϧ（౦ژ大学ࣾձ科学ڀݚॴ।ڭत）
��　学ज़分໺ͷஉঁڞಉࢀը੓ࡦͷੈքతಈ޲

・開会宣言・趣旨説明・ロゴマークの発表�　�
ࢠ推進本部代表ɺ法科大学院δΣンμー法センター長　௰ଜΈΑۀಈ支援事׆ڀݚऀڀݚੑঁ　

・開会挨拶　໌࣏大学副学長　উӻࢠ

・来賓挨拶　಺ֳ෎உঁڞಉࢀըہ長　෢઒ࢠܙ

・海外ゲスト挨拶　
　νϣϯϓψο・,・ύʔϜϓʔϯ΢Οϫοτ（タイ・γーφΧϦン΢ィϩーτ大学।ڭत）

・閉会挨拶　໌࣏大学副学長ɺஉঁڞಉࢀը推進センター長　長ඌਐ　

・司会　৘ใコϛϡχέーγϣン学部ઐ೚ࢣߨ　࿬ຊཽଠ࿠

・全体会コーディネーター　঎学部ڭत　中ྛਅ理ࢠ

１１月６日（金）　開会式・全体会

〈会場〉 
〈時間〉 
〈言語〉

άϩʔόϧϑϩϯτ̍ ֊άϩʔόϧϗʔϧ
̍̑ �̌ ʙ̌̍ �̓̌ ʢ̌։৔̍ �̐̏ ʣ̌
ʢӳޠ・೔ຊޠɺ௨༁͋Γʣ

〈会　　場〉 
〈使用言語〉

άϩʔόϧϑϩϯτ1�֊̘̑ ձٞࣨ
ӳޠʢҰ部೔ຊޠɺ௨༁͋Γʣ

１１月 7 日（土）　分科会

（-JWJOH�BT�B�3FTFBSDIFS�JO�UIF�5XFOUZ�'JSTU�$FOUVSZ��
����������������������������0QQPSUVOJUJFT�BOE�0CTUBDMFT�UP�8PNFOʟT�"DBEFNJD�$BSFFS）

A 「21 世紀を研究者として生きる――
　　　　 女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

�˞事લਃ੍ࠐ��ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQ

�˞事લਃ੍ࠐ��ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQ

�˞ೖ৔ࣗ༝　໰߹ͤઌɿDHBM!NFJKJ�BD�KQ

【第１分科会】情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター主催・推進本部共催

【第 2 分科会】法科大学院ジェンダー法センター主催・推進本部共催

〈時　　間〉��1��00�ʙ�1���0

（8PNFO�T�&NQPXFSNFOU��SPDJBM
�&DPOPNJD�BOE�$VMUVSBM�"TQFDUT�JO�5IBJMBOE）

（1SPNPUJOH�'FNBMF�3FTFBSDIFST�BOE�-BXZFST�UISPVHI�(FOEFS�&RVBMJUZ�1PMJDJFT）

B 「タイにおける女性のエンパワーメント――
　　　　　　　　　　　社会的・経済的・文化的状況」

〈時　　間〉��16�00�ʙ�1���0

〈会　　場〉��άϩʔόϧϑϩϯτ̍ ֊ଟ໨తࣨ
〈時　　間〉��10�00�ʙ�1��00
〈使用言語〉 �೔ຊޠ

ձɺδΣϯμʔ法学ձڠ連߹ձɺ೔ຊঁੑ法཯Ո࢜ޢԉɿ೔ຊหޙ
「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

角田由紀子・打越さく良弁護士等講演

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部 
�˟�������
౦ژ౎ઍ代田۠ਆ田ॣՏ୆ ���
֊��大学ॣՏ୆Ωϟンύス　ΞΧデϛーコϞン࣏໌
5&-ɿ�������������　'"9ɿ������������
&�NBJMɿEBOKP!NFJKJ�BD�KQ
63-ɿIUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�LPIP�EJWFSTJUZ�JOEFY�IUNM

ʲࡍࠃγϯϙδ΢Ϝؔ連Πϕϯτ ʢr事લਃ੍ࠐ　ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQʣ�IUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�JOGPDPN�HFOEFS�
日韓若手女性研究者フォーラム　「身体・表象・ジェンダー」  ʢ࠵ڞ � 明治大学৘ใίϛϡχέʔγϣϯ研究科�੒ؗۉ大学校ܳज़学研究科�ଞʣ

γϯϙδ΢Ϝࡍࠃେֶ࣏໌

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

˞ฏ੒ ��೥౓จ部科学ল科学ٕज़ਓࡐҭ੒අิॿ事ۀʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈ支援事ۀ（Ұൠܕ）ʯ

ୗࣇॴΛ͝ར༻ͷํ͸
事લਃ͠ࠐΈ͕ඞཁͱͳΓ·͢ɻ

��݄��೔
కΊ੾Γɻ

無料

託児ルーム開室

グローバルフロント

・分科会紹介
　உঁڞಉࢀը推進センター副センター長ɺ৘ใコϛϡχέーγϣン学部δΣンμーセンター長　ࡉ໺͸ΔΈ

　201� 年 11月 6 日および 7日、明治大学の男女共同参画
ਪ進にؔわる 3 つの組織（男女共同参画ਪ進ηンλー女性研
究者研究活動支援事業ਪ進本部、情報ίϛϡχέーション学
部ジェンμーηンλー、๏科大学院ジェンμー๏ηンλー）
の共催で、ࡍࠃシンポジウムを開催しました。2日間にわたる
シンポジウムでは、日本ࠃ内とւ外の研究者がアカデϛック
なྖҬでの男女共同参画のあり方について౼࿦しました。શ
体会では、基調講演者に学術分野の男女共同参画੓ࡦのੈք
的動向について講演していただくことで、ࠃ内の理系分野の
男女共同参画や女性研究者支援、ੈքにおける日本の状گに
ついて理ղを深めました。分科会では、ジェンμーηンλー
とジェンμー๏ηンλーが中心となって学術分野や๏૤քの
男女共同参画の多様性について౼࿦しました。
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 ୈҰ෼Պ会

 ୈೋ෼Պ会

　本学の研究者や学生らを交えて、
昼食の時間を利用したランチ交流会
を駿河台・生田・中野キャンパスに
て開催しています。
　駿河台キャンパスでは２ܭճ、生
田キャンパスでは̐ܭճ、中野キャ
ンパスでは２ܭճ開催し、多くの方
に参加いただきました。参加いただ
いた方からはҎԼのようなお੠をい
ただいています。
　「様々な立場の方々の話をฉくこと
ができ、ษڧになった」
　「学業の進め方、ٳ࢈の取り方まで
たくさΜの情報をಘることができた」
　今後は、࿨ઘキャンパスでの開催
も予定しております。皆様、ͥͻお
気軽におӽしください。

　生田キャンパスにて行われる学Ԃࡇ「生明ࡇ」にて、11 月 21
日に理系0(によるトークイベントを開催しました。
　イベントでは、学生にとってキャリアϓランを考えるきっかけ
になることを目的として、研究ॴやا業でಇく理系0(໊̏をট
き、「理系に進Μだきっかけ」「学生時代」「仕事のやりがい」「仕
事とϓライベートのࣗ分なりのଊえ方」「ࣗ分のキャリアϓラン」

などごࣗ਎のݧܦஊやこれからの目ඪなどをお話いただきました。
　当日は、学Ԃࡇということもあり、女子中ߴ生とอޢ者の方が
ฉいている࢟も多くݟられ、ඇৗに多くの方に଍をӡΜでいただ
きました。
　学内外から多数のご参加をいただき、ありがとうございました。

　ࣾ会のグローバル化が進む中、ا業だけでなく大学౳の教育・研
究機ؔにおいてもޏ用のॊೈ化・流動化が࢝まり、任ظ෇ポジショ
ンのಋೖ・拡大がىこりました。同時に、研究者のライフίースに
も変化が生͡ています。教育に費やすظ間の長ظ化は、৬業キャリ
アのΈならͣ結ࠗや出࢈といったライフイベントの஗Ԇ౳をもたら
し、研究者のՈ଒のキャリアにもӨڹを༩えています。ηッション"

では、大学౳の研究教育機ؔで研究者・教員としてಇくことを志す
人々のキャリアܗ成の現状についてࡍࠃൺֱと男女共同参画のࢹ点
からݕ౼、ηッション#では、λイにおける女性のエンパワーメン
トについて様々な֯度からݕ౼、とりわけλイࡁܦにおけるジェン
μーの໰題を取り上͛、λイにおけるジェンμーؔ܎のࣾ会構଄に
ついて学び、日本の状گとのྨࣅ点や૬ҧ点について౼࿦しました。

　明治大学๏科大学院ジェンμー๏ηンλーは、専໳๏૤ཆ成研究
教育ηンλー（現・専໳๏૤ཆ成機ؔ）として 2006 年に開ઃさ
れ、学内外の多くの࿈ܞ機ؔとڠ力して、男女共同参画ਪ進および
専໳๏૤のために取組を行ってきました。๏科大学院ジェンμー๏
ηンλーओ催・ਪ進本部共催、日本ห࢜ޢ࿈合会、日本女性๏཯Ո
会、ジェンμー๏学会の後援で、「女性研究者・๏૤ཆ成と男女ڠ

共同参画੓ࡦ」をテーマとする分科会を開催しました。第ೋ分科会
は２部構成でのηッションを࣮ࢪしました。このηッションでは、
女性研究者支援のためのポジティϒ・アクションの࣮ޮ性の໰題や
女性๏૤育成の課題、そして男女共同参画੓ࡦについて、第１部で
は研究者からの報ࠂ、第２部では࣮຿Ոからの報ࠂをいただき、౼
࿦しました。	

シンポジウムを開催しましたࡍࠃ 活動報告

生田キャンパスにて

International Symposium:
Gender Equality and Diversity in the Research Environment
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・基調講演
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��　理ܥ分໺ʹ͓͚Δஉঁڞಉࢀը・ঁੑऀڀݚ支援ʹ͍ͭͯ
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ࢠ推進本部代表ɺ法科大学院δΣンμー法センター長　௰ଜΈΑۀಈ支援事׆ڀݚऀڀݚੑঁ　
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・海外ゲスト挨拶　
　νϣϯϓψο・,・ύʔϜϓʔϯ΢Οϫοτ（タイ・γーφΧϦン΢ィϩーτ大学।ڭत）

・閉会挨拶　໌࣏大学副学長ɺஉঁڞಉࢀը推進センター長　長ඌਐ　

・司会　৘ใコϛϡχέーγϣン学部ઐ೚ࢣߨ　࿬ຊཽଠ࿠

・全体会コーディネーター　঎学部ڭत　中ྛਅ理ࢠ

１１月６日（金）　開会式・全体会

〈会場〉 
〈時間〉 
〈言語〉

άϩʔόϧϑϩϯτ̍ ֊άϩʔόϧϗʔϧ
̍̑ �̌ ʙ̌̍ �̓̌ ʢ̌։৔̍ �̐̏ ʣ̌
ʢӳޠ・೔ຊޠɺ௨༁͋Γʣ

〈会　　場〉 
〈使用言語〉

άϩʔόϧϑϩϯτ1�֊̘̑ ձٞࣨ
ӳޠʢҰ部೔ຊޠɺ௨༁͋Γʣ

１１月 7 日（土）　分科会

（-JWJOH�BT�B�3FTFBSDIFS�JO�UIF�5XFOUZ�'JSTU�$FOUVSZ��
����������������������������0QQPSUVOJUJFT�BOE�0CTUBDMFT�UP�8PNFOʟT�"DBEFNJD�$BSFFS）

A 「21 世紀を研究者として生きる――
　　　　 女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

�˞事લਃ੍ࠐ��ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQ

�˞事લਃ੍ࠐ��ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQ

�˞ೖ৔ࣗ༝　໰߹ͤઌɿDHBM!NFJKJ�BD�KQ

【第１分科会】情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター主催・推進本部共催

【第 2 分科会】法科大学院ジェンダー法センター主催・推進本部共催

〈時　　間〉��1��00�ʙ�1���0

（8PNFO�T�&NQPXFSNFOU��SPDJBM
�&DPOPNJD�BOE�$VMUVSBM�"TQFDUT�JO�5IBJMBOE）

（1SPNPUJOH�'FNBMF�3FTFBSDIFST�BOE�-BXZFST�UISPVHI�(FOEFS�&RVBMJUZ�1PMJDJFT）

B 「タイにおける女性のエンパワーメント――
　　　　　　　　　　　社会的・経済的・文化的状況」

〈時　　間〉��16�00�ʙ�1���0

〈会　　場〉��άϩʔόϧϑϩϯτ̍ ֊ଟ໨తࣨ
〈時　　間〉��10�00�ʙ�1��00
〈使用言語〉 �೔ຊޠ

ձɺδΣϯμʔ法学ձڠ連߹ձɺ೔ຊঁੑ法཯Ո࢜ޢԉɿ೔ຊหޙ
「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

角田由紀子・打越さく良弁護士等講演

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部 
�˟�������
౦ژ౎ઍ代田۠ਆ田ॣՏ୆ ���
֊��大学ॣՏ୆Ωϟンύス　ΞΧデϛーコϞン࣏໌
5&-ɿ�������������　'"9ɿ������������
&�NBJMɿEBOKP!NFJKJ�BD�KQ
63-ɿIUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�LPIP�EJWFSTJUZ�JOEFY�IUNM

ʲࡍࠃγϯϙδ΢Ϝؔ連Πϕϯτ ʢr事લਃ੍ࠐ　ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQʣ�IUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�JOGPDPN�HFOEFS�
日韓若手女性研究者フォーラム　「身体・表象・ジェンダー」  ʢ࠵ڞ � 明治大学৘ใίϛϡχέʔγϣϯ研究科�੒ؗۉ大学校ܳज़学研究科�ଞʣ

γϯϙδ΢Ϝࡍࠃେֶ࣏໌

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

˞ฏ੒ ��೥౓จ部科学ল科学ٕज़ਓࡐҭ੒අิॿ事ۀʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈ支援事ۀ（Ұൠܕ）ʯ

ୗࣇॴΛ͝ར༻ͷํ͸
事લਃ͠ࠐΈ͕ඞཁͱͳΓ·͢ɻ

��݄��೔
కΊ੾Γɻ

無料

託児ルーム開室

グローバルフロント

・分科会紹介
　உঁڞಉࢀը推進センター副センター長ɺ৘ใコϛϡχέーγϣン学部δΣンμーセンター長　ࡉ໺͸ΔΈ

　201� 年 11月 6 日および 7日、明治大学の男女共同参画
ਪ進にؔわる 3 つの組織（男女共同参画ਪ進ηンλー女性研
究者研究活動支援事業ਪ進本部、情報ίϛϡχέーション学
部ジェンμーηンλー、๏科大学院ジェンμー๏ηンλー）
の共催で、ࡍࠃシンポジウムを開催しました。2日間にわたる
シンポジウムでは、日本ࠃ内とւ外の研究者がアカデϛック
なྖҬでの男女共同参画のあり方について౼࿦しました。શ
体会では、基調講演者に学術分野の男女共同参画੓ࡦのੈք
的動向について講演していただくことで、ࠃ内の理系分野の
男女共同参画や女性研究者支援、ੈքにおける日本の状گに
ついて理ղを深めました。分科会では、ジェンμーηンλー
とジェンμー๏ηンλーが中心となって学術分野や๏૤քの
男女共同参画の多様性について౼࿦しました。
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活動報告
 ランチϣンセϛφーを開催しました

 ランチ交流会ɹ開催の͓஌Βͤ

 )1 ϦχϡーΞルの͓஌Βͤ

 ϦόςΟーΞΧデϛーオーϓン࠲ߨʢੜాʣを開催します

　「将来、理系研究者を志す学生が、具体的なビジョンを描くための一助となること」や「本事業のҙٛを女性のΈならͣ男性にもಇきかけ
ること」を目的に、ランチアワーを利用したランチョンηϛφーの第1ճ目を生田キャンパスにて開催しました。

　女性研究者研究活動支援事業のೝ知度および男女共同参画ਪ進にؔする教員ର৅アンέート調ࠪを2016年 1月に࣮ࢪしました。

　本事業では、仕事とՈఉの両立に興ຯのある方や育ࣇ中の方な
ど、様々な方の交流の場として、昼食の時間を利用したランチ交流
会を開催しています。
　これまでの交流会の様子につきましては、1̑をごཡください。

　今後も֤キャンパスで開催予定ですので、ご興ຯのある方はお気
軽にお໰い合わせください。ৄࡉにつきましては、ܾ定次第、)1
にࡌܝいたします。

　女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部では、これまでҎ上に利ศ
性の向上や事業の周知をਤるため、̏月Լ०に)1をリχϡーア
ルいたします。
　৽しい)1では、よりわかりやすく活動内容やイベント情報を

。してまいりますࡌܝ
　皆様、ͥͻごཡください。
6�3�- 		IttQ�//muged�meiKi�KQ

　明治大学リバティアカデϛーにて、஍Ҭの方や学内の皆さΜをର
৅に「男女共同参画ࣾ会」について考えていただくオーϓン講࠲を
生田キャンパスにて開催します。
　どうしてもݎくなりがちな男女共同参画のテーマを、গしでもқ
しく、ॊらかく఻え、「男女共同参画って何？」という方にも分か
りやすく、ָしΜでいただける講演会です。
　パネルディスカッションでは、子育て中の男性研究者、大खا業
の男性ࣾ員、そしてएख女性研究者にొஃしていただき、「（男女）
共に活躍できる研究環ڥのμイバーシティ」について౼࿦します。
参加ごر๬の方は、リバティアカデϛー)1（IttQs�//aDademy�
meiKi�KQ/）からおਃしࠐΈください。

։࠵日࣌ 	 	����೥̑ �݄�೔ʢ౔ʣ࣌��ʙ࣌��
ձɹ৔ 	 	生田キャンパス஍Ҭ࢈学࿈ܞ研究ηンλー　஍֊多目的ࣨ

	 ※当日はແྉୗࣇも࣮ࢪいたします

のΠϕンτ告஌ޙࠓ

Ξンέーτ݁Ռ報告

日ɹ࣌ 	 201� 年11月17日（Ր）12�10 ～ 12��0
৔ɹॴ 	 生田キャンパス　中ԝ0302　֊3　ࣷߍ教ࣨɹ
ొஃ者 	 理工学部機械工学科　石田祥子助教

●	ʮଞֶ෦ͷઌੜͷ͓࿩Λฉ͘ػձ͕΄ͱΜͲな͍ͷͰɺͱͯ΋৽઱ͩͬͨʯ

●	ʮ͔ۀاΒେֶͷڀݚ者ͷなͬͨ方ͷ࣮ମ͕ݧฉ͚ͯΑ͔ͬͨʯ

業時代のお話ا（１）
	 ●	 修࢜課ఔऴྃ後、ا業へのब৬をબΜだ理由
	 ●	 い出ࢥの一൪のࡍ業でಇいていたا
業～大学の教員へا（２）
	 ●	 なͥ、ا業をࣙめて大学の教員になΖうとࢥったのか
	 ●	 教員として、日々何を࣮ࢪしているのか
（̏）ϓライベートのお話
	 ●	 ワークとライフの切りସえについて

໨ɹత 	 本学における女性研究者研究活動支援事業のೝ知度および男女共同参画を
さらにਪ進するためにඞ要な活動や支援ࡦについて調ࠪする。

対ɹ象 	 શ教員
方ɹ法 	 ࣭໰紙を഑෍し࣮ࢪ　　
期ɹ間 	 2016 年 1 月 18 日～ 2016 年 2 月 � 日
ճ౴者数 	 �63 人（2016 年 2 月 8 日現在）
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ʲࣗ༝ίϝϯτʳ
●	 	学内における事業のҐஔͮけを工夫し֤学部に担当者をつくり、その方を௨͡てܒ発
活動をすすめる。

●	 	ಇきやすい環ڥの੔උ。
●	 	ೳ力ある人෺が女性であるからといって採用されなかったաڈの෩ைは改めるべき。
●	 	ਅのҙຯでの男女平౳の࣮現（支援という発૝はおかしい）

ʲࣗ༝ίϝϯτʳ
●	 	ୗࢪࣇઃなど育ࣇ支援
●	 	男性がੵۃ的に育ٳ౳を取れるような環ڥ（งғ気もؚめ）
●	 	サイエンスサポーλー制度のような事業のॆ࣮

ʲࣗ༝ίϝϯτʳ
●	 	༦方からの会ٞをආけて΄しい
●	 	授業時間ଳ・時間数の調੔、ҕ員会や役৬の軽ݮ
●	 	࣮ଶを知って΄しい。࣮ଶにؔしてのアンέート調ࠪなどをすべき。
●	 	大学ӡӦؔ܎の業຿の軽ݮ。メリϋリのある優۰と੹຿をෛうべきである。
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活動報告
 ランチϣンセϛφーを開催しました

 ランチ交流会ɹ開催の͓஌Βͤ

 )1 ϦχϡーΞルの͓஌Βͤ

 ϦόςΟーΞΧデϛーオーϓン࠲ߨʢੜాʣを開催します

　「将来、理系研究者を志す学生が、具体的なビジョンを描くための一助となること」や「本事業のҙٛを女性のΈならͣ男性にもಇきかけ
ること」を目的に、ランチアワーを利用したランチョンηϛφーの第1ճ目を生田キャンパスにて開催しました。

　女性研究者研究活動支援事業のೝ知度および男女共同参画ਪ進にؔする教員ର৅アンέート調ࠪを2016年 1月に࣮ࢪしました。

　本事業では、仕事とՈఉの両立に興ຯのある方や育ࣇ中の方な
ど、様々な方の交流の場として、昼食の時間を利用したランチ交流
会を開催しています。
　これまでの交流会の様子につきましては、1̑をごཡください。

　今後も֤キャンパスで開催予定ですので、ご興ຯのある方はお気
軽にお໰い合わせください。ৄࡉにつきましては、ܾ定次第、)1
にࡌܝいたします。

　女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部では、これまでҎ上に利ศ
性の向上や事業の周知をਤるため、̏月Լ०に)1をリχϡーア
ルいたします。
　৽しい)1では、よりわかりやすく活動内容やイベント情報を

。してまいりますࡌܝ
　皆様、ͥͻごཡください。
6�3�- 		IttQ�//muged�meiKi�KQ

　明治大学リバティアカデϛーにて、஍Ҭの方や学内の皆さΜをର
৅に「男女共同参画ࣾ会」について考えていただくオーϓン講࠲を
生田キャンパスにて開催します。
　どうしてもݎくなりがちな男女共同参画のテーマを、গしでもқ
しく、ॊらかく఻え、「男女共同参画って何？」という方にも分か
りやすく、ָしΜでいただける講演会です。
　パネルディスカッションでは、子育て中の男性研究者、大खا業
の男性ࣾ員、そしてएख女性研究者にొஃしていただき、「（男女）
共に活躍できる研究環ڥのμイバーシティ」について౼࿦します。
参加ごر๬の方は、リバティアカデϛー)1（IttQs�//aDademy�
meiKi�KQ/）からおਃしࠐΈください。

։࠵日࣌ 	 	����೥̑ �݄�೔ʢ౔ʣ࣌��ʙ࣌��
ձɹ৔ 	 	生田キャンパス஍Ҭ࢈学࿈ܞ研究ηンλー　஍֊多目的ࣨ

	 ※当日はແྉୗࣇも࣮ࢪいたします

のΠϕンτ告஌ޙࠓ

Ξンέーτ݁Ռ報告

日ɹ࣌ 	 201� 年11月17日（Ր）12�10 ～ 12��0
৔ɹॴ 	 生田キャンパス　中ԝ0302　֊3　ࣷߍ教ࣨɹ
ొஃ者 	 理工学部機械工学科　石田祥子助教

●	ʮଞֶ෦ͷઌੜͷ͓࿩Λฉ͘ػձ͕΄ͱΜͲな͍ͷͰɺͱͯ΋৽઱ͩͬͨʯ

●	ʮ͔ۀاΒେֶͷڀݚ者ͷなͬͨ方ͷ࣮ମ͕ݧฉ͚ͯΑ͔ͬͨʯ

業時代のお話ا（１）
	 ●	 修࢜課ఔऴྃ後、ا業へのब৬をબΜだ理由
	 ●	 い出ࢥの一൪のࡍ業でಇいていたا
業～大学の教員へا（２）
	 ●	 なͥ、ا業をࣙめて大学の教員になΖうとࢥったのか
	 ●	 教員として、日々何を࣮ࢪしているのか
（̏）ϓライベートのお話
	 ●	 ワークとライフの切りସえについて

໨ɹత 	 本学における女性研究者研究活動支援事業のೝ知度および男女共同参画を
さらにਪ進するためにඞ要な活動や支援ࡦについて調ࠪする。

対ɹ象 	 શ教員
方ɹ法 	 ࣭໰紙を഑෍し࣮ࢪ　　
期ɹ間 	 2016 年 1 月 18 日～ 2016 年 2 月 � 日
ճ౴者数 	 �63 人（2016 年 2 月 8 日現在）
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ʲ2ʳิڀݚॿऀʢ44ʣʹ͍ͭͯʢෳ਺ճ౴Մʣ

ʲ2ʳຊۀࣄͷ׆ಈͱͯ͠ɺຊֶͷ
உঁڞಉࢀըΛਪਐ͢ΔͨΊ
ͷཱ྆ࢧԉ౳ͷ׆ಈ͕͸͡·
͍ͬͯΔ͜ͱΛ͝ଘ஌Ͱ͔͢ɻ

ʲ2ʳจ෦Պֶলͷຊۀࣄʹ͍ͭ
ͯɺࡢ೥౓ɺຊֶ͕࠾୒͞Ε
ͨ͜ͱΛ͝ଘ஌Ͱ͔͢ɻ

ʲࣗ༝ίϝϯτʳ
●	 	学内における事業のҐஔͮけを工夫し֤学部に担当者をつくり、その方を௨͡てܒ発
活動をすすめる。

●	 	ಇきやすい環ڥの੔උ。
●	 	ೳ力ある人෺が女性であるからといって採用されなかったաڈの෩ைは改めるべき。
●	 	ਅのҙຯでの男女平౳の࣮現（支援という発૝はおかしい）

ʲࣗ༝ίϝϯτʳ
●	 	ୗࢪࣇઃなど育ࣇ支援
●	 	男性がੵۃ的に育ٳ౳を取れるような環ڥ（งғ気もؚめ）
●	 	サイエンスサポーλー制度のような事業のॆ࣮

ʲࣗ༝ίϝϯτʳ
●	 	༦方からの会ٞをආけて΄しい
●	 	授業時間ଳ・時間数の調੔、ҕ員会や役৬の軽ݮ
●	 	࣮ଶを知って΄しい。࣮ଶにؔしてのアンέート調ࠪなどをすべき。
●	 	大学ӡӦؔ܎の業຿の軽ݮ。メリϋリのある優۰と੹຿をෛうべきである。
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明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部ʮ.6(&%ʯ
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�今೥౓の活動報告ͱ
事業࠷ऴ೥౓に͚޲て� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1

�αイΤンεɾαϙーターʢ44ʣ
੍౓について�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2

�อҭඅ༻ิॿ੍౓について� ʜʜʜʜʜʜ 3

た��ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ͠·͠࠵γンϙδ΢ϜΛ։ࡍࠃ�⾣ 4

⾣�活動報告
� ʮϥϯνަྲྀձΛ։͍ͯ͠࠵·͢ʯ
ʮੜ໌ࡇʹͯτʔΫΠϕϯτΛ։͠࠵·ͨ͠ʯ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 5
� ʮੜాϥϯνϣϯηϛφʔΛ։͠࠵·ͨ͠ʯ� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 6

⾣�今後のイベント告知�
ʮϥϯνަྲྀձ�։࠵ͷ͓஌Βͤʯ

ʮϦόςΟΞΧσϛʔΦʔϓϯ࠲ߨʢੜాʣΛ։͠࠵·͢ʯ

ʮ)1ϦχϡʔΞϧͷ͓஌Βͤʯ� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 6

⾣�Ξンέート݁Ռ報告�� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 7

C O N T E N T S

ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚେֶঁੑ࣏໌
˟��������ɹ౦ژ౎ઍ୅ా۠ਆాॣՏ୆���ɹ
֊�େֶॣՏ୆ΩϟϯύεɹΞΧσϛʔίϞϯ࣏໌
5&-�������������ɹ'"9�������������
&�NBJM�EBOKP!NFJKJ�BD�KQ
63-�IUUQ���NVHFE�NFJKJ�KQ

　201� 年 11 月採択の本事業も、2016 年 �月から、ૣく

も࠷ऴ年度にೖります。これまで 1年 �か月の間に、男女共

同参画ਪ進ηンλーおよび女性研究者研究活動支援事業ਪ進

本部（駿河台・生田）開ઃ、サイエンス・サポーλー制度・

อ育費用補助制度（後ܝ 2、3ท）など、छ々の取組をして

きました。「できることはすべて࣮ࢪしたい」とҙ気ࠐΜでい

ますが、࣮ࡍには教員の任用などޮՌが出るのに時間がかか

る໰題も多く、理系女性研究者「採用」2��0ˋ（2017 年 3

月時点）という数ࣈもߴい目ඪです（2016年 2月現在、女性

専任教員ൺ཰はશ学で18�3ˋ、理系 3学部 ���ˋで、大学院

では女性θロの部ہもあります）。

　今後は֤部ہの具体的事情を考ྀしつつҙݟ交換を行い、

छ々のޡղを取りআいてίンηンサスをಘながら進まなけれ

ばなりませΜ。男女共同参画の取組も、ܾして女性を優۰す

るためのものではありませΜ。ྫえば学内อ育Ԃ౳の利用ࢿ

֨も男女を໰わないとすれば、࣮ࡍには、研究・教育・࿑ಇ

環ڥを改ળする両立支援ࡦのメリットは、むしΖ男性教৬員

のଆにあるといえます。男性教৬員をؚめ、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」とݴって

௖けるように、೪りڧく取組を続けてΏかなければなりませ

Μ。これからも一ؙとなってؤுりたいとࢥいますので、力

。いいたしますئ力をどうͧよΖしくおڠいご支援ごڧ

て͚޲ʹऴ೥౓࠷೥౓の活動報告ͱ事業ࠓ
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ� � � �
ਪਐຊ෦ʢ.6(&%ʣۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚ者ڀݚੑঁ
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 ランチ交流会を開催しています

 ੜ໌ࡇʹてτークΠϕンτを開催しました

 ୈҰ෼Պ会

 ୈೋ෼Պ会

　本学の研究者や学生らを交えて、
昼食の時間を利用したランチ交流会
を駿河台・生田・中野キャンパスに
て開催しています。
　駿河台キャンパスでは２ܭճ、生
田キャンパスでは̐ܭճ、中野キャ
ンパスでは２ܭճ開催し、多くの方
に参加いただきました。参加いただ
いた方からはҎԼのようなお੠をい
ただいています。
　「様々な立場の方々の話をฉくこと
ができ、ษڧになった」
　「学業の進め方、ٳ࢈の取り方まで
たくさΜの情報をಘることができた」
　今後は、࿨ઘキャンパスでの開催
も予定しております。皆様、ͥͻお
気軽におӽしください。

　生田キャンパスにて行われる学Ԃࡇ「生明ࡇ」にて、11 月 21
日に理系0(によるトークイベントを開催しました。
　イベントでは、学生にとってキャリアϓランを考えるきっかけ
になることを目的として、研究ॴやا業でಇく理系0(໊̏をট
き、「理系に進Μだきっかけ」「学生時代」「仕事のやりがい」「仕
事とϓライベートのࣗ分なりのଊえ方」「ࣗ分のキャリアϓラン」

などごࣗ਎のݧܦஊやこれからの目ඪなどをお話いただきました。
　当日は、学Ԃࡇということもあり、女子中ߴ生とอޢ者の方が
ฉいている࢟も多くݟられ、ඇৗに多くの方に଍をӡΜでいただ
きました。
　学内外から多数のご参加をいただき、ありがとうございました。

　ࣾ会のグローバル化が進む中、ا業だけでなく大学౳の教育・研
究機ؔにおいてもޏ用のॊೈ化・流動化が࢝まり、任ظ෇ポジショ
ンのಋೖ・拡大がىこりました。同時に、研究者のライフίースに
も変化が生͡ています。教育に費やすظ間の長ظ化は、৬業キャリ
アのΈならͣ結ࠗや出࢈といったライフイベントの஗Ԇ౳をもたら
し、研究者のՈ଒のキャリアにもӨڹを༩えています。ηッション"

では、大学౳の研究教育機ؔで研究者・教員としてಇくことを志す
人々のキャリアܗ成の現状についてࡍࠃൺֱと男女共同参画のࢹ点
からݕ౼、ηッション#では、λイにおける女性のエンパワーメン
トについて様々な֯度からݕ౼、とりわけλイࡁܦにおけるジェン
μーの໰題を取り上͛、λイにおけるジェンμーؔ܎のࣾ会構଄に
ついて学び、日本の状گとのྨࣅ点や૬ҧ点について౼࿦しました。

　明治大学๏科大学院ジェンμー๏ηンλーは、専໳๏૤ཆ成研究
教育ηンλー（現・専໳๏૤ཆ成機ؔ）として 2006 年に開ઃさ
れ、学内外の多くの࿈ܞ機ؔとڠ力して、男女共同参画ਪ進および
専໳๏૤のために取組を行ってきました。๏科大学院ジェンμー๏
ηンλーओ催・ਪ進本部共催、日本ห࢜ޢ࿈合会、日本女性๏཯Ո
会、ジェンμー๏学会の後援で、「女性研究者・๏૤ཆ成と男女ڠ

共同参画੓ࡦ」をテーマとする分科会を開催しました。第ೋ分科会
は２部構成でのηッションを࣮ࢪしました。このηッションでは、
女性研究者支援のためのポジティϒ・アクションの࣮ޮ性の໰題や
女性๏૤育成の課題、そして男女共同参画੓ࡦについて、第１部で
は研究者からの報ࠂ、第２部では࣮຿Ոからの報ࠂをいただき、౼
࿦しました。	

シンポジウムを開催しましたࡍࠃ 活動報告

生田キャンパスにて

International Symposium:
Gender Equality and Diversity in the Research Environment

̎̌ ̍̑ ೥̍ ݄̍ ೔̒ʢۚʣ։ձࣜɾશମձ�̓ ೔ʢ土ʣ෼Պձ
ձ৔ɿ໌ �େֶॣՏ୆Ωϟϯύε�άϩʔόϧϑϩϯτ࣏

˞ਪਐຊ部ۀԉ事ࢧಈ׆ըਪਐηϯλʔঁੑ研究ऀ研究ࢀಉڞɿ明治大学உঁ࠵ڞ
���������明治大学৘ใίϛϡχέʔγϣϯ学部δΣϯμʔηϯλʔ���明治大学法科大学院δΣϯμʔ法ηϯλʔ
त連߹ձڭԉɿ明治大学専೚ޙ

・基調講演

��・大௶ࢠٱ（೔本大学ༀ学部ༀ学ڀݚॴ্੮ڀݚ員）
��　理ܥ分໺ʹ͓͚Δஉঁڞಉࢀը・ঁੑऀڀݚ支援ʹ͍ͭͯ

��・δϟοΩʔ・εςΟʔϧ（౦ژ大学ࣾձ科学ڀݚॴ।ڭत）
��　学ज़分໺ͷஉঁڞಉࢀը੓ࡦͷੈքతಈ޲

・開会宣言・趣旨説明・ロゴマークの発表�　�
ࢠ推進本部代表ɺ法科大学院δΣンμー法センター長　௰ଜΈΑۀಈ支援事׆ڀݚऀڀݚੑঁ　

・開会挨拶　໌࣏大学副学長　উӻࢠ

・来賓挨拶　಺ֳ෎உঁڞಉࢀըہ長　෢઒ࢠܙ

・海外ゲスト挨拶　
　νϣϯϓψο・,・ύʔϜϓʔϯ΢Οϫοτ（タイ・γーφΧϦン΢ィϩーτ大学।ڭत）

・閉会挨拶　໌࣏大学副学長ɺஉঁڞಉࢀը推進センター長　長ඌਐ　

・司会　৘ใコϛϡχέーγϣン学部ઐ೚ࢣߨ　࿬ຊཽଠ࿠

・全体会コーディネーター　঎学部ڭत　中ྛਅ理ࢠ

１１月６日（金）　開会式・全体会

〈会場〉 
〈時間〉 
〈言語〉

άϩʔόϧϑϩϯτ̍ ֊άϩʔόϧϗʔϧ
̍̑ �̌ ʙ̌̍ �̓̌ ʢ̌։৔̍ �̐̏ ʣ̌
ʢӳޠ・೔ຊޠɺ௨༁͋Γʣ

〈会　　場〉 
〈使用言語〉

άϩʔόϧϑϩϯτ1�֊̘̑ ձٞࣨ
ӳޠʢҰ部೔ຊޠɺ௨༁͋Γʣ

１１月 7 日（土）　分科会

（-JWJOH�BT�B�3FTFBSDIFS�JO�UIF�5XFOUZ�'JSTU�$FOUVSZ��
����������������������������0QQPSUVOJUJFT�BOE�0CTUBDMFT�UP�8PNFOʟT�"DBEFNJD�$BSFFS）

A 「21 世紀を研究者として生きる――
　　　　 女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

�˞事લਃ੍ࠐ��ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQ

�˞事લਃ੍ࠐ��ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQ

�˞ೖ৔ࣗ༝　໰߹ͤઌɿDHBM!NFJKJ�BD�KQ

【第１分科会】情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター主催・推進本部共催

【第 2 分科会】法科大学院ジェンダー法センター主催・推進本部共催

〈時　　間〉��1��00�ʙ�1���0

（8PNFO�T�&NQPXFSNFOU��SPDJBM
�&DPOPNJD�BOE�$VMUVSBM�"TQFDUT�JO�5IBJMBOE）

（1SPNPUJOH�'FNBMF�3FTFBSDIFST�BOE�-BXZFST�UISPVHI�(FOEFS�&RVBMJUZ�1PMJDJFT）

B 「タイにおける女性のエンパワーメント――
　　　　　　　　　　　社会的・経済的・文化的状況」

〈時　　間〉��16�00�ʙ�1���0

〈会　　場〉��άϩʔόϧϑϩϯτ̍ ֊ଟ໨తࣨ
〈時　　間〉��10�00�ʙ�1��00
〈使用言語〉 �೔ຊޠ

ձɺδΣϯμʔ法学ձڠ連߹ձɺ೔ຊঁੑ法཯Ո࢜ޢԉɿ೔ຊหޙ
「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

角田由紀子・打越さく良弁護士等講演

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部 
�˟�������
౦ژ౎ઍ代田۠ਆ田ॣՏ୆ ���
֊��大学ॣՏ୆Ωϟンύス　ΞΧデϛーコϞン࣏໌
5&-ɿ�������������　'"9ɿ������������
&�NBJMɿEBOKP!NFJKJ�BD�KQ
63-ɿIUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�LPIP�EJWFSTJUZ�JOEFY�IUNM

ʲࡍࠃγϯϙδ΢Ϝؔ連Πϕϯτ ʢr事લਃ੍ࠐ　ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQʣ�IUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�JOGPDPN�HFOEFS�
日韓若手女性研究者フォーラム　「身体・表象・ジェンダー」  ʢ࠵ڞ � 明治大学৘ใίϛϡχέʔγϣϯ研究科�੒ؗۉ大学校ܳज़学研究科�ଞʣ

γϯϙδ΢Ϝࡍࠃେֶ࣏໌

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

˞ฏ੒ ��೥౓จ部科学ল科学ٕज़ਓࡐҭ੒අิॿ事ۀʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈ支援事ۀ（Ұൠܕ）ʯ

ୗࣇॴΛ͝ར༻ͷํ͸
事લਃ͠ࠐΈ͕ඞཁͱͳΓ·͢ɻ

��݄��೔
కΊ੾Γɻ

無料

託児ルーム開室

グローバルフロント

・分科会紹介
　உঁڞಉࢀը推進センター副センター長ɺ৘ใコϛϡχέーγϣン学部δΣンμーセンター長　ࡉ໺͸ΔΈ

　201� 年 11月 6 日および 7日、明治大学の男女共同参画
ਪ進にؔわる 3 つの組織（男女共同参画ਪ進ηンλー女性研
究者研究活動支援事業ਪ進本部、情報ίϛϡχέーション学
部ジェンμーηンλー、๏科大学院ジェンμー๏ηンλー）
の共催で、ࡍࠃシンポジウムを開催しました。2日間にわたる
シンポジウムでは、日本ࠃ内とւ外の研究者がアカデϛック
なྖҬでの男女共同参画のあり方について౼࿦しました。શ
体会では、基調講演者に学術分野の男女共同参画੓ࡦのੈք
的動向について講演していただくことで、ࠃ内の理系分野の
男女共同参画や女性研究者支援、ੈքにおける日本の状گに
ついて理ղを深めました。分科会では、ジェンμーηンλー
とジェンμー๏ηンλーが中心となって学術分野や๏૤քの
男女共同参画の多様性について౼࿦しました。
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活動報告
 ランチϣンセϛφーを開催しました

 ランチ交流会ɹ開催の͓஌Βͤ

 )1 ϦχϡーΞルの͓஌Βͤ

 ϦόςΟーΞΧデϛーオーϓン࠲ߨʢੜాʣを開催します

　「将来、理系研究者を志す学生が、具体的なビジョンを描くための一助となること」や「本事業のҙٛを女性のΈならͣ男性にもಇきかけ
ること」を目的に、ランチアワーを利用したランチョンηϛφーの第1ճ目を生田キャンパスにて開催しました。

　女性研究者研究活動支援事業のೝ知度および男女共同参画ਪ進にؔする教員ର৅アンέート調ࠪを2016年 1月に࣮ࢪしました。

　本事業では、仕事とՈఉの両立に興ຯのある方や育ࣇ中の方な
ど、様々な方の交流の場として、昼食の時間を利用したランチ交流
会を開催しています。
　これまでの交流会の様子につきましては、1̑をごཡください。

　今後も֤キャンパスで開催予定ですので、ご興ຯのある方はお気
軽にお໰い合わせください。ৄࡉにつきましては、ܾ定次第、)1
にࡌܝいたします。

　女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部では、これまでҎ上に利ศ
性の向上や事業の周知をਤるため、̏月Լ०に)1をリχϡーア
ルいたします。
　৽しい)1では、よりわかりやすく活動内容やイベント情報を

。してまいりますࡌܝ
　皆様、ͥͻごཡください。
6�3�- 		IttQ�//muged�meiKi�KQ

　明治大学リバティアカデϛーにて、஍Ҭの方や学内の皆さΜをର
৅に「男女共同参画ࣾ会」について考えていただくオーϓン講࠲を
生田キャンパスにて開催します。
　どうしてもݎくなりがちな男女共同参画のテーマを、গしでもқ
しく、ॊらかく఻え、「男女共同参画って何？」という方にも分か
りやすく、ָしΜでいただける講演会です。
　パネルディスカッションでは、子育て中の男性研究者、大खا業
の男性ࣾ員、そしてएख女性研究者にొஃしていただき、「（男女）
共に活躍できる研究環ڥのμイバーシティ」について౼࿦します。
参加ごر๬の方は、リバティアカデϛー)1（IttQs�//aDademy�
meiKi�KQ/）からおਃしࠐΈください。

։࠵日࣌ 	 	����೥̑ �݄�೔ʢ౔ʣ࣌��ʙ࣌��
ձɹ৔ 	 	生田キャンパス஍Ҭ࢈学࿈ܞ研究ηンλー　஍֊多目的ࣨ

	 ※当日はແྉୗࣇも࣮ࢪいたします

のΠϕンτ告஌ޙࠓ

Ξンέーτ݁Ռ報告

日ɹ࣌ 	 201� 年11月17日（Ր）12�10 ～ 12��0
৔ɹॴ 	 生田キャンパス　中ԝ0302　֊3　ࣷߍ教ࣨɹ
ొஃ者 	 理工学部機械工学科　石田祥子助教

●	ʮଞֶ෦ͷઌੜͷ͓࿩Λฉ͘ػձ͕΄ͱΜͲな͍ͷͰɺͱͯ΋৽઱ͩͬͨʯ

●	ʮ͔ۀاΒେֶͷڀݚ者ͷなͬͨ方ͷ࣮ମ͕ݧฉ͚ͯΑ͔ͬͨʯ

業時代のお話ا（１）
	 ●	 修࢜課ఔऴྃ後、ا業へのब৬をબΜだ理由
	 ●	 い出ࢥの一൪のࡍ業でಇいていたا
業～大学の教員へا（２）
	 ●	 なͥ、ا業をࣙめて大学の教員になΖうとࢥったのか
	 ●	 教員として、日々何を࣮ࢪしているのか
（̏）ϓライベートのお話
	 ●	 ワークとライフの切りସえについて

໨ɹత 	 本学における女性研究者研究活動支援事業のೝ知度および男女共同参画を
さらにਪ進するためにඞ要な活動や支援ࡦについて調ࠪする。

対ɹ象 	 શ教員
方ɹ法 	 ࣭໰紙を഑෍し࣮ࢪ　　
期ɹ間 	 2016 年 1 月 18 日～ 2016 年 2 月 � 日
ճ౴者数 	 �63 人（2016 年 2 月 8 日現在）
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ʲࣗ༝ίϝϯτʳ
●	 	学内における事業のҐஔͮけを工夫し֤学部に担当者をつくり、その方を௨͡てܒ発
活動をすすめる。

●	 	ಇきやすい環ڥの੔උ。
●	 	ೳ力ある人෺が女性であるからといって採用されなかったաڈの෩ைは改めるべき。
●	 	ਅのҙຯでの男女平౳の࣮現（支援という発૝はおかしい）

ʲࣗ༝ίϝϯτʳ
●	 	ୗࢪࣇઃなど育ࣇ支援
●	 	男性がੵۃ的に育ٳ౳を取れるような環ڥ（งғ気もؚめ）
●	 	サイエンスサポーλー制度のような事業のॆ࣮

ʲࣗ༝ίϝϯτʳ
●	 	༦方からの会ٞをආけて΄しい
●	 	授業時間ଳ・時間数の調੔、ҕ員会や役৬の軽ݮ
●	 	࣮ଶを知って΄しい。࣮ଶにؔしてのアンέート調ࠪなどをすべき。
●	 	大学ӡӦؔ܎の業຿の軽ݮ。メリϋリのある優۰と੹຿をෛうべきである。
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活動報告
 ランチϣンセϛφーを開催しました

 ランチ交流会ɹ開催の͓஌Βͤ

 )1 ϦχϡーΞルの͓஌Βͤ

 ϦόςΟーΞΧデϛーオーϓン࠲ߨʢੜాʣを開催します

　「将来、理系研究者を志す学生が、具体的なビジョンを描くための一助となること」や「本事業のҙٛを女性のΈならͣ男性にもಇきかけ
ること」を目的に、ランチアワーを利用したランチョンηϛφーの第1ճ目を生田キャンパスにて開催しました。

　女性研究者研究活動支援事業のೝ知度および男女共同参画ਪ進にؔする教員ର৅アンέート調ࠪを2016年 1月に࣮ࢪしました。

　本事業では、仕事とՈఉの両立に興ຯのある方や育ࣇ中の方な
ど、様々な方の交流の場として、昼食の時間を利用したランチ交流
会を開催しています。
　これまでの交流会の様子につきましては、1̑をごཡください。

　今後も֤キャンパスで開催予定ですので、ご興ຯのある方はお気
軽にお໰い合わせください。ৄࡉにつきましては、ܾ定次第、)1
にࡌܝいたします。

　女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部では、これまでҎ上に利ศ
性の向上や事業の周知をਤるため、̏月Լ०に)1をリχϡーア
ルいたします。
　৽しい)1では、よりわかりやすく活動内容やイベント情報を

。してまいりますࡌܝ
　皆様、ͥͻごཡください。
6�3�- 		IttQ�//muged�meiKi�KQ

　明治大学リバティアカデϛーにて、஍Ҭの方や学内の皆さΜをର
৅に「男女共同参画ࣾ会」について考えていただくオーϓン講࠲を
生田キャンパスにて開催します。
　どうしてもݎくなりがちな男女共同参画のテーマを、গしでもқ
しく、ॊらかく఻え、「男女共同参画って何？」という方にも分か
りやすく、ָしΜでいただける講演会です。
　パネルディスカッションでは、子育て中の男性研究者、大खا業
の男性ࣾ員、そしてएख女性研究者にొஃしていただき、「（男女）
共に活躍できる研究環ڥのμイバーシティ」について౼࿦します。
参加ごر๬の方は、リバティアカデϛー)1（IttQs�//aDademy�
meiKi�KQ/）からおਃしࠐΈください。

։࠵日࣌ 	 	����೥̑ �݄�೔ʢ౔ʣ࣌��ʙ࣌��
ձɹ৔ 	 	生田キャンパス஍Ҭ࢈学࿈ܞ研究ηンλー　஍֊多目的ࣨ

	 ※当日はແྉୗࣇも࣮ࢪいたします

のΠϕンτ告஌ޙࠓ

Ξンέーτ݁Ռ報告

日ɹ࣌ 	 201� 年11月17日（Ր）12�10 ～ 12��0
৔ɹॴ 	 生田キャンパス　中ԝ0302　֊3　ࣷߍ教ࣨɹ
ొஃ者 	 理工学部機械工学科　石田祥子助教

●	ʮଞֶ෦ͷઌੜͷ͓࿩Λฉ͘ػձ͕΄ͱΜͲな͍ͷͰɺͱͯ΋৽઱ͩͬͨʯ

●	ʮ͔ۀاΒେֶͷڀݚ者ͷなͬͨ方ͷ࣮ମ͕ݧฉ͚ͯΑ͔ͬͨʯ

業時代のお話ا（１）
	 ●	 修࢜課ఔऴྃ後、ا業へのब৬をબΜだ理由
	 ●	 い出ࢥの一൪のࡍ業でಇいていたا
業～大学の教員へا（２）
	 ●	 なͥ、ا業をࣙめて大学の教員になΖうとࢥったのか
	 ●	 教員として、日々何を࣮ࢪしているのか
（̏）ϓライベートのお話
	 ●	 ワークとライフの切りସえについて

໨ɹత 	 本学における女性研究者研究活動支援事業のೝ知度および男女共同参画を
さらにਪ進するためにඞ要な活動や支援ࡦについて調ࠪする。

対ɹ象 	 શ教員
方ɹ法 	 ࣭໰紙を഑෍し࣮ࢪ　　
期ɹ間 	 2016 年 1 月 18 日～ 2016 年 2 月 � 日
ճ౴者数 	 �63 人（2016 年 2 月 8 日現在）
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ʲ2ʳར༻͢Δঢ়گʹͳͬͨΒαΠ
Τϯεαϙʔλʔ制౓Λར༻
͍ͨ͠Ͱ͔͢ɻ

ʲ2ʳҙࣝվֵؔ࿈Ͱඞཁͳ׆ಈ΍ࢧԉʪ׆ൃܒಈʫʢෳ਺ճ౴Մʣ

ʲ2ʳҙࣝվֵؔ࿈Ͱඞཁͳ׆ಈ΍ࢧԉʪڀݚͱϥΠϑΠϕϯτͱͷཱ྆ʫʢෳ਺ճ౴Մʣ

ʲ2ʳҙࣝվֵؔ࿈Ͱඞཁͳ׆ಈ΍ࢧԉʪͦͷଞʫʢෳ਺ճ౴Մʣ

ʲ2ʳิڀݚॿऀʢ44ʣʹ͍ͭͯʢෳ਺ճ౴Մʣ

ʲ2ʳຊۀࣄͷ׆ಈͱͯ͠ɺຊֶͷ
உঁڞಉࢀըΛਪਐ͢ΔͨΊ
ͷཱ྆ࢧԉ౳ͷ׆ಈ͕͸͡·
͍ͬͯΔ͜ͱΛ͝ଘ஌Ͱ͔͢ɻ

ʲ2ʳจ෦Պֶলͷຊۀࣄʹ͍ͭ
ͯɺࡢ೥౓ɺຊֶ͕࠾୒͞Ε
ͨ͜ͱΛ͝ଘ஌Ͱ͔͢ɻ

ʲࣗ༝ίϝϯτʳ
●	 	学内における事業のҐஔͮけを工夫し֤学部に担当者をつくり、その方を௨͡てܒ発
活動をすすめる。

●	 	ಇきやすい環ڥの੔උ。
●	 	ೳ力ある人෺が女性であるからといって採用されなかったաڈの෩ைは改めるべき。
●	 	ਅのҙຯでの男女平౳の࣮現（支援という発૝はおかしい）

ʲࣗ༝ίϝϯτʳ
●	 	ୗࢪࣇઃなど育ࣇ支援
●	 	男性がੵۃ的に育ٳ౳を取れるような環ڥ（งғ気もؚめ）
●	 	サイエンスサポーλー制度のような事業のॆ࣮

ʲࣗ༝ίϝϯτʳ
●	 	༦方からの会ٞをආけて΄しい
●	 	授業時間ଳ・時間数の調੔、ҕ員会や役৬の軽ݮ
●	 	࣮ଶを知って΄しい。࣮ଶにؔしてのアンέート調ࠪなどをすべき。
●	 	大学ӡӦؔ܎の業຿の軽ݮ。メリϋリのある優۰と੹຿をෛうべきである。
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�今೥౓の活動報告ͱ
事業࠷ऴ೥౓に͚޲て� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1

�αイΤンεɾαϙーターʢ44ʣ
੍౓について�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2

�อҭඅ༻ิॿ੍౓について� ʜʜʜʜʜʜ 3

た��ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ͠·͠࠵γンϙδ΢ϜΛ։ࡍࠃ�⾣ 4

⾣�活動報告
� ʮϥϯνަྲྀձΛ։͍ͯ͠࠵·͢ʯ
ʮੜ໌ࡇʹͯτʔΫΠϕϯτΛ։͠࠵·ͨ͠ʯ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 5
� ʮੜాϥϯνϣϯηϛφʔΛ։͠࠵·ͨ͠ʯ� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 6

⾣�今後のイベント告知�
ʮϥϯνަྲྀձ�։࠵ͷ͓஌Βͤʯ

ʮϦόςΟΞΧσϛʔΦʔϓϯ࠲ߨʢੜాʣΛ։͠࠵·͢ʯ

ʮ)1ϦχϡʔΞϧͷ͓஌Βͤʯ� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 6

⾣�Ξンέート݁Ռ報告�� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 7

C O N T E N T S

ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚେֶঁੑ࣏໌
˟��������ɹ౦ژ౎ઍ୅ా۠ਆాॣՏ୆���ɹ
֊�େֶॣՏ୆ΩϟϯύεɹΞΧσϛʔίϞϯ࣏໌
5&-�������������ɹ'"9�������������
&�NBJM�EBOKP!NFJKJ�BD�KQ
63-�IUUQ���NVHFE�NFJKJ�KQ

　201� 年 11 月採択の本事業も、2016 年 �月から、ૣく

も࠷ऴ年度にೖります。これまで 1年 �か月の間に、男女共

同参画ਪ進ηンλーおよび女性研究者研究活動支援事業ਪ進

本部（駿河台・生田）開ઃ、サイエンス・サポーλー制度・

อ育費用補助制度（後ܝ 2、3ท）など、छ々の取組をして

きました。「できることはすべて࣮ࢪしたい」とҙ気ࠐΜでい

ますが、࣮ࡍには教員の任用などޮՌが出るのに時間がかか

る໰題も多く、理系女性研究者「採用」2��0ˋ（2017 年 3

月時点）という数ࣈもߴい目ඪです（2016年 2月現在、女性

専任教員ൺ཰はશ学で18�3ˋ、理系 3学部 ���ˋで、大学院

では女性θロの部ہもあります）。

　今後は֤部ہの具体的事情を考ྀしつつҙݟ交換を行い、

छ々のޡղを取りআいてίンηンサスをಘながら進まなけれ

ばなりませΜ。男女共同参画の取組も、ܾして女性を優۰す

るためのものではありませΜ。ྫえば学内อ育Ԃ౳の利用ࢿ

֨も男女を໰わないとすれば、࣮ࡍには、研究・教育・࿑ಇ

環ڥを改ળする両立支援ࡦのメリットは、むしΖ男性教৬員

のଆにあるといえます。男性教৬員をؚめ、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」とݴって

௖けるように、೪りڧく取組を続けてΏかなければなりませ

Μ。これからも一ؙとなってؤுりたいとࢥいますので、力

。いいたしますئ力をどうͧよΖしくおڠいご支援ごڧ

て͚޲ʹऴ೥౓࠷೥౓の活動報告ͱ事業ࠓ
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ� � � �
ਪਐຊ෦ʢ.6(&%ʣۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚ者ڀݚੑঁ

୅දɹ ଜɹΈΑࢠ
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��ਪਐ本෦୅දѫࡰʕʕ本事業の取組
ͱ今後の՝୊について�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1

�ʮ໌࣏େֶஉঁڞಉࢀըਪਐ
ఆ͠·͠た�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜࡦըʯΛܭ本ج 1

�活動報告�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2

⾣�૯ׅγンϙδ΢Ϝ
ʮ-JGF�4IBSJOH�ʙڞにલ΁ʙʯΛ։͠࠵·͠た�

⾣�࿨ઘਤॻؗにてاըల
ʮ໌࣏େֶのஉঁڞಉࢀըʯΛ։͠࠵·͠た
⾣�ϝンタϦンάϥンνձΛ։͠࠵·͠た
⾣�ӃੜަྲྀձʮϛズΩのձʯൃ଍ʂ
��໌ 活動ڀݚऀڀݚେֶঁੑ࣏
支援事業ਪਐ本෦の取組·ͱΊ�ʜʜʜʜʜ 3

C O N T E N T S

ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚେֶঁੑ࣏໌
˟��������ɹ౦ژ౎ઍ୅ా۠ਆాॣՏ୆���ɹ
֊�େֶॣՏ୆ΩϟϯύεɹΞΧσϛʔίϞϯ࣏໌
5&-�������������ɹ'"9�������������
&�NBJM�EBOKP!NFJKJ�BD�KQ
63-�IUUQ���NVHFE�NFJKJ�KQ

明治大学は、૑立Ҏ来、「ݖ利ࣗ由」・「ಠ立ࣗ治」をݐ学のਫ਼ਆとすることで、これまで多様な人材

を育成し、文化の発లと人ྨの෱ࢱにݙߩしてきました。また、女性のࣾ会進出を支えるためのߴ౳

教育のಓを୓き、その結Ռ、日本ॳの女性หࡋ、࢜ޢ൑ٴ׭びߴ౳ࡋ൑ॴ長׭をഐ出する౳、男女共

同参画をૣくから体現しています。

男女共同参画ࣾ会基本๏では、男女がޓいにその人ݖをଚॏしつつ੹任も分かち合い、性ผにؔわ

りなくそのݸ性とೳ力を十分に発شすることができる男女共同参画ࣾ会の࣮現を࠷ॏ要課題としてҐ

ஔ෇けています。また、女性活躍ਪ進๏では、女性が৬業生活において、そのر๬に応͡て十分にೳ

力を発شし、活躍できる環ڥの੔උを目的としています。

本学は、これらݐ学のਫ਼ਆ、๏ྩ、نߍ౳に基ͮき、「明治大学男女共同参画ਪ進基本ܭ画」をࡦ定

いたしました。この基本ܭ画は2016年度から 201�年度まで࣮ࢪされ、次の基本方਑のԼ、具体的

な行動ܭ画をࡦ定しております。

推進本部୅දѫࡰʕʕ本事業のऔ૊ͱޙࠓの՝୊ʹͭいて

ʮ໌࣏େֶ男女共同参画推進ج本ܭ画ʯをࡦ定しました
⁞ �男女共同参画Λଅ進͢ΔͨΊͷڭҭɾ研究

ମ੍ͷߏங

 ϫーΫɾラΠϑɾόランスͷੵۃతͳ推進

⁠ҙࣝվֵͱཧղͷଅ進

୅ͷ女性研究者ҭ੒ੈ࣍⁡

⁢ҙܾࢥఆա程ʹ͓͚Δ女性Ϧーμーͷཆ੒

⁣஍Ҭࣾ会౳ͱͷ࿈ܞ

Խ΁ͷରԠࡍࠃ⁤

உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔঁੑڀݚ者׆ڀݚಈࢧԉۀࣄਪਐຊ෦୅ද
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ෭ηϯλʔ௕

ଜɹΈΑࢠ
平成２̒年度「女性研究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」に採択された後、

事業ظ間がॠく間にす͗、ૣくも࠷ऴஈ֊を迎えることとなりました。

໿2年൒の間、女性研究者のൺ཰向上だけではなく、本学のશ学的な男女共

同参画をਪ進し、ワーク・ライフ・バランスの取れた教育・研究・৬場環ڥを

。り上͛ることを目指して、多様な取組をしてきました࡞

皆様のご理ղとごਚ力のおか͛で、男女共同参画ਪ進ηンλー、女性研究者

研究活動支援事業ਪ進本部と生田分ࣨの開ઃ౳の環ڥ੔උ、両立支援制度の࣮

など、男女共同参画ਪ進の基൫を構ஙすることができました。とくに、両立ࢪ

支援制度では、研究補助者の೿ݣがඞ要な研究者へ研究補助者を೿ݣするサ

イエンス・サポーλー制度の構ங、පࣇ・ප後ࣇや໷間อ育をؚめたอ育費用

補助制度、研究者のメンλー制度など、多くの成Ռをಘることができました。

さらにキックオフシンポジウム（201�年 3月8日）、学術分野の男女共同

参画にؔするࡍࠃシンポジウム（同年11月7ʵ8日）、総ׅシンポジウム（2016

年12月8日）を開催したことによって、それͧれ学内外の多くの機ؔや研究

者とネットワークを࡞ることができたとࢥいます。総ׅシンポジウムでは本事

業の成Ռ報ࠂに加え、2016年12月に৽たにࡦ定された「明治大学男女共同

参画ਪ進基本ܭ画」を発表することができ、これまでの取組の成Ռを示すこと

ができました。

これからも、男女共同参画を一૚進めて、男性教৬員をؚめ、すべての明治

大学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」とݴっていただけるよう

に、成Ռが࣮ײできるまで、೪りڧく取組を続けていかなければなりませΜ。

今後も男女共同参画ਪ進からμイバーシティの֬立に発లさせつつ、一ؙと

なって進Μでいきたいとࢥいます。

これまでおੈ話になりましたすべての方々に心よりのおྱをਃし上͛るとと

もに、これからの取組についても、ごڠ力とご支援をたまわれますよう、Ҿき

続きどうͧよΖしくおئいਃし上͛ます。
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⁃男女共同参画をテーマにしたシンポジウムやηϛφー開催
	ɻ 	キックオフシンポジウム
	「前へ！明治大学の男女共同参画」
シンポジウムࡍࠃ	
	「学術分野の男女共同参画と多様性」
	総ׅシンポジウム
	「LiGe	SIaring	～共に前へ～」
ʵ	女性研究者の裾野拡大、男女共同参画についての理ղ
ଅ進	౳を目的とし、ランチョンηϛφー開催

⁃愛称「̢̪̜̙̚」とロゴを公募によりܾ定
⁃内閣府男女共同参画ि間にあわせܒ発ポスλー
を公募しશキャンパスでܝ示

啓発啓発

学校法人明治大学　理事長

学　長

女性研究者研究活動支援事業推進本部

10 学部・16研究科・専門職大学院
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明治大学男女共同参画推進センター
センター長・副センター長・センター運営委員

推進本部代表・生田分室長・推進本部員
コーディネーター・支援員・サイエンスサポーター（SS）

女性研究者研究活動支援事業の取組の一環として、先ഐ研究者への૬ஊ౳の機会を提ڙする「メ
ンλリングランチ会」を開催しました。ࡉ野はるΈ情報ίϛϡχέーション学部教授をメンλーと
し、教員、ポスυク、大学院生౳の研究者でワーク・ライフ・バランスに興ຯがある方をର৅に、
研究と日ৗ生活とのバランスのよい両立についてグルーϓメンλリングランチ会を行いました。

「院生同࢜のԣのつながりが΄しい！」という੠から発଍し
た院生交流会「ϛζキの会」。本学大学院生をର৅に、キャン
パス内ネットワークの஍൫࡞り、ࢹ野拡大やॆ࣮した研究生
活につな͛ることを目的として、ランチλイムを利用し交流
会を開催しました。交流会ではຖճテーマをઃけ、研究生活
の中での೰Έや将来についてなどを話し合いました。

։࠵日࣌ ʲ第1ճʳ2016年 11月 17日（໦）　12�10 ～ 12���　̡ 第 2ճʳ2016年 12月 21日（ਫ）　12�10 ～ 13�30

։࠵৔ॴ 	明治大学生田キャンパス

支援੍౓ʹͭいて

ԉ体制ɾ制౓ࢧཱ྆

活動報告

࿨ઘਤॻؗΪャラリーにて、本事業の周知と、本学および஍Ҭࣾ会における男女共同参画ਪ進を目的
として、男女共同参画にؔするਤॻのల示、本事業の঺հポスλーのల示、ロールモデル集౳の഑෍を
行いました。ซせてࢿྉө૾「女性๏૤քのಓを୓いた人々ʵ明治大学専໳部女子部の଍੻ー」の上ө
を࣮ࢪしました（情報ίϛϡχέーション学部ジェンμーηンλーڠ力）。また࿨ઘਤॻؗ内部の特ઃ本ί
ーφーでは、男女共同参画、ジェンμー、ワークŋライフŋバランス౳にؔするਤॻを特集し、ି出を࣮
。っていただきました࣋しました。ਤॻは本学のΈならͣ஍Ҭの方にもି出を行い、多くの方にؔ心をࢪ

平成 26 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研
究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」の採択をडけてઃஔされたਪ
進本部の̏年間の取組の成Ռが঺հされました。第１部では、研
究者のライフイベント（出࢈・育ࣇ・հޢ）と研究の両立を支援
する「サイエンス・サポーλー制度」について、利用者である̏
໊の研究者がそれͧれ報ࠂしました。ਪ進本部生田分ࣨ長を交え
たҙݟ交換会では、今後のӡ用にかかわる課題も共用されまし
た。第２部では、学長ѫࡰに࢝まり、来賓ѫࡰとしてؠ田ت美ࢬ
๏人ஂࡒ公ӹ）ࢯ 21 ੈ紀৬業ஂࡒ会長、内閣府男女共同参画会

ٞٞ員）よりಇき方改ֵやポジティϒアクションのॏ要性につい
てお話があり、またࠃ立研究開発๏人科学技術振興機構ϓログラ
ムओ؅の山ଜ康子ࢯより大学における女性研究者の現状と今後の
動向について঺հされました。さらに、ਪ進本部代表の⁋ଜΈよ
子๏科大学院教授が̏年目を迎えた本事業の成Ռを報ࠂしまし
た。続いて男女共同参画ਪ進ηンλー長の඿本຀子副学長（男女
共同参画・োがい者গ数者支援担当）による、「明治大学男女共
同参画ਪ進基本ܭ画」（12 月１日ࢪ行）の঺հなどがあり、シン
ポジウムは盛会のうちにऴྃしました。

 ૯ׅシンポジウムʮ-JGF 4IBSJOH ʙ共ʹલ΁ʙʯを開催しました

 ࿨ઘਤॻؗʹてا画లʮ໌࣏େֶの男女共同参画ʯを開催しました

 ϝンタϦンάランチ会を開催しました

Ӄੜ交流会ʮϛζキの会ʯൃ଍！

⁃女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部ઃஔ
ʕ駿河台キャンパスにਪ進本部ઃஔ、生田キャンパスに分ࣨઃஔ
⁃研究活動の支援をඞ要とする研究者に研究補助員を೿ݣする「サイエ
ンス・サポーλー制度」࣮ࢪ
⁃育ࣇと研究の両立を支援する「อ育費用補助制度」࣮ࢪ
⁃研究者のキャリアܗ成とライフイベントの両立౳にؔするメンλリン
グの機会を提ڙする「メンλー制度」࣮ࢪ

⁃ೕ༮ࣇを࣋つ女性教৬員、女子学生への両立支援の取組としてࡡೕス
ϖースを提ڙ
⁃育ࣇ・հޢ・キャリアアッϓ・ジェンμー౳にؔするਤॻをି出
⁃オムπ交換台とベビーチェアをશキャンパスに੔උ（ࣗओܦ費）

⁃研究者を目指す学生へ具体的なビジョンを描いてもらうために「ロー
ルモデル集」発行（vPl�1 ～ �）
⁃本事業の取組を学内に広く周知するために「χϡーζϨλー」発行
（vPl�1 ～ 3）
⁃ホームϖージ࡞成

⁃駿河台・生田・中野キャンパスで研究者（男女共に）、大学院生をର৅
としたランチ交流会を࣮ࢪ
⁃明治大学リバティアカデϛー2016年度य़ظオーϓン講࠲にて、「や
さしく学Ϳ『男女共同参画』」開催
⁃ਤॻؗにて本事業のポスλー、ਤॻల示
⁃ઍ代田区男女共同参画イベント「M*8ࡇり」へ参加

⁃男女共同参画および本事業にؔするҙࣝ調ࠪを3ܭճ࣮ࢪ

体制図

ʵ 	201�年 2月࣮ࢪ「男女共同参画および女性研究者支援にؔするアンέート調ࠪ」
ʵ2016年 1月࣮ࢪ「女性研究者研究活動支援事業のೝ知度および男女共同参画ਪ進にؔする調ࠪ」
ʵ 2016年 10月࣮ࢪ「男女共同参画および女性支援にؔするҙࣝ調ࠪ」

ҙࣝൃܒɾੈ࣍୅ҭ੒

ݙߩஙɾ஍ҬߏͷωοτϫʔΫऀڀݚ

੔උڥ؀

৘ใൃ৴

ҙࣝௐࠪ

Ճऀͷίϝϯτࢀ

●	参加者同࢜の交流が生まれていった
点が、一方௨行でなくてよかった

●	ଞ学部・研究科の方と話ができたこ
とは৽઱だった

Ճऀͷίϝϯτࢀ

●		「ීஈؔわりのないଞ研究ࣨの院
生と話すことで、ࢹ野が広がり、
研究にରするモチベーションが向
上しました！」

応募・問合せ先

内閣府では、毎年6月23日から29日までの1週間、

「男女共同参画週間」を実施しています。本学において
も男女共同参画推進のためのイベントを予定しており、

その一環として、明治大学における男女共同参画推進
のためのポスターデザイン案を募集いたします。
女性研究者研究活動支援事業推進本部の選考により優

秀賞を選出し、優秀作品のデザイン案を採用したポス

ターを製作し、男女共同参画週間での掲示およびその

後の広報活動・啓発活動へ幅広く活用いたします。

明治大学男女共同参画推進センター　女性研究者研究活動支援事業推進本部　ポスターデザイン案募集係宛
住　所 ： 〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台 1-1
メール ： danjo@meiji.ac.jp　※電子メールでの応募の際は、件名に「ポスターデザイン案応募」と明記ください。
ＴＥＬ ： 03-3296-4655　（平日 10：00～ 17：00　※土日祝日は休み）
ＵＲＬ ： http://muged.meiji.jp

ポスター
デザイン

募集の趣旨・概要

2016年3月4日（金） ～ 2016年5月9日（月）募集
期間

本学に所属する全学生・全教職員
※グループでの応募も可　※校友からの応募も歓迎

応募
資格

募集
期間期間
募集募集
期間
募集
期間
募集募集募集募集
期間期間
募集
期間
募集
期間
募集募集
期間期間期間
募集募集募集
期間
募集募集募集
期間期間
募集募集募集
期間期間期間
募集
期間
募集

大募集！！

優秀賞  １点 ・・・賞状および副賞5万円表彰

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

生田分ࣨ

「
保
育
費
用
補
助
制
度
」
を

 

ご
存
知
で
す
か

本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp
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C O N T E N T S

　201� 年 11 月採択の本事業も、2016 年 �月から、ૣく

も࠷ऴ年度にೖります。これまで 1年 �か月の間に、男女共

同参画ਪ進ηンλーおよび女性研究者研究活動支援事業ਪ進

本部（駿河台・生田）開ઃ、サイエンス・サポーλー制度・

อ育費用補助制度（後ܝ 2、3ท）など、छ々の取組をして

きました。「できることはすべて࣮ࢪしたい」とҙ気ࠐΜでい

ますが、࣮ࡍには教員の任用などޮՌが出るのに時間がかか

る໰題も多く、理系女性研究者「採用」2��0ˋ（2017 年 3

月時点）という数ࣈもߴい目ඪです（2016年 2月現在、女性

専任教員ൺ཰はશ学で18�3ˋ、理系 3学部 ���ˋで、大学院

では女性θロの部ہもあります）。

　今後は֤部ہの具体的事情を考ྀしつつҙݟ交換を行い、

छ々のޡղを取りআいてίンηンサスをಘながら進まなけれ

ばなりませΜ。男女共同参画の取組も、ܾして女性を優۰す

るためのものではありませΜ。ྫえば学内อ育Ԃ౳の利用ࢿ

֨も男女を໰わないとすれば、࣮ࡍには、研究・教育・࿑ಇ

環ڥを改ળする両立支援ࡦのメリットは、むしΖ男性教৬員

のଆにあるといえます。男性教৬員をؚめ、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」とݴって

௖けるように、೪りڧく取組を続けてΏかなければなりませ

Μ。これからも一ؙとなってؤுりたいとࢥいますので、力

。いいたしますئ力をどうͧよΖしくおڠいご支援ごڧ

て͚޲ʹऴ೥౓࠷೥౓の活動報告ͱ事業ࠓ
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⾣今後のイベント告知
ʮϥϯνަྲྀձ�։࠵ͷ͓஌Βͤʯ

ʮϦόςΟΞΧσϛʔΦʔϓϯ࠲ߨʢੜాʣΛ։͠࠵·͢ʯ
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⾣Ξンέート݁Ռ報告�

　201� 年 11 月採択の本事業も、2016 年 �月から、ૣく

も࠷ऴ年度にೖります。これまで 1年 �か月の間に、男女共

同参画ਪ進ηンλーおよび女性研究者研究活動支援事業ਪ進

本部（駿河台・生田）開ઃ、サイエンス・サポーλー制度・

อ育費用補助制度（後ܝ 2、3ท）など、छ々の取組をして

きました。「できることはすべて࣮ࢪしたい」とҙ気ࠐΜでい

ますが、࣮ࡍには教員の任用などޮՌが出るのに時間がかか

る໰題も多く、理系女性研究者「採用」2��0ˋ（2017 年 3

月時点）という数ࣈもߴい目ඪです（2016年 2月現在、女性

専任教員ൺ཰はશ学で18�3ˋ、理系 3学部 ���ˋで、大学院

では女性θロの部ہもあります）。

　今後は֤部ہの具体的事情を考ྀしつつҙݟ交換を行い、

छ々のޡղを取りআいてίンηンサスをಘながら進まなけれ

ばなりませΜ。男女共同参画の取組も、ܾして女性を優۰す

るためのものではありませΜ。ྫえば学内อ育Ԃ౳の利用ࢿ

֨も男女を໰わないとすれば、࣮ࡍには、研究・教育・࿑ಇ

環ڥを改ળする両立支援ࡦのメリットは、むしΖ男性教৬員

のଆにあるといえます。男性教৬員をؚめ、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」とݴって

௖けるように、೪りڧく取組を続けてΏかなければなりませ

Μ。これからも一ؙとなってؤுりたいとࢥいますので、力

。いいたしますئ力をどうͧよΖしくおڠいご支援ごڧ
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C O N T E N T S

　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一ൠܕ）」に採択され、同
ਪ進本部の代表にब任しまし
た。活気あ;れる明治大学の
男女共同参画ਪ進の取組Έを
さらに「前へ」進めるために、
ඍ力をਚくすॴଘです。これ
は、୯に女性研究者の数を૿
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・৬場
環ڥを࡞り上͛てΏく取組Έです。男女の教৬員・学生・ཹ学生
౳がݸ性を発شできる男女共同参画ࣾ会を࡞り上͛るために、両
立支援やएख研究者のエンパワーメント支援が、༗ޮな機会にな
ることをئっています。皆様のご参加、ごڠ力とご支援をどうͧ
よΖしくおئいいたします。

　本学は、ࡢ年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことをडけ、
「男女共同参画ਪ進ηンλー」、
「女性研究者研究活動支援事業
ਪ進本部」をઃஔいたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教৬員・学生らすべて
の構成員をର৅に男女共同参画
の一૚のਪ進に取り組Μでおり
ます。この間、皆様にはશ学ア
ンέートにごڠ力をいただき੣
にありがとうございました。و
ॏなごҙݟは今後の事業にॆ分൓өさせて参るॴଘです。
　この൒年の活動としまして、֤キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集౳を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の࣮情と要๬をฉくことがで
きました。また、今年度後൒には、ࡍࠃシンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行౳を予定しています。
　一方、本事業のओたる目ඪに理系学部における女性教員૿があり
ます。6月に理系̏学部長との࠙ஊ会を開催し、本学の࣮情にあった
方๏を໛ࡧしているとこΖです。この΄かにも、෇ଐ明治ߴ౳学ߍ・
中学ߍとの࿈ܞをਤりながら、将来の理系研究者の発۷を進めて参
ります。今後ともご理ղとごڠ力のఔ、ٓしくおئいகします。
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 ओͳ活動಺༰

ओɹ࠵ 	 明治大学男女共同参画ਪ進ηンλー女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部

࠵ɹڞ 	 明治大学情報ίϛϡχέーション学部ジェンμーηンλー
	 明治大学๏科大学院ジェンμー๏ηンλー

։࠵日 	 2016 年 12月 8日（໦）
ʲ第1部 	r1��00 ～ 17�00　̡ 第 2部ʳ17�30 ～ 1��1�

։࠵৔ॴ 	 明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント
ʲ第1部 	r1 ֊	多目的ࣨ　̡ 第 2部ʳ1֊	グローバルホール

։࠵日࣌ 	 	2016 年 12月 13日（Ր）～2017年 1月 18日（ਫ）
։࠵৔ॴ 	࿨ઘਤॻؗΪャラリー・࿨ઘਤॻؗ内特ઃ本ίーφー

։࠵日࣌ 	 	2016 年 11月 2�日（Ր）13�00	～ 1��00
։࠵৔ॴ 	明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント２֊̐̌２１教ࣨ	（事前予໿制）
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「生田キャンパスがある઒࡚ࢢ多ຎ区
の໦がϋφϛζキであること」や「Ֆݴ
༿がӬ続性であること」から会の໊前を
「ϛζキの会」と命໊しました。

ձͷ໊લͷ༝དྷ͸ʜ

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部の取組まとめ

「本学において男女共同参画をਪ進し、女性研究者・৬員を૿やすためにඞ要だとࢥわれるもの」

※2016年度の数஋は2016年�月1日時点、
そのଞの数஋は֘当年度3月31日時点のもの
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⁃男女共同参画をテーマにしたシンポジウムやηϛφー開催
	ɻ 	キックオフシンポジウム
	「前へ！明治大学の男女共同参画」
シンポジウムࡍࠃ	
	「学術分野の男女共同参画と多様性」
	総ׅシンポジウム
	「LiGe	SIaring	～共に前へ～」
ʵ	女性研究者の裾野拡大、男女共同参画についての理ղ
ଅ進	౳を目的とし、ランチョンηϛφー開催

⁃愛称「̢̪̜̙̚」とロゴを公募によりܾ定
⁃内閣府男女共同参画ि間にあわせܒ発ポスλー
を公募しશキャンパスでܝ示

啓発啓発

学校法人明治大学　理事長

学　長

女性研究者研究活動支援事業推進本部

10 学部・16研究科・専門職大学院

総務担当常勤理事
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明治大学男女共同参画推進センター
センター長・副センター長・センター運営委員

推進本部代表・生田分室長・推進本部員
コーディネーター・支援員・サイエンスサポーター（SS）

女性研究者研究活動支援事業の取組の一環として、先ഐ研究者への૬ஊ౳の機会を提ڙする「メ
ンλリングランチ会」を開催しました。ࡉ野はるΈ情報ίϛϡχέーション学部教授をメンλーと
し、教員、ポスυク、大学院生౳の研究者でワーク・ライフ・バランスに興ຯがある方をର৅に、
研究と日ৗ生活とのバランスのよい両立についてグルーϓメンλリングランチ会を行いました。

「院生同࢜のԣのつながりが΄しい！」という੠から発଍し
た院生交流会「ϛζキの会」。本学大学院生をର৅に、キャン
パス内ネットワークの஍൫࡞り、ࢹ野拡大やॆ࣮した研究生
活につな͛ることを目的として、ランチλイムを利用し交流
会を開催しました。交流会ではຖճテーマをઃけ、研究生活
の中での೰Έや将来についてなどを話し合いました。

։࠵日࣌ ʲ第1ճʳ2016年 11月 17日（໦）　12�10 ～ 12���　̡ 第 2ճʳ2016年 12月 21日（ਫ）　12�10 ～ 13�30

։࠵৔ॴ 	明治大学生田キャンパス

支援੍౓ʹͭいて

ԉ体制ɾ制౓ࢧཱ྆

活動報告

࿨ઘਤॻؗΪャラリーにて、本事業の周知と、本学および஍Ҭࣾ会における男女共同参画ਪ進を目的
として、男女共同参画にؔするਤॻのల示、本事業の঺հポスλーのల示、ロールモデル集౳の഑෍を
行いました。ซせてࢿྉө૾「女性๏૤քのಓを୓いた人々ʵ明治大学専໳部女子部の଍੻ー」の上ө
を࣮ࢪしました（情報ίϛϡχέーション学部ジェンμーηンλーڠ力）。また࿨ઘਤॻؗ内部の特ઃ本ί
ーφーでは、男女共同参画、ジェンμー、ワークŋライフŋバランス౳にؔするਤॻを特集し、ି出を࣮
。っていただきました࣋しました。ਤॻは本学のΈならͣ஍Ҭの方にもି出を行い、多くの方にؔ心をࢪ

平成 26 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研
究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」の採択をडけてઃஔされたਪ
進本部の̏年間の取組の成Ռが঺հされました。第１部では、研
究者のライフイベント（出࢈・育ࣇ・հޢ）と研究の両立を支援
する「サイエンス・サポーλー制度」について、利用者である̏
໊の研究者がそれͧれ報ࠂしました。ਪ進本部生田分ࣨ長を交え
たҙݟ交換会では、今後のӡ用にかかわる課題も共用されまし
た。第２部では、学長ѫࡰに࢝まり、来賓ѫࡰとしてؠ田ت美ࢬ
๏人ஂࡒ公ӹ）ࢯ 21 ੈ紀৬業ஂࡒ会長、内閣府男女共同参画会

ٞٞ員）よりಇき方改ֵやポジティϒアクションのॏ要性につい
てお話があり、またࠃ立研究開発๏人科学技術振興機構ϓログラ
ムओ؅の山ଜ康子ࢯより大学における女性研究者の現状と今後の
動向について঺հされました。さらに、ਪ進本部代表の⁋ଜΈよ
子๏科大学院教授が̏年目を迎えた本事業の成Ռを報ࠂしまし
た。続いて男女共同参画ਪ進ηンλー長の඿本຀子副学長（男女
共同参画・োがい者গ数者支援担当）による、「明治大学男女共
同参画ਪ進基本ܭ画」（12 月１日ࢪ行）の঺հなどがあり、シン
ポジウムは盛会のうちにऴྃしました。

 ૯ׅシンポジウムʮ-JGF 4IBSJOH ʙ共ʹલ΁ʙʯを開催しました

 ࿨ઘਤॻؗʹてا画లʮ໌࣏େֶの男女共同参画ʯを開催しました

 ϝンタϦンάランチ会を開催しました

Ӄੜ交流会ʮϛζキの会ʯൃ଍！

⁃女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部ઃஔ
ʕ駿河台キャンパスにਪ進本部ઃஔ、生田キャンパスに分ࣨઃஔ
⁃研究活動の支援をඞ要とする研究者に研究補助員を೿ݣする「サイエ
ンス・サポーλー制度」࣮ࢪ
⁃育ࣇと研究の両立を支援する「อ育費用補助制度」࣮ࢪ
⁃研究者のキャリアܗ成とライフイベントの両立౳にؔするメンλリン
グの機会を提ڙする「メンλー制度」࣮ࢪ

⁃ೕ༮ࣇを࣋つ女性教৬員、女子学生への両立支援の取組としてࡡೕス
ϖースを提ڙ
⁃育ࣇ・հޢ・キャリアアッϓ・ジェンμー౳にؔするਤॻをି出
⁃オムπ交換台とベビーチェアをશキャンパスに੔උ（ࣗओܦ費）

⁃研究者を目指す学生へ具体的なビジョンを描いてもらうために「ロー
ルモデル集」発行（vPl�1 ～ �）
⁃本事業の取組を学内に広く周知するために「χϡーζϨλー」発行
（vPl�1 ～ 3）
⁃ホームϖージ࡞成

⁃駿河台・生田・中野キャンパスで研究者（男女共に）、大学院生をର৅
としたランチ交流会を࣮ࢪ
⁃明治大学リバティアカデϛー2016年度य़ظオーϓン講࠲にて、「や
さしく学Ϳ『男女共同参画』」開催
⁃ਤॻؗにて本事業のポスλー、ਤॻల示
⁃ઍ代田区男女共同参画イベント「M*8ࡇり」へ参加

⁃男女共同参画および本事業にؔするҙࣝ調ࠪを3ܭճ࣮ࢪ

体制図

ʵ 	201�年 2月࣮ࢪ「男女共同参画および女性研究者支援にؔするアンέート調ࠪ」
ʵ2016年 1月࣮ࢪ「女性研究者研究活動支援事業のೝ知度および男女共同参画ਪ進にؔする調ࠪ」
ʵ 2016年 10月࣮ࢪ「男女共同参画および女性支援にؔするҙࣝ調ࠪ」

ҙࣝൃܒɾੈ࣍୅ҭ੒
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ҙࣝௐࠪ

Ճऀͷίϝϯτࢀ

●	参加者同࢜の交流が生まれていった
点が、一方௨行でなくてよかった

●	ଞ学部・研究科の方と話ができたこ
とは৽઱だった

Ճऀͷίϝϯτࢀ

●		「ීஈؔわりのないଞ研究ࣨの院
生と話すことで、ࢹ野が広がり、
研究にରするモチベーションが向
上しました！」

応募・問合せ先

内閣府では、毎年6月23日から29日までの1週間、

「男女共同参画週間」を実施しています。本学において
も男女共同参画推進のためのイベントを予定しており、

その一環として、明治大学における男女共同参画推進
のためのポスターデザイン案を募集いたします。
女性研究者研究活動支援事業推進本部の選考により優

秀賞を選出し、優秀作品のデザイン案を採用したポス

ターを製作し、男女共同参画週間での掲示およびその

後の広報活動・啓発活動へ幅広く活用いたします。

明治大学男女共同参画推進センター　女性研究者研究活動支援事業推進本部　ポスターデザイン案募集係宛
住　所 ： 〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台 1-1
メール ： danjo@meiji.ac.jp　※電子メールでの応募の際は、件名に「ポスターデザイン案応募」と明記ください。
ＴＥＬ ： 03-3296-4655　（平日 10：00～ 17：00　※土日祝日は休み）
ＵＲＬ ： http://muged.meiji.jp

ポスター
デザイン

募集の趣旨・概要

2016年3月4日（金） ～ 2016年5月9日（月）募集
期間

本学に所属する全学生・全教職員
※グループでの応募も可　※校友からの応募も歓迎

応募
資格

募集
期間期間
募集募集
期間
募集
期間
募集募集募集募集
期間期間
募集
期間
募集
期間
募集募集
期間期間期間
募集募集募集
期間
募集募集募集
期間期間
募集募集募集
期間期間期間
募集
期間
募集

大募集！！

優秀賞  １点 ・・・賞状および副賞5万円表彰

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

生田分ࣨ

「
保
育
費
用
補
助
制
度
」
を

 

ご
存
知
で
す
か

本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp
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C O N T E N T S

　201� 年 11 月採択の本事業も、2016 年 �月から、ૣく

も࠷ऴ年度にೖります。これまで 1年 �か月の間に、男女共

同参画ਪ進ηンλーおよび女性研究者研究活動支援事業ਪ進

本部（駿河台・生田）開ઃ、サイエンス・サポーλー制度・

อ育費用補助制度（後ܝ 2、3ท）など、छ々の取組をして

きました。「できることはすべて࣮ࢪしたい」とҙ気ࠐΜでい

ますが、࣮ࡍには教員の任用などޮՌが出るのに時間がかか

る໰題も多く、理系女性研究者「採用」2��0ˋ（2017 年 3

月時点）という数ࣈもߴい目ඪです（2016年 2月現在、女性

専任教員ൺ཰はશ学で18�3ˋ、理系 3学部 ���ˋで、大学院

では女性θロの部ہもあります）。

　今後は֤部ہの具体的事情を考ྀしつつҙݟ交換を行い、

छ々のޡղを取りআいてίンηンサスをಘながら進まなけれ

ばなりませΜ。男女共同参画の取組も、ܾして女性を優۰す

るためのものではありませΜ。ྫえば学内อ育Ԃ౳の利用ࢿ

֨も男女を໰わないとすれば、࣮ࡍには、研究・教育・࿑ಇ

環ڥを改ળする両立支援ࡦのメリットは、むしΖ男性教৬員

のଆにあるといえます。男性教৬員をؚめ、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」とݴって

௖けるように、೪りڧく取組を続けてΏかなければなりませ

Μ。これからも一ؙとなってؤுりたいとࢥいますので、力

。いいたしますئ力をどうͧよΖしくおڠいご支援ごڧ

て͚޲ʹऴ೥౓࠷೥౓の活動報告ͱ事業ࠓ
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ� � � �
ਪਐຊ෦ʢ.6(&%ʣۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚ者ڀݚੑঁ

୅දɹ ଜɹΈΑࢠ
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ますが、࣮ࡍには教員の任用などޮՌが出るのに時間がかか
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では女性θロの部ہもあります）。
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のଆにあるといえます。男性教৬員をؚめ、すべての明治大
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。いいたしますئ力をどうͧよΖしくおڠいご支援ごڧ

て͚޲ʹऴ೥౓࠷೥౓の活動報告ͱ事業ࠓ
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ� � � �
ਪਐຊ෦ʢ.6(&%ʣۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚ者ڀݚੑঁ

୅දɹ ଜɹΈΑࢠ

�ニューズレター創刊にあたり�ʜʜʜʜ 1

�本取組みについて� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2

⾣�主な支援事業の紹介�� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 3

⾣�活動報告
� ʮΩοΫΦϑγϯϙδ΢Ϝ։࠵ʯʮϥϯνձใࠂʯ�ʜʜʜʜʜʜʜʜ 4
� ʮϩʔϧϞσϧूʹ͍ͭͯʯʮϩΰϚʔΫɾѪশܾఆʯ� ʜʜʜʜʜ 5

⾣�今後のイベント告知�
� ʮࡍࠃγϯϙδ΢Ϝʯɺʮੜ໌ࡇʯ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 6
� ʮੜాϥϯνϣϯηϛφʔʯɺʮϥϯνձࠂ஌ʯ�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 7

C O N T E N T S

　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一ൠܕ）」に採択され、同
ਪ進本部の代表にब任しまし
た。活気あ;れる明治大学の
男女共同参画ਪ進の取組Έを
さらに「前へ」進めるために、
ඍ力をਚくすॴଘです。これ
は、୯に女性研究者の数を૿
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・৬場
環ڥを࡞り上͛てΏく取組Έです。男女の教৬員・学生・ཹ学生
౳がݸ性を発شできる男女共同参画ࣾ会を࡞り上͛るために、両
立支援やएख研究者のエンパワーメント支援が、༗ޮな機会にな
ることをئっています。皆様のご参加、ごڠ力とご支援をどうͧ
よΖしくおئいいたします。

　本学は、ࡢ年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことをडけ、
「男女共同参画ਪ進ηンλー」、
「女性研究者研究活動支援事業
ਪ進本部」をઃஔいたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教৬員・学生らすべて
の構成員をର৅に男女共同参画
の一૚のਪ進に取り組Μでおり
ます。この間、皆様にはશ学ア
ンέートにごڠ力をいただき੣
にありがとうございました。و
ॏなごҙݟは今後の事業にॆ分൓өさせて参るॴଘです。
　この൒年の活動としまして、֤キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集౳を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の࣮情と要๬をฉくことがで
きました。また、今年度後൒には、ࡍࠃシンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行౳を予定しています。
　一方、本事業のओたる目ඪに理系学部における女性教員૿があり
ます。6月に理系̏学部長との࠙ஊ会を開催し、本学の࣮情にあった
方๏を໛ࡧしているとこΖです。この΄かにも、෇ଐ明治ߴ౳学ߍ・
中学ߍとの࿈ܞをਤりながら、将来の理系研究者の発۷を進めて参
ります。今後ともご理ղとごڠ力のఔ、ٓしくおئいகします。

χϡーζϨター૑ץʹ͋たΓ
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ

ηϯλʔ௕ɹ

௕ඌɹਐ

ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚ者ڀݚੑঁ

ਪਐຊ෦୅දɹ

ଜɹΈΑࢠ

ฏ੒̎̒ ೥౓จ෦ՊֶলՊֶٕज़ਓࡐҭ੒අิॿۀࣄ
ʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉۀࣄʢҰൠܕʣʯ

C o l o r  Yo u r  L i f e
ฏ੒̎̒ ೥౓จ෦ՊֶলՊֶٕज़ਓࡐҭ੒අิॿۀࣄฏ੒̎̒ ೥౓จ෦ՊֶলՊֶٕज़ਓࡐҭ੒අิॿۀࣄ

Yo u r L i f eL i f eL i f e

Vol.3

ըਪਐηϯλʔࢀಉڞେֶஉঁ࣏໌
ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

ʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉۀࣄʢҰൠܕʣʯ

ըਪਐηϯλʔࢀಉڞେֶஉঁ࣏໌
ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

ฏ੒̎̒ ೥౓จ෦ՊֶলՊֶٕज़ਓࡐҭ੒අิॿۀࣄ
ʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉۀࣄʢҰൠܕʣʯ

C o l o r  Yo u r  L i f e

Vol.2

ฏ੒̎̒ ೥౓จ෦ՊֶলՊֶٕज़ਓࡐҭ੒අิॿۀࣄฏ੒̎̒ ೥౓จ෦ՊֶলՊֶٕज़ਓࡐҭ੒අิॿۀࣄ

r L i f eL i f eL i f e

Vol.Vol.2

ըਪਐηϯλʔࢀಉڞେֶஉঁ࣏໌
ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

ʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉۀࣄʢҰൠܕʣʯ

ըਪਐηϯλʔࢀಉڞେֶஉঁ࣏໌
ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

ൺ཰༺࠾৬ൺ཰ɾࡏऀڀݚੑঁ

 ओͳ活動಺༰

ओɹ࠵ 	 明治大学男女共同参画ਪ進ηンλー女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部

࠵ɹڞ 	 明治大学情報ίϛϡχέーション学部ジェンμーηンλー
	 明治大学๏科大学院ジェンμー๏ηンλー

։࠵日 	 2016 年 12月 8日（໦）
ʲ第1部 	r1��00 ～ 17�00　̡ 第 2部ʳ17�30 ～ 1��1�

։࠵৔ॴ 	 明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント
ʲ第1部 	r1 ֊	多目的ࣨ　̡ 第 2部ʳ1֊	グローバルホール

։࠵日࣌ 	 	2016 年 12月 13日（Ր）～2017年 1月 18日（ਫ）
։࠵৔ॴ 	࿨ઘਤॻؗΪャラリー・࿨ઘਤॻؗ内特ઃ本ίーφー

։࠵日࣌ 	 	2016 年 11月 2�日（Ր）13�00	～ 1��00
։࠵৔ॴ 	明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント２֊̐̌２１教ࣨ	（事前予໿制）

ཧܥ෼໺Λ͸͡Ίɺຊֶશ体ͰେֶӃͷঁֶࢠੜɾঁੑऀڀݚΛ૿΍͠ɺτοϓΫϥεͷऀڀݚΛཆ੒͢Δͱͱ΋ʹɺ
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明治大学は、૑立Ҏ来、「ݖ利ࣗ由」・「ಠ立ࣗ治」をݐ学のਫ਼ਆとすることで、これまで多様な人材

を育成し、文化の発లと人ྨの෱ࢱにݙߩしてきました。また、女性のࣾ会進出を支えるためのߴ౳

教育のಓを୓き、その結Ռ、日本ॳの女性หࡋ、࢜ޢ൑ٴ׭びߴ౳ࡋ൑ॴ長׭をഐ出する౳、男女共

同参画をૣくから体現しています。

男女共同参画ࣾ会基本๏では、男女がޓいにその人ݖをଚॏしつつ੹任も分かち合い、性ผにؔわ

りなくそのݸ性とೳ力を十分に発شすることができる男女共同参画ࣾ会の࣮現を࠷ॏ要課題としてҐ

ஔ෇けています。また、女性活躍ਪ進๏では、女性が৬業生活において、そのر๬に応͡て十分にೳ

力を発شし、活躍できる環ڥの੔උを目的としています。

本学は、これらݐ学のਫ਼ਆ、๏ྩ、نߍ౳に基ͮき、「明治大学男女共同参画ਪ進基本ܭ画」をࡦ定

いたしました。この基本ܭ画は2016年度から 201�年度まで࣮ࢪされ、次の基本方਑のԼ、具体的

な行動ܭ画をࡦ定しております。

推進本部୅දѫࡰʕʕ本事業のऔ૊ͱޙࠓの՝୊ʹͭいて

ʮ໌࣏େֶ男女共同参画推進ج本ܭ画ʯをࡦ定しました
⁞ �男女共同参画Λଅ進͢ΔͨΊͷڭҭɾ研究

ମ੍ͷߏங

 ϫーΫɾラΠϑɾόランスͷੵۃతͳ推進

⁠ҙࣝվֵͱཧղͷଅ進

୅ͷ女性研究者ҭ੒ੈ࣍⁡

⁢ҙܾࢥఆա程ʹ͓͚Δ女性Ϧーμーͷཆ੒

⁣஍Ҭࣾ会౳ͱͷ࿈ܞ

Խ΁ͷରԠࡍࠃ⁤

உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔঁੑڀݚ者׆ڀݚಈࢧԉۀࣄਪਐຊ෦୅ද
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ෭ηϯλʔ௕

ଜɹΈΑࢠ
平成２̒年度「女性研究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」に採択された後、

事業ظ間がॠく間にす͗、ૣくも࠷ऴஈ֊を迎えることとなりました。

໿2年൒の間、女性研究者のൺ཰向上だけではなく、本学のશ学的な男女共

同参画をਪ進し、ワーク・ライフ・バランスの取れた教育・研究・৬場環ڥを

。り上͛ることを目指して、多様な取組をしてきました࡞

皆様のご理ղとごਚ力のおか͛で、男女共同参画ਪ進ηンλー、女性研究者

研究活動支援事業ਪ進本部と生田分ࣨの開ઃ౳の環ڥ੔උ、両立支援制度の࣮

など、男女共同参画ਪ進の基൫を構ஙすることができました。とくに、両立ࢪ

支援制度では、研究補助者の೿ݣがඞ要な研究者へ研究補助者を೿ݣするサ

イエンス・サポーλー制度の構ங、පࣇ・ප後ࣇや໷間อ育をؚめたอ育費用

補助制度、研究者のメンλー制度など、多くの成Ռをಘることができました。

さらにキックオフシンポジウム（201�年 3月8日）、学術分野の男女共同

参画にؔするࡍࠃシンポジウム（同年11月7ʵ8日）、総ׅシンポジウム（2016

年12月8日）を開催したことによって、それͧれ学内外の多くの機ؔや研究

者とネットワークを࡞ることができたとࢥいます。総ׅシンポジウムでは本事

業の成Ռ報ࠂに加え、2016年12月に৽たにࡦ定された「明治大学男女共同

参画ਪ進基本ܭ画」を発表することができ、これまでの取組の成Ռを示すこと

ができました。

これからも、男女共同参画を一૚進めて、男性教৬員をؚめ、すべての明治

大学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」とݴっていただけるよう

に、成Ռが࣮ײできるまで、೪りڧく取組を続けていかなければなりませΜ。

今後も男女共同参画ਪ進からμイバーシティの֬立に発లさせつつ、一ؙと

なって進Μでいきたいとࢥいます。

これまでおੈ話になりましたすべての方々に心よりのおྱをਃし上͛るとと

もに、これからの取組についても、ごڠ力とご支援をたまわれますよう、Ҿき

続きどうͧよΖしくおئいਃし上͛ます。
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⁃男女共同参画をテーマにしたシンポジウムやηϛφー開催
	ɻ 	キックオフシンポジウム
	「前へ！明治大学の男女共同参画」
シンポジウムࡍࠃ	
	「学術分野の男女共同参画と多様性」
	総ׅシンポジウム
	「LiGe	SIaring	～共に前へ～」
ʵ	女性研究者の裾野拡大、男女共同参画についての理ղ
ଅ進	౳を目的とし、ランチョンηϛφー開催

⁃愛称「̢̪̜̙̚」とロゴを公募によりܾ定
⁃内閣府男女共同参画ि間にあわせܒ発ポスλー
を公募しશキャンパスでܝ示
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明治大学男女共同参画推進センター
センター長・副センター長・センター運営委員

推進本部代表・生田分室長・推進本部員
コーディネーター・支援員・サイエンスサポーター（SS）

女性研究者研究活動支援事業の取組の一環として、先ഐ研究者への૬ஊ౳の機会を提ڙする「メ
ンλリングランチ会」を開催しました。ࡉ野はるΈ情報ίϛϡχέーション学部教授をメンλーと
し、教員、ポスυク、大学院生౳の研究者でワーク・ライフ・バランスに興ຯがある方をର৅に、
研究と日ৗ生活とのバランスのよい両立についてグルーϓメンλリングランチ会を行いました。

「院生同࢜のԣのつながりが΄しい！」という੠から発଍し
た院生交流会「ϛζキの会」。本学大学院生をର৅に、キャン
パス内ネットワークの஍൫࡞り、ࢹ野拡大やॆ࣮した研究生
活につな͛ることを目的として、ランチλイムを利用し交流
会を開催しました。交流会ではຖճテーマをઃけ、研究生活
の中での೰Έや将来についてなどを話し合いました。

։࠵日࣌ ʲ第1ճʳ2016年 11月 17日（໦）　12�10 ～ 12���　̡ 第 2ճʳ2016年 12月 21日（ਫ）　12�10 ～ 13�30

։࠵৔ॴ 	明治大学生田キャンパス

支援੍౓ʹͭいて

ԉ体制ɾ制౓ࢧཱ྆

活動報告

࿨ઘਤॻؗΪャラリーにて、本事業の周知と、本学および஍Ҭࣾ会における男女共同参画ਪ進を目的
として、男女共同参画にؔするਤॻのల示、本事業の঺հポスλーのల示、ロールモデル集౳の഑෍を
行いました。ซせてࢿྉө૾「女性๏૤քのಓを୓いた人々ʵ明治大学専໳部女子部の଍੻ー」の上ө
を࣮ࢪしました（情報ίϛϡχέーション学部ジェンμーηンλーڠ力）。また࿨ઘਤॻؗ内部の特ઃ本ί
ーφーでは、男女共同参画、ジェンμー、ワークŋライフŋバランス౳にؔするਤॻを特集し、ି出を࣮
。っていただきました࣋しました。ਤॻは本学のΈならͣ஍Ҭの方にもି出を行い、多くの方にؔ心をࢪ

平成 26 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研
究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」の採択をडけてઃஔされたਪ
進本部の̏年間の取組の成Ռが঺հされました。第１部では、研
究者のライフイベント（出࢈・育ࣇ・հޢ）と研究の両立を支援
する「サイエンス・サポーλー制度」について、利用者である̏
໊の研究者がそれͧれ報ࠂしました。ਪ進本部生田分ࣨ長を交え
たҙݟ交換会では、今後のӡ用にかかわる課題も共用されまし
た。第２部では、学長ѫࡰに࢝まり、来賓ѫࡰとしてؠ田ت美ࢬ
๏人ஂࡒ公ӹ）ࢯ 21 ੈ紀৬業ஂࡒ会長、内閣府男女共同参画会

ٞٞ員）よりಇき方改ֵやポジティϒアクションのॏ要性につい
てお話があり、またࠃ立研究開発๏人科学技術振興機構ϓログラ
ムओ؅の山ଜ康子ࢯより大学における女性研究者の現状と今後の
動向について঺հされました。さらに、ਪ進本部代表の⁋ଜΈよ
子๏科大学院教授が̏年目を迎えた本事業の成Ռを報ࠂしまし
た。続いて男女共同参画ਪ進ηンλー長の඿本຀子副学長（男女
共同参画・োがい者গ数者支援担当）による、「明治大学男女共
同参画ਪ進基本ܭ画」（12 月１日ࢪ行）の঺հなどがあり、シン
ポジウムは盛会のうちにऴྃしました。

 ૯ׅシンポジウムʮ-JGF 4IBSJOH ʙ共ʹલ΁ʙʯを開催しました

 ࿨ઘਤॻؗʹてا画లʮ໌࣏େֶの男女共同参画ʯを開催しました

 ϝンタϦンάランチ会を開催しました

Ӄੜ交流会ʮϛζキの会ʯൃ଍！

⁃女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部ઃஔ
ʕ駿河台キャンパスにਪ進本部ઃஔ、生田キャンパスに分ࣨઃஔ
⁃研究活動の支援をඞ要とする研究者に研究補助員を೿ݣする「サイエ
ンス・サポーλー制度」࣮ࢪ
⁃育ࣇと研究の両立を支援する「อ育費用補助制度」࣮ࢪ
⁃研究者のキャリアܗ成とライフイベントの両立౳にؔするメンλリン
グの機会を提ڙする「メンλー制度」࣮ࢪ

⁃ೕ༮ࣇを࣋つ女性教৬員、女子学生への両立支援の取組としてࡡೕス
ϖースを提ڙ
⁃育ࣇ・հޢ・キャリアアッϓ・ジェンμー౳にؔするਤॻをି出
⁃オムπ交換台とベビーチェアをશキャンパスに੔උ（ࣗओܦ費）

⁃研究者を目指す学生へ具体的なビジョンを描いてもらうために「ロー
ルモデル集」発行（vPl�1 ～ �）
⁃本事業の取組を学内に広く周知するために「χϡーζϨλー」発行
（vPl�1 ～ 3）
⁃ホームϖージ࡞成

⁃駿河台・生田・中野キャンパスで研究者（男女共に）、大学院生をର৅
としたランチ交流会を࣮ࢪ
⁃明治大学リバティアカデϛー2016年度य़ظオーϓン講࠲にて、「や
さしく学Ϳ『男女共同参画』」開催
⁃ਤॻؗにて本事業のポスλー、ਤॻల示
⁃ઍ代田区男女共同参画イベント「M*8ࡇり」へ参加

⁃男女共同参画および本事業にؔするҙࣝ調ࠪを3ܭճ࣮ࢪ

体制図

ʵ 	201�年 2月࣮ࢪ「男女共同参画および女性研究者支援にؔするアンέート調ࠪ」
ʵ2016年 1月࣮ࢪ「女性研究者研究活動支援事業のೝ知度および男女共同参画ਪ進にؔする調ࠪ」
ʵ 2016年 10月࣮ࢪ「男女共同参画および女性支援にؔするҙࣝ調ࠪ」

ҙࣝൃܒɾੈ࣍୅ҭ੒

ݙߩஙɾ஍ҬߏͷωοτϫʔΫऀڀݚ

੔උڥ؀

৘ใൃ৴

ҙࣝௐࠪ

Ճऀͷίϝϯτࢀ

●	参加者同࢜の交流が生まれていった
点が、一方௨行でなくてよかった

●	ଞ学部・研究科の方と話ができたこ
とは৽઱だった

Ճऀͷίϝϯτࢀ

●		「ීஈؔわりのないଞ研究ࣨの院
生と話すことで、ࢹ野が広がり、
研究にରするモチベーションが向
上しました！」

応募・問合せ先

内閣府では、毎年6月23日から29日までの1週間、

「男女共同参画週間」を実施しています。本学において
も男女共同参画推進のためのイベントを予定しており、

その一環として、明治大学における男女共同参画推進
のためのポスターデザイン案を募集いたします。
女性研究者研究活動支援事業推進本部の選考により優

秀賞を選出し、優秀作品のデザイン案を採用したポス

ターを製作し、男女共同参画週間での掲示およびその

後の広報活動・啓発活動へ幅広く活用いたします。

明治大学男女共同参画推進センター　女性研究者研究活動支援事業推進本部　ポスターデザイン案募集係宛
住　所 ： 〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台 1-1
メール ： danjo@meiji.ac.jp　※電子メールでの応募の際は、件名に「ポスターデザイン案応募」と明記ください。
ＴＥＬ ： 03-3296-4655　（平日 10：00～ 17：00　※土日祝日は休み）
ＵＲＬ ： http://muged.meiji.jp

ポスター
デザイン

募集の趣旨・概要

2016年3月4日（金） ～ 2016年5月9日（月）募集
期間

本学に所属する全学生・全教職員
※グループでの応募も可　※校友からの応募も歓迎

応募
資格

募集
期間期間
募集募集
期間
募集
期間
募集募集募集募集
期間期間
募集
期間
募集
期間
募集募集
期間期間期間
募集募集募集
期間
募集募集募集
期間期間
募集募集募集
期間期間期間
募集
期間
募集

大募集！！

優秀賞  １点 ・・・賞状および副賞5万円表彰

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

生田分ࣨ

「
保
育
費
用
補
助
制
度
」
を

 

ご
存
知
で
す
か

本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp
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ਪ進本部
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C O N T E N T S

　201� 年 11 月採択の本事業も、2016 年 �月から、ૣく

も࠷ऴ年度にೖります。これまで 1年 �か月の間に、男女共

同参画ਪ進ηンλーおよび女性研究者研究活動支援事業ਪ進

本部（駿河台・生田）開ઃ、サイエンス・サポーλー制度・

อ育費用補助制度（後ܝ 2、3ท）など、छ々の取組をして

きました。「できることはすべて࣮ࢪしたい」とҙ気ࠐΜでい

ますが、࣮ࡍには教員の任用などޮՌが出るのに時間がかか

る໰題も多く、理系女性研究者「採用」2��0ˋ（2017 年 3

月時点）という数ࣈもߴい目ඪです（2016年 2月現在、女性

専任教員ൺ཰はશ学で18�3ˋ、理系 3学部 ���ˋで、大学院

では女性θロの部ہもあります）。

　今後は֤部ہの具体的事情を考ྀしつつҙݟ交換を行い、

छ々のޡղを取りআいてίンηンサスをಘながら進まなけれ

ばなりませΜ。男女共同参画の取組も、ܾして女性を優۰す

るためのものではありませΜ。ྫえば学内อ育Ԃ౳の利用ࢿ

֨も男女を໰わないとすれば、࣮ࡍには、研究・教育・࿑ಇ

環ڥを改ળする両立支援ࡦのメリットは、むしΖ男性教৬員

のଆにあるといえます。男性教৬員をؚめ、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」とݴって

௖けるように、೪りڧく取組を続けてΏかなければなりませ

Μ。これからも一ؙとなってؤுりたいとࢥいますので、力

。いいたしますئ力をどうͧよΖしくおڠいご支援ごڧ

て͚޲ʹऴ೥౓࠷೥౓の活動報告ͱ事業ࠓ
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ� � � �
ਪਐຊ෦ʢ.6(&%ʣۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚ者ڀݚੑঁ

୅දɹ ଜɹΈΑࢠ
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も࠷ऴ年度にೖります。これまで 1年 �か月の間に、男女共

同参画ਪ進ηンλーおよび女性研究者研究活動支援事業ਪ進

本部（駿河台・生田）開ઃ、サイエンス・サポーλー制度・

อ育費用補助制度（後ܝ 2、3ท）など、छ々の取組をして

きました。「できることはすべて࣮ࢪしたい」とҙ気ࠐΜでい

ますが、࣮ࡍには教員の任用などޮՌが出るのに時間がかか

る໰題も多く、理系女性研究者「採用」2��0ˋ（2017 年 3

月時点）という数ࣈもߴい目ඪです（2016年 2月現在、女性

専任教員ൺ཰はશ学で18�3ˋ、理系 3学部 ���ˋで、大学院

では女性θロの部ہもあります）。

　今後は֤部ہの具体的事情を考ྀしつつҙݟ交換を行い、

छ々のޡղを取りআいてίンηンサスをಘながら進まなけれ

ばなりませΜ。男女共同参画の取組も、ܾして女性を優۰す

るためのものではありませΜ。ྫえば学内อ育Ԃ౳の利用ࢿ

֨も男女を໰わないとすれば、࣮ࡍには、研究・教育・࿑ಇ

環ڥを改ળする両立支援ࡦのメリットは、むしΖ男性教৬員

のଆにあるといえます。男性教৬員をؚめ、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」とݴって

௖けるように、೪りڧく取組を続けてΏかなければなりませ

Μ。これからも一ؙとなってؤுりたいとࢥいますので、力
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C O N T E N T S

　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一ൠܕ）」に採択され、同
ਪ進本部の代表にब任しまし
た。活気あ;れる明治大学の
男女共同参画ਪ進の取組Έを
さらに「前へ」進めるために、
ඍ力をਚくすॴଘです。これ
は、୯に女性研究者の数を૿
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・৬場
環ڥを࡞り上͛てΏく取組Έです。男女の教৬員・学生・ཹ学生
౳がݸ性を発شできる男女共同参画ࣾ会を࡞り上͛るために、両
立支援やएख研究者のエンパワーメント支援が、༗ޮな機会にな
ることをئっています。皆様のご参加、ごڠ力とご支援をどうͧ
よΖしくおئいいたします。

　本学は、ࡢ年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことをडけ、
「男女共同参画ਪ進ηンλー」、
「女性研究者研究活動支援事業
ਪ進本部」をઃஔいたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教৬員・学生らすべて
の構成員をର৅に男女共同参画
の一૚のਪ進に取り組Μでおり
ます。この間、皆様にはશ学ア
ンέートにごڠ力をいただき੣
にありがとうございました。و
ॏなごҙݟは今後の事業にॆ分൓өさせて参るॴଘです。
　この൒年の活動としまして、֤キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集౳を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の࣮情と要๬をฉくことがで
きました。また、今年度後൒には、ࡍࠃシンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行౳を予定しています。
　一方、本事業のओたる目ඪに理系学部における女性教員૿があり
ます。6月に理系̏学部長との࠙ஊ会を開催し、本学の࣮情にあった
方๏を໛ࡧしているとこΖです。この΄かにも、෇ଐ明治ߴ౳学ߍ・
中学ߍとの࿈ܞをਤりながら、将来の理系研究者の発۷を進めて参
ります。今後ともご理ղとごڠ力のఔ、ٓしくおئいகします。

χϡーζϨター૑ץʹ͋たΓ
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ

ηϯλʔ௕ɹ

௕ඌɹਐ

ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚ者ڀݚੑঁ

ਪਐຊ෦୅දɹ

ଜɹΈΑࢠ

ฏ੒̎̒ ೥౓จ෦ՊֶলՊֶٕज़ਓࡐҭ੒අิॿۀࣄ
ʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉۀࣄʢҰൠܕʣʯ

C o l o r  Yo u r  L i f e
ฏ੒̎̒ ೥౓จ෦ՊֶলՊֶٕज़ਓࡐҭ੒අิॿۀࣄฏ੒̎̒ ೥౓จ෦ՊֶলՊֶٕज़ਓࡐҭ੒අิॿۀࣄ

Yo u r L i f eL i f eL i f e

Vol.3

ըਪਐηϯλʔࢀಉڞେֶஉঁ࣏໌
ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

ʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉۀࣄʢҰൠܕʣʯ

ըਪਐηϯλʔࢀಉڞେֶஉঁ࣏໌
ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

ฏ੒̎̒ ೥౓จ෦ՊֶলՊֶٕज़ਓࡐҭ੒අิॿۀࣄ
ʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉۀࣄʢҰൠܕʣʯ

C o l o r  Yo u r  L i f e

Vol.2

ฏ੒̎̒ ೥౓จ෦ՊֶলՊֶٕज़ਓࡐҭ੒අิॿۀࣄฏ੒̎̒ ೥౓จ෦ՊֶলՊֶٕज़ਓࡐҭ੒අิॿۀࣄ

r L i f eL i f eL i f e

Vol.Vol.2

ըਪਐηϯλʔࢀಉڞେֶஉঁ࣏໌
ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

ʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉۀࣄʢҰൠܕʣʯ

ըਪਐηϯλʔࢀಉڞେֶஉঁ࣏໌
ਪਐຊ෦ۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

ൺ཰༺࠾৬ൺ཰ɾࡏऀڀݚੑঁ

 ओͳ活動಺༰

ओɹ࠵ 	 明治大学男女共同参画ਪ進ηンλー女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部

࠵ɹڞ 	 明治大学情報ίϛϡχέーション学部ジェンμーηンλー
	 明治大学๏科大学院ジェンμー๏ηンλー

։࠵日 	 2016 年 12月 8日（໦）
ʲ第1部 	r1��00 ～ 17�00　̡ 第 2部ʳ17�30 ～ 1��1�

։࠵৔ॴ 	 明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント
ʲ第1部 	r1 ֊	多目的ࣨ　̡ 第 2部ʳ1֊	グローバルホール

։࠵日࣌ 	 	2016 年 12月 13日（Ր）～2017年 1月 18日（ਫ）
։࠵৔ॴ 	࿨ઘਤॻؗΪャラリー・࿨ઘਤॻؗ内特ઃ本ίーφー

։࠵日࣌ 	 	2016 年 11月 2�日（Ր）13�00	～ 1��00
։࠵৔ॴ 	明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント２֊̐̌２１教ࣨ	（事前予໿制）

ཧܥ෼໺Λ͸͡Ίɺຊֶશ体ͰେֶӃͷঁֶࢠੜɾঁੑऀڀݚΛ૿΍͠ɺτοϓΫϥεͷऀڀݚΛཆ੒͢Δͱͱ΋ʹɺ
உঁڞಉࢀըΛҰ૚ਪਐ͢ΔͨΊɺঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉ体制Λߏங͠ɺಇ͖΍ֶ͘͢ͼ΍͍͢ڥ؀ͷ੔උΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

「生田キャンパスがある઒࡚ࢢ多ຎ区
の໦がϋφϛζキであること」や「Ֆݴ
༿がӬ続性であること」から会の໊前を
「ϛζキの会」と命໊しました。

ձͷ໊લͷ༝དྷ͸ʜ

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部の取組まとめ

「本学において男女共同参画をਪ進し、女性研究者・৬員を૿やすためにඞ要だとࢥわれるもの」

※2016年度の数஋は2016年�月1日時点、
そのଞの数஋は֘当年度3月31日時点のもの
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⁃男女共同参画をテーマにしたシンポジウムやηϛφー開催
	ɻ 	キックオフシンポジウム
	「前へ！明治大学の男女共同参画」
シンポジウムࡍࠃ	
	「学術分野の男女共同参画と多様性」
	総ׅシンポジウム
	「LiGe	SIaring	～共に前へ～」
ʵ	女性研究者の裾野拡大、男女共同参画についての理ղ
ଅ進	౳を目的とし、ランチョンηϛφー開催

⁃愛称「̢̪̜̙̚」とロゴを公募によりܾ定
⁃内閣府男女共同参画ि間にあわせܒ発ポスλー
を公募しશキャンパスでܝ示

啓発啓発

学校法人明治大学　理事長

学　長

女性研究者研究活動支援事業推進本部

10 学部・16研究科・専門職大学院

総務担当常勤理事
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付属明治高等学校・中学校
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法
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院
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明治大学男女共同参画推進センター
センター長・副センター長・センター運営委員

推進本部代表・生田分室長・推進本部員
コーディネーター・支援員・サイエンスサポーター（SS）

女性研究者研究活動支援事業の取組の一環として、先ഐ研究者への૬ஊ౳の機会を提ڙする「メ
ンλリングランチ会」を開催しました。ࡉ野はるΈ情報ίϛϡχέーション学部教授をメンλーと
し、教員、ポスυク、大学院生౳の研究者でワーク・ライフ・バランスに興ຯがある方をର৅に、
研究と日ৗ生活とのバランスのよい両立についてグルーϓメンλリングランチ会を行いました。

「院生同࢜のԣのつながりが΄しい！」という੠から発଍し
た院生交流会「ϛζキの会」。本学大学院生をର৅に、キャン
パス内ネットワークの஍൫࡞り、ࢹ野拡大やॆ࣮した研究生
活につな͛ることを目的として、ランチλイムを利用し交流
会を開催しました。交流会ではຖճテーマをઃけ、研究生活
の中での೰Έや将来についてなどを話し合いました。

։࠵日࣌ ʲ第1ճʳ2016年 11月 17日（໦）　12�10 ～ 12���　̡ 第 2ճʳ2016年 12月 21日（ਫ）　12�10 ～ 13�30

։࠵৔ॴ 	明治大学生田キャンパス

支援੍౓ʹͭいて

ԉ体制ɾ制౓ࢧཱ྆

活動報告

࿨ઘਤॻؗΪャラリーにて、本事業の周知と、本学および஍Ҭࣾ会における男女共同参画ਪ進を目的
として、男女共同参画にؔするਤॻのల示、本事業の঺հポスλーのల示、ロールモデル集౳の഑෍を
行いました。ซせてࢿྉө૾「女性๏૤քのಓを୓いた人々ʵ明治大学専໳部女子部の଍੻ー」の上ө
を࣮ࢪしました（情報ίϛϡχέーション学部ジェンμーηンλーڠ力）。また࿨ઘਤॻؗ内部の特ઃ本ί
ーφーでは、男女共同参画、ジェンμー、ワークŋライフŋバランス౳にؔするਤॻを特集し、ି出を࣮
。っていただきました࣋しました。ਤॻは本学のΈならͣ஍Ҭの方にもି出を行い、多くの方にؔ心をࢪ

平成 26 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研
究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」の採択をडけてઃஔされたਪ
進本部の̏年間の取組の成Ռが঺հされました。第１部では、研
究者のライフイベント（出࢈・育ࣇ・հޢ）と研究の両立を支援
する「サイエンス・サポーλー制度」について、利用者である̏
໊の研究者がそれͧれ報ࠂしました。ਪ進本部生田分ࣨ長を交え
たҙݟ交換会では、今後のӡ用にかかわる課題も共用されまし
た。第２部では、学長ѫࡰに࢝まり、来賓ѫࡰとしてؠ田ت美ࢬ
๏人ஂࡒ公ӹ）ࢯ 21 ੈ紀৬業ஂࡒ会長、内閣府男女共同参画会

ٞٞ員）よりಇき方改ֵやポジティϒアクションのॏ要性につい
てお話があり、またࠃ立研究開発๏人科学技術振興機構ϓログラ
ムओ؅の山ଜ康子ࢯより大学における女性研究者の現状と今後の
動向について঺հされました。さらに、ਪ進本部代表の⁋ଜΈよ
子๏科大学院教授が̏年目を迎えた本事業の成Ռを報ࠂしまし
た。続いて男女共同参画ਪ進ηンλー長の඿本຀子副学長（男女
共同参画・োがい者গ数者支援担当）による、「明治大学男女共
同参画ਪ進基本ܭ画」（12 月１日ࢪ行）の঺հなどがあり、シン
ポジウムは盛会のうちにऴྃしました。

 ૯ׅシンポジウムʮ-JGF 4IBSJOH ʙ共ʹલ΁ʙʯを開催しました

 ࿨ઘਤॻؗʹてا画లʮ໌࣏େֶの男女共同参画ʯを開催しました

 ϝンタϦンάランチ会を開催しました

Ӄੜ交流会ʮϛζキの会ʯൃ଍！

⁃女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部ઃஔ
ʕ駿河台キャンパスにਪ進本部ઃஔ、生田キャンパスに分ࣨઃஔ
⁃研究活動の支援をඞ要とする研究者に研究補助員を೿ݣする「サイエ
ンス・サポーλー制度」࣮ࢪ
⁃育ࣇと研究の両立を支援する「อ育費用補助制度」࣮ࢪ
⁃研究者のキャリアܗ成とライフイベントの両立౳にؔするメンλリン
グの機会を提ڙする「メンλー制度」࣮ࢪ

⁃ೕ༮ࣇを࣋つ女性教৬員、女子学生への両立支援の取組としてࡡೕス
ϖースを提ڙ
⁃育ࣇ・հޢ・キャリアアッϓ・ジェンμー౳にؔするਤॻをି出
⁃オムπ交換台とベビーチェアをશキャンパスに੔උ（ࣗओܦ費）

⁃研究者を目指す学生へ具体的なビジョンを描いてもらうために「ロー
ルモデル集」発行（vPl�1 ～ �）
⁃本事業の取組を学内に広く周知するために「χϡーζϨλー」発行
（vPl�1 ～ 3）
⁃ホームϖージ࡞成

⁃駿河台・生田・中野キャンパスで研究者（男女共に）、大学院生をର৅
としたランチ交流会を࣮ࢪ
⁃明治大学リバティアカデϛー2016年度य़ظオーϓン講࠲にて、「や
さしく学Ϳ『男女共同参画』」開催
⁃ਤॻؗにて本事業のポスλー、ਤॻల示
⁃ઍ代田区男女共同参画イベント「M*8ࡇり」へ参加

⁃男女共同参画および本事業にؔするҙࣝ調ࠪを3ܭճ࣮ࢪ

体制図

ʵ 	201�年 2月࣮ࢪ「男女共同参画および女性研究者支援にؔするアンέート調ࠪ」
ʵ2016年 1月࣮ࢪ「女性研究者研究活動支援事業のೝ知度および男女共同参画ਪ進にؔする調ࠪ」
ʵ 2016年 10月࣮ࢪ「男女共同参画および女性支援にؔするҙࣝ調ࠪ」

ҙࣝൃܒɾੈ࣍୅ҭ੒

ݙߩஙɾ஍ҬߏͷωοτϫʔΫऀڀݚ

੔උڥ؀

৘ใൃ৴

ҙࣝௐࠪ

Ճऀͷίϝϯτࢀ

●	参加者同࢜の交流が生まれていった
点が、一方௨行でなくてよかった

●	ଞ学部・研究科の方と話ができたこ
とは৽઱だった

Ճऀͷίϝϯτࢀ

●		「ීஈؔわりのないଞ研究ࣨの院
生と話すことで、ࢹ野が広がり、
研究にରするモチベーションが向
上しました！」

応募・問合せ先

内閣府では、毎年6月23日から29日までの1週間、

「男女共同参画週間」を実施しています。本学において
も男女共同参画推進のためのイベントを予定しており、

その一環として、明治大学における男女共同参画推進
のためのポスターデザイン案を募集いたします。
女性研究者研究活動支援事業推進本部の選考により優

秀賞を選出し、優秀作品のデザイン案を採用したポス

ターを製作し、男女共同参画週間での掲示およびその

後の広報活動・啓発活動へ幅広く活用いたします。

明治大学男女共同参画推進センター　女性研究者研究活動支援事業推進本部　ポスターデザイン案募集係宛
住　所 ： 〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台 1-1
メール ： danjo@meiji.ac.jp　※電子メールでの応募の際は、件名に「ポスターデザイン案応募」と明記ください。
ＴＥＬ ： 03-3296-4655　（平日 10：00～ 17：00　※土日祝日は休み）
ＵＲＬ ： http://muged.meiji.jp

ポスター
デザイン

募集の趣旨・概要

2016年3月4日（金） ～ 2016年5月9日（月）募集
期間

本学に所属する全学生・全教職員
※グループでの応募も可　※校友からの応募も歓迎

応募
資格

募集
期間期間
募集募集
期間
募集
期間
募集募集募集募集
期間期間
募集
期間
募集
期間
募集募集
期間期間期間
募集募集募集
期間
募集募集募集
期間期間
募集募集募集
期間期間期間
募集
期間
募集

大募集！！

優秀賞  １点 ・・・賞状および副賞5万円表彰

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

生田分ࣨ

「
保
育
費
用
補
助
制
度
」
を

 

ご
存
知
で
す
か

本学は、平成２６年度文部科学省科学技術人材

育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されました。本事業の一環とし

て、本学の研究者の育児と研究の両立を支援す

ることを目的とし、夜間保育、休日保育、病児・病

後児保育、学童保育の利用料金の一部を補助い

たします。 

明治大学男女共同参画推進センター  女性研究者研究活動支援事業推進本部
《駿河台キャンパス》 アカデミーコモン7階 Tel : 03－3296－4655
《生 田キャンパス》 中央校舎2階 Tel : 044－934－7603 
E-mail : danjo@meiji.ac.jp
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ਪ進本部
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C O N T E N T S

　201� 年 11 月採択の本事業も、2016 年 �月から、ૣく

も࠷ऴ年度にೖります。これまで 1年 �か月の間に、男女共

同参画ਪ進ηンλーおよび女性研究者研究活動支援事業ਪ進

本部（駿河台・生田）開ઃ、サイエンス・サポーλー制度・

อ育費用補助制度（後ܝ 2、3ท）など、छ々の取組をして

きました。「できることはすべて࣮ࢪしたい」とҙ気ࠐΜでい

ますが、࣮ࡍには教員の任用などޮՌが出るのに時間がかか

る໰題も多く、理系女性研究者「採用」2��0ˋ（2017 年 3

月時点）という数ࣈもߴい目ඪです（2016年 2月現在、女性

専任教員ൺ཰はશ学で18�3ˋ、理系 3学部 ���ˋで、大学院

では女性θロの部ہもあります）。

　今後は֤部ہの具体的事情を考ྀしつつҙݟ交換を行い、

छ々のޡղを取りআいてίンηンサスをಘながら進まなけれ

ばなりませΜ。男女共同参画の取組も、ܾして女性を優۰す

るためのものではありませΜ。ྫえば学内อ育Ԃ౳の利用ࢿ

֨も男女を໰わないとすれば、࣮ࡍには、研究・教育・࿑ಇ

環ڥを改ળする両立支援ࡦのメリットは、むしΖ男性教৬員

のଆにあるといえます。男性教৬員をؚめ、すべての明治大

学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」とݴって

௖けるように、೪りڧく取組を続けてΏかなければなりませ

Μ。これからも一ؙとなってؤுりたいとࢥいますので、力

。いいたしますئ力をどうͧよΖしくおڠいご支援ごڧ

て͚޲ʹऴ೥౓࠷೥౓の活動報告ͱ事業ࠓ
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ� � � �
ਪਐຊ෦ʢ.6(&%ʣۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚ者ڀݚੑঁ
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C O N T E N T S

　平成26年度文部科学省「女
性研究者研究活動支援事業
（一ൠܕ）」に採択され、同
ਪ進本部の代表にब任しまし
た。活気あ;れる明治大学の
男女共同参画ਪ進の取組Έを
さらに「前へ」進めるために、
ඍ力をਚくすॴଘです。これ
は、୯に女性研究者の数を૿
やすことを目的とする事業で
はなく、すべての構成員にと
ってワーク・ライフ・バラン
スのとれた教育・研究・৬場
環ڥを࡞り上͛てΏく取組Έです。男女の教৬員・学生・ཹ学生
౳がݸ性を発شできる男女共同参画ࣾ会を࡞り上͛るために、両
立支援やएख研究者のエンパワーメント支援が、༗ޮな機会にな
ることをئっています。皆様のご参加、ごڠ力とご支援をどうͧ
よΖしくおئいいたします。

　本学は、ࡢ年10月に文部科
学省「女性研究者研究活動支援
事業」に採択されたことをडけ、
「男女共同参画ਪ進ηンλー」、
「女性研究者研究活動支援事業
ਪ進本部」をઃஔいたしました。
女性研究者の研究活動支援はも
とより、教৬員・学生らすべて
の構成員をର৅に男女共同参画
の一૚のਪ進に取り組Μでおり
ます。この間、皆様にはશ学ア
ンέートにごڠ力をいただき੣
にありがとうございました。و
ॏなごҙݟは今後の事業にॆ分൓өさせて参るॴଘです。
　この൒年の活動としまして、֤キャンパスでのランチ会開催、ロ
ールモデル取材、事業支援本部のロゴと愛称の募集౳を進めてきま
した。特にランチ会では、女性研究者の࣮情と要๬をฉくことがで
きました。また、今年度後൒には、ࡍࠃシンポジウムの開催と、ロ
ールモデル集の発行౳を予定しています。
　一方、本事業のओたる目ඪに理系学部における女性教員૿があり
ます。6月に理系̏学部長との࠙ஊ会を開催し、本学の࣮情にあった
方๏を໛ࡧしているとこΖです。この΄かにも、෇ଐ明治ߴ౳学ߍ・
中学ߍとの࿈ܞをਤりながら、将来の理系研究者の発۷を進めて参
ります。今後ともご理ղとごڠ力のఔ、ٓしくおئいகします。
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 ओͳ活動಺༰

ओɹ࠵ 	 明治大学男女共同参画ਪ進ηンλー女性研究者研究活動支援事業ਪ進本部

࠵ɹڞ 	 明治大学情報ίϛϡχέーション学部ジェンμーηンλー
	 明治大学๏科大学院ジェンμー๏ηンλー

։࠵日 	 2016 年 12月 8日（໦）
ʲ第1部 	r1��00 ～ 17�00　̡ 第 2部ʳ17�30 ～ 1��1�

։࠵৔ॴ 	 明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント
ʲ第1部 	r1 ֊	多目的ࣨ　̡ 第 2部ʳ1֊	グローバルホール

։࠵日࣌ 	 	2016 年 12月 13日（Ր）～2017年 1月 18日（ਫ）
։࠵৔ॴ 	࿨ઘਤॻؗΪャラリー・࿨ઘਤॻؗ内特ઃ本ίーφー

։࠵日࣌ 	 	2016 年 11月 2�日（Ր）13�00	～ 1��00
։࠵৔ॴ 	明治大学駿河台キャンパス　グローバルフロント２֊̐̌２１教ࣨ	（事前予໿制）

ཧܥ෼໺Λ͸͡Ίɺຊֶશ体ͰେֶӃͷঁֶࢠੜɾঁੑऀڀݚΛ૿΍͠ɺτοϓΫϥεͷऀڀݚΛཆ੒͢Δͱͱ΋ʹɺ
உঁڞಉࢀըΛҰ૚ਪਐ͢ΔͨΊɺঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉ体制Λߏங͠ɺಇ͖΍ֶ͘͢ͼ΍͍͢ڥ؀ͷ੔උΛ͍ߦ·ͨ͠ɻ

「生田キャンパスがある઒࡚ࢢ多ຎ区
の໦がϋφϛζキであること」や「Ֆݴ
༿がӬ続性であること」から会の໊前を
「ϛζキの会」と命໊しました。

ձͷ໊લͷ༝དྷ͸ʜ

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部の取組まとめ

「本学において男女共同参画をਪ進し、女性研究者・৬員を૿やすためにඞ要だとࢥわれるもの」

※2016年度の数஋は2016年�月1日時点、
そのଞの数஋は֘当年度3月31日時点のもの

உঁڞಉࢀը͓Αͼঁੑࢧԉʹؔ͢Δҙࣝௐࠪ݁ՌҰ෦ൈਮ

໨ඪ஋ ����೥౓ ����೥౓ ����೥౓

ऀڀݚੑঁ
৬ൺ཰ࡏ ����� ����� ����� ����ˋ

ཧऀڀݚੑঁܥ
৬ൺ཰ࡏ ����� ���� ���� �����

໨ඪ஋ ����೥౓ ����೥౓ ����೥౓

ऀڀݚੑঁ
ൺ཰༺࠾ ����ˋ ����ˋ ����ˋ ����ˋ

ཧऀڀݚੑঁܥ
ൺ཰༺࠾ ����ˋ ����ˋ ���ˋ ����ˋ

4Vol.

ฏ੒ ��೥౓จ部科学ল科学ٕज़ਓࡐҭ੒අิॿ事ۀ
�ʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈ支援事ۀ（Ұൠܕ）ʯ

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部ʮ.6(&%ʯ

ϥ Π ϑ γ Σ Ξ Ϧ ϯ ά ڞ ʹ લ ΁

����೥�݄��೔ൃߦ

ϥ Π ϑ γ Σ Ξ Ϧ ϯ ά ڞ ʹ લ ΁

��ਪਐ本෦୅දѫࡰʕʕ本事業の取組
ͱ今後の՝୊について�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1

�ʮ໌࣏େֶஉঁڞಉࢀըਪਐ
ఆ͠·͠た�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜࡦըʯΛܭ本ج 1

�活動報告�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 2

⾣�૯ׅγンϙδ΢Ϝ
ʮ-JGF�4IBSJOH�ʙڞにલ΁ʙʯΛ։͠࠵·͠た�

⾣�࿨ઘਤॻؗにてاըల
ʮ໌࣏େֶのஉঁڞಉࢀըʯΛ։͠࠵·͠た
⾣�ϝンタϦンάϥンνձΛ։͠࠵·͠た
⾣�ӃੜަྲྀձʮϛズΩのձʯൃ଍ʂ
��໌ 活動ڀݚऀڀݚେֶঁੑ࣏
支援事業ਪਐ本෦の取組·ͱΊ�ʜʜʜʜʜ 3

C O N T E N T S
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明治大学は、૑立Ҏ来、「ݖ利ࣗ由」・「ಠ立ࣗ治」をݐ学のਫ਼ਆとすることで、これまで多様な人材

を育成し、文化の発లと人ྨの෱ࢱにݙߩしてきました。また、女性のࣾ会進出を支えるためのߴ౳

教育のಓを୓き、その結Ռ、日本ॳの女性หࡋ、࢜ޢ൑ٴ׭びߴ౳ࡋ൑ॴ長׭をഐ出する౳、男女共

同参画をૣくから体現しています。

男女共同参画ࣾ会基本๏では、男女がޓいにその人ݖをଚॏしつつ੹任も分かち合い、性ผにؔわ

りなくそのݸ性とೳ力を十分に発شすることができる男女共同参画ࣾ会の࣮現を࠷ॏ要課題としてҐ

ஔ෇けています。また、女性活躍ਪ進๏では、女性が৬業生活において、そのر๬に応͡て十分にೳ

力を発شし、活躍できる環ڥの੔උを目的としています。

本学は、これらݐ学のਫ਼ਆ、๏ྩ、نߍ౳に基ͮき、「明治大学男女共同参画ਪ進基本ܭ画」をࡦ定

いたしました。この基本ܭ画は2016年度から 201�年度まで࣮ࢪされ、次の基本方਑のԼ、具体的

な行動ܭ画をࡦ定しております。

推進本部୅දѫࡰʕʕ本事業のऔ૊ͱޙࠓの՝୊ʹͭいて

ʮ໌࣏େֶ男女共同参画推進ج本ܭ画ʯをࡦ定しました
⁞ �男女共同参画Λଅ進͢ΔͨΊͷڭҭɾ研究

ମ੍ͷߏங

 ϫーΫɾラΠϑɾόランスͷੵۃతͳ推進

⁠ҙࣝվֵͱཧղͷଅ進

୅ͷ女性研究者ҭ੒ੈ࣍⁡

⁢ҙܾࢥఆա程ʹ͓͚Δ女性Ϧーμーͷཆ੒

⁣஍Ҭࣾ会౳ͱͷ࿈ܞ

Խ΁ͷରԠࡍࠃ⁤

உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔঁੑڀݚ者׆ڀݚಈࢧԉۀࣄਪਐຊ෦୅ද
உঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ෭ηϯλʔ௕

ଜɹΈΑࢠ
平成２̒年度「女性研究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」に採択された後、

事業ظ間がॠく間にす͗、ૣくも࠷ऴஈ֊を迎えることとなりました。

໿2年൒の間、女性研究者のൺ཰向上だけではなく、本学のશ学的な男女共

同参画をਪ進し、ワーク・ライフ・バランスの取れた教育・研究・৬場環ڥを

。り上͛ることを目指して、多様な取組をしてきました࡞

皆様のご理ղとごਚ力のおか͛で、男女共同参画ਪ進ηンλー、女性研究者

研究活動支援事業ਪ進本部と生田分ࣨの開ઃ౳の環ڥ੔උ、両立支援制度の࣮

など、男女共同参画ਪ進の基൫を構ஙすることができました。とくに、両立ࢪ

支援制度では、研究補助者の೿ݣがඞ要な研究者へ研究補助者を೿ݣするサ

イエンス・サポーλー制度の構ங、පࣇ・ප後ࣇや໷間อ育をؚめたอ育費用

補助制度、研究者のメンλー制度など、多くの成Ռをಘることができました。

さらにキックオフシンポジウム（201�年 3月8日）、学術分野の男女共同

参画にؔするࡍࠃシンポジウム（同年11月7ʵ8日）、総ׅシンポジウム（2016

年12月8日）を開催したことによって、それͧれ学内外の多くの機ؔや研究

者とネットワークを࡞ることができたとࢥいます。総ׅシンポジウムでは本事

業の成Ռ報ࠂに加え、2016年12月に৽たにࡦ定された「明治大学男女共同

参画ਪ進基本ܭ画」を発表することができ、これまでの取組の成Ռを示すこと

ができました。

これからも、男女共同参画を一૚進めて、男性教৬員をؚめ、すべての明治

大学の構成員に「男女共同参画っていいものですね」とݴっていただけるよう

に、成Ռが࣮ײできるまで、೪りڧく取組を続けていかなければなりませΜ。

今後も男女共同参画ਪ進からμイバーシティの֬立に発లさせつつ、一ؙと

なって進Μでいきたいとࢥいます。

これまでおੈ話になりましたすべての方々に心よりのおྱをਃし上͛るとと

もに、これからの取組についても、ごڠ力とご支援をたまわれますよう、Ҿき

続きどうͧよΖしくおئいਃし上͛ます。
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ฏ੒２̒ 年度จ෦Պ学লՊ学ٕ術ਓࡐ育੒費補助事業

	「女性研究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」

˙日時ɿ201�年̏月̔日（日）13ɿ00～16ɿ30
˙場ॴɿ明治大学　駿河台キャンパスグローバルフロント1֊

・開会ѫࡰ　　　　෱ݡ　ٶ一　 	 明治大学長
・来賓ѫࡰ　　　　森　　ま さ こ　前内閣府特命担当大臣（গ子化ରࡦ・男女共同参画）
・来賓ѫࡰ　　　　渡辺　美代子　科学技術振興機構（JST）執行役・μイバーシティਪ進ࣨ長

・事業説明
	長　ඌ	 進	 明治大学副学長、ࡍࠃ日本学部教授、学長ࣨ専໳員長、男女共同参画ਪ進ηンλー長
	中ྛ		ਅ理子	 明治大学商学部教授（学長ࣨ専໳員）
・パネルディスカッション
	ίーディネーλー	 ⁋ଜ　Έよ子	 明治大学๏科大学院教授
	パネリスト
	大隅	 典子	 東北大学大学院ҩ学系研究科教授
	野　はるΈࡉ	 明治大学情報ίϛϡχέーション学部教授、同学部ジェンμーηンλー長
	҆᤽	 ৳治	 明治大学੓治ࡁܦ学部教授、明治大学෇ଐ明治ߴ౳学ߍ・中学ߍߍ長
	深澤	 倫子	 明治大学理工学部応用化学科准教授
	出࡚	 ೳৎ	 明治大学農学部助教
・総	 ׅ	 長ඌ	 進
・ด会ѫࡰ	 দ本	 ོӫ	 総຿担当ৗۈ理事

・基調講演ᶃ	…	大隅	 典子	 東北大学大学院ҩ学系研究科教授
	 「学術における男女共同参画ʕ 東北大学の事ྫをもとに」
・基調講演ᶄ	…	成澤	 廣修	 文京区長
	 「男性からΈた男女共同参画のあり方」

ΩοΫΦϑγϯϙδ΢Ϝۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

άϩʔόϧϗʔϧ（千代田区神田駿河台２-１）

「前へ!
　明治大学の男女共同参画」

༧໿ෆ要
・
ແྉ

तڭ明治大学೶学෦　ࢠ会ʜ඿ຊ຀࢘

主催	 明治大学男女共同参画推進センター（女性研究者研究活動支援事業推進ຊ෦）
共催	 学௕ ・ࣨ৘ใίミュニケーション学෦ジΣンμーセンター・๏Պ大学ӃジΣンμー๏センター

ʕܜٳ��　̏̌ ෼�ʕ
ୈ̎෦

ୈ̍෦

౰೔ϓϩάϥϜ

౰೔保育（ແྉ）
委ୗ事業者

ポϐンズ	会ࣾࣜג

(２) シンポジウム

ア．女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウム
「前へ！  明治大学の男女共同参画」

※肩書きはシンポジウム当時のものである
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ฏ੒２̒ 年度จ෦Պ学লՊ学ٕ術ਓࡐ育੒費補助事業

	「女性研究者研究活動支援事業（一ൠܕ）」

˙日時ɿ201�年̏月̔日（日）13ɿ00～16ɿ30
˙場ॴɿ明治大学　駿河台キャンパスグローバルフロント1֊

・開会ѫࡰ　　　　෱ݡ　ٶ一　 	 明治大学長
・来賓ѫࡰ　　　　森　　ま さ こ　前内閣府特命担当大臣（গ子化ରࡦ・男女共同参画）
・来賓ѫࡰ　　　　渡辺　美代子　科学技術振興機構（JST）執行役・μイバーシティਪ進ࣨ長

・事業説明
	長　ඌ	 進	 明治大学副学長、ࡍࠃ日本学部教授、学長ࣨ専໳員長、男女共同参画ਪ進ηンλー長
	中ྛ		ਅ理子	 明治大学商学部教授（学長ࣨ専໳員）
・パネルディスカッション
	ίーディネーλー	 ⁋ଜ　Έよ子	 明治大学๏科大学院教授
	パネリスト
	大隅	 典子	 東北大学大学院ҩ学系研究科教授
	野　はるΈࡉ	 明治大学情報ίϛϡχέーション学部教授、同学部ジェンμーηンλー長
	҆᤽	 ৳治	 明治大学੓治ࡁܦ学部教授、明治大学෇ଐ明治ߴ౳学ߍ・中学ߍߍ長
	深澤	 倫子	 明治大学理工学部応用化学科准教授
	出࡚	 ೳৎ	 明治大学農学部助教
・総	 ׅ	 長ඌ	 進
・ด会ѫࡰ	 দ本	 ོӫ	 総຿担当ৗۈ理事

・基調講演ᶃ	…	大隅	 典子	 東北大学大学院ҩ学系研究科教授
	 「学術における男女共同参画ʕ 東北大学の事ྫをもとに」
・基調講演ᶄ	…	成澤	 廣修	 文京区長
	 「男性からΈた男女共同参画のあり方」

ΩοΫΦϑγϯϙδ΢Ϝۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

άϩʔόϧϗʔϧ（千代田区神田駿河台２-１）

「前へ!
　明治大学の男女共同参画」

༧໿ෆ要
・
ແྉ

तڭ明治大学೶学෦　ࢠ会ʜ඿ຊ຀࢘

主催	 明治大学男女共同参画推進センター（女性研究者研究活動支援事業推進ຊ෦）
共催	 学௕ ・ࣨ৘ใίミュニケーション学෦ジΣンμーセンター・๏Պ大学ӃジΣンμー๏センター

ʕܜٳ��　̏̌ ෼�ʕ
ୈ̎෦

ୈ̍෦

౰೔ϓϩάϥϜ

౰೔保育（ແྉ）
委ୗ事業者

ポϐンズ	会ࣾࣜג

(２) シンポジウム

ア．女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウム
「前へ！  明治大学の男女共同参画」

※肩書きはシンポジウム当時のものである
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森　　まさこ
参㆟㝔㆟ဨ࣭ᘚㆤኈ。๓ෆ㛶ᗓ≉࿨ᢸᙜ大⮧(ᑡᏊ໬࣭男女共同参画ᢸᙜ�。

渡辺　美代子
᪥本学術఍㆟➨୕部఍ဨ、(⊂�科学技術᣺⯆ᶵᵓ(㹈㹑㹒�ᇳ⾜ᙺ࣭ࣂ࢖ࢲー࢕ࢸࢩ推進ᐊ㛗。

大隅　典子
ᮾ໭大学⥲㛗≉ู補బ(男女共同参画ᢸᙜ�、ᮾ໭大学大学㝔་学⣔研究科ᩍᤵ。

᪥本学術఍㆟➨஧部఍ဨ、≉ᐃ㠀Ⴀ฼活動ἲ人᪥本ศᏊ⏕≀学఍⌮事㛗をṔ௵。

成澤　廣修
文ி༊㛗。文ி༊㆟఍㆟㛗、≉ู༊㆟఍㆟㛗఍఍㛗、明治大学≉ูᣍ⪸ᩍᤵをṔ௵。

長尾　　進
明治大学๪学㛗࣭ᅜ㝿᪥本ㄒ学部ᩍᤵ。㌟య㐠動文໬学఍⌮事、᪥本Ṋ㐨学఍⌮事。

明治大学ᅜ㝿᪥本学部ᅜ㝿᪥本学科㛗、学㛗ᐊᑓ㛛ဨ㛗をṔ௵。

中林　真理子
明治大学ၟ学部ᩍᤵ、学㛗ᐊᑓ㛛ဨ。᪥本ಖ㝤学఍⌮事、

$VLD�3DFL㸚�5LVN�DQG�,QVXUDQFH�$VVRFLDWLRQ(㸿㹎㹐㹇㸿�6HFUHWDU\。

明治大学ၟ学部༞、同大学㝔༤ኈᚋᮇㄢ⛬ಟ஢。༤ኈ(ၟ学�。

辻村　みよ子
明治大学ἲົ研究科(ἲ科大学㝔�ᩍᤵ࣭࢙ࢪンࢲーἲセンター㛗、ෆ㛶ᗓ男女共同参画఍㆟ဨ。

᪥本学術఍㆟➨一部఍ဨ࣭同男女共同参画ศ科఍ጤဨ㛗、࢙ࢪンࢲーἲ学఍⌮事㛗をṔ௵。ἲ学༤ኈ。

細野　はるみ
明治大学᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᩍᤵ࣭同学部࢙ࢪンࢲーセンター㛗、同学部๓学部㛗。

ᅾ௵୰に᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部࢙ࢪンࢲーセンターを㛤設。

安藏　伸治
明治大学ᨻ治⤒῭学部ᩍᤵ。明治大学௜ᒓ明治㧗➼学ᰯ࣭明治୰学ᰯᰯ㛗。

3K�'��ෆ㛶ᗓ᪂た࡞ᑡᏊ໬♫఍ᑐ⟇大⥘⟇ᐃのための᳨ウ఍ጤဨ。᪥本人ཱྀ学఍⌮事࣭๓఍㛗。

深澤　倫子
明治大学⌮ᕤ学部෸ᩍᤵ。໭ᾏ㐨大学ᕤ学部༞業、同大学㝔ᕤ学研究科ಟ஢。༤ኈ(ᕤ学�。

出崎　能丈
明治大学㎰学部助ᩍ。明治大学㎰学部༞業、㎰学研究科༤ኈᚋᮇㄢ⛬ಟ஢、

。�ン大学᳜≀ศᏊ⏕≀学センター(㹘㹋㹀㹎�にて�年㛫໅ົ。༤ኈ(㎰学ࢤンࣅーࣗࢳࢶ࢖ࢻとしてࢡࢻࢫ࣏

浜本　牧子
明治大学㎰学部ᩍᤵ。๓๪学⏕部㛗。
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ᮾ໭大学⥲㛗≉ู補బ(男女共同参画ᢸᙜ�、ᮾ໭大学大学㝔་学⣔研究科ᩍᤵ。

᪥本学術఍㆟➨஧部఍ဨ、≉ᐃ㠀Ⴀ฼活動ἲ人᪥本ศᏊ⏕≀学఍⌮事㛗をṔ௵。

成澤　廣修
文ி༊㛗。文ி༊㆟఍㆟㛗、≉ู༊㆟఍㆟㛗఍఍㛗、明治大学≉ูᣍ⪸ᩍᤵをṔ௵。

長尾　　進
明治大学๪学㛗࣭ᅜ㝿᪥本ㄒ学部ᩍᤵ。㌟య㐠動文໬学఍⌮事、᪥本Ṋ㐨学఍⌮事。

明治大学ᅜ㝿᪥本学部ᅜ㝿᪥本学科㛗、学㛗ᐊᑓ㛛ဨ㛗をṔ௵。

中林　真理子
明治大学ၟ学部ᩍᤵ、学㛗ᐊᑓ㛛ဨ。᪥本ಖ㝤学఍⌮事、

$VLD�3DFL㸚�5LVN�DQG�,QVXUDQFH�$VVRFLDWLRQ(㸿㹎㹐㹇㸿�6HFUHWDU\。

明治大学ၟ学部༞、同大学㝔༤ኈᚋᮇㄢ⛬ಟ஢。༤ኈ(ၟ学�。

辻村　みよ子
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明治大学㎰学部助ᩍ。明治大学㎰学部༞業、㎰学研究科༤ኈᚋᮇㄢ⛬ಟ஢、

。�ン大学᳜≀ศᏊ⏕≀学センター(㹘㹋㹀㹎�にて�年㛫໅ົ。༤ኈ(㎰学ࢤンࣅーࣗࢳࢶ࢖ࢻとしてࢡࢻࢫ࣏

浜本　牧子
明治大学㎰学部ᩍᤵ。๓๪学⏕部㛗。
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開会挨拶

⚟ᐑ㈼一学㛗ࡾࡼ、௨ୗのࡼうにᣵᣜがあࡗた。

「本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏が事業のࣇ࢜ࢡࢵ࢟を㣭るに┦ᛂしࡃ「ᅜ㝿女性ࢹー」に㛤ദさࢀたことは、௒ᚋの

本学の女性研究者研究活動支援事業のᒎ㛤にとࡗて大ኚព⩏῝࠸ものとཷけṆめて࠸る。女性のຊを࡝

のࡼうに⤒῭Ⓨᒎࡸ♫఍ⓗⓎᒎにࡆ࡞ࡘて࠿ࡃ࠸、௒、෌ࡧ⏘ᐁ学がྲྀࡾ組ࡃ࡞ࡲては࡞ら࠸࡞≧ἣにあ

ても、大学ෆの男女共同参画のᇶ┙ᩚഛを進めてきた。௒ᅇの࠸࠾本学にࡘるṔྐをも࠼���年を㉸、ࡾ

事業採択は、ࡾࡼ✚ᴟⓗ࡞女性研究者の支援యไのᵓ⠏に㈨ࡍるの࡞ࡳらࡎ、本学の௒ࡲでのྲྀ組をࡾࡼ

㧗度に推進ࡍるⅬに࠸࠾て、大きࡃ㈉⊩ࡍると☜ಙして࠸る。ࡲた、����年度採択の「ࢫーࣃーࣟࢢーࣂ

ࣝ大学๰成支援」ࡸ、����年�᭶࠿ら⏕ᾭ学⩦の一⎔として㛤ㅮした࣑ࣜࢹ࢝࢔࢕ࢸࣂーのᒚಟド明ࣟࣉ

、ࢀࡲ⏕஌ຠᯝが┦࡞大きࡾࡼと同ᮇをᅗることで「࣒ࣛࢢࣟࣉ࢔ࣜࣕ࢟ࢺー࣐ࢫ女性のための」࣒ࣛࢢ

本学のከᵝ性にさら࡞るཌࡳをもたらࡍことを☜ಙしてࡾ࠾、本事業を㏻ࡌてୡ⏺のᮍ᮶に㈉⊩ࡍる女性

研究者がከᩘ㍮ฟさࢀることを㢪う」と㏙࡭た。

来賓挨拶

᳃ࡲさこ๓ෆ㛶ᗓ≉࿨ᢸᙜ大⮧(ᑡᏊ໬ᑐ⟇࣭男女共同参画ᢸᙜ�は「男女

共学の⚾学では඲ᅜにඛ㥑けてのྲྀ組࡞ので、大き࡞ᮇᚅをᐤࡏて࠸る。

明治大学࠿ら女性ึのࣀーࣝ࣋㈹ཷ㈹者が㍮ฟさࢀるためにも、女性研究

者の支援活動に大き࡞ᛂ援をした࠸」と㏙࡭らࢀた。

来賓挨拶

Ώ㎶⨾௦Ꮚ科学技術᣺⯆ᶵ 㸦ɔ㹈㹑㹒）ᇳ⾜ᙺ࣭ࣂ࢖ࢲー࢕ࢸࢩ推進ᐊ㛗は「明治大学にはこの事業を

ඛ進ⓗにࣜーࢻして進めて࠸たࡔきた࠸。女性が活㌍ࡍることにࡗࡼて、女性も男性も♫఍඲యがⰋࡗ࡞ࡃ

たと࠸うᐇឤがᚓらࢀるࡼうྲྀ࡞組をⓙでできると࠸うのが㠀ᖖに㔜せである」と㏙࡭らࢀた。

᪥本人ࡃは、ᅜ㐃でാ┠ࡘ�としてࢺン࢖࣏のࡘ�る࠼⪄ら࠿のほⅬࡑ

のうࡕ���が女性であると࠸うࢹータが≀ㄒࡗて࠸るࡼうに女性の活㌍が

ᅜ㝿໬、ࣟࢢーࣝࣂ໬のㄢ㢟ゎỴに࡞ࡘがると࠸うこと。ࡘ�┠は、ࢁ࠸

ࢇ組ࡾうᙺ๭で、明治大学がඛ進ⓗにྲྀ࠸とࡃ࠸で࠸࡞ࡘୡ⏺を࡞ࢁ࠸

で࠸る文⌮⼥ྜࡸ学ၥのୡ⏺とᨻ治のୡ⏺のࡼうに、␗࡞るୡ⏺が࠿࠸

に࡞ࡘがࡗて࠿ࡃ࠸と࠸うことに女性が参画ࡍることで、ၥ㢟がゎỴさ

ての男女共同参ࡗは、男性にと┠ࡘ�。うこと࠸と࠿࠸࡞のではࡃ࠸てࢀ

日時：2015年3月8日(日)13：00～16：30
場所：明治大学　㥴Ἑྎࣕ࢟ンࣟࢢࢫࣃーࣟࣇࣝࣂンࢺ�㝵ࣟࢢー࣍ࣝࣂーࣝ

対象：学部⏕࣭大学㝔⏕࣭研究者࣭ᩍ⫋ဨ࣭男女共同参画に⯆࿡のある᪉

参加者： ��ྡ

主催：明治大学男女共同参画推進センター(女性研究者研究活動支援事業推進本部�

共催：学㛗ᐊ࣭᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部࢙ࢪンࢲーセンター࣭ἲ科大学㝔࢙ࢪンࢲーἲセンター

渡辺美代子科学技術振興機構（JST）執行役・
ダイバーシティ推進室長

森まさこ前内閣府特命担当大臣
(少子化対策・男女共同参画)
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開会挨拶

⚟ᐑ㈼一学㛗ࡾࡼ、௨ୗのࡼうにᣵᣜがあࡗた。

「本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏が事業のࣇ࢜ࢡࢵ࢟を㣭るに┦ᛂしࡃ「ᅜ㝿女性ࢹー」に㛤ദさࢀたことは、௒ᚋの

本学の女性研究者研究活動支援事業のᒎ㛤にとࡗて大ኚព⩏῝࠸ものとཷけṆめて࠸る。女性のຊを࡝

のࡼうに⤒῭Ⓨᒎࡸ♫఍ⓗⓎᒎにࡆ࡞ࡘて࠿ࡃ࠸、௒、෌ࡧ⏘ᐁ学がྲྀࡾ組ࡃ࡞ࡲては࡞ら࠸࡞≧ἣにあ

ても、大学ෆの男女共同参画のᇶ┙ᩚഛを進めてきた。௒ᅇの࠸࠾本学にࡘるṔྐをも࠼���年を㉸、ࡾ

事業採択は、ࡾࡼ✚ᴟⓗ࡞女性研究者の支援యไのᵓ⠏に㈨ࡍるの࡞ࡳらࡎ、本学の௒ࡲでのྲྀ組をࡾࡼ

㧗度に推進ࡍるⅬに࠸࠾て、大きࡃ㈉⊩ࡍると☜ಙして࠸る。ࡲた、����年度採択の「ࢫーࣃーࣟࢢーࣂ

ࣝ大学๰成支援」ࡸ、����年�᭶࠿ら⏕ᾭ学⩦の一⎔として㛤ㅮした࣑ࣜࢹ࢝࢔࢕ࢸࣂーのᒚಟド明ࣟࣉ

、ࢀࡲ⏕஌ຠᯝが┦࡞大きࡾࡼと同ᮇをᅗることで「࣒ࣛࢢࣟࣉ࢔ࣜࣕ࢟ࢺー࣐ࢫ女性のための」࣒ࣛࢢ

本学のከᵝ性にさら࡞るཌࡳをもたらࡍことを☜ಙしてࡾ࠾、本事業を㏻ࡌてୡ⏺のᮍ᮶に㈉⊩ࡍる女性

研究者がከᩘ㍮ฟさࢀることを㢪う」と㏙࡭た。

来賓挨拶

᳃ࡲさこ๓ෆ㛶ᗓ≉࿨ᢸᙜ大⮧(ᑡᏊ໬ᑐ⟇࣭男女共同参画ᢸᙜ�は「男女

共学の⚾学では඲ᅜにඛ㥑けてのྲྀ組࡞ので、大き࡞ᮇᚅをᐤࡏて࠸る。

明治大学࠿ら女性ึのࣀーࣝ࣋㈹ཷ㈹者が㍮ฟさࢀるためにも、女性研究

者の支援活動に大き࡞ᛂ援をした࠸」と㏙࡭らࢀた。

来賓挨拶

Ώ㎶⨾௦Ꮚ科学技術᣺⯆ᶵ 㸦ɔ㹈㹑㹒）ᇳ⾜ᙺ࣭ࣂ࢖ࢲー࢕ࢸࢩ推進ᐊ㛗は「明治大学にはこの事業を

ඛ進ⓗにࣜーࢻして進めて࠸たࡔきた࠸。女性が活㌍ࡍることにࡗࡼて、女性も男性も♫఍඲యがⰋࡗ࡞ࡃ

たと࠸うᐇឤがᚓらࢀるࡼうྲྀ࡞組をⓙでできると࠸うのが㠀ᖖに㔜せである」と㏙࡭らࢀた。

᪥本人ࡃは、ᅜ㐃でാ┠ࡘ�としてࢺン࢖࣏のࡘ�る࠼⪄ら࠿のほⅬࡑ

のうࡕ���が女性であると࠸うࢹータが≀ㄒࡗて࠸るࡼうに女性の活㌍が

ᅜ㝿໬、ࣟࢢーࣝࣂ໬のㄢ㢟ゎỴに࡞ࡘがると࠸うこと。ࡘ�┠は、ࢁ࠸

ࢇ組ࡾうᙺ๭で、明治大学がඛ進ⓗにྲྀ࠸とࡃ࠸で࠸࡞ࡘୡ⏺を࡞ࢁ࠸

で࠸る文⌮⼥ྜࡸ学ၥのୡ⏺とᨻ治のୡ⏺のࡼうに、␗࡞るୡ⏺が࠿࠸

に࡞ࡘがࡗて࠿ࡃ࠸と࠸うことに女性が参画ࡍることで、ၥ㢟がゎỴさ

ての男女共同参ࡗは、男性にと┠ࡘ�。うこと࠸と࠿࠸࡞のではࡃ࠸てࢀ

日時：2015年3月8日(日)13：00～16：30
場所：明治大学　㥴Ἑྎࣕ࢟ンࣟࢢࢫࣃーࣟࣇࣝࣂンࢺ�㝵ࣟࢢー࣍ࣝࣂーࣝ

対象：学部⏕࣭大学㝔⏕࣭研究者࣭ᩍ⫋ဨ࣭男女共同参画に⯆࿡のある᪉

参加者： ��ྡ

主催：明治大学男女共同参画推進センター(女性研究者研究活動支援事業推進本部�

共催：学㛗ᐊ࣭᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部࢙ࢪンࢲーセンター࣭ἲ科大学㝔࢙ࢪンࢲーἲセンター

渡辺美代子科学技術振興機構（JST）執行役・
ダイバーシティ推進室長

森まさこ前内閣府特命担当大臣
(少子化対策・男女共同参画)
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画。௒の男Ꮚ୰㧗⏕が男女共学の୰でᩍ育をཷけてしࡲうと、ࣜ ーࢲーࣉࢵࢩを女性にྲྀらࢀてし࠸ࡲ、こ

のࡲࡲでは��～��年ᚋには、男性ẚ⋡ྥୖ、男性ࣜーࢲーをసࡗて࡞࠿࠸け࠸ࡤࢀけ࠸࡞と࠸うㄢ㢟に⛣ࡗ

てࡃ࠸と⪃࠼らࢀる。男女共に♫఍をసࡗてࡃ࠸ことが⌮᝿࡞ので、男女共同参画は女性ࡔけのၥ㢟では࡞

しࢻのព࿡でも、明治大学でのྲྀ組が᪥本の♫఍をࣜーࡑ、ࡾᚲせがあࡃ࠸て࠼⪄男性も一⥴にࢁしࡴ、ࡃ

てࡼࡃ࠸うにࡗ࡞てࡃ࠸ことをᮇᚅして࠸ると㏙࡭らࢀた。

基調講演①

大㝮඾Ꮚᮾ໭大学⥲㛗≉ู補బ(男女共同参画ᢸᙜ�、ᮾ໭大学大学㝔་学⣔研究科ᩍᤵࡾࡼ「学術に࠾

ける男女共同参画̾ᮾ໭大学の事౛をもとに」をࢸー࣐に、ᮾ໭大学のṔྐ、男女共同参画のあࡳࡺに࠸ࡘ

てゐ࡞ࢀがら、ᮾ໭大学の事業ᩚഛに࠸ࡘてࡈ⤂௓࠸た࠸ࡔた。ᴫせは、௨ୗのとࡾ࠾である。

女性研究者の育成には、୧❧支援、女性ࣜーࢲー育成、ḟୡ௦の育成が

㔜せであ࠿࡞、ࡾでもḟୡ௦の育成は㠀ᖖに㔜せである。᪥本では、ࢃ࠸

のせࡑ、ࡾ࠾てࢀるㅖእᅜとẚ㍑して、女性研究者の活㌍が㠀ᖖに㝈らࡺ

ᅉとして、ࣟ ーࣝࣔࣝࢹがᑡ࠸࡞とࡗ࠸たことがᚲࡎあࡆらࢀて࠸る。ᮾ

໭大学では、ᮾ໭大学࢚࢖ࢧン࢚࣭ࢫン࢙ࣝࢪไ度をస࢚࢖ࢧ、ࡾン࣭ࢫ

࠸࠾た女Ꮚ大学㝔⏕が女Ꮚ㧗ᰯ⏕にᑐして、⌮⣔進学にࡗ࡞と࢙ࣝࢪン࢚

て㌟㏆ࣟ࡞ーࣝࣔࣝࢹとࡾ࡞活㌍して࠸る。大学ධ学๓の㧗ᰯ⏕ࡑࡸの

ಖㆤ者、୰学㧗ᰯのᩍဨのព㆑をኚ࠼るព࿡で㠀ᖖに大事࡞ാきをして࠾

た⤖ᯝ、����年には/ʼ25�$/�81(6&2の女性科学者ࢀこの活㌍がㄆめら、ࡾ

の᪥本ዡບ㈹もཷ㈹した。

඲学ⓗには、����年の���࿘年記ᛕࢩン࣒࢘ࢪ࣏に࠸࠾て௒ᚋ��年、���年をぢᤣ࠼たᙧで�㡯┠

の⾜動ᣦ㔪をⓎ⾲した。この⾜動ᣦ㔪のࡘ�┠として、研究者の支援యไをᜏஂⓗ࡞ᙧでᩚഛࡍる

ためにᥖࡆたのが、男女共同参画推進センターの❧ࡆୖࡕである。センターのឡ⛠は㹒㹓㹋㹓㹅㹓

(7RKRNX�8QLYHUVLW\��0RYHPHQW��8QLWHG��*HQGHU�とし、男女共同参画をᢸᙜࡍる⌮事が⫋㈐としてセンター㛗をᢸう

ࣝーࣝとࡗ࡞て࠸る。女性ᩍᤵのࣛ࣎ン࢔࢕ࢸで、࣓ ンターไ度もᩚഛし、⑓ᚋඣಖ育のᫍのᏊࣝー

らの᮶ᰯ者と学࠿ターもⓎ⾜し、センターがㅖእᅜࣞࢬーࣗࢽ。たࡗ࡞うにもࡼるࢀは඲学にゎᨺさ࣒

⏕が஺ὶࡍるሙとࡗ࡞て࠸るのはあࡾがた࠸ことである。し࠿し、こࢀで⤊ࡾࢃでは࠸࡞。௒ᚋも♫఍

ることが、男女共同参画を進◚ࡕるព㆑のቨをᡴࡍるᙺ๭ศᢸにᑐࡼ女性も性ูに、ࡃ࡞けでࡔ男性ࡸ

めるう࠼で㠀ᖖに㔜せであると㏙࡭らࢀた。

基調講演②

成⃝ᘅಟ文ி༊㛗ࡾࡼ「男性࠿らࡳた男女共同参画のあࡾ᪉」をࢸー࣐に、文ி༊のྲྀ組、ࡈ⮬㌟の育ඣఇ業

ྲྀᚓ⤒㦂、Ꮚ࡝もが置きཤࡾに࡞ら࠸࡞ാき᪉に࠸ࡘてࡈㅮ₇࠸た࠸ࡔた。ᴫせは、௨ୗのとࡾ࠾である。

てࡗうことが、大学、⮬治యにと࠸と࠿ࡃ࠸でࢇ組ࡾうྲྀ࡝男女のᙺ๭ศᢸព㆑に࠸᪥本♫఍に᰿ᙉ、ࡎࡲ

᭱大のࢸー࣐である。ၥ㢟の１ࡘ┠は、ാき᪉のぢ┤しを࡝うࡍる࠿、である。Ꮚ育てᮇ㛫୰のᐙ事育ඣ᫬㛫

の࢔࢙ࢩに࠸ࡘてᐙ᪘の୰でࢫ࢝タࡍࢬ࢖࣐るᚲせがあるが、男性♫఍の㛗᫬㛫ປാ、ṧ業を๓ᥦにした

ら࡞る男女共同参画ࡍうとࡼࡏらࡸ௒の男性のാき᪉を女性に。࠸࡞け࠸を女性にᙜてはめては࣒ࢸࢫࢩ

大隅典子東北大学総長特別補佐
(男女共同参画担当)、東北大学大学院

医学系研究科教授
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画。௒の男Ꮚ୰㧗⏕が男女共学の୰でᩍ育をཷけてしࡲうと、ࣜ ーࢲーࣉࢵࢩを女性にྲྀらࢀてし࠸ࡲ、こ

のࡲࡲでは��～��年ᚋには、男性ẚ⋡ྥୖ、男性ࣜーࢲーをసࡗて࡞࠿࠸け࠸ࡤࢀけ࠸࡞と࠸うㄢ㢟に⛣ࡗ

てࡃ࠸と⪃࠼らࢀる。男女共に♫఍をసࡗてࡃ࠸ことが⌮᝿࡞ので、男女共同参画は女性ࡔけのၥ㢟では࡞

しࢻのព࿡でも、明治大学でのྲྀ組が᪥本の♫఍をࣜーࡑ、ࡾᚲせがあࡃ࠸て࠼⪄男性も一⥴にࢁしࡴ、ࡃ

てࡼࡃ࠸うにࡗ࡞てࡃ࠸ことをᮇᚅして࠸ると㏙࡭らࢀた。

基調講演①

大㝮඾Ꮚᮾ໭大学⥲㛗≉ู補బ(男女共同参画ᢸᙜ�、ᮾ໭大学大学㝔་学⣔研究科ᩍᤵࡾࡼ「学術に࠾

ける男女共同参画̾ᮾ໭大学の事౛をもとに」をࢸー࣐に、ᮾ໭大学のṔྐ、男女共同参画のあࡳࡺに࠸ࡘ

てゐ࡞ࢀがら、ᮾ໭大学の事業ᩚഛに࠸ࡘてࡈ⤂௓࠸た࠸ࡔた。ᴫせは、௨ୗのとࡾ࠾である。

女性研究者の育成には、୧❧支援、女性ࣜーࢲー育成、ḟୡ௦の育成が

㔜せであ࠿࡞、ࡾでもḟୡ௦の育成は㠀ᖖに㔜せである。᪥本では、ࢃ࠸

のせࡑ、ࡾ࠾てࢀるㅖእᅜとẚ㍑して、女性研究者の活㌍が㠀ᖖに㝈らࡺ

ᅉとして、ࣟ ーࣝࣔࣝࢹがᑡ࠸࡞とࡗ࠸たことがᚲࡎあࡆらࢀて࠸る。ᮾ

໭大学では、ᮾ໭大学࢚࢖ࢧン࢚࣭ࢫン࢙ࣝࢪไ度をస࢚࢖ࢧ、ࡾン࣭ࢫ

࠸࠾た女Ꮚ大学㝔⏕が女Ꮚ㧗ᰯ⏕にᑐして、⌮⣔進学にࡗ࡞と࢙ࣝࢪン࢚

て㌟㏆ࣟ࡞ーࣝࣔࣝࢹとࡾ࡞活㌍して࠸る。大学ධ学๓の㧗ᰯ⏕ࡑࡸの

ಖㆤ者、୰学㧗ᰯのᩍဨのព㆑をኚ࠼るព࿡で㠀ᖖに大事࡞ാきをして࠾

た⤖ᯝ、����年には/ʼ25�$/�81(6&2の女性科学者ࢀこの活㌍がㄆめら、ࡾ

の᪥本ዡບ㈹もཷ㈹した。

඲学ⓗには、����年の���࿘年記ᛕࢩン࣒࢘ࢪ࣏に࠸࠾て௒ᚋ��年、���年をぢᤣ࠼たᙧで�㡯┠

の⾜動ᣦ㔪をⓎ⾲した。この⾜動ᣦ㔪のࡘ�┠として、研究者の支援యไをᜏஂⓗ࡞ᙧでᩚഛࡍる

ためにᥖࡆたのが、男女共同参画推進センターの❧ࡆୖࡕである。センターのឡ⛠は㹒㹓㹋㹓㹅㹓

(7RKRNX�8QLYHUVLW\��0RYHPHQW��8QLWHG��*HQGHU�とし、男女共同参画をᢸᙜࡍる⌮事が⫋㈐としてセンター㛗をᢸう

ࣝーࣝとࡗ࡞て࠸る。女性ᩍᤵのࣛ࣎ン࢔࢕ࢸで、࣓ ンターไ度もᩚഛし、⑓ᚋඣಖ育のᫍのᏊࣝー

らの᮶ᰯ者と学࠿ターもⓎ⾜し、センターがㅖእᅜࣞࢬーࣗࢽ。たࡗ࡞うにもࡼるࢀは඲学にゎᨺさ࣒

⏕が஺ὶࡍるሙとࡗ࡞て࠸るのはあࡾがた࠸ことである。し࠿し、こࢀで⤊ࡾࢃでは࠸࡞。௒ᚋも♫఍

ることが、男女共同参画を進◚ࡕるព㆑のቨをᡴࡍるᙺ๭ศᢸにᑐࡼ女性も性ูに、ࡃ࡞けでࡔ男性ࡸ

めるう࠼で㠀ᖖに㔜せであると㏙࡭らࢀた。

基調講演②

成⃝ᘅಟ文ி༊㛗ࡾࡼ「男性࠿らࡳた男女共同参画のあࡾ᪉」をࢸー࣐に、文ி༊のྲྀ組、ࡈ⮬㌟の育ඣఇ業

ྲྀᚓ⤒㦂、Ꮚ࡝もが置きཤࡾに࡞ら࠸࡞ാき᪉に࠸ࡘてࡈㅮ₇࠸た࠸ࡔた。ᴫせは、௨ୗのとࡾ࠾である。

てࡗうことが、大学、⮬治యにと࠸と࠿ࡃ࠸でࢇ組ࡾうྲྀ࡝男女のᙺ๭ศᢸព㆑に࠸᪥本♫఍に᰿ᙉ、ࡎࡲ

᭱大のࢸー࣐である。ၥ㢟の１ࡘ┠は、ാき᪉のぢ┤しを࡝うࡍる࠿、である。Ꮚ育てᮇ㛫୰のᐙ事育ඣ᫬㛫

の࢔࢙ࢩに࠸ࡘてᐙ᪘の୰でࢫ࢝タࡍࢬ࢖࣐るᚲせがあるが、男性♫఍の㛗᫬㛫ປാ、ṧ業を๓ᥦにした

ら࡞る男女共同参画ࡍうとࡼࡏらࡸ௒の男性のാき᪉を女性に。࠸࡞け࠸を女性にᙜてはめては࣒ࢸࢫࢩ

大隅典子東北大学総長特別補佐
(男女共同参画担当)、東北大学大学院

医学系研究科教授
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῭⤒るものとしてࡆる。男性の育ఇྲྀᚓをጉ࠼⪄と࠸࠸᪉が࠸࡞らࡸ、ࡤ

ⓗࣟࡑ、ࢫࣟ࢔ࣜࣕ࢟、ࢫして同൉に㏞ᝨを࠿けるのでは࠿࠸࡞と࠸うᚰの

ቨ、のࡘ�がある。文ி༊では、育ඣఇ業➼ྲྀᚓ推進ᐇ᪋せ㡯をసࡾ、ᚰのቨ

をྲྀࡾ㝖ྲྀࡃ組をして࠸る。

ၥ㢟のࡘ�┠として、Ꮚ育て支援とᏊ࡝も支援は㐪うと࠸うことであ

る。育ඣと௙事の୧❧支援ࡸ、ண㜵᥋✀↓ᩱ➼の⤒῭ⓗ㈇ᢸの㍍ῶ➼のᏊ

育て支援は、࡭ࡍてぶ支援、ಖㆤ者支援であࡾ、Ꮚ࡝もࡑのものにᑐࡍる支

援では࠸࡞。Ꮚ࡝もࡑのものにᑐࡍる支援は、男女ともに㛗᫬㛫ປാを๓

ᥦにした研究支援が進ࢇでも、Ꮚ࡝もが置きཤࡾに࡞る༴㝤性があるࡔけ࡞ので、ാき᪉のぢ┤しをᢤき

にした女性の♫఍進ฟは࡭ࡍきで࠸࡞と⪃࠼る。௒年度、༊ᙺᡤのᗇ⯋、文ி༊ࢡࢵࣅࢩセンターに、ᅜ㐃

の男女平➼と女性の࢚ン࣡ࣃー࣓ンࢺにᑐࡍるᶵ㛵である㹓㹌 㹕㹭㹫㹣㹬の᪥本事ົᡤができるため、女性ᩍ育

Ⓨ⚈のᆅである文ி༊は、この㹓㹌 㹕㹭㹫㹣㹬を活⏝しᘬき⥆きᵝ࡞ࠎことにྲྀࡾ組ࢇで࠸きた࠸。明治大学

とも、男女共同参画推進センターを㍈㊊にして、༠ຊ㛵ಀを⠏࠸て࠸きた࠸と㏙࡭らࢀた。

事業概要説明

㛗ᑿ進明治大学๪学㛗࣭男女共同参画推進センター㛗、୰ᯘ┿⌮Ꮚၟ学部ᩍᤵࡾࡼ、本学事業のᴫせㄝ

明があࡗた。

パネルディスカッション

ࠗ明治大学の男女共同参画を「๓࡬」進めるためにఱを࡭ࡍき࠿、ఱがฟ᮶る࠿㸽࠘をࢸー࣐に、男女共同

参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部௦⾲の㎷ᮧࡼࡳᏊἲ科大学㝔ᩍᤵをࢥーࢿ࢕ࢹー

ターとして、大㝮඾Ꮚᮾ໭大学ᩍᤵ、⣽㔝はるࡳ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᩍᤵ、Ᏻ⸝ఙ治ᨻ治⤒῭学部

ᩍᤵ(明治大学௜ᒓ明治㧗➼学ᰯ࣭明治୰学ᰯᰯ㛗�、̔̀ ⃝

೔Ꮚ⌮ᕤ学部෸ᩍᤵ、ฟ㷂⬟୔㎰学部助ᩍが参ຍしてのࣃ

࢕ࢹーࢥ、めにࡌた。はࢀࢃ⾜ンがࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹࣝࢿ

て⣽㔝ᩍᤵ࠸⥆、ࡾᣵᣜがあࡾࡼーターである㎷ᮧᩍᤵࢿ

明治大学はṔྐୖ、௚大学にඛ㥑けて男女共同参画、ࡾࡼ

にྲྀࡾ組ࢇできたと࠸う女Ꮚᩍ育のṔྐがあるがあࡾࡲ▱

らࢀて࠾らࡎ、ᡃ た。明治࠸けて࠿を㠀ᖖにẼにࢀࡑはࠎ

大学では、᫛࿴�年にᑓ㛛部女Ꮚ部を㛤ᰯし、女性ἲ᭪⏺の

㐨をᣅ࠸た人ࠎのṔྐがある。この女Ꮚ部のఏ⤫をࡦࡐᚋ

ୡにఏ࠼て࠸きた࠸と࠸うことで、࢙ࢪンࢲーセンターを

����年にࢫターࢺさࡏたと㏙࡭た。

ḟに、Ᏻ⸝ᩍᤵは、ᑓ㛛の人ཱྀ学のほⅬ࠿ら、ᅜのᑡᏊ໬

♫఍ᑐ⟇大⥘に࠸ࡘてゐࢀ、ᑡᏊ໬に㛵ࡍる௒ࡲでの大⥘

はᏊ育てと育ඣᑐ⟇が࣓࢖ンであࡗたが、௒ᅇはᮍ፧໬が

ᑡᏊ໬の᭱大の↔Ⅼとࡗ࡞て࠸る。㠀፧のཎᅉは཰ධにあ

成澤廣修文京区長

パネルディスカッション1

パネルディスカッション2
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῭⤒るものとしてࡆる。男性の育ఇྲྀᚓをጉ࠼⪄と࠸࠸᪉が࠸࡞らࡸ、ࡤ

ⓗࣟࡑ、ࢫࣟ࢔ࣜࣕ࢟、ࢫして同൉に㏞ᝨを࠿けるのでは࠿࠸࡞と࠸うᚰの

ቨ、のࡘ�がある。文ி༊では、育ඣఇ業➼ྲྀᚓ推進ᐇ᪋せ㡯をసࡾ、ᚰのቨ

をྲྀࡾ㝖ྲྀࡃ組をして࠸る。

ၥ㢟のࡘ�┠として、Ꮚ育て支援とᏊ࡝も支援は㐪うと࠸うことであ

る。育ඣと௙事の୧❧支援ࡸ、ண㜵᥋✀↓ᩱ➼の⤒῭ⓗ㈇ᢸの㍍ῶ➼のᏊ

育て支援は、࡭ࡍてぶ支援、ಖㆤ者支援であࡾ、Ꮚ࡝もࡑのものにᑐࡍる支

援では࠸࡞。Ꮚ࡝もࡑのものにᑐࡍる支援は、男女ともに㛗᫬㛫ປാを๓

ᥦにした研究支援が進ࢇでも、Ꮚ࡝もが置きཤࡾに࡞る༴㝤性があるࡔけ࡞ので、ാき᪉のぢ┤しをᢤき

にした女性の♫఍進ฟは࡭ࡍきで࠸࡞と⪃࠼る。௒年度、༊ᙺᡤのᗇ⯋、文ி༊ࢡࢵࣅࢩセンターに、ᅜ㐃

の男女平➼と女性の࢚ン࣡ࣃー࣓ンࢺにᑐࡍるᶵ㛵である㹓㹌 㹕㹭㹫㹣㹬の᪥本事ົᡤができるため、女性ᩍ育

Ⓨ⚈のᆅである文ி༊は、この㹓㹌 㹕㹭㹫㹣㹬を活⏝しᘬき⥆きᵝ࡞ࠎことにྲྀࡾ組ࢇで࠸きた࠸。明治大学

とも、男女共同参画推進センターを㍈㊊にして、༠ຊ㛵ಀを⠏࠸て࠸きた࠸と㏙࡭らࢀた。

事業概要説明

㛗ᑿ進明治大学๪学㛗࣭男女共同参画推進センター㛗、୰ᯘ┿⌮Ꮚၟ学部ᩍᤵࡾࡼ、本学事業のᴫせㄝ

明があࡗた。

パネルディスカッション

ࠗ明治大学の男女共同参画を「๓࡬」進めるためにఱを࡭ࡍき࠿、ఱがฟ᮶る࠿㸽࠘をࢸー࣐に、男女共同

参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部௦⾲の㎷ᮧࡼࡳᏊἲ科大学㝔ᩍᤵをࢥーࢿ࢕ࢹー

ターとして、大㝮඾Ꮚᮾ໭大学ᩍᤵ、⣽㔝はるࡳ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᩍᤵ、Ᏻ⸝ఙ治ᨻ治⤒῭学部

ᩍᤵ(明治大学௜ᒓ明治㧗➼学ᰯ࣭明治୰学ᰯᰯ㛗�、̔̀ ⃝

೔Ꮚ⌮ᕤ学部෸ᩍᤵ、ฟ㷂⬟୔㎰学部助ᩍが参ຍしてのࣃ

࢕ࢹーࢥ、めにࡌた。はࢀࢃ⾜ンがࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹࣝࢿ

て⣽㔝ᩍᤵ࠸⥆、ࡾᣵᣜがあࡾࡼーターである㎷ᮧᩍᤵࢿ

明治大学はṔྐୖ、௚大学にඛ㥑けて男女共同参画、ࡾࡼ

にྲྀࡾ組ࢇできたと࠸う女Ꮚᩍ育のṔྐがあるがあࡾࡲ▱

らࢀて࠾らࡎ、ᡃ た。明治࠸けて࠿を㠀ᖖにẼにࢀࡑはࠎ

大学では、᫛࿴�年にᑓ㛛部女Ꮚ部を㛤ᰯし、女性ἲ᭪⏺の

㐨をᣅ࠸た人ࠎのṔྐがある。この女Ꮚ部のఏ⤫をࡦࡐᚋ

ୡにఏ࠼て࠸きた࠸と࠸うことで、࢙ࢪンࢲーセンターを

����年にࢫターࢺさࡏたと㏙࡭た。

ḟに、Ᏻ⸝ᩍᤵは、ᑓ㛛の人ཱྀ学のほⅬ࠿ら、ᅜのᑡᏊ໬

♫఍ᑐ⟇大⥘に࠸ࡘてゐࢀ、ᑡᏊ໬に㛵ࡍる௒ࡲでの大⥘

はᏊ育てと育ඣᑐ⟇が࣓࢖ンであࡗたが、௒ᅇはᮍ፧໬が

ᑡᏊ໬の᭱大の↔Ⅼとࡗ࡞て࠸る。㠀፧のཎᅉは཰ධにあ

成澤廣修文京区長

パネルディスカッション1

パネルディスカッション2
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ると⪃࠼らࢀるため、共ാきኵ፬でᏊ࡝もを支援できる♫఍にస࠼࠿ࡾ、女性の研究者が活㌍ࡍる⎔ቃのࡳ

た、୰学ࡲ。࠸࡞ら࡞ࡤࢀけ࡞࠿࠸て࠼らの᪥本♫఍をኚ࠿ࢀての女性のᑵ業⥅⥆に㛵してこ࡭ࡍ、ࡎら࡞

⏕あた࠿ࡾらព㆑をኚ࠼てࣛ࢖ࢨࢹࣇ࢖ンのᩍ育をして࠸けࡤ、女性研究者支援にも࡞ࡘがる。⮬㌟がᰯ㛗

を໅める明治㧗➼学ᰯ࣭୰学ᰯでは、大学┤⣔௜ᒓᰯ࡞らではのཷ㦂ຮᙉにᅃ࠸࡞ࢀࢃ学ᰯᩍ育の୰で、大

ኚඃ⚽࡞女Ꮚ学⏕が㍮ฟさࢀてࡾ࠾、௒ᅇ本学が採択さࢀた事業が㌶㐨に஌ࢀࡎ࠸、ࡤࢀ明治୰学࣭㧗ᰯを

༞業した女Ꮚ⏕ᚐが、このࢩン࣒࢘ࢪ࣏のࢩンࢺࢫࢪ࣏に࡞るのでは࠿࠸࡞とᮇᚅをࡏࡼて࠸ると㏙࡭た。

̀̔、て࠸⥆ ⃝෸ᩍᤵࡾࡼ、ᑓ㛛ศ㔝と育ඣに࠸ࡘて⮬ᕫ⤂௓があࡾ、ࣛ ୰の研究支援をཷࢺン࣋࢖ࣇ࢖

ける女性研究者の❧ሙとしてពぢ஺᥮をした࠸と㏙࡭た。ฟ㷂助ᩍ࠿らは、ⱝᡭ研究者の୙Ᏻᐃ࡞㞠⏝の

⌧≧と、⮬㌟がࢶ࢖ࢻに�年㛫⁫ᅾした⤒㦂࠿ら、ࢶ࢖ࢻに࠾ける研究者のከᵝ࡞ാき᪉、࣡ ーࣜ࢔࢙ࢩࢡ

ンࢢの⌧≧と᪥本のᑐᛂの㐜ࢀに࠸ࡘて㏙࡭た。

大㝮ᮾ໭大学ᩍᤵは、ᙜึの男女共同参画は女性支援のഃ㠃が㠀ᖖにᙉࡗ࠿たが、⌧ᅾⱝᡭ男性研究者

のኌを྾ࡆୖ࠸ると、女性のാき᪉ࡔけのၥ㢟では඲ࡃ࡞ࡃ、男女をྵめたၥ㢟であることがぢ࠼てきて

。た࡭ると㏙࠸

ら、ᑵ⫋、⤖፧、ฟ࠿のᑓ㛛ศ㔝のどⅬࢀࡒࢀࡑ、て࠸ࡘにࢫンࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡのᚋ、研究者の࣡ーࡑ

⏘、育ඣのၥ㢟Ⅼに࠸ࡘて⮬㌟のయ㦂を㋃࡞࠼ࡲがらពぢを஺᥮し、㎷ᮧࡼࡳᏊᩍᤵは、᪥本は㹋Ꮠ型ປ

ാの㹋がゎᾘさ࠸࡞ࢀඛ進ᅜ᭱ᚋのᅜである。性ูᙺ๭ศᢸព㆑が௚ᅜにẚ࡭ᙉࡑ、ࡃの⫼ᬒには⤒῭୙

ἣ➼、ᵝ࡞ࠎせᅉがあるが、男女の⌮᝿ീがᅜ㝿ⓗにࡳるとඛ進ᅜとはゝ࠸࡞࠼と㏙࡭た。

㉁␲ᛂ⟅では、ࢺࢫࣜࢿࣃのᐙᗞでは、⌮⣔進学ࡸ研究者に࡞ることに࠸ࡘてಖㆤ者の⌮ゎࡲたは཯

ᑐがあࡗた࠿、明治大学の男女共同参画は୰㧗⏕࡬のᩍ育に࡝のࡼうに཯ᫎさࡏる࡭きと⪃࠼るの࠿、

とࡗ࠸た㉁ၥが࡞さࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹࣝࢿࣃ、ࢀンは⤊஢した。

閉会挨拶

㛗ᑿ๪学㛗が、௨ୗのࡼうにᣵᣜした。

「᪥本♫఍のᢪ࠼るⰍ࡞ࠎၥ㢟Ⅼの⦰ᅗが௒᪥ᨵめて明ら࠿にࡗ࡞た。大ษ࡞のはព㆑ᨵ㠉である。ぶ、♫

఍、㧗ᰯᩍဨ、大学ᩍဨのព㆑ᨵ㠉がᚲせであࡑ、ࡾのためにもࡎࡲは明治大学ෆ࠿らኚ࠼て࠸きた࠸。本学

にධ学した学⏕にᑐし男女共同参画、ࣂ࢖ࢲー࢕ࢸࢩにゐࢀるᶵ఍をసࡾ、女性研究者の௵⏝を推進ࡍる➼し

て、௒ᚋさらに男女共同参画と女性研究者活動支援を推し進めて࠸きた࠸」と㏙࡭た。

本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏には学እ㛵ಀ者の参ຍもあࢩ、ࡾン࣒࢘ࢪ࣏をき࠿ࡗけにᆅᇦの大学との࡞ࡘがࡾをసる

ことができた。����年�᭶��᪥にはᮾி་科ṑ科大学と༓௦⏣༊のࡈᢸᙜ者にࡈ参ຍ࠸た࠸ࡔた学ෆಖ育ᅬ

に㛵ࡍるຮᙉ఍「学ෆಖ育ᅬ設置࡬のṌࡳと⌧≧のㄢ㢟」を本学で㛤ദし、ᮾி་科ṑ科大学でのಖ育ᅬᑟ

ධの⤒⦋をう࠿がうことで、㒔ᚰに࢟ ンࣕࢫࣃをᣢࡘ大学が࡝のࡼうに学ෆಖ育ᅬを㐠Ⴀして࠸るの࠿、学ෆಖ育

ᅬを設置ࡍる㝿の業ົのὶࡸࢀ、‽ഛᕤ⛬を▱ることができた。ࡲた、༓௦⏣༊の男女共同参画センター࡞

らࡧにᏊ育て推進ㄢの᪉にもࡈ参ຍ࠸たࡔき、༓௦⏣༊のಖ育㛵㐃の⌧≧を▱ることができた。
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ると⪃࠼らࢀるため、共ാきኵ፬でᏊ࡝もを支援できる♫఍にస࠼࠿ࡾ、女性の研究者が活㌍ࡍる⎔ቃのࡳ

た、୰学ࡲ。࠸࡞ら࡞ࡤࢀけ࡞࠿࠸て࠼らの᪥本♫఍をኚ࠿ࢀての女性のᑵ業⥅⥆に㛵してこ࡭ࡍ、ࡎら࡞

⏕あた࠿ࡾらព㆑をኚ࠼てࣛ࢖ࢨࢹࣇ࢖ンのᩍ育をして࠸けࡤ、女性研究者支援にも࡞ࡘがる。⮬㌟がᰯ㛗

を໅める明治㧗➼学ᰯ࣭୰学ᰯでは、大学┤⣔௜ᒓᰯ࡞らではのཷ㦂ຮᙉにᅃ࠸࡞ࢀࢃ学ᰯᩍ育の୰で、大

ኚඃ⚽࡞女Ꮚ学⏕が㍮ฟさࢀてࡾ࠾、௒ᅇ本学が採択さࢀた事業が㌶㐨に஌ࢀࡎ࠸、ࡤࢀ明治୰学࣭㧗ᰯを

༞業した女Ꮚ⏕ᚐが、このࢩン࣒࢘ࢪ࣏のࢩンࢺࢫࢪ࣏に࡞るのでは࠿࠸࡞とᮇᚅをࡏࡼて࠸ると㏙࡭た。

̀̔、て࠸⥆ ⃝෸ᩍᤵࡾࡼ、ᑓ㛛ศ㔝と育ඣに࠸ࡘて⮬ᕫ⤂௓があࡾ、ࣛ ୰の研究支援をཷࢺン࣋࢖ࣇ࢖

ける女性研究者の❧ሙとしてពぢ஺᥮をした࠸と㏙࡭た。ฟ㷂助ᩍ࠿らは、ⱝᡭ研究者の୙Ᏻᐃ࡞㞠⏝の

⌧≧と、⮬㌟がࢶ࢖ࢻに�年㛫⁫ᅾした⤒㦂࠿ら、ࢶ࢖ࢻに࠾ける研究者のከᵝ࡞ാき᪉、࣡ ーࣜ࢔࢙ࢩࢡ

ンࢢの⌧≧と᪥本のᑐᛂの㐜ࢀに࠸ࡘて㏙࡭た。

大㝮ᮾ໭大学ᩍᤵは、ᙜึの男女共同参画は女性支援のഃ㠃が㠀ᖖにᙉࡗ࠿たが、⌧ᅾⱝᡭ男性研究者

のኌを྾ࡆୖ࠸ると、女性のാき᪉ࡔけのၥ㢟では඲ࡃ࡞ࡃ、男女をྵめたၥ㢟であることがぢ࠼てきて

。た࡭ると㏙࠸

ら、ᑵ⫋、⤖፧、ฟ࠿のᑓ㛛ศ㔝のどⅬࢀࡒࢀࡑ、て࠸ࡘにࢫンࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡのᚋ、研究者の࣡ーࡑ

⏘、育ඣのၥ㢟Ⅼに࠸ࡘて⮬㌟のయ㦂を㋃࡞࠼ࡲがらពぢを஺᥮し、㎷ᮧࡼࡳᏊᩍᤵは、᪥本は㹋Ꮠ型ປ

ാの㹋がゎᾘさ࠸࡞ࢀඛ進ᅜ᭱ᚋのᅜである。性ูᙺ๭ศᢸព㆑が௚ᅜにẚ࡭ᙉࡑ、ࡃの⫼ᬒには⤒῭୙

ἣ➼、ᵝ࡞ࠎせᅉがあるが、男女の⌮᝿ീがᅜ㝿ⓗにࡳるとඛ進ᅜとはゝ࠸࡞࠼と㏙࡭た。

㉁␲ᛂ⟅では、ࢺࢫࣜࢿࣃのᐙᗞでは、⌮⣔進学ࡸ研究者に࡞ることに࠸ࡘてಖㆤ者の⌮ゎࡲたは཯

ᑐがあࡗた࠿、明治大学の男女共同参画は୰㧗⏕࡬のᩍ育に࡝のࡼうに཯ᫎさࡏる࡭きと⪃࠼るの࠿、

とࡗ࠸た㉁ၥが࡞さࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹࣝࢿࣃ、ࢀンは⤊஢した。

閉会挨拶

㛗ᑿ๪学㛗が、௨ୗのࡼうにᣵᣜした。

「᪥本♫఍のᢪ࠼るⰍ࡞ࠎၥ㢟Ⅼの⦰ᅗが௒᪥ᨵめて明ら࠿にࡗ࡞た。大ษ࡞のはព㆑ᨵ㠉である。ぶ、♫

఍、㧗ᰯᩍဨ、大学ᩍဨのព㆑ᨵ㠉がᚲせであࡑ、ࡾのためにもࡎࡲは明治大学ෆ࠿らኚ࠼て࠸きた࠸。本学

にධ学した学⏕にᑐし男女共同参画、ࣂ࢖ࢲー࢕ࢸࢩにゐࢀるᶵ఍をసࡾ、女性研究者の௵⏝を推進ࡍる➼し

て、௒ᚋさらに男女共同参画と女性研究者活動支援を推し進めて࠸きた࠸」と㏙࡭た。

本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏には学እ㛵ಀ者の参ຍもあࢩ、ࡾン࣒࢘ࢪ࣏をき࠿ࡗけにᆅᇦの大学との࡞ࡘがࡾをసる

ことができた。����年�᭶��᪥にはᮾி་科ṑ科大学と༓௦⏣༊のࡈᢸᙜ者にࡈ参ຍ࠸た࠸ࡔた学ෆಖ育ᅬ

に㛵ࡍるຮᙉ఍「学ෆಖ育ᅬ設置࡬のṌࡳと⌧≧のㄢ㢟」を本学で㛤ദし、ᮾி་科ṑ科大学でのಖ育ᅬᑟ

ධの⤒⦋をう࠿がうことで、㒔ᚰに࢟ ンࣕࢫࣃをᣢࡘ大学が࡝のࡼうに学ෆಖ育ᅬを㐠Ⴀして࠸るの࠿、学ෆಖ育

ᅬを設置ࡍる㝿の業ົのὶࡸࢀ、‽ഛᕤ⛬を▱ることができた。ࡲた、༓௦⏣༊の男女共同参画センター࡞

らࡧにᏊ育て推進ㄢの᪉にもࡈ参ຍ࠸たࡔき、༓௦⏣༊のಖ育㛵㐃の⌧≧を▱ることができた。
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(２) シンポジウム

イ．国際シンポジウム「学術分野の男女共同参画と多様性」

International Symposium:
Gender Equality and Diversity in the Research Environment

̎̌ ̍̑ ೥̍ ݄̍ ೔̒ʢۚʣ։ձࣜɾશମձ�̓ ೔ʢ土ʣ෼Պձ
ձ৔ɿ໌ �େֶॣՏ୆Ωϟϯύε�άϩʔόϧϑϩϯτ࣏

˞ਪਐຊ部ۀԉ事ࢧಈ׆ըਪਐηϯλʔঁੑ研究ऀ研究ࢀಉڞɿ明治大学உঁ࠵ڞ
���������明治大学৘ใίϛϡχέʔγϣϯ学部δΣϯμʔηϯλʔ���明治大学法科大学院δΣϯμʔ法ηϯλʔ
त連߹ձڭԉɿ明治大学専೚ޙ

・基調講演

��・大௶ࢠٱ（೔本大学ༀ学部ༀ学ڀݚॴ্੮ڀݚ員）
��　理ܥ分໺ʹ͓͚Δஉঁڞಉࢀը・ঁੑऀڀݚ支援ʹ͍ͭͯ

��・δϟοΩʔ・εςΟʔϧ（౦ژ大学ࣾձ科学ڀݚॴ।ڭत）
��　学ज़分໺ͷஉঁڞಉࢀը੓ࡦͷੈքతಈ޲

・開会宣言・趣旨説明・ロゴマークの発表�　�
ࢠ推進本部代表ɺ法科大学院δΣンμー法センター長　௰ଜΈΑۀಈ支援事׆ڀݚऀڀݚੑঁ　

・開会挨拶　໌࣏大学副学長　উӻࢠ

・来賓挨拶　಺ֳ෎உঁڞಉࢀըہ長　෢઒ࢠܙ

・海外ゲスト挨拶　
　νϣϯϓψο・,・ύʔϜϓʔϯ΢Οϫοτ（タイ・γーφΧϦン΢ィϩーτ大学।ڭत）

・閉会挨拶　໌࣏大学副学長ɺஉঁڞಉࢀը推進センター長　長ඌਐ　

・司会　৘ใコϛϡχέーγϣン学部ઐ೚ࢣߨ　࿬ຊཽଠ࿠

・全体会コーディネーター　঎学部ڭत　中ྛਅ理ࢠ

１１月６日（金）　開会式・全体会

〈会場〉 
〈時間〉 
〈言語〉

άϩʔόϧϑϩϯτ̍ ֊άϩʔόϧϗʔϧ
̍̑ �̌ ʙ̌̍ �̓̌ ʢ̌։৔̍ �̐̏ ʣ̌
ʢӳޠ・೔ຊޠɺ௨༁͋Γʣ

〈会　　場〉 
〈使用言語〉

άϩʔόϧϑϩϯτ1�֊̘̑ ձٞࣨ
ӳޠʢҰ部೔ຊޠɺ௨༁͋Γʣ

１１月 7 日（土）　分科会

（-JWJOH�BT�B�3FTFBSDIFS�JO�UIF�5XFOUZ�'JSTU�$FOUVSZ��
����������������������������0QQPSUVOJUJFT�BOE�0CTUBDMFT�UP�8PNFOʟT�"DBEFNJD�$BSFFS）

A 「21 世紀を研究者として生きる――
　　　　 女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

�˞事લਃ੍ࠐ��ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQ

�˞事લਃ੍ࠐ��ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQ

�˞ೖ৔ࣗ༝　໰߹ͤઌɿDHBM!NFJKJ�BD�KQ

【第１分科会】情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター主催・推進本部共催

【第 2 分科会】法科大学院ジェンダー法センター主催・推進本部共催

〈時　　間〉��1��00�ʙ�1���0

（8PNFO�T�&NQPXFSNFOU��SPDJBM
�&DPOPNJD�BOE�$VMUVSBM�"TQFDUT�JO�5IBJMBOE）

（1SPNPUJOH�'FNBMF�3FTFBSDIFST�BOE�-BXZFST�UISPVHI�(FOEFS�&RVBMJUZ�1PMJDJFT）

B 「タイにおける女性のエンパワーメント――
　　　　　　　　　　　社会的・経済的・文化的状況」

〈時　　間〉��16�00�ʙ�1���0

〈会　　場〉��άϩʔόϧϑϩϯτ̍ ֊ଟ໨తࣨ
〈時　　間〉��10�00�ʙ�1��00
〈使用言語〉 �೔ຊޠ

ձɺδΣϯμʔ法学ձڠ連߹ձɺ೔ຊঁੑ法཯Ո࢜ޢԉɿ೔ຊหޙ
「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

角田由紀子・打越さく良弁護士等講演

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部 
�˟�������
౦ژ౎ઍ代田۠ਆ田ॣՏ୆ ���
֊��大学ॣՏ୆Ωϟンύス　ΞΧデϛーコϞン࣏໌
5&-ɿ�������������　'"9ɿ������������
&�NBJMɿEBOKP!NFJKJ�BD�KQ
63-ɿIUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�LPIP�EJWFSTJUZ�JOEFY�IUNM

ʲࡍࠃγϯϙδ΢Ϝؔ連Πϕϯτ ʢr事લਃ੍ࠐ　ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQʣ�IUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�JOGPDPN�HFOEFS�
日韓若手女性研究者フォーラム　「身体・表象・ジェンダー」  ʢ࠵ڞ � 明治大学৘ใίϛϡχέʔγϣϯ研究科�੒ؗۉ大学校ܳज़学研究科�ଞʣ

γϯϙδ΢Ϝࡍࠃେֶ࣏໌

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

˞ฏ੒ ��೥౓จ部科学ল科学ٕज़ਓࡐҭ੒අิॿ事ۀʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈ支援事ۀ（Ұൠܕ）ʯ

ୗࣇॴΛ͝ར༻ͷํ͸
事લਃ͠ࠐΈ͕ඞཁͱͳΓ·͢ɻ

��݄��೔
కΊ੾Γɻ

無料

託児ルーム開室

グローバルフロント

・分科会紹介
　உঁڞಉࢀը推進センター副センター長ɺ৘ใコϛϡχέーγϣン学部δΣンμーセンター長　ࡉ໺͸ΔΈ

※肩書きはシンポジウム当時のものである

54

54

ᶙ　

औ
૊
಺
༰
の
࣮
੷
ͱ
੒
Ռ

(２) シンポジウム

イ．国際シンポジウム「学術分野の男女共同参画と多様性」

International Symposium:
Gender Equality and Diversity in the Research Environment

̎̌ ̍̑ ೥̍ ݄̍ ೔̒ʢۚʣ։ձࣜɾશମձ�̓ ೔ʢ土ʣ෼Պձ
ձ৔ɿ໌ �େֶॣՏ୆Ωϟϯύε�άϩʔόϧϑϩϯτ࣏

˞ਪਐຊ部ۀԉ事ࢧಈ׆ըਪਐηϯλʔঁੑ研究ऀ研究ࢀಉڞɿ明治大学உঁ࠵ڞ
���������明治大学৘ใίϛϡχέʔγϣϯ学部δΣϯμʔηϯλʔ���明治大学法科大学院δΣϯμʔ法ηϯλʔ
त連߹ձڭԉɿ明治大学専೚ޙ

・基調講演

��・大௶ࢠٱ（೔本大学ༀ学部ༀ学ڀݚॴ্੮ڀݚ員）
��　理ܥ分໺ʹ͓͚Δஉঁڞಉࢀը・ঁੑऀڀݚ支援ʹ͍ͭͯ

��・δϟοΩʔ・εςΟʔϧ（౦ژ大学ࣾձ科学ڀݚॴ।ڭत）
��　学ज़分໺ͷஉঁڞಉࢀը੓ࡦͷੈքతಈ޲

・開会宣言・趣旨説明・ロゴマークの発表�　�
ࢠ推進本部代表ɺ法科大学院δΣンμー法センター長　௰ଜΈΑۀಈ支援事׆ڀݚऀڀݚੑঁ　

・開会挨拶　໌࣏大学副学長　উӻࢠ

・来賓挨拶　಺ֳ෎உঁڞಉࢀըہ長　෢઒ࢠܙ

・海外ゲスト挨拶　
　νϣϯϓψο・,・ύʔϜϓʔϯ΢Οϫοτ（タイ・γーφΧϦン΢ィϩーτ大学।ڭत）

・閉会挨拶　໌࣏大学副学長ɺஉঁڞಉࢀը推進センター長　長ඌਐ　

・司会　৘ใコϛϡχέーγϣン学部ઐ೚ࢣߨ　࿬ຊཽଠ࿠

・全体会コーディネーター　঎学部ڭत　中ྛਅ理ࢠ

１１月６日（金）　開会式・全体会

〈会場〉 
〈時間〉 
〈言語〉

άϩʔόϧϑϩϯτ̍ ֊άϩʔόϧϗʔϧ
̍̑ �̌ ʙ̌̍ �̓̌ ʢ̌։৔̍ �̐̏ ʣ̌
ʢӳޠ・೔ຊޠɺ௨༁͋Γʣ

〈会　　場〉 
〈使用言語〉

άϩʔόϧϑϩϯτ1�֊̘̑ ձٞࣨ
ӳޠʢҰ部೔ຊޠɺ௨༁͋Γʣ

１１月 7 日（土）　分科会

（-JWJOH�BT�B�3FTFBSDIFS�JO�UIF�5XFOUZ�'JSTU�$FOUVSZ��
����������������������������0QQPSUVOJUJFT�BOE�0CTUBDMFT�UP�8PNFOʟT�"DBEFNJD�$BSFFS）

A 「21 世紀を研究者として生きる――
　　　　 女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

�˞事લਃ੍ࠐ��ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQ

�˞事લਃ੍ࠐ��ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQ

�˞ೖ৔ࣗ༝　໰߹ͤઌɿDHBM!NFJKJ�BD�KQ

【第１分科会】情報コミュニケーション学部ジェンダーセンター主催・推進本部共催

【第 2 分科会】法科大学院ジェンダー法センター主催・推進本部共催

〈時　　間〉��1��00�ʙ�1���0

（8PNFO�T�&NQPXFSNFOU��SPDJBM
�&DPOPNJD�BOE�$VMUVSBM�"TQFDUT�JO�5IBJMBOE）

（1SPNPUJOH�'FNBMF�3FTFBSDIFST�BOE�-BXZFST�UISPVHI�(FOEFS�&RVBMJUZ�1PMJDJFT）

B 「タイにおける女性のエンパワーメント――
　　　　　　　　　　　社会的・経済的・文化的状況」

〈時　　間〉��16�00�ʙ�1���0

〈会　　場〉��άϩʔόϧϑϩϯτ̍ ֊ଟ໨తࣨ
〈時　　間〉��10�00�ʙ�1��00
〈使用言語〉 �೔ຊޠ

ձɺδΣϯμʔ法学ձڠ連߹ձɺ೔ຊঁੑ法཯Ո࢜ޢԉɿ೔ຊหޙ
「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

角田由紀子・打越さく良弁護士等講演

明治大学女性研究者研究活動支援事業推進本部 
�˟�������
౦ژ౎ઍ代田۠ਆ田ॣՏ୆ ���
֊��大学ॣՏ୆Ωϟンύス　ΞΧデϛーコϞン࣏໌
5&-ɿ�������������　'"9ɿ������������
&�NBJMɿEBOKP!NFJKJ�BD�KQ
63-ɿIUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�LPIP�EJWFSTJUZ�JOEFY�IUNM

ʲࡍࠃγϯϙδ΢Ϝؔ連Πϕϯτ ʢr事લਃ੍ࠐ　ਃࠐઌɿHFOEFS!NFJKJ�BD�KQʣ�IUUQ���XXX�NFJKJ�BD�KQ�JOGPDPN�HFOEFS�
日韓若手女性研究者フォーラム　「身体・表象・ジェンダー」  ʢ࠵ڞ � 明治大学৘ใίϛϡχέʔγϣϯ研究科�੒ؗۉ大学校ܳज़学研究科�ଞʣ

γϯϙδ΢Ϝࡍࠃେֶ࣏໌

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

「学術分野の
  男女共同参画と多様性」

˞ฏ੒ ��೥౓จ部科学ল科学ٕज़ਓࡐҭ੒අิॿ事ۀʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈ支援事ۀ（Ұൠܕ）ʯ

ୗࣇॴΛ͝ར༻ͷํ͸
事લਃ͠ࠐΈ͕ඞཁͱͳΓ·͢ɻ

��݄��೔
కΊ੾Γɻ

無料

託児ルーム開室

グローバルフロント

・分科会紹介
　உঁڞಉࢀը推進センター副センター長ɺ৘ใコϛϡχέーγϣン学部δΣンμーセンター長　ࡉ໺͸ΔΈ

※肩書きはシンポジウム当時のものである
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11月6日(金)

【全体会】

明治大学の男女共同参画推進にࢃ࠿࠿るࡘ�の組織(明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研

究活動支援事業推進本部、᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部࢙ࢪンࢲーセンター、ἲ科大学㝔࢙ࢪンࢲーἲセ

ンター�の共ദでᅜ㝿ࢩン࣒࢘ࢪ࣏を㛤ദした。

開会宣言

㎷ᮧࡼࡳᏊ女性研究者研究活動支援事業推進本部௦⾲࣭ἲ科大学㝔࢙ࢪンࢲーἲセンター㛗࠿ら、本ࢩン

とឡࢡー࣐ࢦ推進本部のࣟࡧࡼ࠾て、男女共同参画推進センター࠼た。ຍࢀさ࡞の㛤ദ㊃᪨ㄝ明が࣒࢘ࢪ࣏

⛠のⓎ⾲があࡗた。

開会挨拶

຾ᝋᏊ๪学㛗(ᅜ㝿஺ὶᢸᙜ�ࡾࡼ、௨ୗのࡼうにᣵᣜがあࡗた。

「ᨻᗓは男女共同参画参画♫఍のᐇ⌧にྥけ、����年ࡲでに♫఍のあら

࠸る┠ᶆを設ᐃしてࡍるศ㔝でᣦᑟⓗᆅ఩に女性が༨める๭ྜを���にࡺ

る。本学でも男女共同参画推進センターが୰ᚰとࡾ࡞、女性が♫఍で活㌍

できるࡼうさら࡞るྲྀ組を⾜うᚲせがある。このࢩン࣒࢘ࢪ࣏がᐇࡾあ

る成ᯝとᅜ㝿ⓗ࡞཭᝟をもたらし、௒ᚋさらにᅜ㝿ⓗに༠ຊし⥆けらࢀる

。た࡭ることを㢪う」と㏙࡞うにࡼ

来賓挨拶

ṊᕝᜨᏊෆ㛶ᗓ男女共同参画ᒁ㛗ࡾࡼᣵᣜがあࡗた。ᴫせは、௨ୗのと

。であるࡾ࠾

本᱁ⓗ࡞人ཱྀῶᑡ♫఍を㏄࠼る୰で、科学技術࣭学術ศ㔝に࠾ける女性研

究者の活㌍は、ᡃ がᅜのᣢ⥆ⓗ࡞成㛗を☜ಖし、さらに࣋ࣀ࢖ーࣙࢩンの๰ฟ

にࡗࡼて、ୡ⏺のᵝ࡞ࠎၥ㢟をゎỴしてୖࡃ࠸でᴟめて㔜せと⪃࠼て࠸る。

こࡲࢀでᨻᗓは、科学技術࣭学術ศ㔝で活㌍ࡍる女性の参画ᣑ大にྥけて、

㛵ಀᗓᗇࡸ㛵ಀᅋయと㐃ᦠし、女性Ⓩ⏝に✚ᴟⓗ࡞大学にᑐࡍる支援ࡸ、研

日時：基調講演・全体会　2015年11月6日 (金) 15：00～17：00
 分科会　2015年11月7日 (土) 10：00～17：30
場所：明治大学　㥴Ἑྎࣕ࢟ンࣟࢢࢫࣃーࣟࣇࣝࣂンࢺ

対象：学部⏕࣭大学㝔⏕࣭研究者࣭ᩍ⫋ဨ࣭男女共同参画に⯆࿡のある᪉

参加者： ���ྡ(ᇶㄪㅮ₇࣭඲య఍�

共催：明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部࣭明治大学᝟報࣑ࣗࢥ

ーἲセンターࢲン࢙ࢪーセンター࣭明治大学ἲ科大学㝔ࢲン࢙ࢪン学部ࣙࢩーࢣࢽ

後援：明治大学ᑓ௵ᩍᤵ㐃ྜ఍

勝悦子明治大学副学長

武川恵子内閣府男女共同参画局長
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究とฟ⏘、育ඣ➼の୧❧支援➼を進めてきた。し࠿し࡞がら、౫↛として研究者に༨める女性の๭ྜは௚のඛ

進ㅖᅜとẚ㍑して大きࡃ㐜ࢀたものとࡗ࡞てࡾ࠾、大学に࠾けるᑓᨷศ㔝に࠸ࡘても、ศ㔝ࡈとに男女の೫ࡾ

が大き࠸ことがၥ㢟である。Ᏻ部ෆ㛶では、女性の活㌍推進を᭱㔜せㄢ㢟のࡘ�に఩置࡙け、����年�᭶⟇ᐃの

「女性の活㌍ຍ㏿のための㔜Ⅼ᪉㔪����」では、女Ꮚ⏕ᚐ➼の⌮ᕤ⣔ศ㔝࡬の進㊰㑅択をಁ進ࡍるために、学

ᰯᩍ育࠿ら進学、ᑵ⫋とࡗ࠸たྛẁ㝵にࢃたࡗて一㈏した支援を⾜うことを┒ࡾ㎸ࢇで࠸る。ࡲた、⌧ᅾ➨�

ḟ男女共同参画ᇶ本ィ画の⟇ᐃにྥけ⌧ᅾ᳨ウしてࡾ࠾、科学技術࣭学術ศ㔝に࠾ける男女共同参画に࠸ࡘて

は、女性ἲ᭪の㣴成にྥけたྲྀ組とともに┒ࡾ㎸ࢇでࡃ࠸。

海外ゲスト挨拶

本学の学術஺ὶ༠ᐃᰯであるࢩーࣜ࢝ࢼンࣟ࢕࢘ーࢺ大学(タ࢖�のࣙࢳン

ンࣜ࢝ࢼーࢩ๓にࡾ෸ᩍᤵは、「�年వࢺࢵ࣡࢕࢘ーンࣉ࣒ーࣃ㹉࣭࣭ࢵࢾࣉ

ーセンターとでࢲン࢙ࢪン学部ࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗࢥ大学と本学᝟報ࢺーࣟ࢕࢘

㐃ᦠをጞめて࠿ら、本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏は、ࣂ、࣐ࣖࣛࣄンࢡࢥに⥆ࡃ�ᅇ┠のṇ

ᘧ࡞学術఍ྜとࡗ࡞た。ከᵝ性と࠸うไ⣙の୰で஫࠸に⤒㦂を学࠸ྜࡧ、

男女共同参画と࠸う共㏻の┠ᶆにྥࡗ࠿て進ࡴことは大ኚព⩏῝࠸ことであ

る。ከࡃの研究に࠸࠾て女性の㉎㈙ຊ、࢚ン࣡ࣃー࣓ンࢺが㔜せࡔと♧၀さ

ンࣙࢩࢵとしたศ科఍セ࣐ーࢸをࢺー࣓ン࣡ࣃン࢚ける女性の࠾に῭⤒࢖でタ࣒࢘ࢪ࣏ンࢩる୰で、本࠸てࢀ

が設ᐃさࢀたことはගᰤである」と㏙࡭らࢀた。

基調講演

女性研究者支援にヲし࠸大ᆤஂᏊ᪥本大学⸆学部⸆学研究ᡤୖᖍ研究

ဨࡾࡼ、「⌮⣔ศ㔝に࠾ける男女共同参画࣭女性研究者支援に࠸ࡘて」を

��、ける女性研究者ẚ⋡の推⛣とᅜ㝿ẚ㍑࠾に、᪥本に࣐ーࢸ��年࠿ら�年

ࡘにࡳࡺる科学技術ᇶ本ィ画と女性研究者支援のあ࠸てࢀとにᐇ᪋さࡈ

。であるࡾ࠾た。ᴫせは、௨ୗのと࠸ࡔた࠸ㅮ₇ࡈ、て࠸

㏆年、女性研究者はᚎࠎにቑຍして࠸るとは࠼࠸、ඛ進ㅖᅜとẚ㍑して᭱も

ప࠸Ỉ‽である。⌮⣔ศ㔝に࠸࠾ては、助ᡭ、研究補助➼のୗ఩⫋を女性が༨

め、ୖ ఩⫋にୖ࠿࡞࠿࡞が࠸࡞ࢀ⌧ᐇが౫↛としてあࡾ、このᵓᅗは㐣ཤ��年㛫ኚ໬して࠸࡞࠸。科学ศ㔝の女

性研究者の⎔ቃᨵၿࡸ支援は、ᇶ本ィ画の➨�ᮇでึめてྲྀࡆୖࡾらࢀ、➨�ᮇに࡞ると女性研究者の活㌍支援の

明記と┠ᶆ್の設ᐃが࡞さࡑ、ࢀの᪉㔪は➨�ᮇにもཷけ⥅がࢀた。女性研究者がᑡ࠸࡞せᅉとして、ᐙᗞと௙事

の୧❧がᅔ㞴であること、育ඣᚋの᚟ᖐがᅔ㞴であることがあࡆらࢀるが、平成��年にᅜの支援で⾜ࢀࢃた女性

研究者支援のࣔࣝࢹ事業にࡗࡼて、┦ㄯ❆ཱྀと࡞る男女共同参画推進ᐊを大学ෆに設置ࡍる、࣡ ー࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡ

ࣝࢹࣔ。たࡗ࡞た支援がᚲせであることが明☜にࡗ࠸ける、とࡘるために研究支援ဨをࡍをࢺー࣏ࢧのࢫンࣛࣂ

事業のᚋ⥅事業である「女性研究者支援活動事業」にྛࡾࡼ大学で女性研究者支援を⾜ࡗた⤖ᯝ、඲ᅜⓗにࢃ࠸

るㄽ文ᩘのቑຍが報告ࡼるᏊ育てୡ௦の��௦女性研究者の㞳⫋⋡がపୗし、女性研究者研究支援ไ度の฼⏝にࡺ

さࢀて࠸る。௒ᚋもᅜの⥅⥆ⓗ࡞支援と大学ࣉࢵࢺのࣜーࢲーࣉࢵࢩがᚲせであࡾ、明治大学に࠸࠾ても、ࢵࢺ

。࠸きたࡔた࠸て女性研究者支援を進めてࡗをとࣉࢵࢩーࢲの᪉がࣜーࣉ

チョンプヌッ・K・パームプーンウィワット
シーナカリンウィロート大学准教授

大坪久子日本大学薬学部薬学研究所
上席研究員
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が設ᐃさࢀたことはගᰤである」と㏙࡭らࢀた。

基調講演

女性研究者支援にヲし࠸大ᆤஂᏊ᪥本大学⸆学部⸆学研究ᡤୖᖍ研究

ဨࡾࡼ、「⌮⣔ศ㔝に࠾ける男女共同参画࣭女性研究者支援に࠸ࡘて」を

��、ける女性研究者ẚ⋡の推⛣とᅜ㝿ẚ㍑࠾に、᪥本に࣐ーࢸ��年࠿ら�年

ࡘにࡳࡺる科学技術ᇶ本ィ画と女性研究者支援のあ࠸てࢀとにᐇ᪋さࡈ

。であるࡾ࠾た。ᴫせは、௨ୗのと࠸ࡔた࠸ㅮ₇ࡈ、て࠸

㏆年、女性研究者はᚎࠎにቑຍして࠸るとは࠼࠸、ඛ進ㅖᅜとẚ㍑して᭱も

ప࠸Ỉ‽である。⌮⣔ศ㔝に࠸࠾ては、助ᡭ、研究補助➼のୗ఩⫋を女性が༨

め、ୖ ఩⫋にୖ࠿࡞࠿࡞が࠸࡞ࢀ⌧ᐇが౫↛としてあࡾ、このᵓᅗは㐣ཤ��年㛫ኚ໬して࠸࡞࠸。科学ศ㔝の女

性研究者の⎔ቃᨵၿࡸ支援は、ᇶ本ィ画の➨�ᮇでึめてྲྀࡆୖࡾらࢀ、➨�ᮇに࡞ると女性研究者の活㌍支援の

明記と┠ᶆ್の設ᐃが࡞さࡑ、ࢀの᪉㔪は➨�ᮇにもཷけ⥅がࢀた。女性研究者がᑡ࠸࡞せᅉとして、ᐙᗞと௙事

の୧❧がᅔ㞴であること、育ඣᚋの᚟ᖐがᅔ㞴であることがあࡆらࢀるが、平成��年にᅜの支援で⾜ࢀࢃた女性

研究者支援のࣔࣝࢹ事業にࡗࡼて、┦ㄯ❆ཱྀと࡞る男女共同参画推進ᐊを大学ෆに設置ࡍる、࣡ ー࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡ

ࣝࢹࣔ。たࡗ࡞た支援がᚲせであることが明☜にࡗ࠸ける、とࡘるために研究支援ဨをࡍをࢺー࣏ࢧのࢫンࣛࣂ

事業のᚋ⥅事業である「女性研究者支援活動事業」にྛࡾࡼ大学で女性研究者支援を⾜ࡗた⤖ᯝ、඲ᅜⓗにࢃ࠸

るㄽ文ᩘのቑຍが報告ࡼるᏊ育てୡ௦の��௦女性研究者の㞳⫋⋡がపୗし、女性研究者研究支援ไ度の฼⏝にࡺ

さࢀて࠸る。௒ᚋもᅜの⥅⥆ⓗ࡞支援と大学ࣉࢵࢺのࣜーࢲーࣉࢵࢩがᚲせであࡾ、明治大学に࠸࠾ても、ࢵࢺ

。࠸きたࡔた࠸て女性研究者支援を進めてࡗをとࣉࢵࢩーࢲの᪉がࣜーࣉ

チョンプヌッ・K・パームプーンウィワット
シーナカリンウィロート大学准教授

大坪久子日本大学薬学部薬学研究所
上席研究員
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基調講演

学術ศ㔝の男女共」、ࡾࡼーࣝⱝᕼᮾி大学♫఍科学研究ᡤ෸ᩍᤵ࢕ࢸࢫ

同参画ᨻ⟇のୡ⏺ⓗ動ྥ」をࢸー࣐に、ࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏ンと࢜ࢡータ

ไに࠸ࡘて、ࡈㅮ₇࠸た࠸ࡔた。はࡌめに、研究ࡧࡼ࠾学術ⓗ⎔ቃをྵめたᵝ

男女共同ࡧࡼ࠾、ࣉࢵࢩーࢲの୰でのࣜーࡑ、の女性参ධと࡬Ỵᐃᶵ㛵ෆ࡞ࠎ

参画に࠸ࡘてのୡ⏺ⓗ࡞ഴྥに࠸ࡘて㏙࡭らࢀた。ᴫせは、௨ୗのとࡾ࠾で

ある。

��年๓࠿ら、平➼࡞共同参画ࡔけでࡃ࡞、平➼࡞共同ᶒ㝈がᚲせࡔとㄽࡌてきたが、共同参画のᇶ‽とᶒ

㝈共᭷のᇶ‽の᰿本ⓗ࡞ኚ໬は、࡭ࡍてのᶵ㛵に࠾けるᶒ㝈のጤㆡ、文໬ⓗኚ㠉、組織ⓗኚ㠉をᐇ⌧ࡍるた

めにᚲせ୙ྍḞ࡞せ⣲である。ୡ⏺⤒῭࢛ࣇー࣒ࣛがⓎ⾲した男女᱁ᕪᣦᩘで、᪥本はࣉࢵࢺ���にࡍらධ

てࡗをྲྀࢀᅜ㝿ⓗに㐜、ࡃ࡞けでࡔෆ࢔ࢪ࢔、᪥本がࡘᵓ㐀をᣢ࡞ᵓ㐀とẸ୺ⓗ῭⤒࡞ඛ進ⓗ。࠸࡞࠸てࡗ

ける男女のධ学者ᩘの┦㐪࠾業ᑓ㛛ᩍ育に⫋ࡧࡼ࠾大学、ࡸける女性の๭ྜ࠾るせᅉは、ᐁẸの㧗఩⫋に࠸

があࡆらࢀる。௒ᚋこࢀらをಁ進、Ⓨᒎさࡏるためには、࢓ࣇ࢔ーࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸ࣐ン、ࡑして࢕ࢸࢪ࣏

のୖࢢン࢟ンࣛࡍ♧ける女性の๭ྜを࠾た᪉⟇をྲྀるᚲせがある。Ẹ୺ไのୗ㝔にࡗ࠸ンとࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ

఩��఩にධるᅜのከࡃには࢜ࢡータไがᏑᅾし、こࢀらのᅜで男女共同参画が進ࢇで࠸るのは、男女共同参

画と共同ᶒ㝈をィ画ⓗに推進して࠸ることにࡼる⤖ᯝである。大学に࠾ける研究者に༨める女性の๭ྜを

ᅜ㝿ⓗにẚ㍑ࡍると、᪥本の㧗࠸༞業ࣞࣝ࣋と女性の༞業⋡࠿����ら⪃࠼ると、���の㞠⏝は㦫࡭ࡃきᩘ್で

ある。こࢀは᪥本の男女のᙺ๭に࠾ける᰿本ⓗ୙ᆒ⾮がせᅉであࡾ、こࢀをኚ࠼るためには࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏

ることがᚲせである。᭱ᚋに、᪥本には女ࡍ⾜男女共同参画を共同ᶒ㝈をᐇ、ࡌータไを㏻࢜ࢡンとࣙࢩࢡ

性が㍤ࡃことのできる࢙ࢪンࢲーࣔࣝࢹ、とࢃࡾけබⓗศ㔝で࢔ࣜࣕ࢟を成ຌさࡏるࣔࣝࢹがᚲせである。

同᫬に、᪂し࠸男性ࣔࣝࢹ、≉に᪂し࠸∗ぶのࣔࣝࢹもᚲせである。

分科会の説明

඲య఍の᭱ᚋに⣽㔝はるࡳ男女共同参画推進センター๪センター㛗࣭᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部

。たࢀࢃ⾜てㄝ明が࠸ࡘら、�᪥┠のศ科఍に࠿ーセンター㛗ࢲン࢙ࢪ

閉会挨拶

㛗ᑿ進๪学㛗࣭男女共同参画推進センター㛗ࡾࡼ、௨ୗのࡼうにᣵᣜが

あࡗた。

「本学の男女共同参画推進、女性研究者研究活動支援はࢫター࢖ࣛࢺン

にたࡗたࡾ࠿ࡤである。女性研究者研究活動支援事業の採択にࢀࡑ、ࡾࡼ

た本学の男女共同参画が、男女共同参画推進センࡗであࣝ࣋でጤဨ఍ࣞࡲ

ターと࠸うᙧにࡗ࡞たことで、学ෆにᑡしࡘࡎ成ᯝがᬑཬしጞめて࠸る。

௒ᚋ、ࣂ࢖ࢲー࢔࣭࢕ࢸࢩン࢖࣭ࢻンࣝࢡーࣙࢪンのほⅬを大事にし࡞が

ら、性ู、年㱋ある࠸はᅜ⡠の㐪࠸➼を㉸࠼た、本学の≉Ⰽあるಶのຊを⏕ࡍ࠿と࠸うことをさらに๓࡬

推進して࠸きた࠸」と㏙࡭た。

スティール若希東京大学社会科学
研究所准教授

長尾進明治大学副学長
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基調講演

学術ศ㔝の男女共」、ࡾࡼーࣝⱝᕼᮾி大学♫఍科学研究ᡤ෸ᩍᤵ࢕ࢸࢫ

同参画ᨻ⟇のୡ⏺ⓗ動ྥ」をࢸー࣐に、ࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏ンと࢜ࢡータ

ไに࠸ࡘて、ࡈㅮ₇࠸た࠸ࡔた。はࡌめに、研究ࡧࡼ࠾学術ⓗ⎔ቃをྵめたᵝ

男女共同ࡧࡼ࠾、ࣉࢵࢩーࢲの୰でのࣜーࡑ、の女性参ධと࡬Ỵᐃᶵ㛵ෆ࡞ࠎ

参画に࠸ࡘてのୡ⏺ⓗ࡞ഴྥに࠸ࡘて㏙࡭らࢀた。ᴫせは、௨ୗのとࡾ࠾で

ある。

��年๓࠿ら、平➼࡞共同参画ࡔけでࡃ࡞、平➼࡞共同ᶒ㝈がᚲせࡔとㄽࡌてきたが、共同参画のᇶ‽とᶒ

㝈共᭷のᇶ‽の᰿本ⓗ࡞ኚ໬は、࡭ࡍてのᶵ㛵に࠾けるᶒ㝈のጤㆡ、文໬ⓗኚ㠉、組織ⓗኚ㠉をᐇ⌧ࡍるた

めにᚲせ୙ྍḞ࡞せ⣲である。ୡ⏺⤒῭࢛ࣇー࣒ࣛがⓎ⾲した男女᱁ᕪᣦᩘで、᪥本はࣉࢵࢺ���にࡍらධ

てࡗをྲྀࢀᅜ㝿ⓗに㐜、ࡃ࡞けでࡔෆ࢔ࢪ࢔、᪥本がࡘᵓ㐀をᣢ࡞ᵓ㐀とẸ୺ⓗ῭⤒࡞ඛ進ⓗ。࠸࡞࠸てࡗ

ける男女のධ学者ᩘの┦㐪࠾業ᑓ㛛ᩍ育に⫋ࡧࡼ࠾大学、ࡸける女性の๭ྜ࠾るせᅉは、ᐁẸの㧗఩⫋に࠸

があࡆらࢀる。௒ᚋこࢀらをಁ進、Ⓨᒎさࡏるためには、࢓ࣇ࢔ーࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸ࣐ン、ࡑして࢕ࢸࢪ࣏

のୖࢢン࢟ンࣛࡍ♧ける女性の๭ྜを࠾た᪉⟇をྲྀるᚲせがある。Ẹ୺ไのୗ㝔にࡗ࠸ンとࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ

఩��఩にධるᅜのከࡃには࢜ࢡータไがᏑᅾし、こࢀらのᅜで男女共同参画が進ࢇで࠸るのは、男女共同参

画と共同ᶒ㝈をィ画ⓗに推進して࠸ることにࡼる⤖ᯝである。大学に࠾ける研究者に༨める女性の๭ྜを

ᅜ㝿ⓗにẚ㍑ࡍると、᪥本の㧗࠸༞業ࣞࣝ࣋と女性の༞業⋡࠿����ら⪃࠼ると、���の㞠⏝は㦫࡭ࡃきᩘ್で

ある。こࢀは᪥本の男女のᙺ๭に࠾ける᰿本ⓗ୙ᆒ⾮がせᅉであࡾ、こࢀをኚ࠼るためには࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏

ることがᚲせである。᭱ᚋに、᪥本には女ࡍ⾜男女共同参画を共同ᶒ㝈をᐇ、ࡌータไを㏻࢜ࢡンとࣙࢩࢡ

性が㍤ࡃことのできる࢙ࢪンࢲーࣔࣝࢹ、とࢃࡾけබⓗศ㔝で࢔ࣜࣕ࢟を成ຌさࡏるࣔࣝࢹがᚲせである。

同᫬に、᪂し࠸男性ࣔࣝࢹ、≉に᪂し࠸∗ぶのࣔࣝࢹもᚲせである。

分科会の説明

඲య఍の᭱ᚋに⣽㔝はるࡳ男女共同参画推進センター๪センター㛗࣭᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部

。たࢀࢃ⾜てㄝ明が࠸ࡘら、�᪥┠のศ科఍に࠿ーセンター㛗ࢲン࢙ࢪ

閉会挨拶

㛗ᑿ進๪学㛗࣭男女共同参画推進センター㛗ࡾࡼ、௨ୗのࡼうにᣵᣜが

あࡗた。

「本学の男女共同参画推進、女性研究者研究活動支援はࢫター࢖ࣛࢺン

にたࡗたࡾ࠿ࡤである。女性研究者研究活動支援事業の採択にࢀࡑ、ࡾࡼ

た本学の男女共同参画が、男女共同参画推進センࡗであࣝ࣋でጤဨ఍ࣞࡲ

ターと࠸うᙧにࡗ࡞たことで、学ෆにᑡしࡘࡎ成ᯝがᬑཬしጞめて࠸る。

௒ᚋ、ࣂ࢖ࢲー࢔࣭࢕ࢸࢩン࢖࣭ࢻンࣝࢡーࣙࢪンのほⅬを大事にし࡞が

ら、性ู、年㱋ある࠸はᅜ⡠の㐪࠸➼を㉸࠼た、本学の≉Ⰽあるಶのຊを⏕ࡍ࠿と࠸うことをさらに๓࡬

推進して࠸きた࠸」と㏙࡭た。

スティール若希東京大学社会科学
研究所准教授

長尾進明治大学副学長
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11月7日 (土) 第1分科会

会　場：ࣟࢢーࣟࣇࣝࣂンࢺ　��㝵�&��఍㆟ᐊ

使用言語：ⱥㄒ(一部᪥本ㄒ、㏻ヂあࡾ�

主　催：᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部࢙ࢪンࢲーセンター

共　催：女性研究者研究活動支援事業推進本部

第1分科会　Ａ

「21世紀を研究者として生きる―女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

ɹɹؒ࣌ 　�13：00 ～ 15：30
ొçஃç者 　チョンプヌッ・Ｋ・パームプーンウィワット(ࢩーࣜ࢝ࢼンࣟ࢕࢘ーࢺ大学෸ᩍᤵ�

　チェルシー・Ｓ・シーダー(明治大学ᨻ治⤒῭学部≉௵ㅮᖌ�

　平田 佐智子(明治大学研究࣭▱㈈ᡓ␎ᶵᵓ研究推進ဨࠝἲ人㹎㹂ࠞ�

　デアドリー・スネープ(ࣗࢹーࢵ࢚࣭ࢡࣝࣈࢫセン大学ᮾ࢔ࢪ࢔研究ᡤ༤ኈㄢ⛬㝔⏕�

ɹɹձ࢘ 　田中 洋美(明治大学᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部෸ᩍᤵ�

第1分科会　Ｂ

「タイにおける女性のエンパワーメント――社会的・経済的・文化的状況」

ɹɹؒ࣌ 　16：00 ～ 17：30
ొçஃç者 　チョンプヌッ・Ｋ・パームプーンウィワット(ࢩーࣜ࢝ࢼンࣟ࢕࢘ーࢺ大学෸ᩍᤵ�

　パウィーナ・レートラクン(ࢩーࣜ࢝ࢼンࣟ࢕࢘ーࢺ大学大学㝔༤ኈㄢ⛬㝔⏕�

　ブイ・チー・ミン・タム(ࢩーࣜ࢝ࢼンࣟ࢕࢘ーࢺ大学ㅮᖌ�

ίϝンςーター　山本 由美子(㹓㹌㹂㹎�ᅜ㐃㛤Ⓨィ画　࢔ࢪ࢔ኴ平ὒᒁ�

ɹɹձ࢘ 　デアドリー・スネープ(ࣗࢹーࢵ࢚࣭ࢢࣝࣈࢫセン大学ᮾ࢔ࢪ࢔研究ᡤ༤ኈㄢ⛬㝔⏕�

಄ൃදޱ 　1 タイの労働市場への女性の参加　
 パウィーナ・レートラクン、チョンプヌッ・K・パームプーンウィワット
　2 20 世紀末以降のタイ女性の経済エンパワーメント　
 ブイ・チー・ミン・タム

第1分科会プログラム
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11月7日 (土) 第1分科会

会　場：ࣟࢢーࣟࣇࣝࣂンࢺ　��㝵�&��఍㆟ᐊ

使用言語：ⱥㄒ(一部᪥本ㄒ、㏻ヂあࡾ�

主　催：᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部࢙ࢪンࢲーセンター

共　催：女性研究者研究活動支援事業推進本部

第1分科会　Ａ

「21世紀を研究者として生きる―女性のアカデミック・キャリアにおける機会と障壁」

ɹɹؒ࣌ 　�13：00 ～ 15：30
ొçஃç者 　チョンプヌッ・Ｋ・パームプーンウィワット(ࢩーࣜ࢝ࢼンࣟ࢕࢘ーࢺ大学෸ᩍᤵ�

　チェルシー・Ｓ・シーダー(明治大学ᨻ治⤒῭学部≉௵ㅮᖌ�

　平田 佐智子(明治大学研究࣭▱㈈ᡓ␎ᶵᵓ研究推進ဨࠝἲ人㹎㹂ࠞ�

　デアドリー・スネープ(ࣗࢹーࢵ࢚࣭ࢡࣝࣈࢫセン大学ᮾ࢔ࢪ࢔研究ᡤ༤ኈㄢ⛬㝔⏕�

ɹɹձ࢘ 　田中 洋美(明治大学᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部෸ᩍᤵ�

第1分科会　Ｂ

「タイにおける女性のエンパワーメント――社会的・経済的・文化的状況」

ɹɹؒ࣌ 　16：00 ～ 17：30
ొçஃç者 　チョンプヌッ・Ｋ・パームプーンウィワット(ࢩーࣜ࢝ࢼンࣟ࢕࢘ーࢺ大学෸ᩍᤵ�

　パウィーナ・レートラクン(ࢩーࣜ࢝ࢼンࣟ࢕࢘ーࢺ大学大学㝔༤ኈㄢ⛬㝔⏕�

　ブイ・チー・ミン・タム(ࢩーࣜ࢝ࢼンࣟ࢕࢘ーࢺ大学ㅮᖌ�

ίϝンςーター　山本 由美子(㹓㹌㹂㹎�ᅜ㐃㛤Ⓨィ画　࢔ࢪ࢔ኴ平ὒᒁ�

ɹɹձ࢘ 　デアドリー・スネープ(ࣗࢹーࢵ࢚࣭ࢢࣝࣈࢫセン大学ᮾ࢔ࢪ࢔研究ᡤ༤ኈㄢ⛬㝔⏕�

಄ൃදޱ 　1 タイの労働市場への女性の参加　
 パウィーナ・レートラクン、チョンプヌッ・K・パームプーンウィワット
　2 20 世紀末以降のタイ女性の経済エンパワーメント　
 ブイ・チー・ミン・タム

第1分科会プログラム
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11月7日 (土) 第2分科会

会　場：ࣟࢢーࣟࣇࣝࣂンࢺ�㝵　ከ┠ⓗᐊ

使用言語：᪥本ㄒ

主　催：ἲ科大学㝔࢙ࢪンࢲーἲセンター

共　催：女性研究者研究活動支援事業推進本部

後　援：᪥本ᘚㆤኈ㐃ྜ఍、᪥本女性ἲᚊᐙ༠఍、࢙ࢪンࢲーἲ学఍

第2分科会プログラム

第2分科会

「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

ɹɹؒ࣌ 　10：00 ～ 13：00
ొçஃç者 　辻村 みよ子(明治大学ἲ科大学㝔ᩍᤵ、同࢙ࢪンࢲーἲセンター㛗�

　スティール 若希(ᮾி大学♫఍科学研究ᡤ෸ᩍᤵ�

　安西 文雄(明治大学ἲ科大学㝔ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーἲセンターᐈဨ研究ဨ�

　角田 由紀子(ᘚㆤኈ、๓明治大学ἲ科大学㝔ᩍᤵ�　

　打越 さく良(ᘚㆤኈ、࢙ࢪンࢲーἲセンターᐈဨ研究ဨ�

ɹɹձ࢘ 　江島 晶子(明治大学ἲ科大学㝔ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーἲセンターᐈဨ研究ဨ�

ϓϩάϥϜ 　1 開催趣旨――ジェンダー法センターと女性研究者支援事業　　　　　　
 辻村みよ子　　　　　　　

　2 男女共同参画政策とポジティヴ・アクション
　　　(1)ポジティヴ・アクションとクオータ制　　　　　 　　　　　
 　　 スティール 若希
　　　(2) 第4次男女共同参画基本計画とポジティヴ・アクション 

――女性研究者養成の課題
 　　 辻村 みよ子
　　　(3)大学におけるポジティヴ・アクションとグラッター判決　　　　　
 　　 安西 文雄

　3 女性法曹養成の課題とジェンダー法学
　　　(1)DV、セクハラ訴訟と女性法曹養成の課題　　　　　　　　　　 　
 　　 角田 由紀子
　　　(2)夫婦別姓訴訟と女性法曹　　　　　　　　　　　　　　　 　　　
 　　 打越 さく良

　4 討論・まとめ
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主　催：ἲ科大学㝔࢙ࢪンࢲーἲセンター

共　催：女性研究者研究活動支援事業推進本部

後　援：᪥本ᘚㆤኈ㐃ྜ఍、᪥本女性ἲᚊᐙ༠఍、࢙ࢪンࢲーἲ学఍

第2分科会プログラム
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「女性研究者・法曹養成と男女共同参画政策」

ɹɹؒ࣌ 　10：00 ～ 13：00
ొçஃç者 　辻村 みよ子(明治大学ἲ科大学㝔ᩍᤵ、同࢙ࢪンࢲーἲセンター㛗�

　スティール 若希(ᮾி大学♫఍科学研究ᡤ෸ᩍᤵ�

　安西 文雄(明治大学ἲ科大学㝔ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーἲセンターᐈဨ研究ဨ�

　角田 由紀子(ᘚㆤኈ、๓明治大学ἲ科大学㝔ᩍᤵ�　

　打越 さく良(ᘚㆤኈ、࢙ࢪンࢲーἲセンターᐈဨ研究ဨ�

ɹɹձ࢘ 　江島 晶子(明治大学ἲ科大学㝔ᩍᤵ、࢙ࢪンࢲーἲセンターᐈဨ研究ဨ�

ϓϩάϥϜ 　1 開催趣旨――ジェンダー法センターと女性研究者支援事業　　　　　　
 辻村みよ子　　　　　　　

　2 男女共同参画政策とポジティヴ・アクション
　　　(1)ポジティヴ・アクションとクオータ制　　　　　 　　　　　
 　　 スティール 若希
　　　(2) 第4次男女共同参画基本計画とポジティヴ・アクション 

――女性研究者養成の課題
 　　 辻村 みよ子
　　　(3)大学におけるポジティヴ・アクションとグラッター判決　　　　　
 　　 安西 文雄

　3 女性法曹養成の課題とジェンダー法学
　　　(1)DV、セクハラ訴訟と女性法曹養成の課題　　　　　　　　　　 　
 　　 角田 由紀子
　　　(2)夫婦別姓訴訟と女性法曹　　　　　　　　　　　　　　　 　　　
 　　 打越 さく良

　4 討論・まとめ
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11月7日(土)

【第1分科会】

࣭セࣙࢩࢵン㸿㸸「��ୡ⣖を研究者として⏕きる̿̿女性の࢔࣭ࣜࣕ࢟ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔に࠾けるᶵ఍と㞀ቨ」

大学➼の研究ᩍ育ᶵ㛵で研究者࣭ᩍဨとしてാࡃことをᚿࡍ人ࠎの࢔ࣜࣕ࢟ᙧ成の⌧≧に࠸ࡘてᅜ㝿ẚ㍑

と男女共同参画のどⅬ࠿ら᳨ウした。᪥本、ࣛ࢜ン࣓࢝ࣜ࢔、ࢶ࢖ࢻ、ࢲ、タ࢖に࠸࠾て、研究者として活㌍ࡍ

るために࡝のࡼう࡞ၥ㢟があ࡞࠿࠸、ࡾるᑐᛂがྍ⬟である࡝、࠿のࡼうに⌧≧௓ධできる࠿に࠸ࡘてࡘ�のᥦ

᱌が࡞さࢀた。➨一に、Ꮩ❧しが࢔ࣜࣕ࢟࡞ࡕᙧ成のึᮇにある研究者ࡸ女性をはࡌめとࡍる大学➼に࠾ける

ᑡᩘὴの研究者㐩が┦஫に࡞ࡘがること。➨஧に、ᑡᩘであるがᏑᅾࡍる女性ᩍဨのྍど໬ࡍること。➨୕

に、ࣟࢫーࣉࢵࢩࣛ࢝ࢫ(VORZ　VFKRODUVKLS�のᥦၐ。本セࣙࢩࢵンを㏻して、男性୰ᚰの学術ୡ⏺で女性࣐ࡸ

ྜࡾうᢡ࡝るၥ㢟とࡍの研究者が⮬ら┤㠃ࠎ同᫬にಶ、ࢀる㝿の㞀ቨが෌☜ㄆさࡍの研究者が活㌍࢕ࢸࣜࣀ࢖

。ることができたࡍてゝㄒ໬࠸ࡘの᪉ἲに࠿ࡘࡃ࠸、࠿࠸たらⰋࡗ࠸けてࡘを࠸

࣭セࣙࢩࢵン㹀㸸「タ࢖に࠾ける女性の࢚ン࣡ࣃー࣓ンࢺ㸫♫఍ⓗ࣭⤒῭ⓗ࣭文໬ⓗ≧ἣ」

タ࢖⤒῭に࠾ける࢙ࢪンࢲーのၥ㢟を⪃࠼るୖで、ᆅᇦ㛫᱁ᕪのၥ㢟が㔜せ࡞ព࿡をもࡘことがᣦ᦬さࢀ

た。女性のປാ参ຍ⋡をᆅᇦูにศᯒした⤖ᯝが♧さࢀ、㏆年ࣂンࢡࢥᕷෆでは୰ὶ㝵⣭とᑓ業୺፬がቑຍ

し、女性ປാが「㹋Ꮠ型᭤⥺」をᥥࡼࡃうにࡗ࡞た。こࢀは㧗度成㛗ᮇの᪥本とఝた≧ἣである。ᩍ育、ປ

ാ参ຍ、ദ事参画➼に㛵ࡍる㹍㹃㹁㹂ᣦᶆを⏝࠸てタ࢖女性の♫఍ⓗ、⤒῭ⓗ、ᨻ治ⓗᆅ఩をぢると、タ࢖で

はබⓗᶵ㛵に࠾ける女性ẚ⋡はప࠸が௻業組織に࠾けるẚ⋡はᴟめて㧗ࡑ。࠸のためタ࢖と᪥本を同Ỉ‽

でㄽࡌることはできࡎ、㉁ⓗ࡞㐪࠸があるྍ⬟性が♧၀さࢀた。

⤒῭Ⓨᒎは、㈋ᐩのᕪをはࡌめとࡍるᵝ࡞ࠎᕪ␗ࡸ᱁ᕪをᘬき㉳こして࠸る。ある♫఍の⌮ゎには、ࡑの

♫఍がෆに㛵ࢃるከᵝ性࠸࡞しᕪ␗࡬の㓄៖が୙ྍḞである。

௨ୖのⅬが㔜せであることをᨵめてㄆ㆑ࡍることとࡗ࡞た。

第1分科会の様子
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11月7日(土)

【第1分科会】

࣭セࣙࢩࢵン㸿㸸「��ୡ⣖を研究者として⏕きる̿̿女性の࢔࣭ࣜࣕ࢟ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔に࠾けるᶵ఍と㞀ቨ」

大学➼の研究ᩍ育ᶵ㛵で研究者࣭ᩍဨとしてാࡃことをᚿࡍ人ࠎの࢔ࣜࣕ࢟ᙧ成の⌧≧に࠸ࡘてᅜ㝿ẚ㍑

と男女共同参画のどⅬ࠿ら᳨ウした。᪥本、ࣛ࢜ン࣓࢝ࣜ࢔、ࢶ࢖ࢻ、ࢲ、タ࢖に࠸࠾て、研究者として活㌍ࡍ

るために࡝のࡼう࡞ၥ㢟があ࡞࠿࠸、ࡾるᑐᛂがྍ⬟である࡝、࠿のࡼうに⌧≧௓ධできる࠿に࠸ࡘてࡘ�のᥦ

᱌が࡞さࢀた。➨一に、Ꮩ❧しが࢔ࣜࣕ࢟࡞ࡕᙧ成のึᮇにある研究者ࡸ女性をはࡌめとࡍる大学➼に࠾ける

ᑡᩘὴの研究者㐩が┦஫に࡞ࡘがること。➨஧に、ᑡᩘであるがᏑᅾࡍる女性ᩍဨのྍど໬ࡍること。➨୕

に、ࣟࢫーࣉࢵࢩࣛ࢝ࢫ(VORZ　VFKRODUVKLS�のᥦၐ。本セࣙࢩࢵンを㏻して、男性୰ᚰの学術ୡ⏺で女性࣐ࡸ

ྜࡾうᢡ࡝るၥ㢟とࡍの研究者が⮬ら┤㠃ࠎ同᫬にಶ、ࢀる㝿の㞀ቨが෌☜ㄆさࡍの研究者が活㌍࢕ࢸࣜࣀ࢖

。ることができたࡍてゝㄒ໬࠸ࡘの᪉ἲに࠿ࡘࡃ࠸、࠿࠸たらⰋࡗ࠸けてࡘを࠸

࣭セࣙࢩࢵン㹀㸸「タ࢖に࠾ける女性の࢚ン࣡ࣃー࣓ンࢺ㸫♫఍ⓗ࣭⤒῭ⓗ࣭文໬ⓗ≧ἣ」

タ࢖⤒῭に࠾ける࢙ࢪンࢲーのၥ㢟を⪃࠼るୖで、ᆅᇦ㛫᱁ᕪのၥ㢟が㔜せ࡞ព࿡をもࡘことがᣦ᦬さࢀ

た。女性のປാ参ຍ⋡をᆅᇦูにศᯒした⤖ᯝが♧さࢀ、㏆年ࣂンࢡࢥᕷෆでは୰ὶ㝵⣭とᑓ業୺፬がቑຍ

し、女性ປാが「㹋Ꮠ型᭤⥺」をᥥࡼࡃうにࡗ࡞た。こࢀは㧗度成㛗ᮇの᪥本とఝた≧ἣである。ᩍ育、ປ

ാ参ຍ、ദ事参画➼に㛵ࡍる㹍㹃㹁㹂ᣦᶆを⏝࠸てタ࢖女性の♫఍ⓗ、⤒῭ⓗ、ᨻ治ⓗᆅ఩をぢると、タ࢖で

はබⓗᶵ㛵に࠾ける女性ẚ⋡はప࠸が௻業組織に࠾けるẚ⋡はᴟめて㧗ࡑ。࠸のためタ࢖と᪥本を同Ỉ‽

でㄽࡌることはできࡎ、㉁ⓗ࡞㐪࠸があるྍ⬟性が♧၀さࢀた。

⤒῭Ⓨᒎは、㈋ᐩのᕪをはࡌめとࡍるᵝ࡞ࠎᕪ␗ࡸ᱁ᕪをᘬき㉳こして࠸る。ある♫఍の⌮ゎには、ࡑの

♫఍がෆに㛵ࢃるከᵝ性࠸࡞しᕪ␗࡬の㓄៖が୙ྍḞである。

௨ୖのⅬが㔜せであることをᨵめてㄆ㆑ࡍることとࡗ࡞た。

第1分科会の様子
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【第2分科会】

㎷ᮧࡼࡳᏊ࢙ࢪンࢲーἲセンター㛗ࡾࡼ㊃᪨ㄝ明が⾜ࢀࢃたᚋ、「男女共同参画ᨻ⟇と࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏

ータไ、女࢜ࢡーࣝⱝᕼ෸ᩍᤵは、ᨻ治ศ㔝の࢕ࢸࢫ。たࢀさ࡞に、➨�ศ科఍の報告が࣐ーࢸン」をࣙࢩࢡ

性研究者のపỈ‽をᨵၿࡍるために᭷┈ࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏࡞ン(ࢡ࢓ࣇࢫࣛࣉター᪉ᘧ、タࢦ࣒࢖ーࣝ

᪉ᘧ、୧❧支援⟇�に࠸ࡘて㏙࡭た。ࡲたᏳす文㞝ἲ科大学㝔ᩍᤵ࢓ࣇ࢔、ࡾࡼーࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸ࣐ンの

᠇ἲチᐜ性(ྜ᠇性�に࠸ࡘて報告が࡞さࢀた。

ḟに、女性ἲ᭪㣴成のㄢ㢟と࢙ࢪンࢲーἲ学に࠸ࡘてウㄽが࡞さࢀた。᭱ึに、ゅ⏣⏤⣖Ꮚᘚㆤኈ(๓

た。ここでは、女性ἲ᭪㣴成のㄢ㢟としては、ἲ᭪୕者に༨めࡗ報告があࡾࡼ�ーἲセンター㛗ࢲン࢙ࢪ

る女性ἲᚊᐙの๭ྜが���に㐣࠸࡞ࡂⅬをᩘのၥ㢟とし、女性がᕪูさࢀることにᑐし女性ἲ᭪が㗦ᩄと

ᩘ、ることを㉁のၥ㢟として࡞ と㉁のၥ㢟を㐃動して⪃࠼るຊ、⣲㣴をᣢࡗた人㛫がἲᚊᐙとࡾ࡞、ᕪู

をཷけて࠸るഃにẼ௜ࡃことがᚲせであると報告があࡗた。ࡲた、同センターᐈဨ研究ဨのᡴ㉺さࡃⰋᘚ

ㆤኈࡾࡼኵ፬ูጣၥ㢟を㢟材として、ᕪูさࢀて࠸るഃである女性を支࠼る⬟ຊが女性ἲᚊᐙにồめらࢀ

る、との報告が࡞さࢀた。

㉁␲ᛂ⟅では、ኵ፬ูጣに࠾けるᏊ࡝ものጣは࡝うࡍるの࠿と࠸う㉁ၥにᑐして、ἲᨵṇの⌧≧࠿ら

のᅇ⟅があࡲ、ࡾたูのⓏቭ者࠿らは、ࢲࢼ࢝のኵ፬ูጣに㛵ࡍる事౛をもとにしたᅇ⟅があࡗた。ࡲ

た、女性ἲ᭪のᩘと㉁のၥ㢟に࠸ࡘて、㉁のᾘᴟ㠃はఱ࠿、とࡗ࠸た㉁ၥが࡞さࢀ、᪥本に࠾けるἲ学ᩍ育

に࠸ࡘてのၥ㢟があࡆらࢀた。

➨�、➨�ศ科఍を㏻ࡌて、᪥本に࠾ける性ᕪู࢙ࢪࡸンࢲーၥ㢟の᰿῝さをᙉࡃᐇឤさࡏらࢀるෆᐜと

。たࡗ࡞

第2分科会の様子
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【第2分科会】

㎷ᮧࡼࡳᏊ࢙ࢪンࢲーἲセンター㛗ࡾࡼ㊃᪨ㄝ明が⾜ࢀࢃたᚋ、「男女共同参画ᨻ⟇と࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏

ータไ、女࢜ࢡーࣝⱝᕼ෸ᩍᤵは、ᨻ治ศ㔝の࢕ࢸࢫ。たࢀさ࡞に、➨�ศ科఍の報告が࣐ーࢸン」をࣙࢩࢡ

性研究者のపỈ‽をᨵၿࡍるために᭷┈ࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏࡞ン(ࢡ࢓ࣇࢫࣛࣉター᪉ᘧ、タࢦ࣒࢖ーࣝ

᪉ᘧ、୧❧支援⟇�に࠸ࡘて㏙࡭た。ࡲたᏳす文㞝ἲ科大学㝔ᩍᤵ࢓ࣇ࢔、ࡾࡼーࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸ࣐ンの
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ḟに、女性ἲ᭪㣴成のㄢ㢟と࢙ࢪンࢲーἲ学に࠸ࡘてウㄽが࡞さࢀた。᭱ึに、ゅ⏣⏤⣖Ꮚᘚㆤኈ(๓

た。ここでは、女性ἲ᭪㣴成のㄢ㢟としては、ἲ᭪୕者に༨めࡗ報告があࡾࡼ�ーἲセンター㛗ࢲン࢙ࢪ

る女性ἲᚊᐙの๭ྜが���に㐣࠸࡞ࡂⅬをᩘのၥ㢟とし、女性がᕪูさࢀることにᑐし女性ἲ᭪が㗦ᩄと
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のᅇ⟅があࡲ、ࡾたูのⓏቭ者࠿らは、ࢲࢼ࢝のኵ፬ูጣに㛵ࡍる事౛をもとにしたᅇ⟅があࡗた。ࡲ
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。たࡗ࡞

第2分科会の様子
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(２) シンポジウム

ウ．女性研究者研究活動支援事業総括シンポジウム
「Life Sharing ～共に前へ！～」

※肩書きはシンポジウム当時のものである
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(２) シンポジウム

ウ．女性研究者研究活動支援事業総括シンポジウム
「Life Sharing ～共に前へ！～」

※肩書きはシンポジウム当時のものである
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第1部

研究者のࣛ࣋࢖ࣇ࢖ンࢺ(ฟ⏘࣭育ඣ࣭௓ㆤ�と研究の୧❧を支援ࡍる「࢚࢖ࢧン࣏ࢧ࣭ࢫーターไ度」に

ン࢙ࢪン学部ࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗࢥた共ദᅋయである᝟報ࡲ。たࡗ⾜て、ไ度฼⏝報告఍࣭ពぢ஺᥮఍を࠸ࡘ

。たࡗ⾜ーセンターの༠ຊのもとに㈨ᩱᫎീୖᫎ఍をࢲ

➨�部は⣽㔝はるࡳ᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部ᩍᤵ࣭男女共同参画推進センター๪センター㛗のྖ఍で

進⾜し、ᑠᯘṇ人⌮ᕤ学部ᩍᤵ࣭女性研究者研究活動支援事業⏕⏣ศᐊ㛗ࡾࡼ➨�部㛤ദにあたࡗてのᣵᣜ

と本事業でᵓ⠏した࢚࢖ࢧン࣏ࢧ࣭ࢫーターไ度に࠸ࡘてのㄝ明があࡑ、ࡾのᚋไ度฼⏝報告఍とࡗ࡞た。

ไ度฼⏝報告఍では、฼⏝者である⸨⏣⤖Ꮚၟ学部ᩍᤵ、Ḉ஭⩏ᑦ⥲ྜᩘ⌮学部෸ᩍᤵ、஬༑ᔒᝆ⣖⥲

ྜᩘ⌮学部ᑓ௵ㅮᖌが、ࢀࡒࢀࡑⓏቭした。

はࡌめに、⸨⏣ᩍᤵࡾࡼ、⮬㌟のᑓ㛛と研究と育ඣの⌧≧に࠸ࡘて⤂௓があࡗた。♫఍学でࣛࢢࣀࢫ࢚

る᪥本人をᑐ㇟としࡍはᾏእで⏕活࣐ーࢸでの研究ࡲ௒、ࡾ࠾たㄪᰝ研究をしてࡗうᡭἲを౑࠸ーと࢕ࣇ

た࢕ࣇーࣝࢻㄪᰝであࡗた。��௦はฟ⏘に࠸ࡘてᖖに⪃࠼て࠸たが、研究者として一␒㔜せ࡞᫬ᮇである

ため、ㄽ文ᇳ➹ࡸ学఩をྲྀᚓして௵ᮇが࠸࡞௙事にᑵࡃことをฟ⏘ࡾࡼもඃඛして࠸た。こࢀは᪥本୰の

大学㝔ࢡࢻࢫ࣏ࡸの女性研究者がᢪ࠼て࠸るၥ㢟であるとᛮう。⮬㌟はฟ⏘࣭育ඣと࠸うࣛ࣋࢖ࣇ࢖ン

るព㆑ࡄて「育ඣをめ࠼での研究にຍࡲのため、⌧ᅾは௒ࡑ。たࡗ࡞㛗ᮇのᾏእㄪᰝがᅔ㞴に、ࡾࡼにࢺ

と஺΅」に࠸ࡘても研究をして࠸る。ᐇ㝿、Ꮚ࡝もを㐃ࢀて⌧ሙ࡬ㄪᰝに⾜けるࡼうにࡗ࡞たことで、᫬

㛫とሙᡤのၥ㢟を補࠸、研究をᡓ␎ⓗに進めることができて࠸る。ࣛ࣋࢖ࣇ࢖ンࢺにࡗࡼて⏕ࡌた一␒の

ၥ㢟はᾏእで研究ができࡗ࡞ࡃ࡞たことࡔが、研究業ົ௨እにも、ᤵ業ࡸ఍㆟とಖ育ᅬの࠾㏄࠼᫬㛫のව

ࢧ」、で࠼たうࡆたことをၥ㢟Ⅼとしてあࡗ࠿࡞もの㡸けඛが࡝௨๓は⚃᪥のᤵ業ᐇ᪋᪥にᏊ、ࡸ࠸ྜࡡ

の௚のస業を౫㢗できたことが、⮬㌟の研究にࡑ、のస成ࢺࢫࣜ⫣文ࡸ⫣ーターに参⪃文࣏ࢧ࣭ࢫン࢚࢖

大ኚຠᯝがあࡗた。ḟ年度௨㝆もこのไ度が⥅⥆さࢀることを㢪う」と㏙࡭た。

ḟに、Ḉ஭෸ᩍᤵࡾࡼ、⮬㌟のᑓ㛛とไ度฼⏝の⤒⦋、ᐇ㝿の࣏ࢧーࢺෆᐜに࠸ࡘて⤂௓があࡗた。「ᡤᒓ

して࠸る⥲ྜᩘ⌮学部は����年にできた᪂設学部と࠸うこともあࡾ、研究ᐊには学部⏕し࠿ᅾ⡠して࠿࡞࠸

たが、ไ度のᨵࡗ࠿࡞ーターไ度をᙜึは฼⏝でき࣏ࢧ࣭ࢫン࢚࢖ࢧ࠸࡞㞠⏝でき࠿たため、大学㝔⏕しࡗ

ṇにࡗࡼて学部⏕の㞠⏝がㄆめらࢀ、⮬㌟の㓄അ者も研究者とࡗ࡞たこと࠿らไ度を฼⏝できるࡼうにࡗ࡞

た。育ඣ୰の⌧ᅾはᅽಽⓗに研究にあてらࢀる᫬㛫がῶࡾ、᪂設学部で研究ᐊのᇶ┙ࡸయไをᩚ࡞࠼けࡤࢀ

日時：2016年12月8日 (木)【第1部】14：00～17：00
【第2部】17：30～19：15

場所：㥴Ἑྎࣕ࢟ンࣟࢢ　ࢫࣃーࣟࣇࣝࣂンࢺ

࠙➨�部ࠚ��㝵ከ┠ⓗᐊ

� ࠙➨�部ࠚ��㝵ࣟࢢー࣍ࣝࣂーࣝ

対象：学部⏕࣭大学㝔⏕࣭研究者࣭ᩍ⫋ဨ࣭男女共同参画に⯆࿡のある᪉

参加者： ➨�部��ྡ、➨�部��ྡ

主催：明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部

共催：明治大学᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部࢙ࢪンࢲーセンター

　　　明治大学ἲ科大学㝔࢙ࢪンࢲーἲセンター
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と஺΅」に࠸ࡘても研究をして࠸る。ᐇ㝿、Ꮚ࡝もを㐃ࢀて⌧ሙ࡬ㄪᰝに⾜けるࡼうにࡗ࡞たことで、᫬

㛫とሙᡤのၥ㢟を補࠸、研究をᡓ␎ⓗに進めることができて࠸る。ࣛ࣋࢖ࣇ࢖ンࢺにࡗࡼて⏕ࡌた一␒の
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╔ࡾ࡝研究にた࠸たࡾࡸの研究は、本ᙜに࣒ࢸࢫࢩ。࠸とてもᛁしࡾ࡞が㔜ࢺン࣋࢖ࣇ࢖᫬ᮇとࣛ࠸࡞け࠸

ることでᐇ㦂をຠ⋡ⓗࡍ⏝が、このไ度を฼ࡔることが大ኚࡍをᵓ⠏࣒ࢸࢫࢩる࡞とࢫー࣋のࡑ、でにࡲࡃ

に進めることができ、大ኚᙺ❧ࡗた。ࣛ࣋࢖ࣇ࢖ンࢺ୰のᩍဨにとࡗて大ኚあࡾがた࠸ไ度であるため、ࡐ

。た࡭と㏙「࠸し࡯ไ度を⥅⥆してࡦ

᭱ᚋに、஬༑ᔒᑓ௵ㅮᖌࡾࡼ、⮬㌟のᑓ㛛とไ度を�年㛫฼⏝したことに࠸ࡘて⤂௓があࡗた。研究

ࢵ࢕ࣇࣛࢢータࣗࣆンࢥ、て࠸ࡘたᡭⱁの設ィ支援に࠸⏝をࢫࢡࢵ࢕ࣇࢵࣛࢢータࣗࣆンࢥである࣐ーࢸ

࣋࢖ࣇ࢖うࣛ࠸ฟ⏘࣭育ඣと」、ࡕてㄝ明したの࠸ࡘの設ィにࢬーࣅࡸの型⣬స成ࡳるࡄ࠸ࡠるࡼにࢫࢡ

ンࢺと研究の୧❧で一␒のၥ㢟はඛのⓏቭ者�人と同ࡼࡌうに᫬㛫が㊊࠸࡞ࡾことࡔ」と㏙࡭た。࢚࢖ࢧ

ン࣏ࢧ࣭ࢫーターไ度に࠸ࡘては、「ඛのḈ஭෸ᩍᤵと同ࡃࡌ᪂設学部に╔௵し、大学㝔⏕の࠸࡞࠸研究

ᐊであࡗたため、ไ度㛤ጞᙜึは௚の研究ᐊの大学㝔⏕に࣏ࢧーࢺを࠾㢪࠸して࠸た。ไ度ᨵṇᚋも⮬

㌟の研究ᐊ࠿ら�人ࡔけ学⏕を採⏝し研究を支援してもらうことが㞴しࡗ࠿たため、⌧ᅾも௚の研究ᐊ࠿

ら研究支援者を࠾㢪࠸して࠸るが、このことが、ᐇは研究ᐊを㉸࠼ての共同研究࡬と࡞ࡘがࡾ、大き࡞成

ᯝとࡗ࡞た。ไ度を฼⏝ࡍることにࡗࡼて௒ࡲでࡦとࡾで⾜ࡗて࠸たㅖࠎのస業がศᢸできるࡼうに࡞

。た࡭る」と㏙࠸てࡌたとឤࡗが࡞ࡘ育ඣ᫬㛫の☜ಖにもࡃ࡞けでࡔのᩍ育の᫬㛫࡬⏕学、ࡾ

௨ୖのࡼう࡞報告を࠼ࡲࡩ、ᑠᯘᩍᤵをࢸࣜࢩ࢓ࣇーターとしてពぢ஺᥮఍が⾜ࢀࢃた。ࡑの୰で、ࢧ

ࡍた男性研究者のไ度฼⏝をಁࡲ、てのせᮃ࠸ࡘ学እ者の㞠⏝に、ࡸ⏝ーターの」ᩘ人㞠࣏ࢧ࣭ࢫン࢚࢖

ための᪉⟇➼、௒ᚋの㐠⏝に㛵ࢃるㄢ㢟を共᭷ࡍることができた。

ไ度฼⏝報告఍に⥆࠸て、㈨ᩱᫎീ「女性ἲ᭪⏺の㐨をᣅ࠸た人ࠎ㸫明治大学ᑓ㛛部女Ꮚ部の㊊㊧㸫」のୖ

ᫎを⾜࠸、⣽㔝ᩍᤵࡾࡼ఍ሙෆのࢫ࣏ターᒎ♧と➨�部に࠸ࡘて⤂௓があࡗたのࡕ、➨�部は㛢఍とࡗ࡞た。

制度利用者からの報告会の様子
藤田�結子教授

意見交換会の様子
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第2部

開会挨拶

ᅵᒇᜨ一㑻学㛗は、⌮⣔学部の女性ᩍဨの採⏝≧ἣに࠸ࡘてゐࢀたう࠼

で、「ࡔࡲඛは㛗࠸が女性研究者の支援యไがᚲせであるとឤࡌて࠸る。

本学がୡ⏺の୰でᏑᅾを明☜にしてࡃ࠸ためには、男女共同参画を推進ࡍ

るためのලయⓗ࡞ᑐ⟇がᚲせである。ᩍဨ採⏝ẚ⋡ࡸ、研究者を支援ࡍる

ための育ඣ࡞らࡧに௓ㆤไ度の⥅⥆、ᙉ໬をした࠸」と㏙࡭た。

来賓挨拶

ᒾ⏣႐⨾ᯞෆ㛶ᗓ男女共同参画఍㆟㆟ဨ(බ┈㈈ᅋἲ人��ୡ⣖⫋業㈈

ᅋ఍㛗�は、ࡎࡲ、⏘業⏺に࠾ける女性のാき᪉のኚ໬に࠸ࡘて㏙࡭らࢀ

た。����年㡭ࡾࡼ㤳㒔ᅪࡸ大㒔ᕷᅪの大ᡭ௻業では、文⣔⥲ྜ⫋の女性

ẚ⋡が�๭を㉸࠼て࠸ることをㄝ明し、「ここ��年࡝࡯はฟ⏘ᚋに௙事を⥅

て࡭る。⟶⌮⫋の女性ẚ⋡もୖ᪼ഴྥで、௨๓とẚ࠸て࠼る女性がቑࡍ⥆

ここᩘ年の女性活㌍の進ᒎは┠をぢᙇるものがある。大学に࠸࠾ても女

性のᩍ⫋ဨが活㌍ࡍることで、大学のᩍ育ຊ、研究ຊがྥୖࡍると☜ಙして࠸る。女性が活㌍ࡍるために

は、௻業も大学もㄢ㢟はたࡃさࢇあるが、大き࡞ㄢ㢟をࡔࡘ�けあࡆるとࡘ�、ࡤࢀࡍはാき᪉である。共

ാきୡᖏが࢕ࢸࣜࣙࢪ࣐とࡗ࡞た⌧ᅾでは、ࢫタンࢲーࢻとࡗ࡞て࠸る男性型のാき᪉をある✀女性໬

し、ാき᪉のᨵ㠉を┠ᣦさࡃ࡞ては࡞らࡘ�。࠸࡞┠はࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏ンをㅮࡌることである。┠

ⓗព㆑ⓗ࡞、ィ画ⓗ࡞ᵝྲྀ࡞ࠎ組がᚲせである。ാき᪉ᨵ㠉ࡸ女性活㌍推進は人ࠎのព㆑ࡸ⾜動ᵝᘧ、ᖖ

㆑をኚ࠼るもので᫬㛫をせࡍる。明治大学に࠸࠾ては�年㛫の事業の༊ษࡾではあるが、�年㛫で成ᯝがฟ

るㄢ㢟では࠸࡞ので、ḟ年度௨㝆もᘬき⥆き事業にྲྀࡾ組ࡳ、大学㛫➇தで、男女共同参画のศ㔝で຾ࡗ

て࠸たࡔきた࠸と㢪う」と㏙࡭らࢀた。

特別講演

ᒣᮧᗣᏊᅜ❧研究㛤Ⓨἲ人科学技術᣺⯆ᶵᵓ(㹈㹑㹒�࣒ࣛࢢࣟࣉ୺⟶

ࡘのᐇ⦼と௒ᚋの動ྥに࣒ࣛࢢࣟࣉᨵ㠉࣒ࢸࢫࢩ女性研究者支援」、ࡾࡼ

、て࠸ࡘた。᪥本の女性研究者の⌧≧に࠸ࡔた࠸ㅮ₇ࡈに࣐ーࢸて」を࠸

ᅜ㝿ⓗにもప್ᩘ࠸であることをㄝ明したう࠼で、「女性研究者の活㌍ಁ

進に࠾けるㄢ㢟は、㞳⫋、ᇳ⾜部࡬のᮍⓏ⏝、女性研究ࣜーࢲーの๭ྜ、

大学㝔༤ኈㄢ⛬(ᚋᮇ�࡬の進学⋡のపさ➼があࡆらࢀる。このࡼう࡞ㄢ

㢟にᑐし文部科学省は、女性の⬟ຊを᭱大㝈にⓎ᥹できる⎔ቃをᩚഛし、

ーࣂ࢖ࢲ、ᨵ㠉ຍ㏿事業࣒ࢸࢫࢩるため、女性研究者研究活動支援事業、女性研究者㣴成ࡍの活㌍をಁ進ࡑ

たྛ大学ࢀ୰で、事業が採択さࡃ࠸をᐇ᪋してきた。事業を推進してࣈ࢕ࢸ࢔ࢩࢽ࢖⌧研究⎔ቃᐇ࢕ࢸࢩ

に࠸࠾て、研究⎔ቃのᩚഛ、男女共同参画ព㆑の㔊成、ḟୡ௦育成、✚ᴟⓗ࡞女性研究者の採⏝が⾜ࢀࢃて

きた。௒ᚋは女性研究者の研究ຊのྥୖ、女性研究ࣜーࢲーの育成、ƫ 㛵のᇳ⾜部࡬の女性Ⓩ⏝࡬㍈㊊を

⛣し、࣡ ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫの推進、ከᵝ࡞研究࣭ᩍ育人材の育成、研究とᩍ育の活性໬を┠ᣦして࠸

山村康子国立研究開発法人
科学技術振興機構プログラム主管

岩田喜美枝内閣府男女共同参画会議議員

土屋恵一郎学長

66

ᶙ　

औ
૊
಺
༰
の
࣮
੷
ͱ
੒
Ռ

66

第2部

開会挨拶

ᅵᒇᜨ一㑻学㛗は、⌮⣔学部の女性ᩍဨの採⏝≧ἣに࠸ࡘてゐࢀたう࠼

で、「ࡔࡲඛは㛗࠸が女性研究者の支援యไがᚲせであるとឤࡌて࠸る。

本学がୡ⏺の୰でᏑᅾを明☜にしてࡃ࠸ためには、男女共同参画を推進ࡍ

るためのලయⓗ࡞ᑐ⟇がᚲせである。ᩍဨ採⏝ẚ⋡ࡸ、研究者を支援ࡍる

ための育ඣ࡞らࡧに௓ㆤไ度の⥅⥆、ᙉ໬をした࠸」と㏙࡭た。

来賓挨拶

ᒾ⏣႐⨾ᯞෆ㛶ᗓ男女共同参画఍㆟㆟ဨ(බ┈㈈ᅋἲ人��ୡ⣖⫋業㈈

ᅋ఍㛗�は、ࡎࡲ、⏘業⏺に࠾ける女性のാき᪉のኚ໬に࠸ࡘて㏙࡭らࢀ

た。����年㡭ࡾࡼ㤳㒔ᅪࡸ大㒔ᕷᅪの大ᡭ௻業では、文⣔⥲ྜ⫋の女性

ẚ⋡が�๭を㉸࠼て࠸ることをㄝ明し、「ここ��年࡝࡯はฟ⏘ᚋに௙事を⥅

て࡭る。⟶⌮⫋の女性ẚ⋡もୖ᪼ഴྥで、௨๓とẚ࠸て࠼る女性がቑࡍ⥆

ここᩘ年の女性活㌍の進ᒎは┠をぢᙇるものがある。大学に࠸࠾ても女

性のᩍ⫋ဨが活㌍ࡍることで、大学のᩍ育ຊ、研究ຊがྥୖࡍると☜ಙして࠸る。女性が活㌍ࡍるために

は、௻業も大学もㄢ㢟はたࡃさࢇあるが、大き࡞ㄢ㢟をࡔࡘ�けあࡆるとࡘ�、ࡤࢀࡍはാき᪉である。共

ാきୡᖏが࢕ࢸࣜࣙࢪ࣐とࡗ࡞た⌧ᅾでは、ࢫタンࢲーࢻとࡗ࡞て࠸る男性型のാき᪉をある✀女性໬

し、ാき᪉のᨵ㠉を┠ᣦさࡃ࡞ては࡞らࡘ�。࠸࡞┠はࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏ンをㅮࡌることである。┠

ⓗព㆑ⓗ࡞、ィ画ⓗ࡞ᵝྲྀ࡞ࠎ組がᚲせである。ാき᪉ᨵ㠉ࡸ女性活㌍推進は人ࠎのព㆑ࡸ⾜動ᵝᘧ、ᖖ

㆑をኚ࠼るもので᫬㛫をせࡍる。明治大学に࠸࠾ては�年㛫の事業の༊ษࡾではあるが、�年㛫で成ᯝがฟ

るㄢ㢟では࠸࡞ので、ḟ年度௨㝆もᘬき⥆き事業にྲྀࡾ組ࡳ、大学㛫➇தで、男女共同参画のศ㔝で຾ࡗ

て࠸たࡔきた࠸と㢪う」と㏙࡭らࢀた。

特別講演

ᒣᮧᗣᏊᅜ❧研究㛤Ⓨἲ人科学技術᣺⯆ᶵᵓ(㹈㹑㹒�࣒ࣛࢢࣟࣉ୺⟶

ࡘのᐇ⦼と௒ᚋの動ྥに࣒ࣛࢢࣟࣉᨵ㠉࣒ࢸࢫࢩ女性研究者支援」、ࡾࡼ

、て࠸ࡘた。᪥本の女性研究者の⌧≧に࠸ࡔた࠸ㅮ₇ࡈに࣐ーࢸて」を࠸

ᅜ㝿ⓗにもప್ᩘ࠸であることをㄝ明したう࠼で、「女性研究者の活㌍ಁ

進に࠾けるㄢ㢟は、㞳⫋、ᇳ⾜部࡬のᮍⓏ⏝、女性研究ࣜーࢲーの๭ྜ、

大学㝔༤ኈㄢ⛬(ᚋᮇ�࡬の進学⋡のపさ➼があࡆらࢀる。このࡼう࡞ㄢ

㢟にᑐし文部科学省は、女性の⬟ຊを᭱大㝈にⓎ᥹できる⎔ቃをᩚഛし、

ーࣂ࢖ࢲ、ᨵ㠉ຍ㏿事業࣒ࢸࢫࢩるため、女性研究者研究活動支援事業、女性研究者㣴成ࡍの活㌍をಁ進ࡑ

たྛ大学ࢀ୰で、事業が採択さࡃ࠸をᐇ᪋してきた。事業を推進してࣈ࢕ࢸ࢔ࢩࢽ࢖⌧研究⎔ቃᐇ࢕ࢸࢩ

に࠸࠾て、研究⎔ቃのᩚഛ、男女共同参画ព㆑の㔊成、ḟୡ௦育成、✚ᴟⓗ࡞女性研究者の採⏝が⾜ࢀࢃて

きた。௒ᚋは女性研究者の研究ຊのྥୖ、女性研究ࣜーࢲーの育成、ƫ 㛵のᇳ⾜部࡬の女性Ⓩ⏝࡬㍈㊊を

⛣し、࣡ ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫの推進、ከᵝ࡞研究࣭ᩍ育人材の育成、研究とᩍ育の活性໬を┠ᣦして࠸

山村康子国立研究開発法人
科学技術振興機構プログラム主管

岩田喜美枝内閣府男女共同参画会議議員
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きた࠸と⪃࠼て࠸る。明治大学に࠸࠾ては、௒ᚋも事業のྲྀ組の⥅⥆とᒎ㛤をᅗࡾ、「学ᰯἲ人明治大学一

般事業୺⾜動ィ画」でᥖࡆたࡘ�の┠ᶆ、女性ᩍဨẚ⋡࡞らࡧに女性ᩍဨ採⏝ẚ⋡のྥୖ、ࡑして女性⟶⌮

⫋、≉に女性事ົ⟶⌮⫋の๭ྜに࠸ࡘての┠ᶆが㐩成さࢀることを㢪う」と㏙࡭らࢀた。

本事業成果報告

㎷ᮧࡼࡳᏊἲ科大学㝔ᩍᤵ࣭男女共同参画推進センター๪センター㛗࣭

女性研究者研究活動支援事業推進本部௦⾲ࡾࡼ、᭱ ⤊年度を㏄࠼た本事業

の成ᯝを報告した。

本事業のྲྀ組に࠸ࡘて、「男女共同参画推進のయไ☜❧」「୧❧支援のయ

ไ」「ၨⓎ活動」「女性研究者のቑຍとḟୡ௦育成」とࡗ࠸たࡘ�のᰕをᯟ組ࡳ

としてㄝ明した。「男女共同参画推進のయไ☜❧」に࠸ࡘては、男女共同参画

推進センターを設置し、ἲ人࠿ら⥲ົᢸᙜᖖ໅⌮事、大学࠿ら男女共同参画

ᢸᙜ๪学㛗が୰ᚰとࡗ࡞て㐠Ⴀጤဨ఍を設け、センターのもとに女性研究者研究活動支援事業推進本部を設

置し、事業を推進してきた。「୧❧支援యไ」に࠸ࡘては、ࢺࣇࢯ㠃では࢚࢖ࢧン࣏ࢧ࣭ࢫーターไ度ࡸಖ育費

⏝補助ไ度、࣓ ンターไ度を☜❧し、ࣁーࢻ㠃では⎔ቃᩚഛとしてࢶ࣒࢜஺᥮ྎのቑ設ࣅ࣋ࡸー࢔࢙ࢳの設

置をྛࣕ࢟ンࢫࣃで⾜ࡗた。「ၨⓎ活動」に࠸ࡘては、センターࡸ推進本部の活動ෆᐜの࿘▱を┠ⓗとして

ーࢼ࣑セࡸ࣒࢘ࢪ࣏ンࢩ、たࡲ。の報告書をห⾜した➼࣒࢘ࢪ࣏ンࢩ、Ⓨ⾜しࢺࢵࣞࣇーࣜࡸターࣞࢬーࣗࢽ

㛤ദの࠿࡯に、研究者の࣡ࢺࢵࢿーࢡసࡾを┠ⓗとしたࣛンࢳ஺ὶ఍も」ᩘᅇᐇ᪋した。「女性研究者のቑ

ຍࡸḟୡ௦育成」に࠸ࡘては、ࣜࣉࢵࢺーࢲーの人事ᶒⓎ動にࡼるࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏ンとして、����年�

᭶、学㛗の≉࿨事㡯にࡾࡼ男女共同参画࣭㞀が࠸者ᑡᩘ者支援ᢸᙜ๪学㛗が設置さࢀ、女性ᩍဨが௵࿨さࢀ

た。ḟୡ௦ࡸ女性研究者の〈㔝ᣑ大とከᵝࢫࣃ࢔ࣜࣕ࢟࡞をᥦ♧ࡍるために、本学ᩍဨをࣟーࣝࣔࣝࢹ㞟と

して�ᅇにศけて⤂௓し、ᑗ᮶研究者をᚿࡍ学⏕がලయⓗࣙࢪࣅ࡞ンをᥥࡃための一助と࡞ることを┠ⓗと

した本学研究者がㅮᖌと࡞るࣛンࣙࢳンセࢼ࣑ーも」ᩘのࣕ࢟ンࢫࣃでᐇ᪋した。こࢀらࡘ�のᰕを୰ᚰ

として事業を推進した⤖ᯝ、୧❧支援ไ度を฼⏝した女性研究者の研究業⦼のྥୖ、女性研究者のᅾ⡠ࡼ࠾

ព㆑ᨵ、ࡳㄆ㆑も進ࡸる学ෆの⌮ゎࡍた男女共同参画のྲྀ組にᑐࡲ。たࢀ⾲採⏝ẚ⋡のྥୖが成ᯝとしてࡧ

㠉が進ࢇで࠸ることが࢔ンࢣーࢺにࡗࡼて明ら࠿にࡗ࡞たと࠸うㄝ明をし、「௒ᚋは、⌧యไを⥔ᣢし、学ෆ

㐃ᦠのᙉ໬、部㛛ᶓ᩿ⓗྲྀ࡞組を推進し、͆ ーࣝ明治࢜ で͇男女共同参画をຍ㏿さࡏた࠸」と㏙࡭た。

本事業についての講評

ᒣᮧ㹈㹑㹒࣒ࣛࢢࣟࣉ୺⟶ࡾࡼ、本事業に࠸ࡘてのㅮホとして、「あらࡺるศ㔝のྲྀ組をຠ⋡ⓗに⾜

事業ᐇ᪋ᮇ㛫ෆでྥୖ࠸▷、る。女性研究者の採⏝ẚ⋡もࢀら࠼⪄とࡔࢇ学ෆのព㆑ᨵ㠉が㠀ᖖに進、࠸

して࠸るが、⌮⣔の女性研究者採⏝ẚ⋡の┠ᶆ㐩成にྥけて、௒ᚋもᵝྲྀ࡞ࠎ組の⥅⥆、Ⓨᒎを࠾㢪࠸し

た࠸」と㏙࡭らࢀた。

辻村みよ子法科大学院教授
女性研究者研究活動支援事業推進本部代表
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第1部の概要報告

⣽㔝ᩍᤵࡾࡼ➨�部のᴫせ報告があࡗた。࢚࢖ࢧン࣏ࢧ࣭ࢫーターไ度、

฼⏝ᐇ⦼に࠸ࡘてㄝ明したᚋ、฼⏝者のኌࡸពぢ஺᥮఍でのෆᐜを⤂௓し

た。᭱ᚋに、「௒ᚋ、男性研究者にもព㆑ᨵ㠉の୰でไ度のᾐ㏱をᅗࡾ、ไ

度のᩚഛࡸ進໬を⾜࡞࠸がら⥅⥆ⓗに本学の୰に఩置࡙けた࠸」と㏙࡭た。

基本計画説明

὾本∾Ꮚ㎰学部ᩍᤵ࣭๪学㛗(男女共同参画࣭㞀が࠸

者ᑡᩘ者支援ᢸᙜ�࣭男女共同参画推進センター㛗ࡼ

����年��᭶)「明治大学男女共同参画推進ᇶ本ィ画」、ࡾ

�᪥᪋⾜�ͤの⤂௓と⾜動ィ画のෆᐜに࠸ࡘてのㄝ明が

あࡗた。本事業の採択をዎᶵとして、男女共同参画推

進センターに࠸࠾て、大学඲యとして男女共同参画を

一ᒙ推進ࡍるためにᇶ本ィ画がᚲせであると࠸う⤖ㄽ

に⮳ࡾ、このたࡧ明治大学男女共同参画推進ᇶ本ィ画

を⟇ᐃ、᪋⾜ࡍることにࡗ࡞たと⤒⦋を報告した。ᇶ

本ィ画は、ᇶ本⌮ᛕ、ᇶ本᪉㔪࡞らࡧに⾜動ィ画をもࡗてᵓ成さࢀてࡾ࠾、ᇶ本ィ画のෆᐜに࠸ࡘては、男

女共同参画㛵㐃ἲ௧ࡸ一般事業୺⾜動ィ画、学ᰯἲ人明治大学㛗ᮇࣙࢪࣅン、୰ᮇィ画、学㛗᪉㔪、明治大

学ࣛࢢン࢖ࢨࢹࢻン����➼を࠼ࡲࡩて⟇ᐃしたこと、ᐇ᪋ᮇ㛫は����年度࠿ら����年度ࡲでの⌧ᅾの学㛗

き࠸て男女共同参画を一ᒙ推進して࠸るとし、「ᇶ本ィ画にᇶ࡙࠸でとしてࡲ事㛗の௵ᮇ‶஢᫬⌮ࡧࡼ࠾

た࠸」と㏙࡭た。

ͤ「明治大学男女共同参画推進ᇶ本ィ画」は本活動報告書の࣌�����ーࢪにᥖ㍕。

浜本牧子農学部教授・明治大学副学長(男女共同参画・障がい者少数者
支援担当)・男女共同参画推進センター長

細野はるみ
情報コミュニケーション学部教授

男女共同参画推進センター副センター長
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閉会挨拶

大⏣ཎ೺ྖ⥲ົᢸᙜᖖ໅⌮事は、「本学の男女共同参画はࡔࡲከࡃのㄢ

㢟をᢪ࠼て࠸るが、本事業の採択にࡗࡼて一ᐃの推進యไがᵓ⠏さࢀ、

ព㆑ᨵ㠉をはࡌめとしてこࡲࢀで成しᚓࡗ࠿࡞たことが一ࡦࡘとࡘᐇ⌧

できるࡼうにࡗ࡞た。ࡲた、ࠗ 明治大学男女共同参画推進ᇶ本ィ画࠘は、

大学඲యに࠾ける男女共同参画推進のᇶ本ィ画として大き࡞ព⩏をᣢࡗ

て࠸る。男女共同参画を推進ࡍることは大学の⤯ᑐⓗ౑࿨であࡾ、௒ᚋも

支援事業のྲྀ組を⥅⥆さࡏるとともに、大学ෆの組織がᙺ๭、┠ᶆをぢฟ

し、成ᯝにࡆ࡞ࡘて࠸きた࠸」と㏙࡭、➨�部は㛢఍した。

企画展示

➨�部㛤ጞ࠿ら➨�部⤊஢ᚋࡲで、ࣟࢢーࣟࣇࣝࣂンࢺከ┠ⓗᐊにてࣟーࣝࣔࣝࢹと࡞る本学の女性研究

者のࢫ࣏ターࡸ、本事業を⤂௓ࡍるࢫ࣏ターのᒎ♧をあࡏࢃて⾜ࡗた。

ポスター展示

大田原健司総務担当常勤理事
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日時：2015年11月21日 (土) 14：00～15：00
場所：⏕⏣ࣕ࢟ンࢫࣃ　୰ኸᰯ⯋�㝵

ゲストスピーカー：㜿部⏤ᕸᏊさࢇ　ᰴᘧ఍♫᪥❧〇సᡤ(⌮ᕤ学研究科ᶵᲔᕤ学ᑓᨷ　ಟ஢�

� ᵽཱྀⴥさࢇ　　　ᰴᘧ఍♫ࣟࢸࢵ(㎰学研究科⏕࿨科学ᑓᨷ　ಟ஢�

� 㛵᰿⏤Ⳁዉさࢇ　�ᅜ❧研究㛤Ⓨἲ人᪥本ཎᏊຊ研究㛤Ⓨᶵᵓ(⌮ᕤ学研究科ᛂ⏝

໬学ᑓᨷ　ಟ஢�

司会： ㎰学研究科学⏕　�ྡ

⣔㹍㹅に⌮」ࢺン࣋࢖ࢡーࢺるࡼて、⌮⣔㹍㹅に࠸࠾る学ᅬ⚍「⏕明⚍」にࢀࢃ⾜にてࢫࣃンࣕ࢟⏣⏕

本学学⏕をᑐ㇟とし、βࡸを㛤ദした。᮶ሙ者「～ࣝ࢖タࢫࣇ࢖㸟⌮⣔研究者のᮍ᮶～ാき᪉࣭ࣛࡃ⪺ ࠎ

ることを┠ⓗとして、௻業でാ࡞けに࠿ࡗるき࠼⪄ンをࣛࣉ࢔ࣜࣕ࢟、ࡧを学➼ࣝ࢖タࢫࣇ࢖ࣛࡸാき᪉࡞

らの࠿ࢀこ」「࠸がࡾࡸ௙事の」「学⏕᫬௦」「け࠿ࡗ⣔進学のき⌮」。した࠼㏄࠾⣔研究者の㹍㹅�ྡを⌮ࡃ

┠ᶆ」「⮬㌟の⤒㦂をもとにした学⏕࡬の࣓ࢵセーࢪ」➼に࠸ࡘて࠾ヰ࠸た࠸ࡔた。

ᙜ᪥は、女Ꮚ୰㧗⏕とಖㆤ者の᪉の参ຍもከࡃぢらࢀた。

ͤ໅ົඛに࠸ࡘては࣋࢖ンࢺ㛤ദ᫬のものである。

(３) 実施イベント

ア．生明祭トークイベント
　「理系ＯＧに聞く！ 理系研究者の未来～働き方・ライフスタイル～」

 

�
 

 

�

�

 

理工学研究科機械工学専攻� 修了�

農学研究科生命科学専攻� 修了�

理工学研究科応用化学専攻� 修了 

★参加者特典★�
①本学教員ら７名のインタビューを掲載した「ロールモデル集」�
②推進本部のロゴ入りクリアファイル�
� �

イベント当日の様子
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イ．リバティアカデミー2016年度春期オープン講座
「やさしく学ぶ『男女共同参画』～来て見て知って、話してみよう～」

明治大学࣑ࣜࢹ࢝࢔࢕ࢸࣂーに࠸࠾て、「男女共同参画」に࠸ࡘてࡸさしࡃ学

⫋本学ᩍࡸにて㛤ദした。ᆅᇦの᪉ࢫࣃンࣕ࢟⏣⏕ンㅮᗙをࣉー࢜ためのࡪ

ဨ࣭学⏕をᑐ㇟とし、男女共同参画をࡃࡍࡸࡾ࠿ࢃ学ࡪことを┠ⓗとして、ᇶㄪ

ㅮ₇では、⇿➗の㉳きるㅮ₇で人Ẽの℩ᆅᒣゅᮾி大学大学㝔⥲ྜ文໬研究科ᩍ

ᤵを࠾㏄࠼した。「➗ࡗて⪃࠼る男女共同参画」と࠸うࢸー࣐で、᪥本の男女共同

参画に㛵ࡍる⌧≧ࡸㄢ㢟をࣅࣞࢸ㹁㹋ࡸ㌟㏆࡞᪥ᖖ౛、⤫ィࢹータをもとにࡈㅮ

さをᣦ᦬し、女࡞た。≉に、「᪥本の男性のᐙ事᫬㛫࣭育ඣ᫬㛫のᑡ࠸ࡔた࠸₇

性がാき࠸ࡍࡸ♫఍とは、༶ࡕ男性にとࡗてもാき࠸ࡍࡸ♫఍である。男女共に࣡ーࣛࣂࣇ࢖ࣛࢡンࢫをಖࡘ

ことが、᪥本♫఍をࡾࡼᬽらし࠸ࡍࡸものにし、ᑡᏊ㧗㱋໬を஌ࡾ㉺࠼るための㘽と࡞る」と࠸う࠾ヰに、参

ຍ者࠿らも大き࡞཯㡪があࡗた。

♫るᰴᘧ఍࠸てࡗ⾜女性活㌍のྲྀ組をඛ進ⓗに、࠿࡯ンでは、℩ᆅᒣᩍᤵのࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹࣝࢿࣃࡃ⥆

㈨⏕ᇽ࠿ら男性⟶⌮⫋を࠾㏄࠼し、本事業௦⾲の㎷ᮧࡼࡳᏊἲ科大学㝔ᩍᤵをࣔࣞࢹーターとして、本学

研究者�ྡとともに「共に活㌍できる研究⎔ቃのࣂ࢖ࢲー࢕ࢸࢩ」に࠸ࡘて、୺に男性研究者のどⅬ࠿ら

᪂し࠸ษཱྀࡾで⪃࠼、ウㄽした。

ͤㅮᖌの⫪書きは、����年�᭶⌧ᅾのものである。

日時：2016年 5月 14 日 (土) 13：00～16：00
場所：⏕⏣ࣕ࢟ンࢫࣃ　ᆅᇦ⏘学㐃ᦠ研究センター　ᆅ㝵ከ┠ⓗᐊ

基調講演講師：℩ᆅᒣゅ�ᮾி大学大学㝔⥲ྜ文໬研究科ᩍᤵ

モデレーター： ㎷ᮧࡼࡳᏊ　男女共同参画推進センター女性研究者活動支援事業推進本部௦⾲

� 明治大学ἲ科大学㝔ᩍᤵ

パネリスト： ℩ᆅᒣゅ　ᮾி大学大学㝔⥲ྜ文໬研究科ᩍᤵ

� ▼⯓࿘୕　ᰴᘧ఍♫㈨⏕ᇽࣜࢧーࢳセンター研究推進部⥲ົᐊ㛗

� ᕝୖ┤人　明治大学㎰学部⏕࿨科学科ᩍᤵ

� ᑠᯘṇ人　明治大学⌮ᕤ学部ᘓ⠏学科ᩍᤵ

▼⏣⚈Ꮚ　明治大学⌮ᕤ学部ᶵᲔᕤ学科ᑓ௵ㅮᖌ

参加者： ��ྡ
主催： 明治大学࣑ࣜࢹ࢝࢔࢕ࢸࣂー

共催： 明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部

後援： ᕝᓮᕷᩍ育ጤဨ఍㐃ᦠ事業

� ᰴᘧ఍♫㈨⏕ᇽ女性研究者࢚࢖ࢧンࣛࢢࢫンࢺ事ົᒁ

㸺参ຍ者のኌ㸼

࣭℩ᆅᒣඛ⏕の㍍ጁࢺ࡞ーࢡに本㡢が⾲さࢀて࠸て、大ኚᴦしࡃᣏ⫈さࡏ
て࠸たࡔきࡲした。

࣭男女共同参画と࠸う༢ㄒࡔけで▱ࡗて࠸るẼにࡗ࡞てࡲ࠸したが、ㅮ⩏
を⪺࠸て౯್ほがኚࡲࡾࢃした。

࣭⚾はྂ࠸人㛫࡞ので、男女共同参画に࠸ࡘて᪂し࠸どⅬをもࡘことがで
きてᎰしࡃᛮࡗてࡍࡲ࠸。

２̌̍６年度य़学ظ　明治大学
ੜాΩϟンύスΦープン࠲ߨ

�「男女共同参画ͬてԿʁ」ͳΜͯ
。いΔ͋ͳͨͯͬࢥさΒ୭に΋ฉ͚ͳいͳ～とࠓ
େֶでは௒ਓٛߨؾΛ୲౰͠、രসの͖ىΔߨԋでਓ͕ؾ
͋Δ੉஍֯ࢁઌੜΛ͓ট͖ͯ͠、「உঁڞಉࢀը」Λ෼͔Γ
΍͢くղઆͯ͠いͨだ͖·͢。
ύωルデΟスΧογϣンでは、「ڥ؀ڀݚのμイόーγςΟ」
にͭいͯ、ओにஉੑऀڀݚの໨ઢ͔Β৽͠い੾Γޱで͑ߟ
ͯい͖·͢。
͜Εで͋ͳͨ΋「உঁڞಉࢀը」௨èĆ

1���೥ੜ·Εಸྑݝग़਎。1���೥�݄౦ژେֶ
՝࢜ՊതڀݚେֶେֶӃ૯߹จԽژཆֶ෦ଔ、౦ڭ
ఔमྃɾֶज़ത࢜。๺ւಓେֶจֶ෦ॿखΛͯܦ、
1���೥౦ژେֶॿڭत。�00�೥ΑΓݱ৬。

明治大学ϦόςΟΞΧデϛー事຿ہ
˟101ʵ��01
౦ژ౎ઍ୅ా۠ਆాॣՏ୆̍ʵ̍
ＴＥＬ：03ʵ3296ʵ4423　
（平日10：00～1�：00、土༵10：�0～1�：�0　※日༵祝日は休み）

ＵＲＬ：http://academZ.meiji.jp

ओ࠵：明࣏େֶϦόςΟΞΧデϛー　ʗ　࠵ڞ：明࣏େֶஉঁڞಉࢀըਪਐηンターঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉۀࣄਪਐຊ෦
ہ຿ࣄαイΤンスάϥンτऀڀݚੜಊঁੑࢿձࣾࣜג、ۀࣄܞҭҕһձ࿈ڭࢢԉ：઒࡚ޙ

2016年5月14日　 13ɿ00～16ɿ00（։৔ 12ɿ30）

ςーϚ『笑って考える男女共同参画』

テーマ『共に活躍できる研究環境のダイバーシティについて』

日࣌
ձ৔

講師 瀬地山角
౦ژେֶେֶӃ�૯߹จԽڀݚՊڭत

生田キャンパスは、小田急線「生田駅」南口徒歩１０分

無料
事前予約制
ఆһ150名

དྷ ݟͯ   ͯ஌ͬͯ
࿩ͯ͠Έよ͏

生田Ωϟンύス ஍Ҭ࢈学࿈ܞ研究センター஍֊ଟ໨తࣨ

ԋߨௐج

ύωルデΟスΧογϣン

モデレーター　　村みよ子（ঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉۀࣄਪਐຊ෦୅ද）
パネリスト ①瀬地山角 （౦ژେֶେֶӃ૯߹จԽڀݚՊڭत）�②石舘周三 （ࣜגձࣾࢿੜಊڀݚਪਐຊ෦૯຿ࣨ௕）
 ③川上直人 （明࣏େֶ೶ֶ෦ੜ໋ՊֶՊڭत）�④小林正人 （明࣏େֶཧֶ޻෦ݐஙֶՊ।ڭत）
 ⑤石田祥子 （明࣏େֶཧֶ޻෦ػցֶ޻Պॿڭ）

お໰͍߹Θͤʗおਃ͠ࠐΈ

ड෇4：ؒظ 月 11 日～5 月 6 日
ਃࠐઌ： 0120ʵ2�ʵ2100（ࣜגձࣾポϐンζ）

託児ルーム実施無料

౔

ୗࣇॴΛ͝ར༻のํはࣄલਃ͠ࠐみ͕
ඞཁとͳΓ·͢。

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

΍͞しֶ͘Ϳ
ʮ男女共同参画ʯ

瀬地山角�東京大学大学院
総合文化研究科教授

71

71

ᶙ　

औ
૊
಺
༰
の
࣮
੷
ͱ
੒
Ռ
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ဨ࣭学⏕をᑐ㇟とし、男女共同参画をࡃࡍࡸࡾ࠿ࢃ学ࡪことを┠ⓗとして、ᇶㄪ
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ᤵを࠾㏄࠼した。「➗ࡗて⪃࠼る男女共同参画」と࠸うࢸー࣐で、᪥本の男女共同

参画に㛵ࡍる⌧≧ࡸㄢ㢟をࣅࣞࢸ㹁㹋ࡸ㌟㏆࡞᪥ᖖ౛、⤫ィࢹータをもとにࡈㅮ

さをᣦ᦬し、女࡞た。≉に、「᪥本の男性のᐙ事᫬㛫࣭育ඣ᫬㛫のᑡ࠸ࡔた࠸₇

性がാき࠸ࡍࡸ♫఍とは、༶ࡕ男性にとࡗてもാき࠸ࡍࡸ♫఍である。男女共に࣡ーࣛࣂࣇ࢖ࣛࢡンࢫをಖࡘ

ことが、᪥本♫఍をࡾࡼᬽらし࠸ࡍࡸものにし、ᑡᏊ㧗㱋໬を஌ࡾ㉺࠼るための㘽と࡞る」と࠸う࠾ヰに、参

ຍ者࠿らも大き࡞཯㡪があࡗた。

♫るᰴᘧ఍࠸てࡗ⾜女性活㌍のྲྀ組をඛ進ⓗに、࠿࡯ンでは、℩ᆅᒣᩍᤵのࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹࣝࢿࣃࡃ⥆

㈨⏕ᇽ࠿ら男性⟶⌮⫋を࠾㏄࠼し、本事業௦⾲の㎷ᮧࡼࡳᏊἲ科大学㝔ᩍᤵをࣔࣞࢹーターとして、本学

研究者�ྡとともに「共に活㌍できる研究⎔ቃのࣂ࢖ࢲー࢕ࢸࢩ」に࠸ࡘて、୺に男性研究者のどⅬ࠿ら

᪂し࠸ษཱྀࡾで⪃࠼、ウㄽした。

ͤㅮᖌの⫪書きは、����年�᭶⌧ᅾのものである。

日時：2016年 5月 14 日 (土) 13：00～16：00
場所：⏕⏣ࣕ࢟ンࢫࣃ　ᆅᇦ⏘学㐃ᦠ研究センター　ᆅ㝵ከ┠ⓗᐊ

基調講演講師：℩ᆅᒣゅ�ᮾி大学大学㝔⥲ྜ文໬研究科ᩍᤵ

モデレーター： ㎷ᮧࡼࡳᏊ　男女共同参画推進センター女性研究者活動支援事業推進本部௦⾲

� 明治大学ἲ科大学㝔ᩍᤵ
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参加者： ��ྡ
主催： 明治大学࣑ࣜࢹ࢝࢔࢕ࢸࣂー

共催： 明治大学男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部

後援： ᕝᓮᕷᩍ育ጤဨ఍㐃ᦠ事業

� ᰴᘧ఍♫㈨⏕ᇽ女性研究者࢚࢖ࢧンࣛࢢࢫンࢺ事ົᒁ

㸺参ຍ者のኌ㸼

࣭℩ᆅᒣඛ⏕の㍍ጁࢺ࡞ーࢡに本㡢が⾲さࢀて࠸て、大ኚᴦしࡃᣏ⫈さࡏ
て࠸たࡔきࡲした。

࣭男女共同参画と࠸う༢ㄒࡔけで▱ࡗて࠸るẼにࡗ࡞てࡲ࠸したが、ㅮ⩏
を⪺࠸て౯್ほがኚࡲࡾࢃした。

࣭⚾はྂ࠸人㛫࡞ので、男女共同参画に࠸ࡘて᪂し࠸どⅬをもࡘことがで
きてᎰしࡃᛮࡗてࡍࡲ࠸。

２̌̍６年度य़学ظ　明治大学
ੜాΩϟンύスΦープン࠲ߨ

�「男女共同参画ͬてԿʁ」ͳΜͯ
。いΔ͋ͳͨͯͬࢥさΒ୭に΋ฉ͚ͳいͳ～とࠓ
େֶでは௒ਓٛߨؾΛ୲౰͠、രসの͖ىΔߨԋでਓ͕ؾ
͋Δ੉஍֯ࢁઌੜΛ͓ট͖ͯ͠、「உঁڞಉࢀը」Λ෼͔Γ
΍͢くղઆͯ͠いͨだ͖·͢。
ύωルデΟスΧογϣンでは、「ڥ؀ڀݚのμイόーγςΟ」
にͭいͯ、ओにஉੑऀڀݚの໨ઢ͔Β৽͠い੾Γޱで͑ߟ
ͯい͖·͢。
͜Εで͋ͳͨ΋「உঁڞಉࢀը」௨èĆ

1���೥ੜ·Εಸྑݝग़਎。1���೥�݄౦ژେֶ
՝࢜ՊതڀݚେֶେֶӃ૯߹จԽژཆֶ෦ଔ、౦ڭ
ఔमྃɾֶज़ത࢜。๺ւಓେֶจֶ෦ॿखΛͯܦ、
1���೥౦ژେֶॿڭत。�00�೥ΑΓݱ৬。

明治大学ϦόςΟΞΧデϛー事຿ہ
˟101ʵ��01
౦ژ౎ઍ୅ా۠ਆాॣՏ୆̍ʵ̍
ＴＥＬ：03ʵ3296ʵ4423　
（平日10：00～1�：00、土༵10：�0～1�：�0　※日༵祝日は休み）

ＵＲＬ：http://academZ.meiji.jp

ओ࠵：明࣏େֶϦόςΟΞΧデϛー　ʗ　࠵ڞ：明࣏େֶஉঁڞಉࢀըਪਐηンターঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉۀࣄਪਐຊ෦
ہ຿ࣄαイΤンスάϥンτऀڀݚੜಊঁੑࢿձࣾࣜג、ۀࣄܞҭҕһձ࿈ڭࢢԉ：઒࡚ޙ

2016年5月14日　 13ɿ00～16ɿ00（։৔ 12ɿ30）

ςーϚ『笑って考える男女共同参画』

テーマ『共に活躍できる研究環境のダイバーシティについて』

日࣌
ձ৔

講師 瀬地山角
౦ژେֶେֶӃ�૯߹จԽڀݚՊڭत

生田キャンパスは、小田急線「生田駅」南口徒歩１０分

無料
事前予約制
ఆһ150名

དྷ ݟͯ   ͯ஌ͬͯ
࿩ͯ͠Έよ͏

生田Ωϟンύス ஍Ҭ࢈学࿈ܞ研究センター஍֊ଟ໨తࣨ

ԋߨௐج

ύωルデΟスΧογϣン

モデレーター　　村みよ子（ঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉۀࣄਪਐຊ෦୅ද）
パネリスト ①瀬地山角 （౦ژେֶେֶӃ૯߹จԽڀݚՊڭत）�②石舘周三 （ࣜגձࣾࢿੜಊڀݚਪਐຊ෦૯຿ࣨ௕）
 ③川上直人 （明࣏େֶ೶ֶ෦ੜ໋ՊֶՊڭत）�④小林正人 （明࣏େֶཧֶ޻෦ݐஙֶՊ।ڭत）
 ⑤石田祥子 （明࣏େֶཧֶ޻෦ػցֶ޻Պॿڭ）

お໰͍߹Θͤʗおਃ͠ࠐΈ

ड෇4：ؒظ 月 11 日～5 月 6 日
ਃࠐઌ： 0120ʵ2�ʵ2100（ࣜגձࣾポϐンζ）

託児ルーム実施無料

౔

ୗࣇॴΛ͝ར༻のํはࣄલਃ͠ࠐみ͕
ඞཁとͳΓ·͢。

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

΍͞しֶ͘Ϳ
ʮ男女共同参画ʯ

瀬地山角�東京大学大学院
総合文化研究科教授
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生田キャンパス開催
た、本௻画ࡲ。たࡗ⾜ターᒎ♧と推進本部ᡤⶶᅗ書の㈚ฟ、㛵㐃㈨ᩱの㓄ᕸをࢫ࣏

ᒎにඛ❧ࣕ࢟⏣⏕、ࡕンࢫࣃ学⏕をᑐ㇟とした「࢔ࣜࣕ࢟」「男女共同参画」に㛵ࡍる

。ㄪᰝをᐇ᪋し、㞟ィ⤖ᯝをᥖ♧したࢺーࢣン࢔

開催期間：2016年5月31日 (水)～2016年6月29日 (火)
場所：⏕⏣ᅗ書㤋�*DOOHU\�=HUR

　　　ͤ㛤ദᮇ㛫୰に「ࣃࢫݓࢥࢥ」㛤ദ。ヲ⣽はḟ࣌ーࢪにᥖ㍕。

駿河台キャンパス開催　
。たࡗ⾜㹂㹔㹂ୖᫎ、㛵㐃㈨ᩱの㓄ᕸをࡸ♧ターᒎࢫ࣏　

開催期間：2016年7月13日 (水)～2016年7月27日(水)
場所：࣑ࢹ࢝࢔ーࣔࢥン�㝵ᒎ♧࣌ࢫーࢫ

和泉キャンパス開催　
≉㤋ෆ、࠸⾜推進本部ᡤⶶᅗ書ᒎ♧をࡧࡼ࠾♧ターᒎࢫ࣏ーではࣜࣛࣕࢠ　

設本ࢥーࢼーでは、男女共同参画、࢙ࢪンࢲー、࣡ ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫ

➼に㛵ࡍる書⡠のࢥーࢼーを設け、ᅗ書の㈚ฟを⾜ࡗた。ࡲた、᝟報࣑ࣗࢥ

㈨ᩱᫎീ「女性ἲ᭪⏺の㐨をࡾࡼーセンターࢲン࢙ࢪン学部のࣙࢩーࢣࢽ

ᣅ࠸た人ࠎ�明治大学ᑓ㛛部女Ꮚ部の㊊㊧�」のᥦ౪をཷけ、ࣜࣛࣕࢠーෆで

ᖖ設ୖᫎした。

開催期間：2016年12月13日 (火)～ 2017年1月18日 (水)
場所：࣑ࢹ࢝࢔ーࣔࢥン�㝵ᒎ♧࣌ࢫーࢫ

協力：᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部࢙ࢪンࢲーセンター

本学ᅗ書㤋と㐃動して「/LIH 6KDULQJ～共に๓࡬㸟～明治大学の男女共同参画」に࠸ࡘてのࢫ࣏ターࣃ

にてᐇ᪋した。ᆅᇦのࢫࣃンࣕ࢟�のࢫࣃンࣕ࢟୰㔝࣭ࢫࣃンࣕ࢟࿴Ἠ࣭ࢫࣃンࣕ࢟ᒎ♧を㥴Ἑྎࣝࢿ

᪉ࡸ本学ᩍ⫋ဨ࣭学⏕をᑐ㇟とし、本事業のၨⓎ活動を┠ⓗとして、ᅗ書㤋ෆにあるࣜࣛࣕࢠー࣌ࢫーࢫ

➼を฼⏝し、本事業の活動を⤂௓ࡍるࢫ࣏ターをᒎ♧ࡍるとともに、ᮇ㛫୰、推進本部ᡤⶶのᅗ書の㈚ฟ

も⾜ࡗた。�

。であるࡾ࠾のヲ⣽は௨ୗのとࢫࣃンࣕ࢟ྛ

(３) 実施イベント

ウ．図書館企画「明治大学の男女共同参画」

ฏ੒ �� ೥౓จ෦ՊֶলՊֶٕज़ਓࡐҭ੒අิॿۀࣄʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉۀࣄʢҰൠܕʣʯ

����೥ ��݄ ��೔ʢՐʣɻ ����೥ �݄ ��೔ʢਫʣ
࿨ઘਤॻؗΪϟϥϦʔ

˟�������� ౦ژ౎ਿฒ۠Ӭ෱ �����ɹ5 & -ɿ������������
ʤ։ؗؒ࣌ʥ݄ʵۚʗ�ɿ�����ɿ��ɹ౔ʗ�ɿ�����ɿ��ɹ೔ʗ��ɿ�����ɿ��

˞�����ʢۚʣɻ �����ʢՐʣɾ���ʢ໦ʣɻ ���ʢ݄ʣʗ�����������ɹ˞�����ʢਫʣɻ ���ʢਫʣ͸೥຤೥࢝ͷͨΊؗٳͱͳΓ·͢ɻ

ʤೖ৔ྉʥແྉɹ˞Ұൠͷํ΋͝དྷ৔͍͚ͨͩ·͢ɻ

࿨ઘਤॻؗ಺ಛઃຊίʔφʔʹͯɺஉঁڞಉࢀըʹؔ͢Δॻ੶ͷ
ಛूΛ͍ͯ͠·͢ɻͥͻ͋Θͤͯ͝ཡ͍ͩ͘͞ʂ

ؔ࿈
ըا

ʮঁੑ๏૤քͷಓΛ୓͍ͨਓʑʵ໌࣏େֶઐ໳෦ঁࢠ෦ͷ଍੻ʵʯ
ྗڠେֶ৘ใίϛϡχέʔγϣϯֶ෦δΣϯμʔηϯλʔ࣏໌

資料映像
上映

ओ࠵ɿ໌࣏େֶஉঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ 
ਪਐຊ෦ʮ.6(&%ʯۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

5 & -ɿ������������
F�NBJMɿEBOKP!NFJKJ�BD�KQ
IUUQ���NVHFE�NFJKJ�KQ�

アカデミーコモン1階展示スペース

生田図書館�Gallery�Zero

和泉図書館内特設本コーナー和泉図書館ギャラリー
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生田キャンパス開催
た、本௻画ࡲ。たࡗ⾜ターᒎ♧と推進本部ᡤⶶᅗ書の㈚ฟ、㛵㐃㈨ᩱの㓄ᕸをࢫ࣏

ᒎにඛ❧ࣕ࢟⏣⏕、ࡕンࢫࣃ学⏕をᑐ㇟とした「࢔ࣜࣕ࢟」「男女共同参画」に㛵ࡍる

。ㄪᰝをᐇ᪋し、㞟ィ⤖ᯝをᥖ♧したࢺーࢣン࢔

開催期間：2016年5月31日 (水)～2016年6月29日 (火)
場所：⏕⏣ᅗ書㤋�*DOOHU\�=HUR

　　　ͤ㛤ദᮇ㛫୰に「ࣃࢫݓࢥࢥ」㛤ദ。ヲ⣽はḟ࣌ーࢪにᥖ㍕。

駿河台キャンパス開催　
。たࡗ⾜㹂㹔㹂ୖᫎ、㛵㐃㈨ᩱの㓄ᕸをࡸ♧ターᒎࢫ࣏　

開催期間：2016年7月13日 (水)～2016年7月27日(水)
場所：࣑ࢹ࢝࢔ーࣔࢥン�㝵ᒎ♧࣌ࢫーࢫ

和泉キャンパス開催　
≉㤋ෆ、࠸⾜推進本部ᡤⶶᅗ書ᒎ♧をࡧࡼ࠾♧ターᒎࢫ࣏ーではࣜࣛࣕࢠ　

設本ࢥーࢼーでは、男女共同参画、࢙ࢪンࢲー、࣡ ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫ

➼に㛵ࡍる書⡠のࢥーࢼーを設け、ᅗ書の㈚ฟを⾜ࡗた。ࡲた、᝟報࣑ࣗࢥ

㈨ᩱᫎീ「女性ἲ᭪⏺の㐨をࡾࡼーセンターࢲン࢙ࢪン学部のࣙࢩーࢣࢽ

ᣅ࠸た人ࠎ�明治大学ᑓ㛛部女Ꮚ部の㊊㊧�」のᥦ౪をཷけ、ࣜࣛࣕࢠーෆで

ᖖ設ୖᫎした。

開催期間：2016年12月13日 (火)～ 2017年1月18日 (水)
場所：࣑ࢹ࢝࢔ーࣔࢥン�㝵ᒎ♧࣌ࢫーࢫ

協力：᝟報ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン学部࢙ࢪンࢲーセンター

本学ᅗ書㤋と㐃動して「/LIH 6KDULQJ～共に๓࡬㸟～明治大学の男女共同参画」に࠸ࡘてのࢫ࣏ターࣃ

にてᐇ᪋した。ᆅᇦのࢫࣃンࣕ࢟�のࢫࣃンࣕ࢟୰㔝࣭ࢫࣃンࣕ࢟࿴Ἠ࣭ࢫࣃンࣕ࢟ᒎ♧を㥴Ἑྎࣝࢿ

᪉ࡸ本学ᩍ⫋ဨ࣭学⏕をᑐ㇟とし、本事業のၨⓎ活動を┠ⓗとして、ᅗ書㤋ෆにあるࣜࣛࣕࢠー࣌ࢫーࢫ

➼を฼⏝し、本事業の活動を⤂௓ࡍるࢫ࣏ターをᒎ♧ࡍるとともに、ᮇ㛫୰、推進本部ᡤⶶのᅗ書の㈚ฟ

も⾜ࡗた。�

。であるࡾ࠾のヲ⣽は௨ୗのとࢫࣃンࣕ࢟ྛ

(３) 実施イベント

ウ．図書館企画「明治大学の男女共同参画」

ฏ੒ �� ೥౓จ෦ՊֶলՊֶٕज़ਓࡐҭ੒අิॿۀࣄʮঁੑ׆ڀݚऀڀݚಈࢧԉۀࣄʢҰൠܕʣʯ

����೥ ��݄ ��೔ʢՐʣɻ ����೥ �݄ ��೔ʢਫʣ
࿨ઘਤॻؗΪϟϥϦʔ

˟�������� ౦ژ౎ਿฒ۠Ӭ෱ �����ɹ5 & -ɿ������������
ʤ։ؗؒ࣌ʥ݄ʵۚʗ�ɿ�����ɿ��ɹ౔ʗ�ɿ�����ɿ��ɹ೔ʗ��ɿ�����ɿ��

˞�����ʢۚʣɻ �����ʢՐʣɾ���ʢ໦ʣɻ ���ʢ݄ʣʗ�����������ɹ˞�����ʢਫʣɻ ���ʢਫʣ͸೥຤೥࢝ͷͨΊؗٳͱͳΓ·͢ɻ

ʤೖ৔ྉʥແྉɹ˞Ұൠͷํ΋͝དྷ৔͍͚ͨͩ·͢ɻ

࿨ઘਤॻؗ಺ಛઃຊίʔφʔʹͯɺஉঁڞಉࢀըʹؔ͢Δॻ੶ͷ
ಛूΛ͍ͯ͠·͢ɻͥͻ͋Θͤͯ͝ཡ͍ͩ͘͞ʂ

ؔ࿈
ըا

ʮঁੑ๏૤քͷಓΛ୓͍ͨਓʑʵ໌࣏େֶઐ໳෦ঁࢠ෦ͷ଍੻ʵʯ
ྗڠେֶ৘ใίϛϡχέʔγϣϯֶ෦δΣϯμʔηϯλʔ࣏໌

資料映像
上映

ओ࠵ɿ໌࣏େֶஉঁڞಉࢀըਪਐηϯλʔ 
ਪਐຊ෦ʮ.6(&%ʯۀࣄԉࢧಈ׆ڀݚऀڀݚੑঁ

5 & -ɿ������������
F�NBJMɿEBOKP!NFJKJ�BD�KQ
IUUQ���NVHFE�NFJKJ�KQ�

アカデミーコモン1階展示スペース

生田図書館�Gallery�Zero

和泉図書館内特設本コーナー和泉図書館ギャラリー
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生田図書館 Gallery ZERO トークイベント「ココ♡スパ」
⏕⏣ᅗ書㤋に࠸࠾て⥅⥆ⓗにᐇ᪋して࠸るࢺー࣋࢖ࢡン「ࣃࢫݓࢥࢥ」ࢺを本事業でᢸᙜした。「ࢫݓࢥࢥ

ࢥࣟࢥ」で「るヰ࡞ヰ、Ẽに࠸࠸、ヰ࠸と㠃ⓑࡗࡻࡕ」、とは「ࣃ 」に「ࢫ࢖ࣃࢫ」をと࠸うព࿡である。⏕⏣ࣕ࢟ンࢫࣃ

のᩍ⫋ဨ࣭学⏕をᑐ㇟とし、本事業の࿘▱ࡧࡼ࠾男女共同参画に࠸ࡘてࡃࡍࡸࡾ࠿ࢃ学ࡪことを┠ⓗ

とし「ࠗ 男女共同参画ࡗて࡞に㸽࠘～本学のྲྀ組⤂௓～」と࠸うࢸー࣐で本事業ࢥーࢿ࢕ࢹーターがⓏቭした。

学⏕ྥけに᪥ᖖⓗにࡳて࠸るࣅࣞࢸ␒組ࡧࡼ࠾本௻画ᒎにඛ❧ࡕᐇ

᪋した⏕⏣ࣕ࢟ンࢫࣃ学⏕をᑐ㇟とした࢔ンࢣーࢺの⤖ᯝを一౛にと

࢙ࢪ」がら、学⏕が「男女共同参画」࡞ࡏさ࠼⪄を「性ูᙺ๭ศ業ព㆑」ࡾ

ンࢲー」「ࣂ࢖ࢲー࢕ࢸࢩ」とࡗ࠸たゝⴥを㌟㏆にឤࡌるᶵ఍をᥦ౪し

た。ࡲた、女性研究者研究活動支援事業の⤂௓ࡸ学ෆにてᐇ᪋して࠸

るၨⓎ活動の⤂௓、「男女共同参画」「࣡ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫ」➼

本事業に㛵㐃ࡍるᅗ書の⤂௓をᐇ᪋した。

日時：2015年6月9日 (火) 12：20～12：50
場所：⏕⏣ࣕ࢟ンࢫࣃ　ᅗ書㤋�*DOOHU\�=(52

登壇者：男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業　ࢥーࢿ࢕ࢹーター

参加者： ��ྡ

生田キャンパス学生向けに実施したアンケート

当日の様子
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生িय़কンঃ५学生に聞ऌました
َご自身भय़কজ॔قਤ৾・಺૙・ছॖইॖঋথॺكにणいथ

①理௺進学を৭උした理由、②⼤学進学の੠の進ଡ଼৭උにँたॉ、
。ীदはなかったৃ়、どのようなੲਾが૑ਏदँるとઓうか？について、聞いてみましたેٷ？૑ਏなੲਾをેীに੭るऒとがदऌたかٷ

男
性

女
性

॔ンॣشト৔ઍ؟
生িय़কンঃ५の学生の皆さんをৌ଴に
⼤学院進学やডشॡ・ライフ・ংラン५
（லহと生ણの৹ਮ）についてのਔ௙৹
ਪ（無੶੡ૄ॔ンॣشト）をষいました。

ৰ઱期৑؟
����016�4ع�016�4�11

৚௦ਯ؟
110੡

男性��٫؟
⼥性��٫؟

৾৖ে؟��٫
প৾੹ে�٫؟

Ꮫᖺ

⼤学院への進学希望の有無とَ希望ُのৃ়、৔৖／他⼤学進学どठらを希望しているのかについて、聞いてみました。

প৾ਤ৾にणいथ

প৾੹ਤ৾にणいथ

①理௺進学を৭උした理由 ②⼤学進学をਫ਼ୈघる੠，進ଡ଼৭උに૑ਏなੲਾについて

䞉஗学を学लたかったから
・૦ണを学んदみたかったから
・生੟が஀ऌटったから
・理௺学ਖがउुしろそうटったから

その他৚௦৔ઍ

ご回答いただいた皆様，貴重なご意見をいただきましてありがとうございました。今後の活動に役立たせていただきます。

博士課程後期進学について

就職・ライフイベントについて

⼤学院進学希望の⽅・⼤学院在学中の⽅に，博士課程後期への進学希望の有無とそれぞれの理由（希望／希望していない）を聞いてみま
した。

近い将来、就職や結婚・出産といったライフイベントを控えた皆さんが、男女共同参画についてどのように考えているのかを
聞いてみました。

⼥性が男性と同等に社会で働くことを好ましいと思うか？ 結婚後にご自身／配偶者が働くことを好ましいと思うか？

出産後にご自身／配偶者が働くことを好ましいと思うか？ 男性も家事・育児を主体的に⾏うべきだと思うか？

いつごろから⼤学院進学を考えていましたか？
① 高校入学前 ・・・・・・・・・・・・ 0％
② 高校生 ・・・・・・・・・・・・46％
③ ⼤学入学後（研究室に入る前） ・・・・51％
④ 研究室にはいってから ・・・・・・・ 0％
⑤ その他 ・・・・・・・・・・・・ 3％
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生田図書館 Gallery ZERO トークイベント「ココ♡スパ」
⏕⏣ᅗ書㤋に࠸࠾て⥅⥆ⓗにᐇ᪋して࠸るࢺー࣋࢖ࢡン「ࣃࢫݓࢥࢥ」ࢺを本事業でᢸᙜした。「ࢫݓࢥࢥ

ࢥࣟࢥ」で「るヰ࡞ヰ、Ẽに࠸࠸、ヰ࠸と㠃ⓑࡗࡻࡕ」、とは「ࣃ 」に「ࢫ࢖ࣃࢫ」をと࠸うព࿡である。⏕⏣ࣕ࢟ンࢫࣃ

のᩍ⫋ဨ࣭学⏕をᑐ㇟とし、本事業の࿘▱ࡧࡼ࠾男女共同参画に࠸ࡘてࡃࡍࡸࡾ࠿ࢃ学ࡪことを┠ⓗ

とし「ࠗ 男女共同参画ࡗて࡞に㸽࠘～本学のྲྀ組⤂௓～」と࠸うࢸー࣐で本事業ࢥーࢿ࢕ࢹーターがⓏቭした。

学⏕ྥけに᪥ᖖⓗにࡳて࠸るࣅࣞࢸ␒組ࡧࡼ࠾本௻画ᒎにඛ❧ࡕᐇ

᪋した⏕⏣ࣕ࢟ンࢫࣃ学⏕をᑐ㇟とした࢔ンࢣーࢺの⤖ᯝを一౛にと

࢙ࢪ」がら、学⏕が「男女共同参画」࡞ࡏさ࠼⪄を「性ูᙺ๭ศ業ព㆑」ࡾ

ンࢲー」「ࣂ࢖ࢲー࢕ࢸࢩ」とࡗ࠸たゝⴥを㌟㏆にឤࡌるᶵ఍をᥦ౪し

た。ࡲた、女性研究者研究活動支援事業の⤂௓ࡸ学ෆにてᐇ᪋して࠸

るၨⓎ活動の⤂௓、「男女共同参画」「࣡ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫ」➼

本事業に㛵㐃ࡍるᅗ書の⤂௓をᐇ᪋した。

日時：2015年6月9日 (火) 12：20～12：50
場所：⏕⏣ࣕ࢟ンࢫࣃ　ᅗ書㤋�*DOOHU\�=(52

登壇者：男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業　ࢥーࢿ࢕ࢹーター

参加者： ��ྡ

生田キャンパス学生向けに実施したアンケート

当日の様子
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生িय़কンঃ५学生に聞ऌました
َご自身भय़কজ॔قਤ৾・಺૙・ছॖইॖঋথॺكにणいथ

①理௺進学を৭උした理由、②⼤学進学の੠の進ଡ଼৭උにँたॉ、
。ীदはなかったৃ়、どのようなੲਾが૑ਏदँるとઓうか？について、聞いてみましたેٷ？૑ਏなੲਾをેীに੭るऒとがदऌたかٷ

男
性

女
性

॔ンॣشト৔ઍ؟
生িय़কンঃ५の学生の皆さんをৌ଴に
⼤学院進学やডشॡ・ライフ・ংラン५
（லহと生ણの৹ਮ）についてのਔ௙৹
ਪ（無੶੡ૄ॔ンॣشト）をষいました。
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⼥性��٫؟

৾৖ে؟��٫
প৾੹ে�٫؟
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⼤学院への進学希望の有無とَ希望ُのৃ়、৔৖／他⼤学進学どठらを希望しているのかについて、聞いてみました。

প৾ਤ৾にणいथ

প৾੹ਤ৾にणいथ

①理௺進学を৭උした理由 ②⼤学進学をਫ਼ୈघる੠，進ଡ଼৭උに૑ਏなੲਾについて

䞉஗学を学लたかったから
・૦ണを学んदみたかったから
・生੟が஀ऌटったから
・理௺学ਖがउुしろそうटったから

その他৚௦৔ઍ

ご回答いただいた皆様，貴重なご意見をいただきましてありがとうございました。今後の活動に役立たせていただきます。

博士課程後期進学について

就職・ライフイベントについて

⼤学院進学希望の⽅・⼤学院在学中の⽅に，博士課程後期への進学希望の有無とそれぞれの理由（希望／希望していない）を聞いてみま
した。

近い将来、就職や結婚・出産といったライフイベントを控えた皆さんが、男女共同参画についてどのように考えているのかを
聞いてみました。

⼥性が男性と同等に社会で働くことを好ましいと思うか？ 結婚後にご自身／配偶者が働くことを好ましいと思うか？

出産後にご自身／配偶者が働くことを好ましいと思うか？ 男性も家事・育児を主体的に⾏うべきだと思うか？

いつごろから⼤学院進学を考えていましたか？
① 高校入学前 ・・・・・・・・・・・・ 0％
② 高校生 ・・・・・・・・・・・・46％
③ ⼤学入学後（研究室に入る前） ・・・・51％
④ 研究室にはいってから ・・・・・・・ 0％
⑤ その他 ・・・・・・・・・・・・ 3％
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㥴Ἑྎࣕ࢟ンࣕ࢟⏣⏕࣭ࢫࣃン࣭ࢫࣃ୰㔝ࣕ࢟ンࢫࣃのࣕ࢟�ンࢫࣃに࠸࠾て、ࣛ ンࣙࢳンセࢼ࣑ーを㛤

ദした。本学ᩍ⫋ဨ࣭学⏕をᑐ㇟とし、本事業の࿘▱ࡧࡼ࠾ᑗ᮶研究者をᚿࡍ学⏕がࡾࡼලయⓗࣙࢪࣅ࡞

ンをᥥࡃための一助と࡞ることを┠ⓗとして、ࢸー࣐にἢࡗて୺に本学の研究者が⮬㌟のࡸ࢔ࣜࣕ࢟研究ෆ

ᐜ、研究⏕活࣡ࡧࡼ࠾ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫ➼に࠸ࡘてㅮ₇した。ከࡃの学⏕࣭ᩍ⫋ဨが参ຍしࡼ࠸ࡍࡸ

うࣛン࣡࢔ࢳーに࠸࠾て㛤ദし、ࡲた、ࣜࢩーࢬ໬ࡍることで本事業の࿘▱࣭ၨⓎに࡞ࡘがࡗた。

。であるࡾ࠾のヲ⣽は௨ୗのとࢫࣃンࣕ࢟ྛ

ͤᡤᒓ࣭ᙺ⫋に࠸ࡘては㛤ദᙜ᫬のものである。

駿河台キャンパス開催

᪥᫬㸸����年��᭶��᪥(ⅆ����㸸��～��㸸��

ሙᡤ㸸ࣟࢢーࣟࣇࣝࣂンࢺ�㝵����ᩍᐊ

ㅮᖌ㸸ຍ⸨ᑦᏊ　文学部ᚰ⌮♫఍学科෸ᩍᤵ

ࢫンࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡ㸸࣡ー࣐ーࢸ

参ຍ者㸸��ྡ

㸺参ຍ者のኌ㸼

࣭女性研究者の⏕のኌを⫈けて、研究にᑐࡍるࣔ࣋ࢳーࣙࢩンがᣢ⥆

できࡑうࡔ。

ࡲ࠸とᛮ࠸してはᏊ育てと研究の成❧が㞴しࡃ࡞ーの༠ຊࢼࢺーࣃ࣭

࠼⾜ࡃᩍ育がᗈ࡞うࡼ人がもてるࡃከࡾࡼព㆑を࡞うࡼのࡑ、がࡍ

るとⰋ࠸とᛮࡗた。

中野キャンパス開催

᪥᫬㸸����年��᭶��᪥(ⅆ����㸸��～��㸸��

ሙᡤ㸸㧗ᒙᲷ�㝵���ᩍᐊ

ㅮᖌ㸸㔠ࢮン࣐　ᅜ㝿᪥本学部ᑓ௵ㅮᖌ

ࣝࣂーࣟࢢ、࢕ࢸࢩーࣂ࢖ࢲ、ࢫンࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡ㸸࣡ー࣐ーࢸ

参ຍ者㸸��ྡ

㸺参ຍ者のኌ㸼

࣭௚学部のඛ⏕の࠾ヰを⪺ࡃᶵ఍はᬑẁᑡ࠸࡞ので㠃ⓑࡗ࠿た。

࣭研究ෆᐜが㠃ⓑ࢔ࣜࣕ࢟、ࡃに㛵ࡍるヰがᙺに❧ࡗた。

(３) 実施イベント

エ．ランチョンセミナー

中野キャンパスランチョンセミナーの様子

13:00 14:00
(

)

お問い合わせ

ランチョンセミナー

・・研究テーマ 心理コンサルテーション心理コンサルテーション心理コンサルテーション心理コンサルテーション心理コンサルテーション、虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育・・心理療法心理療法、心理コンサルテーション心理コンサルテーション心理コンサルテーション
愛着臨床の観点からの養育

、
愛着臨床の観点からの養育愛着臨床の観点からの養育愛着臨床の観点からの養育・

虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育
・心理療法に関する研究
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㥴Ἑྎࣕ࢟ンࣕ࢟⏣⏕࣭ࢫࣃン࣭ࢫࣃ୰㔝ࣕ࢟ンࢫࣃのࣕ࢟�ンࢫࣃに࠸࠾て、ࣛ ンࣙࢳンセࢼ࣑ーを㛤

ദした。本学ᩍ⫋ဨ࣭学⏕をᑐ㇟とし、本事業の࿘▱ࡧࡼ࠾ᑗ᮶研究者をᚿࡍ学⏕がࡾࡼලయⓗࣙࢪࣅ࡞

ンをᥥࡃための一助と࡞ることを┠ⓗとして、ࢸー࣐にἢࡗて୺に本学の研究者が⮬㌟のࡸ࢔ࣜࣕ࢟研究ෆ

ᐜ、研究⏕活࣡ࡧࡼ࠾ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫ➼に࠸ࡘてㅮ₇した。ከࡃの学⏕࣭ᩍ⫋ဨが参ຍしࡼ࠸ࡍࡸ

うࣛン࣡࢔ࢳーに࠸࠾て㛤ദし、ࡲた、ࣜࢩーࢬ໬ࡍることで本事業の࿘▱࣭ၨⓎに࡞ࡘがࡗた。

。であるࡾ࠾のヲ⣽は௨ୗのとࢫࣃンࣕ࢟ྛ

ͤᡤᒓ࣭ᙺ⫋に࠸ࡘては㛤ദᙜ᫬のものである。

駿河台キャンパス開催

᪥᫬㸸����年��᭶��᪥(ⅆ����㸸��～��㸸��
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ㅮᖌ㸸ຍ⸨ᑦᏊ　文学部ᚰ⌮♫఍学科෸ᩍᤵ

ࢫンࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡ㸸࣡ー࣐ーࢸ

参ຍ者㸸��ྡ

㸺参ຍ者のኌ㸼

࣭女性研究者の⏕のኌを⫈けて、研究にᑐࡍるࣔ࣋ࢳーࣙࢩンがᣢ⥆

できࡑうࡔ。

ࡲ࠸とᛮ࠸してはᏊ育てと研究の成❧が㞴しࡃ࡞ーの༠ຊࢼࢺーࣃ࣭

࠼⾜ࡃᩍ育がᗈ࡞うࡼ人がもてるࡃከࡾࡼព㆑を࡞うࡼのࡑ、がࡍ

るとⰋ࠸とᛮࡗた。

中野キャンパス開催

᪥᫬㸸����年��᭶��᪥(ⅆ����㸸��～��㸸��

ሙᡤ㸸㧗ᒙᲷ�㝵���ᩍᐊ

ㅮᖌ㸸㔠ࢮン࣐　ᅜ㝿᪥本学部ᑓ௵ㅮᖌ

ࣝࣂーࣟࢢ、࢕ࢸࢩーࣂ࢖ࢲ、ࢫンࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡ㸸࣡ー࣐ーࢸ

参ຍ者㸸��ྡ

㸺参ຍ者のኌ㸼

࣭௚学部のඛ⏕の࠾ヰを⪺ࡃᶵ఍はᬑẁᑡ࠸࡞ので㠃ⓑࡗ࠿た。

࣭研究ෆᐜが㠃ⓑ࢔ࣜࣕ࢟、ࡃに㛵ࡍるヰがᙺに❧ࡗた。

(３) 実施イベント

エ．ランチョンセミナー

中野キャンパスランチョンセミナーの様子

13:00 14:00
(

)

お問い合わせ

ランチョンセミナー

・・研究テーマ 心理コンサルテーション心理コンサルテーション心理コンサルテーション心理コンサルテーション心理コンサルテーション、虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育・・心理療法心理療法、心理コンサルテーション心理コンサルテーション心理コンサルテーション
愛着臨床の観点からの養育

、
愛着臨床の観点からの養育愛着臨床の観点からの養育愛着臨床の観点からの養育・

虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育虐待を受けた子どもの養育
・心理療法に関する研究
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生田キャンパス開催

第1回

᪥᫬㸸����年��᭶��᪥(ⅆ����㸸��～��㸸��

ሙᡤ㸸୰ኸᰯ⯋�㝵����ᩍᐊ

ㅮᖌ㸸▼⏣⚈Ꮚ　⌮ᕤ学部ᶵᲔᕤ学科助ᩍ

て࠸ࡘと研究ෆᐜに࢔ࣜࣕ࢟㌟の⮬ࡈ㸸࣐ーࢸ

参ຍ者㸸�ྡ

㸺参ຍ者のኌ㸼

࣭௚学部のඛ⏕の࠾ヰを⪺ࡃᶵ఍が࡯と࠸࡞࡝ࢇので、とても᪂㩭ࡗࡔた。

࣭௻業࠿ら大学の研究者にࡗ࡞た᪉のᐇయ㦂が⪺けてⰋࡗ࠿た。

第2回

᪥᫬㸸����年��᭶��᪥(ᮌ����㸸��～��㸸��

ሙᡤ㸸୰ኸᰯ⯋�㝵����ᩍᐊ

ㅮᖌ㸸ୖ㔝ెዉᏊ　⌮ᕤ学部ᘓ⠏学科ᑓ௵ᩍᤵ

と研究者としての⏕活࢔ࣜࣕ࢟㸸⮬㌟の࣐ーࢸ

参ຍ者㸸��ྡ

㸺参ຍ者のኌ㸼

࣭研究ෆᐜが㠃ⓑ࢔ࣜࣕ࢟、ࡃに㛵ࡍるヰがᙺに❧ࡗた。

࣭女性に㝈らࡎ研究者としてのጼໃがࡗ࠿ࢃた。

第3回

᪥᫬㸸����年��᭶��᪥(ᮌ����㸸��～��㸸��

ሙᡤ㸸୰ኸᰯ⯋�㝵����ᩍᐊ

ㅮᖌ㸸ஂᇛဴኵ　㎰学部㎰ⱁ໬学科ᩍᤵ

ࢫンࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡ㸸研究⏕活と࣡ー࣐ーࢸ

参ຍ者㸸��ྡ

㸺参ຍ者のኌ㸼

࣭ඛ⏕ࡈ⮬㌟がとても㠃ⓑࡃ、ඛ⏕の࣡ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫがୖᡭにとࢀて࠸て㦫࠸た。

࣭男性の育ඣ࡬の参ຍ➼、࣋࢖ࣛࣉーࢺの部ศが参⪃にࡾ࡞、㨩ຊⓗ࡞⏕き᪉ࡔとឤࡌた。

㻨お問い合わせ先㻪

男女共同参画推進センター

女性研究者研究活動支援事業推進本部

（担当：宮﨑、渡部）

㼀㻱㻸㻦㻌������������／㻱㻙㼙㼍㼕㼘㻦㻌㼐㼍㼚㼖㼛㻬㼙㼑㼕㼖㼕㻚㼍㼏㻚㼖㼜

第１回
ランチョンセミナー

生田キャンパス

日時：�����������火� �����～�����
会場：中央校舎�階 ����教室※入退室自由

登壇者：石田祥子 先生（理工学部機械工学科助教）
テーマ：ご自身のキャリアと研究内容について

昼食持参でご参加ください

※第２回ランチョンセミナーは，決まり次第HPにてお知らせいたします。

HPへのアクセスは
こちらから

研究者としての⽣き⽅ってどんなもの？ ギモンに答えます！

 

【問い合わせ先】

明治⼤学 男⼥共同参画推進センター

⽇時：

場所：

理⼯学部建築学科

上野	佳奈⼦	先⽣

講師

danjo@meiji.ac.jp

⼥性研究者研究活動⽀援事業推進本部

ランチョンセミナーランチョンセミナー

 

注⽬！

ランチをとりながら、

私の研究者としての⼈⽣についてお話します！

11⽉10 ⽇（⽊）

研究職に興味のある⽅

12：10~12：50

お菓⼦付き

事前申込不要

044-934-7603

⾃分の⽣き⽅について考えてみませんか？

⼤学院進学・研究職に興味のある⽅は

ぜひお越しください！

●研究者としての働き⽅の

イメージがつかめた

●アットホームな雰囲気でよかった

●進路選択に役⽴った

参加者の声

中央校舎 ０４０７教室

建築環境計画研究室

お弁当はご持参ください
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㥴Ἑྎࣕ࢟ンࣕ࢟⏣⏕࣭ࢫࣃン࣭ࢫࣃ୰㔝ࣕ࢟ンࢫࣃのࣕ࢟�ンࢫࣃに࠸࠾て、ࣛ ンࢳ஺ὶ఍を㛤ദし

た。本学ᩍ⫋ဨ࣭学⏕をᑐ㇟とし、研究者の࣡ࢺࢵࢿーࢡᵓ⠏࣭᝟報共᭷➼のሙとࡍることを┠ⓗとし

て、ࣛ 、ࡸㄢ㢟࡞るከᵝ࠸てࡗてᐇ᪋した。⌧ᅾྥきྜ࠼ဨを஺⫋ࡸ⏕୰の研究者、大学㝔ࢺン࣋࢖ࣇ࢖

௒ᚋ࡝のࡼう࡞ไ度があࡤࢀⰋ࠿࠸➼をẼ㍍にヰしྜࡲ、࠸た研究ࡸ௙事と⚾⏕活の୧❧のためのᕤኵࡸ

。ることができたࡍたᶵ఍をᥦ౪ࡡる஺ὶのሙをවࡍ࢔࢙ࢩをࢺン࢖࣏

。であるࡾ࠾のヲ⣽は௨ୗのとࢫࣃンࣕ࢟ྛ

駿河台キャンパス開催

男女共同参画推進センター࡞らࡧに女性研究者研究活動支援事業推

進本部を᭷ࡍること࠿ら、ᩍ⫋ဨ࣭研究者の学ෆ࣡ࢺࢵࢿーࢡのᙉ໬、

ーἲセンターとの㐃ᦠᙉ໬を┠ⓗࢲン࢙ࢪࡧࡼ࠾ーセンターࢲン࢙ࢪ

として、࿘▱活動ࡧࡼ࠾᝟報Ⓨಙ࣭᝟報共᭷のሙとしてࣛンࢳ஺ὶ఍を

㛤ദした。

࣭➨�ᅇ　㛤ദ᪥㸸����年��᭶��᪥㸦Ỉ）　　　参ຍ者㸸��ྡ

࣭➨�ᅇ　㛤ദ᪥㸸����年��᭶��᪥㸦ᮌ）　　　参ຍ者㸸��ྡ

㸺参ຍ者のኌ㸼

㹑㹑ไ度に࠸ࡘて

大ኚあࡾがた࠸ไ度ࡔが㹑㹑として㞠⏝できるのが本学にᡤᒓࡍる

大学㝔⏕ࡔけ㝈らࢀると฼⏝でき࠸࡞人も࠸るのでは࠿࠸࡞。

一᫬ಖ育ᐊに࠸ࡘて

ᆅᇦのಖ育ᅬと同ࡼࡌうに学ෆのಖ育᪋設に⥅⥆してಖ育をᢸࡗてもらう、と࠸うࡾࡼは、⮫᫬で一᫬ⓗに

㡸けるࢽーࢬの࡯うが㧗࠸のではࡲ。࠿࠸࡞た、⌧ᅾ、人事ㄢがᐇ᪋して࠸る「ఇ᪥ᤵ業ᐇ᪋᪥の⮫᫬クඣ

ᐊ」を、฼⏝㈨᱁者の⠊ᅖをᣑ大し、⏕⏣ࣕ࢟ン࣭ࢫࣃ୰㔝ࣕ࢟ンࢫࣃにもᒎ㛤ࡍるのは࡝う࠿。

学ෆಖ育ᅬに࠸ࡘて

学ෆಖ育ᅬの設置はࡍでにࣟࢢーࢫࣝࣂタンࢲーࢻであࡾ、ᅜ㝿➇தຊࡸᾏእの女性研究者ㄏ⮴の㠃で

もᑐ⟇はᚲ㡲である。し࠿し、㒔ᚰの大学と࠸うほⅬ࠿ら࡝うࡗ࠸たタࣉ࢖のಖ育ᅬ(ある࠸はクඣᐊ�が

ồめらࢀて࠸るの࠿ㄪᰝࡍるᚲせがある。

⑓ඣ࣭⑓ᚋඣに࠸ࡘて

⑓ඣ࣭⑓ᚋඣを㒔ᚰのࣕ࢟ンࢫࣃに㐃ࢀてࡃることは᝿ᐃしに࠸ࡃため、⮬Ꮿにࣅ࣋ーࢵࢩターをὴ㐵

し、ࡑのὴ㐵費⏝の一部を支援ࡍる「ὴ㐵型」の⑓ඣ࣭⑓ᚋඣ支援は࡝う࠿。

(３) 実施イベント

オ．ランチ交流会

7.15 wed)
12:00〜13:00 （入退室自由）

本学は平成26年度文部科学省「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に採択され，男女共同参

画推進センターと女性研究者研究活動支援事業推進本部が発足いたしました。それに伴い駿河台

キャンパスのアカデミーコモン７階に推進本部室を開設いたしました。つきましては，仕事と家庭の両

立に興味のある皆様や育児中の皆様の交流の場としてランチ会を開催したいと考えています。

これからの働き方について，ランチをしながら気軽にディスカッションしてみませんか？

男女問わず，みなさまのご参加をお待ちしております！

内容：仕事と私生活のバランスの取り方について、

本学へ求める支援制度について、など

対象者：ワークライフバランスについて興味のある方、

育児について興味のある方（男性も歓迎！）

内容：仕事と私生活のバランスの取り方について、

本学へ求める支援制度について、など

対象者：ワークライフバランスについて興味のある方、

育児について興味のある方（男性も歓迎！）
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本学は平成26年度文部科学省「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に採択され，男女共同参

画推進センターと女性研究者研究活動支援事業推進本部が発足いたしました。それに伴い駿河台

キャンパスのアカデミーコモン７階に推進本部室を開設いたしました。つきましては，仕事と家庭の両

立に興味のある皆様や育児中の皆様の交流の場としてランチ会を開催したいと考えています。

これからの働き方について，ランチをしながら気軽にディスカッションしてみませんか？

男女問わず，みなさまのご参加をお待ちしております！

内容：仕事と私生活のバランスの取り方について、

本学へ求める支援制度について、など

対象者：ワークライフバランスについて興味のある方、

育児について興味のある方（男性も歓迎！）

内容：仕事と私生活のバランスの取り方について、

本学へ求める支援制度について、など

対象者：ワークライフバランスについて興味のある方、

育児について興味のある方（男性も歓迎！）
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生田キャンパス開催

⌮⣔研究者の࣡ࢺࢵࢿーࢡᵓ⠏、本事業の࿘▱活動、研究⎔ቃのᨵၿࡸ

男女共同参画の推進に研究者のኌを཯ᫎさࡏてࡃ࠸ことを┠ⓗとして、研

究⎔ቃ࣡ࡸーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫ、Ꮚ育てに࠸ࡘての᝟報஺᥮を⾜う஺

ὶのሙとしてࣛンࢳ஺ὶ఍を㛤ദした。

➨�ᅇ　㛤ദ᪥㸸����年��᭶��᪥㸦Ỉ）　　　参ຍ者㸸��ྡ

➨�ᅇ　㛤ദ᪥㸸����年��᭶��᪥㸦Ỉ）　　　参ຍ者㸸��ྡ

➨�ᅇ　㛤ദ᪥㸸����年��᭶��᪥㸦ᮌ）　　　参ຍ者㸸��ྡ

➨�ᅇ　㛤ദ᪥㸸����年��᭶��᪥㸦㔠）　　　参ຍ者㸸��ྡ

➨�ᅇ　㛤ദ᪥㸸����年��᭶��᪥㸦ᮌ）　　　参ຍ者㸸��ྡ

➨�ᅇ　㛤ദ᪥㸸����年��᭶��᪥㸦Ỉ）　　　参ຍ者㸸��ྡ

➨�ᅇ　㛤ദ᪥㸸����年��᭶��᪥㸦㔠）　　　参ຍ者㸸��ྡ

㸺参ຍ者のኌ㸼

㹑㹑ไ度に࠸ࡘて

୧❧支援⟇として㠀ᖖにᙺ❧ࡘと࠸うពぢがከࡗ࠿たが、一᪉で、大学㝔⏕は᪤に㹒㸿ࡸ㹐㸿をして࠾

。たࡗたពぢもあࡗ࠸ることに᢬ᢠがあるとࡍ࠸㢪࠾ศの研究もあるので、᭦に㹑㹑໅ົを⮬、ࡾ

⌮⣔に女性がᑡ࠸࡞ことに࠸ࡘて

≉に⌮⣔ではෆ部進学をࡍる女性がᑡࡃ࡞、ẕᩘがᑡ࠸࡞こと࡬の₍↛とした୙Ᏻがある。⌮⣔は、ᐇ

㦂㛵㐃のᣊ᮰᫬㛫が㛗ࡃ、Ꮚ࡝もが࠸たら୧❧しに࠸ࡃと⪃࠼らࢀて࠸る。

大学㝔進学⋡がప࠸ことに࠸ࡘて

研究者㸻ᑓ㛛⫋であࡾ、ᑓ㛛ⓗ▱㆑をもࡗてࡤࢀ࠸、たとࣛࣈ࠼ンࢡがあࡗても、ࡲた⫋にᑵけるྍ⬟

性は㧗࠸と⪃࠼らࢀる。このことをもࡗとከࡃの᪉にㄆ㆑してもらうことで、大学㝔進学⋡ࣉࢵ࢔に࡞ࡘ

がるとᛮう。

୧❧支援に࠸ࡘて

௻業では育ඣఇᬤを男性に✚ᴟⓗにྲྀᚓさࡏる఍♫もある。ࡑのୖྖをᑐ㇟とした、男女共同参画にࡘ

。る࠼⪄も大ษとࡾ㠃�సࢺࣇࢯ)㢼ᅵ࡞うࡼのࡑ。ㅮ⩦఍➼もあるࡸーࢼ࣑てのセ࠸

て࠸ࡘにྥけた支援にࢺン࣋࢖ࣇ࢖ࣛ

ࣝ࢔ࣗࢽ࣐ࢺー࣏ࢧ、㑅択⫥がある୰で࡞ࠎఇྲྀᚓ、ఇ学、㏥学➼ᵝ⏘、ࡾるにあた࠼を㏄ࢺン࣋࢖ࣇ࢖ࣛ

のࡼう࡞⤫一した᝟報が࠸࡞ことにࡾࡼ、ཱྀ るのが⌧≧である。⤫一໬した᝟報の㛤࠸で᝟報をᚓて➼࣑ࢥ

。࠸し࡯యไがࢺー࣏ࢧ࡞うࡼたࡗ࠸᭷㆑者とのಶู㠃ㄯとࡸ♧

 +�1�118� ++&�88/�

� 【お問い合わせ】 �
男女共同参画推進センター�

女性研究者研究活動支援事業推進本部�
（担当：宮﨑・渡部）�
7(/�������������� �
)$;��������������

+3：KWWS���PXJHG�PHLML�MS�

 

日時：２０１６年� 月�� 日（金）�

� � � � １２：００～１３：００（入退室自由）�

� � � �場所：中央校舎 �階� 男女共同参画推進センター�

� �対象：女性研究者（男性も歓迎

� �テーマ：「理系女性研究者が働き続けられる環境とは」�

※お弁当はご持参ください。�

お飲み物・おやつはご用意しております。�

 

 

 
※参加ご希望の方は、下記メールアドレスまでご連絡ください。�

GDQMR#PHLML�DF�MS
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生田キャンパス開催
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≉に⌮⣔ではෆ部進学をࡍる女性がᑡࡃ࡞、ẕᩘがᑡ࠸࡞こと࡬の₍↛とした୙Ᏻがある。⌮⣔は、ᐇ

㦂㛵㐃のᣊ᮰᫬㛫が㛗ࡃ、Ꮚ࡝もが࠸たら୧❧しに࠸ࡃと⪃࠼らࢀて࠸る。

大学㝔進学⋡がప࠸ことに࠸ࡘて

研究者㸻ᑓ㛛⫋であࡾ、ᑓ㛛ⓗ▱㆑をもࡗてࡤࢀ࠸、たとࣛࣈ࠼ンࢡがあࡗても、ࡲた⫋にᑵけるྍ⬟

性は㧗࠸と⪃࠼らࢀる。このことをもࡗとከࡃの᪉にㄆ㆑してもらうことで、大学㝔進学⋡ࣉࢵ࢔に࡞ࡘ

がるとᛮう。

୧❧支援に࠸ࡘて

௻業では育ඣఇᬤを男性に✚ᴟⓗにྲྀᚓさࡏる఍♫もある。ࡑのୖྖをᑐ㇟とした、男女共同参画にࡘ

。る࠼⪄も大ษとࡾ㠃�సࢺࣇࢯ)㢼ᅵ࡞うࡼのࡑ。ㅮ⩦఍➼もあるࡸーࢼ࣑てのセ࠸

て࠸ࡘにྥけた支援にࢺン࣋࢖ࣇ࢖ࣛ

ࣝ࢔ࣗࢽ࣐ࢺー࣏ࢧ、㑅択⫥がある୰で࡞ࠎఇྲྀᚓ、ఇ学、㏥学➼ᵝ⏘、ࡾるにあた࠼を㏄ࢺン࣋࢖ࣇ࢖ࣛ

のࡼう࡞⤫一した᝟報が࠸࡞ことにࡾࡼ、ཱྀ るのが⌧≧である。⤫一໬した᝟報の㛤࠸で᝟報をᚓて➼࣑ࢥ

。࠸し࡯యไがࢺー࣏ࢧ࡞うࡼたࡗ࠸᭷㆑者とのಶู㠃ㄯとࡸ♧

 +�1�118� ++&�88/�

� 【お問い合わせ】 �
男女共同参画推進センター�

女性研究者研究活動支援事業推進本部�
（担当：宮﨑・渡部）�
7(/�������������� �
)$;��������������

+3：KWWS���PXJHG�PHLML�MS�

 

日時：２０１６年� 月�� 日（金）�

� � � � １２：００～１３：００（入退室自由）�

� � � �場所：中央校舎 �階� 男女共同参画推進センター�

� �対象：女性研究者（男性も歓迎

� �テーマ：「理系女性研究者が働き続けられる環境とは」�

※お弁当はご持参ください。�

お飲み物・おやつはご用意しております。�

 

 

 
※参加ご希望の方は、下記メールアドレスまでご連絡ください。�
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中野キャンパス開催

本事業の活動ᣐⅬが࠸࡞ため、支援⟇に࠸ࡘてのࡸࢫ࢖ࣂࢻ࢔せ

ᮃを┤᥋う࠿がうᶵ఍とし、௒ᚋの研究⎔ቃのᨵၿࡸ男女共同参画

推進のྲྀ組࡬཯ᫎしてࡃ࠸ことを┠ⓗとして、࿘▱活動の一⎔ࡼ࠾

。஺ὶ఍を㛤ദしたࢳ᝟報Ⓨಙ࣭᝟報஺᥮のሙとしてࣛンࡧ

➨�ᅇ　㛤ദ᪥㸸����年��᭶��᪥㸦Ỉ）　　　参ຍ者㸸�ྡ

➨�ᅇ　㛤ദ᪥㸸����年��᭶��᪥㸦Ỉ）　　　参ຍ者㸸�ྡ

㸺参ຍ者のኌ㸼

㹑㹑ไ度に࠸ࡘて

㝔⏕とのࢳࢵ࣐ンࢢが㞴し࠸ので学部⏕ࡧࡼ࠾௚大学の᪉も㹑㹑

のᑐ㇟に࡞るとⰋ࠸。

一᫬ಖ育ᐊに࠸ࡘて

ఇ᪥ᤵ業ᐇ᪋᪥の⮫᫬クඣᐊを୰㔝にもᣑᙇして࡯しࡑ。࠸の㝿は、㌴での㏻໅をチྍࡍる➼、௚支援

⟇と㐃ᦠさࡏることがᮃࡲしࡲ。࠸たᅵ᪥にᩍᤵ఍がある㝿にも⮫᫬クඣᐊを㛤ദして࡯し࠸。

学ෆಖ育ᅬに࠸ࡘて

໅ົして࠸るሙᡤのࡤࡑにᏊ࡝もが࠸て、ఱ࠿あࡗた᫬にࡄࡍに㏄࠼に⾜けるᏳᚰឤは㈗㔜。ᖖ設の学ෆ

ಖ育ᅬの㛤設が㞴し࠸ሙྜ、一᫬クඣᡤがあるとⰋ࠸。ሙᡤの☜ಖが㞴し࠸のであࡤࢀ、ᆅᇦࡸ௚大学と㐃

ᦠしたࡾ、ὴ㐵型にして研究ᐊ➼で┳て࠸てࢀࡃるのもⰋ࠸のでは࠿࠸࡞。

て࠸ࡘ୰の㓄៖にࢺン࣋࢖ࣇ࢖ࣛ

ては�࣭�㝈のᤵ業ච㝖、ᇳ⾜部࣭ጤဨ఍➼のᙺ⫋のච㝖、ఇ᪥ᤵ業࣭ฟᙇㅮ࠸ࡘ୰にࢺン࣋࢖ࣇ࢖ࣛ

⩏࣭ධヨ業ົの᪥⛬➼࡬の㓄៖がᚲせでは࠿࠸࡞。こうしたᑐᛂに学部㛫のᕪがあるので、඲学ⓗ࡞⤫一

ࣝーࣝがあるとⰋ࠸。≉に⏘ᚋ�年を⤒㐣し࠸࡞女性には、ዷፎ୰と同ᵝにἲᚊでᐃめらࢀたᑵ業ไ㝈が

あるため、ᑡࡃ࡞とも�ṓඣ育ඣ୰の女性研究者に㛵してはୖ記㓄៖がᚲ㡲である。

 

NAKANO    
LUNCH 2nd   

 
ஜܖỊ࠯঺ 26 σӷӋဒਖ਼ᡶἍὅڡὸẑỆ੔৸Ằủύဏ׹ᄂᆮᎍᄂᆮ෇ѣૅੲʙಅίɟᑍࣱڡႾẐܖ૨ᢿᅹࡇ࠰

ἑὊểࣱڡᄂᆮᎍᄂᆮ෇ѣૅੲʙಅஜᢿầႆឱẟẺẲộẲẺẇẸủỆˤẟᬮඕӨỿἵὅἣἋỉỴỽἙἱὊἅἴὅᾆ

᨞Ệਖ਼ᡶஜᢿܴửύဃဋỿἵὅἣἋỆЎܴử᧏ᚨẲύܭ஖ႎỆἻὅἓ˟ử᧏͵ẲềẟộẴẇɶ᣼ỿἵὅἣἋỆấẟề

ờύˁʙểܼࡊỉɲᇌỆᐻԛỉẝỦႏಮởᏋδɶỉႏಮỉʩ්ỉئểẲềἻὅἓ˟ử᧏͵ẲẺẟểᎋảềẟộẴẇ 

ẮủẦỤỉ΁Ẩ૾ỆếẟềύἻὅἓửẲễầỤൢ᠉ỆἙỵἋỽἕἉἹὅẲềỚộẶỮẦᾎ 

ဏڡբỪẵύྸኒ૨ኒբỪẵύỚễẰộỉắӋьửấࢳẼẲềấụộẴὲ  

 

  

・

㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌【お申し込み・お問い合わせ】㻌 㻌 男女共同参画推進センター㻌

女性研究者研究活動支援事業（担当：村上）㻌

㻌㻌㻌㻌㻌㼀㻱㻸：㻜㻟㻙㻟㻞㻥㻢㻙㻠㻢㻡㻡㻛㻲㻭㼄㻦㻜㻟㻙㻟㻞㻥㻢㻙㻠㻢㻡㻢㻌 㼑㻙㼙㼍㼕㼘：㼐㼍㼚㼖㼛㻬㼙㼑㼕㼖㼕㻚㼍㼏㻚㼖㼜㻌

昼食持参で㻌

ご参加ください㻌

㻌㻌㻌㻌
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のᑐ㇟に࡞るとⰋ࠸。
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⟇と㐃ᦠさࡏることがᮃࡲしࡲ。࠸たᅵ᪥にᩍᤵ఍がある㝿にも⮫᫬クඣᐊを㛤ദして࡯し࠸。
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ᦠしたࡾ、ὴ㐵型にして研究ᐊ➼で┳て࠸てࢀࡃるのもⰋ࠸のでは࠿࠸࡞。

て࠸ࡘ୰の㓄៖にࢺン࣋࢖ࣇ࢖ࣛ

ては�࣭�㝈のᤵ業ච㝖、ᇳ⾜部࣭ጤဨ఍➼のᙺ⫋のච㝖、ఇ᪥ᤵ業࣭ฟᙇㅮ࠸ࡘ୰にࢺン࣋࢖ࣇ࢖ࣛ
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・

㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌㻌【お申し込み・お問い合わせ】㻌 㻌 男女共同参画推進センター㻌

女性研究者研究活動支援事業（担当：村上）㻌

㻌㻌㻌㻌㻌㼀㻱㻸：㻜㻟㻙㻟㻞㻥㻢㻙㻠㻢㻡㻡㻛㻲㻭㼄㻦㻜㻟㻙㻟㻞㻥㻢㻙㻠㻢㻡㻢㻌 㼑㻙㼙㼍㼕㼘：㼐㼍㼚㼖㼛㻬㼙㼑㼕㼖㼕㻚㼍㼏㻚㼖㼜㻌

昼食持参で㻌

ご参加ください㻌

㻌㻌㻌㻌
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ࢡー࣡ࢺࢵࢿෆࢫࣃンࣕ࢟にて㝔⏕஺ὶ఍を㛤ദした。本学大学㝔⏕をᑐ㇟に、学⏕のࢫࣃンࣕ࢟⏣⏕

のᆅ┙సࡾ、ど㔝ᣑ大ࡸ඘ᐇした研究⏕活にࡆ࡞ࡘることを┠ⓗとして、ࣛ ンࢳ஺ὶ఍を㛤ദした。「⏕⏣

ら఍の࠿「ⰼゝⴥがỌ⥆性であること」ࡸ「であること࢟ࢬ࣑ࢼࣁがあるᕝᓮᕷከᦶ༊のᮌがࢫࣃンࣕ࢟

ྡ๓を「࢟ࢬ࣑の఍」と࿨ྡし、大学㝔⏕�ྡを୰ᚰに㐠Ⴀを進めた。

第１回

᪥᫬㸸����年��᭶��᪥㸦ᮌ）　　　��㸸��～��㸸��

ሙᡤ㸸女性研究者研究活動支援事業推進本部　⏕⏣ศᐊ　

「大学㝔⏕の�᪥࡞㸽⌮᝿ⓗࡌឤ࡞ࢇ࡝てࡗDE⏕活/」㸸࣐ーࢸ

参ຍ者㸸��ྡ

㸺参ຍ者のኌ㸼

࣭ᬑẁ、㛵ࡾࢃの࠸࡞௚研究科の学⏕と㛵ࢃることができた。

࣭�⮬ศࡾࡼも研究を㡹ᙇࡗて࠸る人がたࡃさ࠸ࢇることがࡾ࠿ࢃ、

่⃭にࡗ࡞た。

࣭⮬ศの研究のことをヰࡍことができ、Ⰻ࠸ᶵ఍にࡗ࡞た。

第２回

᪥᫬㸸����年��᭶��᪥㸦Ỉ）　　　��㸸��～��㸸��

ሙᡤ㸸୰ኸᰯ⯋�㝵　����ᩍᐊ�

「～て࠸ࡘる～ᑗ᮶の㑅択に࠼⪄う࡝࡞ࢇࡳ」㸸࣐ーࢸ

㸸「࢟ࢬ࣑の఍の௒ᚋに࠸ࡘて」

参ຍ者㸸��ྡ

㸺参ຍ者のኌ㸼

࣭こࡲࢀでに௚研究科の人とヰࡍᶵ఍は඲ࡗ࠿࡞ࡃたので、ᘬき⥆き、᭶࣌�ーࡄࢫら࠸で࠾᫨の᫬㛫ᖏに

௚研究科とヰࡏるᶵ఍をもࡕた࠸。

࣭研究ศ㔝が␗࡞る人に⮬㌟の研究をㄝ明ࡍることは、⮬ศの⌮ゎを῝めることに࡞ࡘがるので、研究ศ

㔝が␗࡞る人が㞟ࡲることにព࿡があるとᛮう。

࣭もࡗと఍のᏑᅾを㝔⏕にᗈめた࠸。

院生交流会「ミズキの会」

大学院生にて作成した会のチラシ

Lab生活どんな感じ？

場所：中央校舎2F
女性研究者研究活動支援事業推進本部

日時：11/17(木)12:10-12:50

院生の皆さん
『ミズキの会』に参加しませんか？
生田キャンパスの大学院生が集う会が始まります !

理工学研究科と農学研究科の院生交流会の場です。

「ハナミズキ」の花言葉が“永続性”であることから、

“この会が末永く続きますように”という

願いが込められています。

ミズキの会とは…

※お菓子付き／昼食はご持参ください。

【お申込み・お問合せ先】

男女共同参画推進センター女性研究者活動支援事業推進本部

0 4 4 - 9 3 4 - 7 6 0 3 d a n j o @ m e i j i . a c . j p

～理想的な大学院生の1日（自分の現在の1日の過ごし方と比較）～

【第１回 テーマ】

 事前申込制
参加ご希望の方は、 1 1 / 9 (水 )までにメールにて

お申し込みください。
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㸺参ຍ者のኌ㸼

࣭ᬑẁ、㛵ࡾࢃの࠸࡞௚研究科の学⏕と㛵ࢃることができた。

࣭�⮬ศࡾࡼも研究を㡹ᙇࡗて࠸る人がたࡃさ࠸ࢇることがࡾ࠿ࢃ、
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大学院生にて作成した会のチラシ

Lab生活どんな感じ？
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女性研究者研究活動支援事業推進本部
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院生の皆さん
『ミズキの会』に参加しませんか？
生田キャンパスの大学院生が集う会が始まります !

理工学研究科と農学研究科の院生交流会の場です。

「ハナミズキ」の花言葉が“永続性”であることから、

“この会が末永く続きますように”という

願いが込められています。

ミズキの会とは…

※お菓子付き／昼食はご持参ください。

【お申込み・お問合せ先】

男女共同参画推進センター女性研究者活動支援事業推進本部

0 4 4 - 9 3 4 - 7 6 0 3 d a n j o @ m e i j i . a c . j p

～理想的な大学院生の1日（自分の現在の1日の過ごし方と比較）～

【第１回 テーマ】
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お申し込みください。
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ෆ㛶ᗓでは、ẖ年�᭶��᪥࠿ら��᪥ࡲでの�㐌㛫を「男女共同参画㐌㛫」とし、ᆅ᪉බ共ᅋయ、女性ᅋయࡑ

の௚の㛵ಀᅋయの༠ຊのୗに、男女共同参画♫఍のᙧ成のಁ進をᅗるྛ✀⾜事➼を඲ᅜⓗにᐇ᪋して࠸る

(ෆ㛶ᗓ࣍ー࣒࣌ーࢪを参↷�。本学ではඃ⚽సရのࢫ࣏ターをྛࣕ࢟ンࢫࣃにᥖ♧ࡍることで、男女共同

参画に࠸ࡘてព㆑し、⪃࠼るき࠿ࡗけをసることを┠ⓗとして、「男女共同参画㐌㛫」に࠸࠾て、男女共同

参画推進事業の一⎔としてࢫ࣏ター࢖ࢨࢹンのເ㞟を⾜ࡗた。

公募詳細

බເᑐ㇟㸸学ෆᩍ⫋ဨࡧࡼ࠾学⏕、ᰯ ཭

ເ㞟ᮇ㛫㸸����年�᭶�᪥(㔠�～����年�᭶�᪥(᭶�

ᛂເ᪉ἲ㸸�ᡤᐃのᛂເ⏝⣬でస成し、࢖ࢨࢹンのࢥンセࢺࣉを���Ꮠ

⛬度でㄝ明し、㒑㏦もしࡃは㟁Ꮚ࣓ーࣝでᛂເ

ᛂເ⥲ᩘ㸸�௳

優秀賞決定について

推進本部ጤဨ఍㛵ಀ者のᢞ⚊をもࡗてỴᐃした。

優秀賞：法科大学院2年　中村菜瑠さん

デザインコンセプト：
　女性研究者研究活動支援事業推進本部のࣆࢥࢳࢵࣕ࢟ーである「/LIH 6KDULQJ～共に๓࡬㸟～」

とは、Ṍㄪは㐪࠸ࡼࡾࡼ、࡝࠼♫఍を共にᙧ成し、同ࡌ┠ᶆにྥࡗ࠿てṌࡳを進めると࠸うព࿡

が㎸めらࢀて࠸ると⪃࠼た。

　したがࡗて、ࢫ࣏ターでは、男女の㊊ඖに↔Ⅼをᙜてることで、男女が共にṌࡳฟࡍᵝを⾲⌧

した。ࡲた、Ṍࡳฟࡑࡍのඛには「⮬ศらしࡃ」⏕きらࢀる♫఍がᗈがることを࣓࢖ーࢪして、

㛤ᨺⓗ࡞㟷✵と⮬↛の⥳をᇶㄪとしたⰍྜ࠸にᵓ成した。

(３) 実施イベント

カ．内閣府男女共同参画週間関連イベント

応募・問合せ先

内閣府では、毎年6月23日から29日までの1週間、

「男女共同参画週間」を実施しています。本学において

も男女共同参画推進のためのイベントを予定しており、

その一環として、明治大学における男女共同参画推進

のためのポスターデザイン案を募集いたします。

女性研究者研究活動支援事業推進本部の選考により

優秀賞を選出し、優秀作品のデザイン案を採用した

ポスターを製作し、男女共同参画週間での掲示および

その後の広報活動・啓発活動へ幅広く活用いたします。

明治大学男女共同参画推進センター　女性研究者研究活動支援事業推進本部　ポスターデザイン案募集係宛

住　所 ： 〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台 1-1
メール ： danjo@meiji.ac.jp　※電子メールでの応募の際は、件名に「ポスターデザイン案応募」と明記ください。
ＴＥＬ ： 03-3296-4655　（平日 10：00～ 17：00　※土日祝日は休み）
ＵＲＬ ： http://muged.meiji.jp

ポスター
デザイン

募集の趣旨・概要

2016年3月4日（金） ～ 2016年5月9日（月）募集
期間

本学に所属する全学生・全教職員
※グループでの応募も可　※校友からの応募も歓迎

応募
資格

大募集！！

優秀賞  １点 ・・・賞状および副賞5万円表彰

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業

「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

募集ポスター

優秀賞受賞の中村菜瑠さん

05881�6�W01�໌࣏େֶ@உঁڞಉࢀըिؒϙελʔ（"2）�QEG���1���2016�06�10���15�55�44

男女共同参画週間優秀賞受賞ポスター
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明治大学男女共同参画推進センター　女性研究者研究活動支援事業推進本部　ポスターデザイン案募集係宛

住　所 ： 〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台 1-1
メール ： danjo@meiji.ac.jp　※電子メールでの応募の際は、件名に「ポスターデザイン案応募」と明記ください。
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ポスター
デザイン

募集の趣旨・概要

2016年3月4日（金） ～ 2016年5月9日（月）募集
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応募
資格

大募集！！

優秀賞  １点 ・・・賞状および副賞5万円表彰

平成２６年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業

「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

募集ポスター

優秀賞受賞の中村菜瑠さん

05881�6�W01�໌࣏େֶ@உঁڞಉࢀըिؒϙελʔ（"2）�QEG���1���2016�06�10���15�55�44

男女共同参画週間優秀賞受賞ポスター
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༓௦⏣༊男女共同参画センター㹋㹇㹕୺ദ「➨�ᅇ࣭➨�ᅇ㹋㹇㹕⚍ࡾ」に参ຍした。「㹋㹇㹕⚍ࡾ」は、༓

௦⏣༊男女共同参画センター㹋㹇㹕にⓏ録して࠸るᅋయの࣓ンࣂー同ኈの஺ὶ࣭⌮ゎを῝めるとともに、一

般の᪉ࠎにも男女共同参画♫఍に࠸ࡘてᗈࡃ࿘▱ࡍることを┠ⓗとࡍる௻画で、����年で�ᅇ┠と࡞る࣋࢖

ンࢺである。「㹋㹇㹕⚍ࡾ」では༓௦⏣༊ᅾఫ࣭ᅾ໅の᪉をᑐ㇟として、༓௦⏣༊ᙺᡤの�㝵࣍ーࣝ部ศでㅮ

₇఍ࡸᏊ育てୡ௦のための࣡ーࢥ、ࣉࢵࣙࢩࢡンࢧーࢺ௻画➼の࣋࢖ンࢺをᐇ᪋して࠸る。本事業のࣈーࢫ

では本学の男女共同参画推進のྲྀ組ࡧࡼ࠾女性研究者研究活動支援事業を⤂௓し、ᆅᇦの᪉にᗈࡃ࿘▱ࡍる

ことを┠ⓗとして、ࢫ࣏ターᒎ♧とᒎ♧࢔ࢶー、஺ὶ఍に参ຍした。

「➨�ᅇ㹋㹇㹕⚍ࡾ」では本学௨እにୖᬛ大学の男女共同参画推進ᐊと୰ኸ大学の学事部が参ຍして࠾

ྛ、ࡾ 大学の活動≧ἣ➼の᝟報஺᥮をࡍることができた。本学のࣟーࣝࣔࣝࢹ㞟ࣝ࢖࢓ࣇ࢔ࣜࢡࡸもዲホ

で、ᆅᇦ㈉⊩としても᭷ព⩏࡞ᶵ఍とࡗ࡞た。

「㹋㹇㹕⚍ࡾ」のヲ⣽は௨ୗのとࡾ࠾である。

【ＭＩＷ祭り詳細】

᪥᫬㸸➨�ᅇ㛤ദ᪥㸸����年��᭶��᪥(㔠�、��᭶��᪥(ᅵ�

➨�ᅇ㛤ദ᪥㸸����年��᭶��᪥(㔠�、��᭶��᪥(ᅵ�

ሙᡤ㸸�༓௦⏣༊Ẹ࣍ーࣝ(༓௦⏣༊ᙺᡤ�㝵�、༓௦⏣༊男女共同参画センター㹋㹇㹕(༓௦⏣༊ᙺᡤ��㝵�

参ຍᅋయᩘと᮶ሙ者ᩘ㸸➨�ᅇฟᒎᅋయ㸸㹋㹇㹕Ⓩ録ᅋయ��ᅋయ㸩�大学

　　　　　　　　　　　➨�ᅇ᮶ሙ者ᩘ㸸ᘏ࡭���人

��　　　　　　　　➨�ᅇฟᒎᅋయ㸸㹋㹇㹕Ⓩ録ᅋయ��ᅋయ㸩�大学㸩�ᅋయ(௻業�

��　　　　　　　　➨�ᅇ᮶ሙ者ᩘ㸸ᘏ࡭���人

・本学の参加内容

�♧ターをᒎࢫ࣏るࡍターᒎ♧(本事業を⤂௓ࢫ࣏

㛵ಀ㈨ᩱ㓄ᕸ(本事業のࣜーࢺࢵࣞࣇとࣗࢽーࣞࢬター(᭱᪂ྕ�࣭ࣟ ーࣝࣔࣝࢹ㞟➼の㛵㐃㈨ᩱを㓄ᕸ�

参ຍᅋయにࡼるࣝࢿࣃᒎ♧ࣞࣜࢬ࢖ࢡー ᒎ࣭♧࢔ࢶー㸦ࣝࢿࣃฟᒎᅋయが、ࡑのࣝࢿࣃの๓で�ศ⛬度

活動を⤂௓）࣭ ஺ὶ఍࡬の参ຍ

キ．千代田区男女共同参画センターＭＩＷ主催「ＭＩＷ祭り」参加

第3回展示ポスター第3回ＭＩＷ祭りの様子
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Ⅲ－４　女性研究者の裾野拡大と次世代育成
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(１) オープンキャンパス

る女Ꮚ㧗ᰯ⏕の࠸て࠼⪄て、⌮⣔進学を࠸࠾にࢫࣃンࣕ࢟ンࣉー࢜のࢫࣃンࣕ࢟୰㔝࣭ࢫࣃンࣕ࢟⏣⏕

ために女性研究者のࣟーࣝࣔࣝࢹ⤂௓ࢥーࢼーを設置した。࢜ーࣉンࣕ࢟ンࢫࣃ参ຍの㧗ᰯ⏕ࡑࡸのಖㆤ者

をᑐ㇟とし、⌮⣔女性研究者の〈㔝ᣑ大の一助と࡞ることを┠ⓗとして、本事業の⤂௓ࢫ࣏ターᒎ♧、ࣟー

ターのᒎࢫ࣏記事ࢺン࣋࢖ࢡーࢺ⚍ターのᒎ♧、⏕明ࢫ࣏らⱝᡭ研究者の記事をᣑ大した࠿㞟の୰ࣝࢹࣔࣝ

♧、ࣟーࣝࣔࣝࢹ㞟を୰ᚰとした㛵㐃༳ๅ≀の㓄ᕸ➼を⾜࠸、男女共同参画推進のྲྀ組、ࡧࡼ࠾本学の⌮⣔

女性研究者の⤂௓をした。

୧ࣕ࢟ンࢫࣃともに、ಖㆤ者と共に参ຍして࠸る㧗ᰯ⏕のጼがከࡃぢらࢀ、ᐙ᪘で⌮⣔進学に࠸ࡘて

┦ㄯࡍる㝿に本学のࣟーࣝࣔࣝࢹを参⪃にしてもらうᶵ఍とࡍることができた。

。であるࡾ࠾のヲ⣽は௨ୗのとࢫࣃンࣕ࢟ྛ

生田キャンパス開催
㛤ദ᪥㸸����年�᭶�᪥(᪥�

� 　����年�᭶�᪥(᭶�

ᒎ♧ሙᡤ㸸⏕⏣ࣕ࢟ンࢫࣃ㣗ᇽ㤋�㝵学⏕௻画㛤ദሙᡤ

᮶ሙ者ᩘ㸸����年�᭶�᪥(᪥�　⣙����ྡ

����年�᭶�᪥(᭶�　⣙����ྡ

中野キャンパス開催
㛤ദ᪥㸸����年�᭶��᪥(ᮌ�

� 　����年�᭶��᪥(㔠�

ᒎ♧ሙᡤ㸸୰㔝ࣕ࢟ンࢫࣃపᒙᲷ�㝵࣍ーࣝ(ࢲ࢖࢞ンࢫሙᡤ�ᶓ

ᥖ♧ᯈ

᮶ሙ者ᩘ㸸����年�᭶��᪥(ᮌ�　⣙����ྡ

����年�᭶��᪥(㔠�　⣙����ྡ
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(２) ロールモデル集

本学学⏕をᑐ㇟とし、女性研究者の〈㔝ᣑ大を┠ⓗとして、ከᵝࣟ࡞ーࣝࣔࣝࢹをᗈࡃᥦ♧ࡍるࣟーࣝ

��～��㞟(9ROࣝࢹࣔ ᪥本ㄒ∧࣭ⱥㄒ∧�をస成した。ࢩンࡸ࣒࢘ࢪ࣏セࢼ࣑ー、ࣛンࢳ఍➼࣋࢖ンࢺでの㓄

ᕸࡸ、学ᅬ⚍での㓄ᕸにຍ࠼、௜ᒓ明治㧗➼学ᰯ࣭୰学ᰯの⏕ᚐࡧࡼ࠾ಖㆤ者࡬㓄ᕸࡍることで、ḟୡ௦

育成ࡸこ࠿ࢀら進学を⪃࠼る୰㧗⏕ࡧࡼ࠾ಖㆤ者࡬のၨⓎとした。

ྛྕに࠸ࡘてはࢀࡒࢀࡑ、ⱥヂ∧もⓎ⾜し、␃学⏕を୰ᚰに㓄ᕸした。

ྛࣟーࣝࣔࣝࢹ㞟の┠ḟは௨ୗのとࡾ࠾である。

(ͤᡤᒓ࣭ᙺ⫋に࠸ࡘてはᥖ㍕ᙜ᫬のものである。�

ロールモデル集vol.1  テーマ：若手研究者の今
�　明治大学⌮ᕤ学部ᶵᲔᕤ学科 助ᩍ��▼⏣ ⚈Ꮚ

�　明治大学⌮ᕤ学部ᛂ⏝໬学科 ෸ᩍᤵ��῝⃝ ೔Ꮚ

�　明治大学㎰学部㎰学科 ෸ᩍᤵ��⁁ཱྀ ᗣ

�　明治大学ၟ学部 ෸ᩍᤵ��⸨⏣ ⤖Ꮚ

�　明治大学⥲ྜᩘ⌮学部
� ン学科 ෸ᩍᤵ��ᾆ㔝 ᫀ一࢖ࢨࢹࢡー࣡ࢺࢵࢿ

�　明治大学⥲ྜᩘ⌮学部
� ඛ➃࣓࢚࢖ࢧ࢔࢕ࢹンࢫ学科 ᑓ௵ㅮᖌ��஬༑ᔒ ᝆ⣖

�　/XGZLJ�0D[LPLOLDQV8QLYHUVLW\�研究ဨ��㯮┠ 㯞⏤Ꮚ

ロールモデル集vol.2　テーマ：先輩研究者の経験
�　明治大学⥲ྜᩘ⌮学部

� ඛ➃࣓࢚࢖ࢧ࢔࢕ࢹンࢫ学科�ᩍᤵ��Ⲩᕝ�⸅

�　明治大学⌮ᕤ学部�ᩍᤵ��ሐ�฼ᖾ

�　明治大学ၟ学部�ᩍᤵ��⚟⏣�ᗣ඾

�　明治大学ᑓ㛛⫋大学㝔

� 研究科�ᩍᤵ��※�⏤⌮Ꮚࢫンࢼࣂ࢞

�　明治大学ἲ学部�ᩍᤵ��▮ࢣ㷂�῟Ꮚ

�　明治大学㎰学部⏕࿨科学科�ᩍᤵ��ྜྷ⏣�೺一

ロールモデル集vol.3  テーマ：ダイバーシティにむけて
�　明治大学⌮ᕤ学部ᘓ⠏学科�ᑓ௵ᩍᤵ��ୖ㔝ెዉᏊ

�　明治大学ᅜ㝿᪥本学部�ᑓ௵ㅮᖌ　㔠ࢮン࣐

�　明治大学㎰学部㎰ⱁ໬学科�ᑓ௵෸ᩍᤵ��బࠎᮌὈᏊ

�　明治大学⥲ྜᩘ⌮学部�ᑓ௵෸ᩍᤵ　Ḉ஭⩏ᑦ

�　明治大学ᨻ治⤒῭学部

≉௵ㅮᖌ　ࢩ࢙ࣝࢳー࣭センࢩ࣭࢕ࢹーࢲ

�　明治大学ᅜ㝿᪥本学部�ᑓ௵ᩍᤵ　㕥ᮌ㈼ᚿ

�　明治大学研究࣭▱㈈ᡓ␎ᶵᵓ�≉௵ㅮᖌ��ᯇ成ࡦとࡳ
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ロールモデル集vol.1�英語版
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(２) ロールモデル集

本学学⏕をᑐ㇟とし、女性研究者の〈㔝ᣑ大を┠ⓗとして、ከᵝࣟ࡞ーࣝࣔࣝࢹをᗈࡃᥦ♧ࡍるࣟーࣝ

��～��㞟(9ROࣝࢹࣔ ᪥本ㄒ∧࣭ⱥㄒ∧�をస成した。ࢩンࡸ࣒࢘ࢪ࣏セࢼ࣑ー、ࣛンࢳ఍➼࣋࢖ンࢺでの㓄

ᕸࡸ、学ᅬ⚍での㓄ᕸにຍ࠼、௜ᒓ明治㧗➼学ᰯ࣭୰学ᰯの⏕ᚐࡧࡼ࠾ಖㆤ者࡬㓄ᕸࡍることで、ḟୡ௦

育成ࡸこ࠿ࢀら進学を⪃࠼る୰㧗⏕ࡧࡼ࠾ಖㆤ者࡬のၨⓎとした。

ྛྕに࠸ࡘてはࢀࡒࢀࡑ、ⱥヂ∧もⓎ⾜し、␃学⏕を୰ᚰに㓄ᕸした。

ྛࣟーࣝࣔࣝࢹ㞟の┠ḟは௨ୗのとࡾ࠾である。

(ͤᡤᒓ࣭ᙺ⫋に࠸ࡘてはᥖ㍕ᙜ᫬のものである。�

ロールモデル集vol.1  テーマ：若手研究者の今
�　明治大学⌮ᕤ学部ᶵᲔᕤ学科 助ᩍ��▼⏣ ⚈Ꮚ

�　明治大学⌮ᕤ学部ᛂ⏝໬学科 ෸ᩍᤵ��῝⃝ ೔Ꮚ

�　明治大学㎰学部㎰学科 ෸ᩍᤵ��⁁ཱྀ ᗣ

�　明治大学ၟ学部 ෸ᩍᤵ��⸨⏣ ⤖Ꮚ

�　明治大学⥲ྜᩘ⌮学部
� ン学科 ෸ᩍᤵ��ᾆ㔝 ᫀ一࢖ࢨࢹࢡー࣡ࢺࢵࢿ

�　明治大学⥲ྜᩘ⌮学部
� ඛ➃࣓࢚࢖ࢧ࢔࢕ࢹンࢫ学科 ᑓ௵ㅮᖌ��஬༑ᔒ ᝆ⣖

�　/XGZLJ�0D[LPLOLDQV8QLYHUVLW\�研究ဨ��㯮┠ 㯞⏤Ꮚ

ロールモデル集vol.2　テーマ：先輩研究者の経験
�　明治大学⥲ྜᩘ⌮学部

� ඛ➃࣓࢚࢖ࢧ࢔࢕ࢹンࢫ学科�ᩍᤵ��Ⲩᕝ�⸅

�　明治大学⌮ᕤ学部�ᩍᤵ��ሐ�฼ᖾ

�　明治大学ၟ学部�ᩍᤵ��⚟⏣�ᗣ඾

�　明治大学ᑓ㛛⫋大学㝔

� 研究科�ᩍᤵ��※�⏤⌮Ꮚࢫンࢼࣂ࢞

�　明治大学ἲ学部�ᩍᤵ��▮ࢣ㷂�῟Ꮚ

�　明治大学㎰学部⏕࿨科学科�ᩍᤵ��ྜྷ⏣�೺一

ロールモデル集vol.3  テーマ：ダイバーシティにむけて
�　明治大学⌮ᕤ学部ᘓ⠏学科�ᑓ௵ᩍᤵ��ୖ㔝ెዉᏊ

�　明治大学ᅜ㝿᪥本学部�ᑓ௵ㅮᖌ　㔠ࢮン࣐

�　明治大学㎰学部㎰ⱁ໬学科�ᑓ௵෸ᩍᤵ��బࠎᮌὈᏊ

�　明治大学⥲ྜᩘ⌮学部�ᑓ௵෸ᩍᤵ　Ḉ஭⩏ᑦ

�　明治大学ᨻ治⤒῭学部
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�　明治大学ᅜ㝿᪥本学部�ᑓ௵ᩍᤵ　㕥ᮌ㈼ᚿ

�　明治大学研究࣭▱㈈ᡓ␎ᶵᵓ�≉௵ㅮᖌ��ᯇ成ࡦとࡳ
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(１) 意識調査①
　　「男女共同参画および女性研究者支援に関するアンケート調査」

男女共同参画ࡧࡼ࠾女性研究者支援に㛵ࡍる࢔ンࢣーࢺㄪᰝを����年�᭶にᐇ᪋した。

実施要領
┠ⓗ㸸�本学に࠸࠾て男女共同参画をさらに推進ࡍるため、ලయⓗ࡞ㄢ㢟ࢽࡸーࢬをᢕᥱࡍることを┠ⓗとࡍる。

ᑐ㇟㸸඲ᩍ⫋ဨ(研究者に࠸ࡘては大学㝔⏕࣭␃学⏕をྵめる�

᪉ἲ㸸ZHE࢔ンࢣーࢺのᙧでᐇ᪋　　ͤᕼᮃ者には㉁ၥ⣬を㓄ᕸ

ᮇ㛫㸸����年�᭶�᪥～����年�᭶��᪥

ᅇ⟅者ᩘ㸸���人(����年�᭶��᪥⌧ᅾ�

ᅇ཰⋡㸸ᅇ཰⋡����

男女ẚ⋡　　男性�㸸�女性

ᒓ性㸸ᩍဨ�����　　　⫋ဨ�����　　　大学㝔⏕�����

Ꮚ࡝もの᭷↓㸸᭷�����　　　↓�����

௓ㆤのᚲせ࡞ぶ᪘の᭷↓㸸�᭷(同ᒃ�����　᭷(ูᒃ������　↓�����

結果概要
ලయⓗ࡞ㄢ㢟ࢽࡸーࢬㄪᰝのため�部ᵓ成とし、ู ㏵、学ෆ組織のᙺ⫋者࡬本学の男女共同参画の⌧≧に

。ㄪᰝした࠿る࠸うにㄆ㆑してࡼの࡝て࠸ࡘ

【 第1部 「研究・仕事とライフイベント(育児・介護など)との両立、ワーク・ライフ・バランスについて」】

・ワーク・ライフ・バランス

࣡ーࣛࣂ࣭ࣇ࢖࣭ࣛࢡンࢫに࠸ࡘては、「ࡾ࡞࠿とࢀて࠸る」����と「ࡲ

あࡲあとࢀて࠸る」�����をあࡏࢃると⣙���の人がとࢀて࠸るとᅇ⟅して

。��た(ᅗࡗうᅇ⟅は����であ࠸と「࠸࡞࠸てࢀ඲↛と」。る࠸

・育児の仕方（子ありのみ回答）

育ඣの௙᪉に࠸ࡘては、「ኵ፬で༠ຊして育ඣ」が��人とከࡃ、ḟ࠸で「ಖ育ᡤを฼⏝」が��人、「⮬ศが

௙事࣭学⩦を⥆け࡞がら育ඣ」が��人と⥆き、ኵ፬で༠ຊして育ඣをࡍるᚲせがあるとᅇ⟅した人が᭱ከ

であࡗた。

図1.�現在あなたの生活はワークバラン
スがどの程度とれていると思いま
すか(1つ選んで下さい)。

શવͱΕ͍ͯな͍
����

ϫʔΫɾϥΠϑɾόϥϯε

͋·Γ
ͱΕ͍ͯな͍
����� ·͋·͋

ͱΕ͍ͯΔ
�����

͔なΓͱΕ͍ͯΔ
����
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・育児に関わる本学のサポートで望ましい(必要である)もの

育ඣに㛵ࢃるᮃࡲし࠸(ᚲせである�࣏ࢧーࢺとしては、「育ඣఇ業ྲྀᚓのಖ㞀」が���人とከࡃ、ḟ࠸で「ኤ

᪉࠿らの఍㆟ᗫṆ」���人、「学ෆಖ育ᅬの設置」���人と⥆き、育ඣఇ業ྲྀᚓのಖ㞀がᚲせであるとᅇ⟅した

人が᭱ከであࡗた。「学ෆಖ育ᅬの設置」は࣏ࢧ࠸ࡍࡸࡾ࠿ࢃーࢺであるが、㒔ᚰのࣕ࢟ンࡲࢫࣃでᏊ࡝もを

㐃ࢀて᮶るの࠿➼ㄢ㢟がṧる(ᅗ��。

・介護に関わる本学のサポートのうち望ましい(必要である)もの

௓ㆤに㛵ࢃるᮃࡲし࠸(ᚲせである�࣏ࢧーࢺとしては、「࿘ᅖの⌮ゎのಁ進」が���人とከࡃ、ḟ࠸で「ኤ

᪉࠿らの఍㆟ᗫṆ」が���人、「Ᏻᐃした㞠⏝をྍ⬟にࡍる」と「研究࣭ᩍ育௨እの㞧ົの㍍ῶ」が���人と

⥆き、࿘ᅖの⌮ゎをಁ進ࡍる࣏ࢧーࢺがᚲせであるとᅇ⟅した人が᭱ከであࡗた。育ඣに㛵ࢃる࣏ࢧーࢺ

と同ᵝ、「ኤ᪉࠿らの఍㆟ᗫṆ」が�␒┠にከࡃ、ࣛ の୰には᫬㛫のไ⣙がၥ㢟であることがࢺン࣋࢖ࣇ࢖

明ら࠿である(ᅗ��。

・採択された本学の女性研究者支援について

「ᮇᚅできる」、「ᮇᚅした࠸」が�����とࡾ࡞、「ᮇᚅでき࠸࡞」が�����であ࢔、ࡾンࢣーࢺᅇ⟅者の���௨

ୖが本事業࡬ᮇᚅして࠸ることが明ら࠿にࡗ࡞た。

の௚のពぢࡑ

࣭ఇ᪥ฟ໅ࡸἩࡾࡲฟᙇのච㝖。

࣭ఇ᪥࣭⚃᪥᫬のಖ育᪋設。

࣭男性⫋ဨの㛗᫬㛫ປാのぢ┤し。

࣭�ಖ育㔞の補助、ࢵࢩター㞠⏝補助、

。ター௦の補助ࢵࢩーࣅ࣋

࣭⥭ᛴ࡞ሙྜの支援యไ。

��� �� �� �� ��� ��� ���

育ٳࣇ業取ಘのอূ
学内อ育ॴのઃஔ

育ٳࣇ業制度後の෮ؼ支援
学ಐอ育にؔするサポート

学内࣮ࢪの学会・研究会・講演会時の一時อ育ࣨのઃஔ
授ೕ・ࡡೕ・おむつ交換などの出来るίーφー・女性用ٳཆࣨのઃஔ

༦方からの会ٞのഇࢭ
௨ۈ時間୹ॖのためのॅډख当てのॆ࣮

パーマネントポストの૿加
୹時間ۈ຿の҆定したޏ用をՄೳにする

代ସ要員のޏ用
研究補助者のޏ用

研究・教育Ҏ外のࡶ຿の軽ݮ
周ғの理ղのଅ進

育ࣇを考ྀにೖれた多໘的な業੷ධՁの֬立
男性の育ٳࣇ業取ಘଅ進

ೖظࢼ間中の؂ಜ業຿の軽ݮ
そのଞ

12�
10�　　　　

87　　　　　　　		
8�　　　　　　　		

��　　　　　　　　　　　　　　	
�6　　　　　　　　　　　　　　　　　

10�　　　			
61　　　　　　　　　　　　　		

3�　　　　　　　　　　　　　　　　　　		
67　　　　　　　　　　　　	

86　　　　　　　　		
�0　　　　　　　　　　　　　　　	

8�　　　　　　　		
102　　　　		

�3　　　　　　　　　　　　　　		
102　　　　		

72　　　　　　　　　　　		
22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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図2.�育児に関わる本学のサポートのうち、あなたは以下のどれが望ましい(必要である)と思いますか
(複数回答可)。育児経験がなくてもお答えください。

の௚のពぢࡑ

࣭᫬㛫ఇไ度のᑟධ。

࣭ ఍㆟を࣡ࢺࢵࢿーࢡでࡆ࡞ࡘて⮬Ꮿ

。らでも参ຍできる➼のᕤኵ࠿

࣭▷⦰໅ົ᫬㛫ศの⤥୚ࢺࢵ࢝。

࣭ ᤵ業㛤ㅮのᙎຊ໬をᅗࡾ、㝸年㛤ㅮࡸ

㞟୰㛤ㅮをᐜ᫆にࡍる。

࣭⫋ሙの人ဨయไ。

��� �� �� �� ��� ��� ��� ���

そのଞ
հޢを考ྀにೖれた多໘的な業੷ධՁの֬཰

周ғの理ղのଅ進
研究・教育Ҏ外のࡶ຿の軽ݮ

研究補助者のޏ用
代ସ要員のޏ用

୹時間ۈ຿の҆定したޏ用をՄೳにする
༦方からの会ٞഇࢭ
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図3.�介護に関わる本学のサポートのうち、あなたは以下のどれが望ましい(必要である)と思いま
すか(複数回答可)。介護経験がなくてもお答え下さい。
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հޢを考ྀにೖれた多໘的な業੷ධՁの֬཰
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研究補助者のޏ用
代ସ要員のޏ用

୹時間ۈ຿の҆定したޏ用をՄೳにする
༦方からの会ٞഇࢭ
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図3.�介護に関わる本学のサポートのうち、あなたは以下のどれが望ましい(必要である)と思いま
すか(複数回答可)。介護経験がなくてもお答え下さい。
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【第2部  「本学における男女共同参画推進について」】

・性別による差別の有無とどのような場面で男女差があると思うか

「ある」とឤࡌて࠸る人が�����、「࠸࡞」とឤࡌて࠸る人が�����であࡾ、「ᕪูがある」とのᅇ⟅者࠿ら

は、ሙ㠃にࡼる男女ᕪとしては、「ᢸᙜ業ົ」が�����とከࡃ、ḟ࠸で「㞧ົの㈇ᢸ」が�����、「᪼進࣭᪼⤥」が

�����と⥆き、ᢸᙜ業ົにࡗࡼて男女ᕪがあるとᅇ⟅した人が᭱ከであࡗた。

ࣟ、た。༙ᩘ௨ୖはࡗが�����であ「࠸࡞࠸」、�����が「る࠸」、ては࠸ࡘにࣝࢹたࣟーࣝࣔࡲ ーࣝࣔࣝࢹ

が࠸࡞࠸とᅇ⟅して࠸る。

・女性研究者研究活動支援事業を契機とするポジティブ・アクションについて

「研究とᐙᗞとの୧❧支援⟇のᑟධ」、「ᩘ್┠ᶆไ度のᑟධ」、「ࢡ࢓ࣇࢫࣛࣉター᪉ᘧのᑟධ」の�✀㢮

のࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏ンに࠸ࡘて、「㈶成」࠿「཯ᑐ」࠿「࠿ࢃら࠸࡞」に࠸ࡘてㄪᰝした。⤖ᯝヲ⣽は࣏

。�ࢪー࣌�����に記㍕(๓ᥖࢪー࣌るࡍンに㛵ࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ

・役職者の意識

「༑ศである」が����、「ࡲあ༑ศである」が�����、「あࡾࡲ༑ศで࠸࡞」が

�����、「୙༑ศである」が�����、「ࡑの௚」が�����であࡗた。௒ᚋのㄢ㢟にࡘ

ࡘにࣝࢻーࣁる⌧≧のࡍることにᑐࡍては、ᩍ⫋ဨともに女性が♫఍進ฟ࠸

ることࢀら࠼⪄ためにࡃ࠸ることを┠ᣦして࡞て、男女共同参画がᬑ㏻に࠸

に࠸ࡘて➼の࣓ࢥンࢺがあࡆらࢀて࠸た(ᅗ��。

・ 本学において男女共同参画を推進し、女性研究者や女性職員を増やすために必要なこと

男女共同参画を推進し、女性研究者ࡸ女性⫋ဨをቑࡍࡸためにᚲせ࡞こととしては、「男性研究者࣭⫋

ဨ࣭大学㝔⏕⮬㌟のព㆑ᨵ㠉」が���人とከࡃ、ḟ࠸で「学ෆಖ育ᅬの設置」が���人、「補助ဨ➼の人ⓗ支

援」が���人と⥆き、男性のព㆑ᨵ㠉がᚲせであるとᅇ⟅した人が᭱ከであࡗた(ᅗ��。
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図4.�本学の男女共同参画の状
況をどのように認識して
いますか。

の௚のពぢࡑ

。⟇ᮇ㛫୰の男性研究者の支援ࢺン࣋࢖ࣇ࢖࣭ࣛ

。る᪉㔪⾲明㛗᫬㛫ປാのᢚไࡼᒙにࢺン࣓ࢪࢿ࣐ࣉࢵࢺ࣭�

࣭�ᢸᙜࡍる௙事㔞(研究࣭ᩍ育௨እ�をῶらࡍこと。

࣭�≉にᚲせ࠸࡞が、ಖ育ᅬの設置➼は女性研究者のၥ㢟

に㛵ࢃらࡎ、進める࡭きと⪃࠼る。

࣭�೺ᗣ㠃࣭⢭⚄㠃に㈇Ⲵが࠿࠿らࡼ࠸࡞う࡞⎔ቃのᩚഛ。

࣭�女性に௵ࡏるのではࡃ࡞男性も௓ㆤࡸᏊ育てに✚ᴟⓗ

に㛵ࢀࢃるไ度をసる᪉がඛỴであࢁう。

࣭男性をᐙ事育ඣ௓ㆤにྥࡏࢃ࠿る᪋⟇。

࣭఍㆟⤊஢᫬㛫のไ㝈(��᫬�。

࣭�⩏ົと㈐௵とホ౯ᇶ‽の明☜໬と㏱明性のྥୖ。

࣭�女性の♫఍進ฟにࡼる、男性ࡸ⤒Ⴀ者ഃの࣓ࣜࢺࢵを

ᡴࡕฟࡍこと。
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図5.�本学において男女共同参画を推進し、女性研究者や女性職員を増やすために
は何が必要だと思いますか。

1 
 

調査票 
 
教職員・大学院生各位 

 
男女共同参画および女性研究者支援に関するアンケート調査 

について（ご協力のお願い） 
 
 本学は、文部科学省が公募したᖹᡂ26ᖺᗘ⛉Ꮫᢏ⾡ேᮦ⫱ᡂ㈝⿵ຓ஦ᴗ䛂ዪᛶ◊✲⪅◊✲活動ᨭ᥼஦ᴗ

䠄୍⯡ᆺ䠅䛃に採択されました。 
（概要は下記＊のほか、本学HPおよび文部科学省HPに掲載されていますのでご覧ください  

http://www.meiji.ac.jp/koho/news/2014/6t5h7p00000i0l32.html、
http://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1353033.htm） 

本学では、男性研究者や職員・大学院生・留学生等も含めた全学構成員の環境整備事業の一環として、

この機に男女共同参画推進センター（仮称）を開設して、男女共同参画推進に取り組むこととしており

ます。そこで、このたび本学の男女共同参画に関する全学的なアンケートを実施することにいたしまし

た。ご多忙のところ恐縮ですが、ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

昨年 6 月、申請前のアンケートにご協力くださいました女性教員の皆様には厚くお礼を申し上げます

（本アンケートと重複する部分がありますことをご了承ください）。このアンケートの結果は本学の今

後の男女共同参画推進における参考資料とさせていただきます。回答に関わる個人情報については、十

全のセキュリティ対策のもとに行います。また、アンケート調査結果は男女共同参画推進委員会が責任

を持って管理いたします。調査結果は調査目的以外には使用いたしません。 

アンケートへの回答は、２０１５年２月１５日（日）を期限とさせていただきます。 
 

男女共同参画推進委員会 

委員長 長尾 進 

 
 
 
 
 
䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉 
＊「女性研究者研究活動支援事業」の概要は、以下の通りです。 

＊目的：理系分野をはじめ、本学全体で大学院の女子学生・女性研究者を増やし、トップクラスの研究

者を養成するとともに、男女共同参画を一層推進するため、7つのテーマに沿って女性研究者研究活動支

援体制を構築し、活動を行う。 

＊内容 

1.� 「男女共同参画推進センター」および「女性研究者研究活動支援事業推進本部」の設置  

2.� 「女性のエンパワーメント原則（WEPs）」に基づいた女性研究者エンパワー計画の策定・実施  

3.� グローバル化事業を支える女性研究者支援体制と男女共同参画推進体制の確立  

4.� 女性研究者採用促進、研究力向上・世界トップレベルの研究者養成のためのポジティヴ・アクシ

ョン導入  

5.� 男女共同参画[ジェンダー平等]に関する研究・教育・啓発活動の促進、学問的貢献  

6.� 学部・大学院を通した若手理系女性研究者の養成  

7.� 女性研究者支援・男女共同参画推進活動の連携・ネットワーク化による地域社会や学会への貢献  

--------------------------------------------------------------------------------------- 
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【第2部  「本学における男女共同参画推進について」】

・性別による差別の有無とどのような場面で男女差があると思うか

「ある」とឤࡌて࠸る人が�����、「࠸࡞」とឤࡌて࠸る人が�����であࡾ、「ᕪูがある」とのᅇ⟅者࠿ら

は、ሙ㠃にࡼる男女ᕪとしては、「ᢸᙜ業ົ」が�����とከࡃ、ḟ࠸で「㞧ົの㈇ᢸ」が�����、「᪼進࣭᪼⤥」が

�����と⥆き、ᢸᙜ業ົにࡗࡼて男女ᕪがあるとᅇ⟅した人が᭱ከであࡗた。

ࣟ、た。༙ᩘ௨ୖはࡗが�����であ「࠸࡞࠸」、�����が「る࠸」、ては࠸ࡘにࣝࢹたࣟーࣝࣔࡲ ーࣝࣔࣝࢹ

が࠸࡞࠸とᅇ⟅して࠸る。

・女性研究者研究活動支援事業を契機とするポジティブ・アクションについて

「研究とᐙᗞとの୧❧支援⟇のᑟධ」、「ᩘ್┠ᶆไ度のᑟධ」、「ࢡ࢓ࣇࢫࣛࣉター᪉ᘧのᑟධ」の�✀㢮

のࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ࣏ンに࠸ࡘて、「㈶成」࠿「཯ᑐ」࠿「࠿ࢃら࠸࡞」に࠸ࡘてㄪᰝした。⤖ᯝヲ⣽は࣏

。�ࢪー࣌�����に記㍕(๓ᥖࢪー࣌るࡍンに㛵ࣙࢩࢡ࢔࣭ࣈ࢕ࢸࢪ

・役職者の意識

「༑ศである」が����、「ࡲあ༑ศである」が�����、「あࡾࡲ༑ศで࠸࡞」が

�����、「୙༑ศである」が�����、「ࡑの௚」が�����であࡗた。௒ᚋのㄢ㢟にࡘ

ࡘにࣝࢻーࣁる⌧≧のࡍることにᑐࡍては、ᩍ⫋ဨともに女性が♫఍進ฟ࠸

ることࢀら࠼⪄ためにࡃ࠸ることを┠ᣦして࡞て、男女共同参画がᬑ㏻に࠸

に࠸ࡘて➼の࣓ࢥンࢺがあࡆらࢀて࠸た(ᅗ��。

・ 本学において男女共同参画を推進し、女性研究者や女性職員を増やすために必要なこと

男女共同参画を推進し、女性研究者ࡸ女性⫋ဨをቑࡍࡸためにᚲせ࡞こととしては、「男性研究者࣭⫋

ဨ࣭大学㝔⏕⮬㌟のព㆑ᨵ㠉」が���人とከࡃ、ḟ࠸で「学ෆಖ育ᅬの設置」が���人、「補助ဨ➼の人ⓗ支

援」が���人と⥆き、男性のព㆑ᨵ㠉がᚲせであるとᅇ⟅した人が᭱ከであࡗた(ᅗ��。
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図4.�本学の男女共同参画の状
況をどのように認識して
いますか。
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࣭�ᢸᙜࡍる௙事㔞(研究࣭ᩍ育௨እ�をῶらࡍこと。

࣭�≉にᚲせ࠸࡞が、ಖ育ᅬの設置➼は女性研究者のၥ㢟

に㛵ࢃらࡎ、進める࡭きと⪃࠼る。

࣭�೺ᗣ㠃࣭⢭⚄㠃に㈇Ⲵが࠿࠿らࡼ࠸࡞う࡞⎔ቃのᩚഛ。

࣭�女性に௵ࡏるのではࡃ࡞男性も௓ㆤࡸᏊ育てに✚ᴟⓗ

に㛵ࢀࢃるไ度をసる᪉がඛỴであࢁう。

࣭男性をᐙ事育ඣ௓ㆤにྥࡏࢃ࠿る᪋⟇。

࣭఍㆟⤊஢᫬㛫のไ㝈(��᫬�。

࣭�⩏ົと㈐௵とホ౯ᇶ‽の明☜໬と㏱明性のྥୖ。

࣭�女性の♫఍進ฟにࡼる、男性ࡸ⤒Ⴀ者ഃの࣓ࣜࢺࢵを

ᡴࡕฟࡍこと。
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図5.�本学において男女共同参画を推進し、女性研究者や女性職員を増やすために
は何が必要だと思いますか。
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教職員・大学院生各位 

 
男女共同参画および女性研究者支援に関するアンケート調査 

について（ご協力のお願い） 
 
 本学は、文部科学省が公募したᖹᡂ26ᖺᗘ⛉Ꮫᢏ⾡ேᮦ⫱ᡂ㈝⿵ຓ஦ᴗ䛂ዪᛶ◊✲⪅◊✲活動ᨭ᥼஦ᴗ

䠄୍⯡ᆺ䠅䛃に採択されました。 
（概要は下記＊のほか、本学HPおよび文部科学省HPに掲載されていますのでご覧ください  

http://www.meiji.ac.jp/koho/news/2014/6t5h7p00000i0l32.html、
http://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1353033.htm） 

本学では、男性研究者や職員・大学院生・留学生等も含めた全学構成員の環境整備事業の一環として、

この機に男女共同参画推進センター（仮称）を開設して、男女共同参画推進に取り組むこととしており

ます。そこで、このたび本学の男女共同参画に関する全学的なアンケートを実施することにいたしまし

た。ご多忙のところ恐縮ですが、ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

昨年 6 月、申請前のアンケートにご協力くださいました女性教員の皆様には厚くお礼を申し上げます

（本アンケートと重複する部分がありますことをご了承ください）。このアンケートの結果は本学の今

後の男女共同参画推進における参考資料とさせていただきます。回答に関わる個人情報については、十

全のセキュリティ対策のもとに行います。また、アンケート調査結果は男女共同参画推進委員会が責任

を持って管理いたします。調査結果は調査目的以外には使用いたしません。 

アンケートへの回答は、２０１５年２月１５日（日）を期限とさせていただきます。 
 

男女共同参画推進委員会 

委員長 長尾 進 
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＊「女性研究者研究活動支援事業」の概要は、以下の通りです。 

＊目的：理系分野をはじめ、本学全体で大学院の女子学生・女性研究者を増やし、トップクラスの研究

者を養成するとともに、男女共同参画を一層推進するため、7つのテーマに沿って女性研究者研究活動支

援体制を構築し、活動を行う。 

＊内容 

1.� 「男女共同参画推進センター」および「女性研究者研究活動支援事業推進本部」の設置  

2.� 「女性のエンパワーメント原則（WEPs）」に基づいた女性研究者エンパワー計画の策定・実施  

3.� グローバル化事業を支える女性研究者支援体制と男女共同参画推進体制の確立  

4.� 女性研究者採用促進、研究力向上・世界トップレベルの研究者養成のためのポジティヴ・アクシ

ョン導入  

5.� 男女共同参画[ジェンダー平等]に関する研究・教育・啓発活動の促進、学問的貢献  

6.� 学部・大学院を通した若手理系女性研究者の養成  

7.� 女性研究者支援・男女共同参画推進活動の連携・ネットワーク化による地域社会や学会への貢献  

--------------------------------------------------------------------------------------- 
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調査票 
 
教職員・大学院生各位 

 
男女共同参画および女性研究者支援に関するアンケート調査 

について（ご協力のお願い） 
 
 本学は、文部科学省が公募したᖹᡂ26ᖺᗘ⛉Ꮫᢏ⾡ேᮦ⫱ᡂ㈝⿵ຓ஦ᴗ䛂ዪᛶ◊✲⪅◊✲活動ᨭ᥼஦ᴗ

䠄୍⯡ᆺ䠅䛃に採択されました。 
（概要は下記＊のほか、本学HPおよび文部科学省HPに掲載されていますのでご覧ください  

http://www.meiji.ac.jp/koho/news/2014/6t5h7p00000i0l32.html、
http://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1353033.htm） 
本学では、男性研究者や職員・大学院生・留学生等も含めた全学構成員の環境整備事業の一環として、

この機に男女共同参画推進センター（仮称）を開設して、男女共同参画推進に取り組むこととしており

ます。そこで、このたび本学の男女共同参画に関する全学的なアンケートを実施することにいたしまし

た。ご多忙のところ恐縮ですが、ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

昨年 6 月、申請前のアンケートにご協力くださいました女性教員の皆様には厚くお礼を申し上げます

（本アンケートと重複する部分がありますことをご了承ください）。このアンケートの結果は本学の今

後の男女共同参画推進における参考資料とさせていただきます。回答に関わる個人情報については、十

全のセキュリティ対策のもとに行います。また、アンケート調査結果は男女共同参画推進委員会が責任

を持って管理いたします。調査結果は調査目的以外には使用いたしません。 

アンケートへの回答は、２０１５年２月１５日（日）を期限とさせていただきます。 
 

男女共同参画推進委員会 

委員長 長尾 進 
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＊「女性研究者研究活動支援事業」の概要は、以下の通りです。 

＊目的：理系分野をはじめ、本学全体で大学院の女子学生・女性研究者を増やし、トップクラスの研究

者を養成するとともに、男女共同参画を一層推進するため、7つのテーマに沿って女性研究者研究活動支

援体制を構築し、活動を行う。 

＊内容 

1.� 「男女共同参画推進センター」および「女性研究者研究活動支援事業推進本部」の設置  

2.� 「女性のエンパワーメント原則（WEPs）」に基づいた女性研究者エンパワー計画の策定・実施  

3.� グローバル化事業を支える女性研究者支援体制と男女共同参画推進体制の確立  

4.� 女性研究者採用促進、研究力向上・世界トップレベルの研究者養成のためのポジティヴ・アクシ

ョン導入  

5.� 男女共同参画[ジェンダー平等]に関する研究・教育・啓発活動の促進、学問的貢献  

6.� 学部・大学院を通した若手理系女性研究者の養成  

7.� 女性研究者支援・男女共同参画推進活動の連携・ネットワーク化による地域社会や学会への貢献  
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䠄୍⯡ᆺ䠅䛃に採択されました。 
（概要は下記＊のほか、本学HPおよび文部科学省HPに掲載されていますのでご覧ください  

http://www.meiji.ac.jp/koho/news/2014/6t5h7p00000i0l32.html、
http://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/1353033.htm） 
本学では、男性研究者や職員・大学院生・留学生等も含めた全学構成員の環境整備事業の一環として、

この機に男女共同参画推進センター（仮称）を開設して、男女共同参画推進に取り組むこととしており

ます。そこで、このたび本学の男女共同参画に関する全学的なアンケートを実施することにいたしまし

た。ご多忙のところ恐縮ですが、ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

昨年 6 月、申請前のアンケートにご協力くださいました女性教員の皆様には厚くお礼を申し上げます

（本アンケートと重複する部分がありますことをご了承ください）。このアンケートの結果は本学の今

後の男女共同参画推進における参考資料とさせていただきます。回答に関わる個人情報については、十

全のセキュリティ対策のもとに行います。また、アンケート調査結果は男女共同参画推進委員会が責任

を持って管理いたします。調査結果は調査目的以外には使用いたしません。 

アンケートへの回答は、２０１５年２月１５日（日）を期限とさせていただきます。 
 

男女共同参画推進委員会 

委員長 長尾 進 
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＊「女性研究者研究活動支援事業」の概要は、以下の通りです。 

＊目的：理系分野をはじめ、本学全体で大学院の女子学生・女性研究者を増やし、トップクラスの研究

者を養成するとともに、男女共同参画を一層推進するため、7つのテーマに沿って女性研究者研究活動支

援体制を構築し、活動を行う。 

＊内容 

1.� 「男女共同参画推進センター」および「女性研究者研究活動支援事業推進本部」の設置  

2.� 「女性のエンパワーメント原則（WEPs）」に基づいた女性研究者エンパワー計画の策定・実施  

3.� グローバル化事業を支える女性研究者支援体制と男女共同参画推進体制の確立  

4.� 女性研究者採用促進、研究力向上・世界トップレベルの研究者養成のためのポジティヴ・アクシ

ョン導入  

5.� 男女共同参画[ジェンダー平等]に関する研究・教育・啓発活動の促進、学問的貢献  

6.� 学部・大学院を通した若手理系女性研究者の養成  

7.� 女性研究者支援・男女共同参画推進活動の連携・ネットワーク化による地域社会や学会への貢献  
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下記の設問１㹼設問㸲㸱にお答えください。 
 

1㸬年 㱋 
1� 25ṓᮍ‶  2� 25㹼2�ṓ  3� 30㹼34ṓ  4� 35㹼3�ṓ   5� 40㹼44ṓ 
6� 45㹼4�ṓ  7� 50㹼54ṓ  �� 55㹼5�ṓ  �� 60㹼64ṓ  10� 65ṓ以上 

 
2㸬性 ู 

1� 男性     2� 女性    3� その௚ 
 
3㸬ᅜ ⡠ 

1� 日本     2� それ以外（           ） 
 
4㸬ᒓ 性 
  1� 教員     2� 職員    3� 大学院生     4� 大学院生（留学生） 
 
教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問5についてお答え下さい。 
5㸬ᡤ ᒓ 

1� ἲ学部 2� ၟ学部 3� ᨻ἞⤒῭学部 4� 文学部 5� 理ᕤ学部（     学科） 
6� ㎰学部（    学科） 7� ⤒Ⴀ学部  �� 情報࣑ࢥュࢽケーション学部  �� ᅜ㝿日本学部 

10� ⥲ྜᩘ理学部（    学科）  11� 大学院（     研究科） 12� ἲ科大学院  
13� ᑓ㛛職大学院（    研究科） 14� 研究・▱㈈ᡓ␎機構 15� ᅜ㝿連携機構  
16� 社会連携機構  17）その௚（            ） 

教員（研究者）は設問6についてお答え下さい。 
6㸬職 ᱁ 

（１）あなたは以下のどの༊分にヱᙜしますか。 
1� ᑓ任教員   2� 期限௜きᑓ任教員（≉任教員、ຓ教）  3� それ以外の教員（      ） 

    
 （２） 教員のሙྜ、あなたは以下のどの職᱁にヱᙜしますか。 

1� 教ᤵ      2� ෸教ᤵ    3� ㅮᖌ    4� ຓ教    5� ຓ手     
6� 研究員     7� その௚ （      ） 

 
職員のሙྜは、設問7、設問�についてお答え下さい。 
7㸬職員のሙྜは、本学での໅⥆年ᩘを㑅んでください。 
    1� 1年ᮍ‶  2� 1年以上5年ᮍ‶  3� 5年以上10年ᮍ‶   4� 10年以上20年ᮍ‶ 

5� 20年以上 
�. 職 ᱁  

1� 参事  2� ๪参事  3� ᭩記  4� ᭩記⿵ 
 

教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問�についてお答え下さい。 
�. ᑓ㛛分野、᭱⤊学Ṕなど。 
（１） あなたのᑓ㛛分野を㑅んでください。 

1� 人文科学系   2� 社会科学系   3� ⮬↛科学系  4� その௚ （       ） 
（２） あなたの学Ṕをお答え下さい（᭱⤊の学Ṕを 1つ㑅んでください）。 

1� 学部༞  2� 大学院ಟ了（༤ኈ前期・ಟኈ） 3� 大学院ಟ了（༤ኈ後期・༤ኈ）  
4� その௚（           ） 

（㸱） 学位（༤ኈ）の᭷↓について教えてください。 
1� ᭷（       個）      2� ↓ 

（㸲） 取ᚓした༤ኈྕでヱᙜするものす࡭てにۑをつけて下さい。 
1� ㄢ⛬༤ኈ       2� ㄽ文༤ኈ      3� ᾏ外のPh' 

（５） あなたの研究者としてのキࣕリアはどのくࡽいですか（大学院のᅾ学期㛫を含む）。 
⣙（          年） 

（㸴） ᾏ外の大学や研究機関におけるキࣕリアはどのくࡽいですか（留学を含む）。 
 ⣙（          年） 

（㸵） あなたの本学の研究者としてのキࣕリアはどのくࡽいですか（大学院ᅾ学期㛫を含む）。         

 

 ⣙（          年） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
➨１部 研究・௙事とラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ・௓ㆤなど）との୧立、ワークラࣇ࢖バランスについて 
 
10㸬平日1日のおおよその᫬㛫㓄分についておうかがいします。 

1� 研究・教育 （   ）᫬㛫  2� それ以外の業ົ（   ）᫬㛫  3� ຮ学 （    ）᫬㛫 
4� 通໅・⛣動 （   ）᫬㛫  5� ᐙ事・育ඣ・௓ㆤ（    ）᫬㛫 
6� వᬤ・㊃࿡ （   ）᫬㛫  7� ╧╀᫬㛫（    ）᫬㛫       �� その௚（    ）᫬㛫 

 
11㸬⌧ᅾのあなたの生活はワークラࣇ࢖バランスがどの⛬ᗘとれているとᛮいますか（1つ㑅んでくださ

い）。 
1� かなりとれている     2� まあまあとれている    3� あまりとれていない 
4� 全↛とれていない 

 
12㸬㓄അ者の᭷↓についておᑜࡡします（፧ጻᒆの᭷↓にかかわりません）。 

1� あり   2� なし  
 

設問12で「㓄അ者あり」と回答された᪉におᑜࡡします。 
13㸬㓄അ者とは同ᒃしていますか。 

1� はい    2� いいえ 
 

14㸬子どもの᭷↓についておᑜࡡします。 
1� ありń子どもの人ᩘ（  ）人     2� なし  

 
 設問14で「子どもがある」と回答された᪉におᑜࡡします。 
15㸬➨一子はあなたがどの≧ែの᫬に生まれましたか。 

1� 大学ᅾ⡠୰または大学院入学前 2� ༤ኈ前期（ಟኈ）ㄢ⛬ᅾ⡠୰  
3� ༤ኈ後期（༤ኈ）ㄢ⛬ᅾ⡠୰ 4� 大学院ಟ了後ᖖ໅研究職ᑵ職前  
5� 本学教職員としてᑵ職後 6� 本学以外のᖖ໅職にᑵ職した後  7� その௚ （      ） 

 
16㸬⌧ᅾの子どもの年㱋をお答えください。 

1� 3ṓᮍ‶のᗂඣ  2� 3ṓ以上のᮍᑵ学ඣ  3� ᑠ学生  4� ୰㧗生  5� 1�ṓ以上 
 

17㸬育ඣの௙᪉についてお答えください（複ᩘ回答ྍ）。 
1� ⮬分が育ඣఇ業制ᗘを฼用          2� 㓄അ者が育ඣఇ業制ᗘを฼用 
3� ⮬分が㏥職・㏥学・ఇ学して育ඣ       4� 㓄അ者が㏥職・㏥学・ఇ学して育ඣ 
5� ⮬分が௙事・学⩦を⥆けながࡽ育ඣ      6� 㓄അ者が௙事・学⩦を⥆けながࡽ育ඣ 

 7� おもに㓄അ者が育ඣ             �� ኵ፬で協力して育ඣ 
   �� ಖ育ᡤを฼用                             10� ぶの協力をᚓて育ඣ 

11� その௚ぶ᪘の協力をᚓて育ඣ               12� ▱人や㏆ᡤの人の協力をᚓて育ඣ 
13� ᐙᨻ፬やベࣅーシッターなどを㞠用        14� 行ᨻの育ඣ支援（౛.࣑࢓ࣇリーࢧポート等）を

฼用  
15� その௚ （                         ） 

 
1�㸬あなたは育ඣఇ業を取ᚓしましたか（⏘前、⏘後ఇᬤを㝖く。子どもが複ᩘいるሙྜはそれぞれの

ሙྜの期㛫をご記入ください）。 
 1� 育ඣఇ業を取ᚓした  

・➨1子（  ）㺗月 
・➨2子（  ）㺗月 
・➨3子（  ）㺗月 
・➨4子（  ）㺗月 
・➨5子（  ）㺗月 

  
2� 育ඣఇ業を取ᚓしなかったń設問21にお進ࡳください 
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下記の設問１㹼設問㸲㸱にお答えください。 
 

1㸬年 㱋 
1� 25ṓᮍ‶  2� 25㹼2�ṓ  3� 30㹼34ṓ  4� 35㹼3�ṓ   5� 40㹼44ṓ 
6� 45㹼4�ṓ  7� 50㹼54ṓ  �� 55㹼5�ṓ  �� 60㹼64ṓ  10� 65ṓ以上 

 
2㸬性 ู 

1� 男性     2� 女性    3� その௚ 
 
3㸬ᅜ ⡠ 

1� 日本     2� それ以外（           ） 
 
4㸬ᒓ 性 
  1� 教員     2� 職員    3� 大学院生     4� 大学院生（留学生） 
 
教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問5についてお答え下さい。 
5㸬ᡤ ᒓ 

1� ἲ学部 2� ၟ学部 3� ᨻ἞⤒῭学部 4� 文学部 5� 理ᕤ学部（     学科） 
6� ㎰学部（    学科） 7� ⤒Ⴀ学部  �� 情報࣑ࢥュࢽケーション学部  �� ᅜ㝿日本学部 

10� ⥲ྜᩘ理学部（    学科）  11� 大学院（     研究科） 12� ἲ科大学院  
13� ᑓ㛛職大学院（    研究科） 14� 研究・▱㈈ᡓ␎機構 15� ᅜ㝿連携機構  
16� 社会連携機構  17）その௚（            ） 

教員（研究者）は設問6についてお答え下さい。 
6㸬職 ᱁ 

（１）あなたは以下のどの༊分にヱᙜしますか。 
1� ᑓ任教員   2� 期限௜きᑓ任教員（≉任教員、ຓ教）  3� それ以外の教員（      ） 

    
 （２） 教員のሙྜ、あなたは以下のどの職᱁にヱᙜしますか。 

1� 教ᤵ      2� ෸教ᤵ    3� ㅮᖌ    4� ຓ教    5� ຓ手     
6� 研究員     7� その௚ （      ） 

 
職員のሙྜは、設問7、設問�についてお答え下さい。 
7㸬職員のሙྜは、本学での໅⥆年ᩘを㑅んでください。 
    1� 1年ᮍ‶  2� 1年以上5年ᮍ‶  3� 5年以上10年ᮍ‶   4� 10年以上20年ᮍ‶ 

5� 20年以上 
�. 職 ᱁  

1� 参事  2� ๪参事  3� ᭩記  4� ᭩記⿵ 
 

教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問�についてお答え下さい。 
�. ᑓ㛛分野、᭱⤊学Ṕなど。 
（１） あなたのᑓ㛛分野を㑅んでください。 

1� 人文科学系   2� 社会科学系   3� ⮬↛科学系  4� その௚ （       ） 
（２） あなたの学Ṕをお答え下さい（᭱⤊の学Ṕを 1つ㑅んでください）。 

1� 学部༞  2� 大学院ಟ了（༤ኈ前期・ಟኈ） 3� 大学院ಟ了（༤ኈ後期・༤ኈ）  
4� その௚（           ） 

（㸱） 学位（༤ኈ）の᭷↓について教えてください。 
1� ᭷（       個）      2� ↓ 

（㸲） 取ᚓした༤ኈྕでヱᙜするものす࡭てにۑをつけて下さい。 
1� ㄢ⛬༤ኈ       2� ㄽ文༤ኈ      3� ᾏ外のPh' 

（５） あなたの研究者としてのキࣕリアはどのくࡽいですか（大学院のᅾ学期㛫を含む）。 
⣙（          年） 

（㸴） ᾏ外の大学や研究機関におけるキࣕリアはどのくࡽいですか（留学を含む）。 
 ⣙（          年） 

（㸵） あなたの本学の研究者としてのキࣕリアはどのくࡽいですか（大学院ᅾ学期㛫を含む）。         

 

 ⣙（          年） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
➨１部 研究・௙事とラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ・௓ㆤなど）との୧立、ワークラࣇ࢖バランスについて 
 
10㸬平日1日のおおよその᫬㛫㓄分についておうかがいします。 

1� 研究・教育 （   ）᫬㛫  2� それ以外の業ົ（   ）᫬㛫  3� ຮ学 （    ）᫬㛫 
4� 通໅・⛣動 （   ）᫬㛫  5� ᐙ事・育ඣ・௓ㆤ（    ）᫬㛫 
6� వᬤ・㊃࿡ （   ）᫬㛫  7� ╧╀᫬㛫（    ）᫬㛫       �� その௚（    ）᫬㛫 

 
11㸬⌧ᅾのあなたの生活はワークラࣇ࢖バランスがどの⛬ᗘとれているとᛮいますか（1つ㑅んでくださ

い）。 
1� かなりとれている     2� まあまあとれている    3� あまりとれていない 
4� 全↛とれていない 

 
12㸬㓄അ者の᭷↓についておᑜࡡします（፧ጻᒆの᭷↓にかかわりません）。 

1� あり   2� なし  
 

設問12で「㓄അ者あり」と回答された᪉におᑜࡡします。 
13㸬㓄അ者とは同ᒃしていますか。 

1� はい    2� いいえ 
 

14㸬子どもの᭷↓についておᑜࡡします。 
1� ありń子どもの人ᩘ（  ）人     2� なし  

 
 設問14で「子どもがある」と回答された᪉におᑜࡡします。 
15㸬➨一子はあなたがどの≧ែの᫬に生まれましたか。 

1� 大学ᅾ⡠୰または大学院入学前 2� ༤ኈ前期（ಟኈ）ㄢ⛬ᅾ⡠୰  
3� ༤ኈ後期（༤ኈ）ㄢ⛬ᅾ⡠୰ 4� 大学院ಟ了後ᖖ໅研究職ᑵ職前  
5� 本学教職員としてᑵ職後 6� 本学以外のᖖ໅職にᑵ職した後  7� その௚ （      ） 

 
16㸬⌧ᅾの子どもの年㱋をお答えください。 

1� 3ṓᮍ‶のᗂඣ  2� 3ṓ以上のᮍᑵ学ඣ  3� ᑠ学生  4� ୰㧗生  5� 1�ṓ以上 
 

17㸬育ඣの௙᪉についてお答えください（複ᩘ回答ྍ）。 
1� ⮬分が育ඣఇ業制ᗘを฼用          2� 㓄അ者が育ඣఇ業制ᗘを฼用 
3� ⮬分が㏥職・㏥学・ఇ学して育ඣ       4� 㓄അ者が㏥職・㏥学・ఇ学して育ඣ 
5� ⮬分が௙事・学⩦を⥆けながࡽ育ඣ      6� 㓄അ者が௙事・学⩦を⥆けながࡽ育ඣ 

 7� おもに㓄അ者が育ඣ             �� ኵ፬で協力して育ඣ 
   �� ಖ育ᡤを฼用                             10� ぶの協力をᚓて育ඣ 

11� その௚ぶ᪘の協力をᚓて育ඣ               12� ▱人や㏆ᡤの人の協力をᚓて育ඣ 
13� ᐙᨻ፬やベࣅーシッターなどを㞠用        14� 行ᨻの育ඣ支援（౛.࣑࢓ࣇリーࢧポート等）を

฼用  
15� その௚ （                         ） 

 
1�㸬あなたは育ඣఇ業を取ᚓしましたか（⏘前、⏘後ఇᬤを㝖く。子どもが複ᩘいるሙྜはそれぞれの

ሙྜの期㛫をご記入ください）。 
 1� 育ඣఇ業を取ᚓした  

・➨1子（  ）㺗月 
・➨2子（  ）㺗月 
・➨3子（  ）㺗月 
・➨4子（  ）㺗月 
・➨5子（  ）㺗月 

  
2� 育ඣఇ業を取ᚓしなかったń設問21にお進ࡳください 
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下記の設問１㹼設問㸲㸱にお答えください。 
 

1㸬年 㱋 
1� 25ṓᮍ‶  2� 25㹼2�ṓ  3� 30㹼34ṓ  4� 35㹼3�ṓ   5� 40㹼44ṓ 
6� 45㹼4�ṓ  7� 50㹼54ṓ  �� 55㹼5�ṓ  �� 60㹼64ṓ  10� 65ṓ以上 

 
2㸬性 ู 

1� 男性     2� 女性    3� その௚ 
 
3㸬ᅜ ⡠ 

1� 日本     2� それ以外（           ） 
 
4㸬ᒓ 性 
  1� 教員     2� 職員    3� 大学院生     4� 大学院生（留学生） 
 
教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問5についてお答え下さい。 
5㸬ᡤ ᒓ 

1� ἲ学部 2� ၟ学部 3� ᨻ἞⤒῭学部 4� 文学部 5� 理ᕤ学部（     学科） 
6� ㎰学部（    学科） 7� ⤒Ⴀ学部  �� 情報࣑ࢥュࢽケーション学部  �� ᅜ㝿日本学部 

10� ⥲ྜᩘ理学部（    学科）  11� 大学院（     研究科） 12� ἲ科大学院  
13� ᑓ㛛職大学院（    研究科） 14� 研究・▱㈈ᡓ␎機構 15� ᅜ㝿連携機構  
16� 社会連携機構  17）その௚（            ） 

教員（研究者）は設問6についてお答え下さい。 
6㸬職 ᱁ 

（１）あなたは以下のどの༊分にヱᙜしますか。 
1� ᑓ任教員   2� 期限௜きᑓ任教員（≉任教員、ຓ教）  3� それ以外の教員（      ） 

    
 （２） 教員のሙྜ、あなたは以下のどの職᱁にヱᙜしますか。 

1� 教ᤵ      2� ෸教ᤵ    3� ㅮᖌ    4� ຓ教    5� ຓ手     
6� 研究員     7� その௚ （      ） 

 
職員のሙྜは、設問7、設問�についてお答え下さい。 
7㸬職員のሙྜは、本学での໅⥆年ᩘを㑅んでください。 
    1� 1年ᮍ‶  2� 1年以上5年ᮍ‶  3� 5年以上10年ᮍ‶   4� 10年以上20年ᮍ‶ 

5� 20年以上 
�. 職 ᱁  

1� 参事  2� ๪参事  3� ᭩記  4� ᭩記⿵ 
 

教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問�についてお答え下さい。 
�. ᑓ㛛分野、᭱⤊学Ṕなど。 
（１） あなたのᑓ㛛分野を㑅んでください。 

1� 人文科学系   2� 社会科学系   3� ⮬↛科学系  4� その௚ （       ） 
（２） あなたの学Ṕをお答え下さい（᭱⤊の学Ṕを 1つ㑅んでください）。 

1� 学部༞  2� 大学院ಟ了（༤ኈ前期・ಟኈ） 3� 大学院ಟ了（༤ኈ後期・༤ኈ）  
4� その௚（           ） 

（㸱） 学位（༤ኈ）の᭷↓について教えてください。 
1� ᭷（       個）      2� ↓ 

（㸲） 取ᚓした༤ኈྕでヱᙜするものす࡭てにۑをつけて下さい。 
1� ㄢ⛬༤ኈ       2� ㄽ文༤ኈ      3� ᾏ外のPh' 

（５） あなたの研究者としてのキࣕリアはどのくࡽいですか（大学院のᅾ学期㛫を含む）。 
⣙（          年） 

（㸴） ᾏ外の大学や研究機関におけるキࣕリアはどのくࡽいですか（留学を含む）。 
 ⣙（          年） 

（㸵） あなたの本学の研究者としてのキࣕリアはどのくࡽいですか（大学院ᅾ学期㛫を含む）。         

 

 ⣙（          年） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
➨１部 研究・௙事とラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ・௓ㆤなど）との୧立、ワークラࣇ࢖バランスについて 
 
10㸬平日1日のおおよその᫬㛫㓄分についておうかがいします。 

1� 研究・教育 （   ）᫬㛫  2� それ以外の業ົ（   ）᫬㛫  3� ຮ学 （    ）᫬㛫 
4� 通໅・⛣動 （   ）᫬㛫  5� ᐙ事・育ඣ・௓ㆤ（    ）᫬㛫 
6� వᬤ・㊃࿡ （   ）᫬㛫  7� ╧╀᫬㛫（    ）᫬㛫       �� その௚（    ）᫬㛫 

 
11㸬⌧ᅾのあなたの生活はワークラࣇ࢖バランスがどの⛬ᗘとれているとᛮいますか（1つ㑅んでくださ

い）。 
1� かなりとれている     2� まあまあとれている    3� あまりとれていない 
4� 全↛とれていない 

 
12㸬㓄അ者の᭷↓についておᑜࡡします（፧ጻᒆの᭷↓にかかわりません）。 

1� あり   2� なし  
 

設問12で「㓄അ者あり」と回答された᪉におᑜࡡします。 
13㸬㓄അ者とは同ᒃしていますか。 

1� はい    2� いいえ 
 

14㸬子どもの᭷↓についておᑜࡡします。 
1� ありń子どもの人ᩘ（  ）人     2� なし  

 
 設問14で「子どもがある」と回答された᪉におᑜࡡします。 
15㸬➨一子はあなたがどの≧ែの᫬に生まれましたか。 

1� 大学ᅾ⡠୰または大学院入学前 2� ༤ኈ前期（ಟኈ）ㄢ⛬ᅾ⡠୰  
3� ༤ኈ後期（༤ኈ）ㄢ⛬ᅾ⡠୰ 4� 大学院ಟ了後ᖖ໅研究職ᑵ職前  
5� 本学教職員としてᑵ職後 6� 本学以外のᖖ໅職にᑵ職した後  7� その௚ （      ） 

 
16㸬⌧ᅾの子どもの年㱋をお答えください。 

1� 3ṓᮍ‶のᗂඣ  2� 3ṓ以上のᮍᑵ学ඣ  3� ᑠ学生  4� ୰㧗生  5� 1�ṓ以上 
 

17㸬育ඣの௙᪉についてお答えください（複ᩘ回答ྍ）。 
1� ⮬分が育ඣఇ業制ᗘを฼用          2� 㓄അ者が育ඣఇ業制ᗘを฼用 
3� ⮬分が㏥職・㏥学・ఇ学して育ඣ       4� 㓄അ者が㏥職・㏥学・ఇ学して育ඣ 
5� ⮬分が௙事・学⩦を⥆けながࡽ育ඣ      6� 㓄അ者が௙事・学⩦を⥆けながࡽ育ඣ 

 7� おもに㓄അ者が育ඣ             �� ኵ፬で協力して育ඣ 
   �� ಖ育ᡤを฼用                             10� ぶの協力をᚓて育ඣ 

11� その௚ぶ᪘の協力をᚓて育ඣ               12� ▱人や㏆ᡤの人の協力をᚓて育ඣ 
13� ᐙᨻ፬やベࣅーシッターなどを㞠用        14� 行ᨻの育ඣ支援（౛.࣑࢓ࣇリーࢧポート等）を

฼用  
15� その௚ （                         ） 

 
1�㸬あなたは育ඣఇ業を取ᚓしましたか（⏘前、⏘後ఇᬤを㝖く。子どもが複ᩘいるሙྜはそれぞれの

ሙྜの期㛫をご記入ください）。 
 1� 育ඣఇ業を取ᚓした  

・➨1子（  ）㺗月 
・➨2子（  ）㺗月 
・➨3子（  ）㺗月 
・➨4子（  ）㺗月 
・➨5子（  ）㺗月 

  
2� 育ඣఇ業を取ᚓしなかったń設問21にお進ࡳください 

93

93

ᶙ　

औ
૊
಺
༰
の
࣮
੷
ͱ
੒
Ռ

 

下記の設問１㹼設問㸲㸱にお答えください。 
 

1㸬年 㱋 
1� 25ṓᮍ‶  2� 25㹼2�ṓ  3� 30㹼34ṓ  4� 35㹼3�ṓ   5� 40㹼44ṓ 
6� 45㹼4�ṓ  7� 50㹼54ṓ  �� 55㹼5�ṓ  �� 60㹼64ṓ  10� 65ṓ以上 

 
2㸬性 ู 

1� 男性     2� 女性    3� その௚ 
 
3㸬ᅜ ⡠ 

1� 日本     2� それ以外（           ） 
 
4㸬ᒓ 性 
  1� 教員     2� 職員    3� 大学院生     4� 大学院生（留学生） 
 
教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問5についてお答え下さい。 
5㸬ᡤ ᒓ 

1� ἲ学部 2� ၟ学部 3� ᨻ἞⤒῭学部 4� 文学部 5� 理ᕤ学部（     学科） 
6� ㎰学部（    学科） 7� ⤒Ⴀ学部  �� 情報࣑ࢥュࢽケーション学部  �� ᅜ㝿日本学部 

10� ⥲ྜᩘ理学部（    学科）  11� 大学院（     研究科） 12� ἲ科大学院  
13� ᑓ㛛職大学院（    研究科） 14� 研究・▱㈈ᡓ␎機構 15� ᅜ㝿連携機構  
16� 社会連携機構  17）その௚（            ） 

教員（研究者）は設問6についてお答え下さい。 
6㸬職 ᱁ 

（１）あなたは以下のどの༊分にヱᙜしますか。 
1� ᑓ任教員   2� 期限௜きᑓ任教員（≉任教員、ຓ教）  3� それ以外の教員（      ） 

    
 （２） 教員のሙྜ、あなたは以下のどの職᱁にヱᙜしますか。 

1� 教ᤵ      2� ෸教ᤵ    3� ㅮᖌ    4� ຓ教    5� ຓ手     
6� 研究員     7� その௚ （      ） 

 
職員のሙྜは、設問7、設問�についてお答え下さい。 
7㸬職員のሙྜは、本学での໅⥆年ᩘを㑅んでください。 
    1� 1年ᮍ‶  2� 1年以上5年ᮍ‶  3� 5年以上10年ᮍ‶   4� 10年以上20年ᮍ‶ 

5� 20年以上 
�. 職 ᱁  

1� 参事  2� ๪参事  3� ᭩記  4� ᭩記⿵ 
 

教員（研究者）および大学院生・留学生は、設問�についてお答え下さい。 
�. ᑓ㛛分野、᭱⤊学Ṕなど。 
（１） あなたのᑓ㛛分野を㑅んでください。 

1� 人文科学系   2� 社会科学系   3� ⮬↛科学系  4� その௚ （       ） 
（２） あなたの学Ṕをお答え下さい（᭱⤊の学Ṕを 1つ㑅んでください）。 

1� 学部༞  2� 大学院ಟ了（༤ኈ前期・ಟኈ） 3� 大学院ಟ了（༤ኈ後期・༤ኈ）  
4� その௚（           ） 

（㸱） 学位（༤ኈ）の᭷↓について教えてください。 
1� ᭷（       個）      2� ↓ 

（㸲） 取ᚓした༤ኈྕでヱᙜするものす࡭てにۑをつけて下さい。 
1� ㄢ⛬༤ኈ       2� ㄽ文༤ኈ      3� ᾏ外のPh' 

（５） あなたの研究者としてのキࣕリアはどのくࡽいですか（大学院のᅾ学期㛫を含む）。 
⣙（          年） 

（㸴） ᾏ外の大学や研究機関におけるキࣕリアはどのくࡽいですか（留学を含む）。 
 ⣙（          年） 

（㸵） あなたの本学の研究者としてのキࣕリアはどのくࡽいですか（大学院ᅾ学期㛫を含む）。         

 

 ⣙（          年） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
➨１部 研究・௙事とラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ・௓ㆤなど）との୧立、ワークラࣇ࢖バランスについて 
 
10㸬平日1日のおおよその᫬㛫㓄分についておうかがいします。 

1� 研究・教育 （   ）᫬㛫  2� それ以外の業ົ（   ）᫬㛫  3� ຮ学 （    ）᫬㛫 
4� 通໅・⛣動 （   ）᫬㛫  5� ᐙ事・育ඣ・௓ㆤ（    ）᫬㛫 
6� వᬤ・㊃࿡ （   ）᫬㛫  7� ╧╀᫬㛫（    ）᫬㛫       �� その௚（    ）᫬㛫 

 
11㸬⌧ᅾのあなたの生活はワークラࣇ࢖バランスがどの⛬ᗘとれているとᛮいますか（1つ㑅んでくださ

い）。 
1� かなりとれている     2� まあまあとれている    3� あまりとれていない 
4� 全↛とれていない 

 
12㸬㓄അ者の᭷↓についておᑜࡡします（፧ጻᒆの᭷↓にかかわりません）。 

1� あり   2� なし  
 

設問12で「㓄അ者あり」と回答された᪉におᑜࡡします。 
13㸬㓄അ者とは同ᒃしていますか。 

1� はい    2� いいえ 
 

14㸬子どもの᭷↓についておᑜࡡします。 
1� ありń子どもの人ᩘ（  ）人     2� なし  

 
 設問14で「子どもがある」と回答された᪉におᑜࡡします。 
15㸬➨一子はあなたがどの≧ែの᫬に生まれましたか。 

1� 大学ᅾ⡠୰または大学院入学前 2� ༤ኈ前期（ಟኈ）ㄢ⛬ᅾ⡠୰  
3� ༤ኈ後期（༤ኈ）ㄢ⛬ᅾ⡠୰ 4� 大学院ಟ了後ᖖ໅研究職ᑵ職前  
5� 本学教職員としてᑵ職後 6� 本学以外のᖖ໅職にᑵ職した後  7� その௚ （      ） 

 
16㸬⌧ᅾの子どもの年㱋をお答えください。 

1� 3ṓᮍ‶のᗂඣ  2� 3ṓ以上のᮍᑵ学ඣ  3� ᑠ学生  4� ୰㧗生  5� 1�ṓ以上 
 

17㸬育ඣの௙᪉についてお答えください（複ᩘ回答ྍ）。 
1� ⮬分が育ඣఇ業制ᗘを฼用          2� 㓄അ者が育ඣఇ業制ᗘを฼用 
3� ⮬分が㏥職・㏥学・ఇ学して育ඣ       4� 㓄അ者が㏥職・㏥学・ఇ学して育ඣ 
5� ⮬分が௙事・学⩦を⥆けながࡽ育ඣ      6� 㓄അ者が௙事・学⩦を⥆けながࡽ育ඣ 

 7� おもに㓄അ者が育ඣ             �� ኵ፬で協力して育ඣ 
   �� ಖ育ᡤを฼用                             10� ぶの協力をᚓて育ඣ 

11� その௚ぶ᪘の協力をᚓて育ඣ               12� ▱人や㏆ᡤの人の協力をᚓて育ඣ 
13� ᐙᨻ፬やベࣅーシッターなどを㞠用        14� 行ᨻの育ඣ支援（౛.࣑࢓ࣇリーࢧポート等）を

฼用  
15� その௚ （                         ） 

 
1�㸬あなたは育ඣఇ業を取ᚓしましたか（⏘前、⏘後ఇᬤを㝖く。子どもが複ᩘいるሙྜはそれぞれの

ሙྜの期㛫をご記入ください）。 
 1� 育ඣఇ業を取ᚓした  

・➨1子（  ）㺗月 
・➨2子（  ）㺗月 
・➨3子（  ）㺗月 
・➨4子（  ）㺗月 
・➨5子（  ）㺗月 

  
2� 育ඣఇ業を取ᚓしなかったń設問21にお進ࡳください 
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設問1�で「育ඣఇ業を取ᚓした」と回答された᪉におᑜࡡします。 

1�㸬育ඣఇ業を取ᚓしたのは本学においてですか。それとも本学以外ですか。 
1� 本学で育ඣఇ業を取ᚓした     2� 本学㉱任前に育ඣఇ業を取ᚓした 

 
20㸬育ඣఇ業の取ᚓを㑅択するに⮳った理⏤をお答えください（複ᩘ回答ྍ）。 

1� 職ሙの理ゎがᚓࡽれた            2� 職ሙで௦᭰要員が採用されたかࡽ 
3� ⮬分で育ඣをおこないたかった        4� ⮬分以外のಖ育者を確ಖできなかった 
5� ಖ育ᡤ入ᡤまでの期㛫のࡳ取ᚓした      6� ಖ育ᡤに入ᡤできなかった 
7� ᙜ↛のᶒ฼だかࡽ              �� その௚（             ） 

 
設問1�で「育ඣఇ業を取ᚓしなかった」と回答された᪉におᑜࡡします。 

21㸬「育ඣఇ業を取ᚓしなかった」のはどのような理⏤ですか（複ᩘ回答ྍ）。 
1� 制ᗘがなかった         2� ௙事を୰᩿したくなかった  
3� ཰入をῶࡽしたくなかった    4� ᚲ要性をឤじなかった   
5� ⮬分以外のಖ育者の確ಖができた 6� 制ᗘはあったが඘分に取ᚓできる職ሙ環境ではなかった    
7� 制ᗘはあったが資᱁がなかった  �� 制ᗘを▱ࡽなかった 

10� その௚ （                    ） 
 
22㸬育ඣに関わる本学のࢧポートのうࡕ、あなたは以下のどれがᮃましい（ᚲ要である）とᛮいますか

（複ᩘ回答ྍ）。育ඣ⤒㦂がなくてもお答えください。 
 

1� 育ඣఇ業取ᚓのಖド      2� 学内ಖ育ᡤの設置     3� 育ඣఇ業制ᗘ後の᚟ᖐ支援 
4� 学❺ಖ育に関連するࢧポート 5� 学内実施の学会・研究会・ㅮ₇会᫬の一᫬ಖ育ᐊの設置    
6� ᤵங・ᦢங・おむつ஺᥮等のできるࢥーࢼー・女性用ఇ養ᐊの設置 
7� ኤ᪉かࡽの会㆟のᗫṆ    �� 通໅᫬㛫▷縮のためのఫᒃ手ᙜの඘実   
�� パーマネントポストの増ຍ  10� ▷᫬㛫໅ົのᏳ定した㞠用をྍ⬟にする   

11� ௦᭰要員の㞠用       12� 研究⿵ຓ者の㞠用      
13� 研究・教育以外の㞧ົの㍍ῶ  14� ࿘ᅖの理ゎの促進 
15� 育ඣを考៖に入れた多㠃的な業⦼ホ౯の確立  16� 男性の育ඣఇ業取ᚓ促進 
17� 入ヨ期㛫୰の┘╩業ົの㍍ῶ 
1�� その௚ （                                                         ） 

 
23㸬あなたは௓ㆤఇ業制ᗘを▱っていますか。 

1� ▱っている  2� ▱ࡽない 
 
24㸬௓ㆤをᚲ要とするぶ᪘（同・ูᒃ含む）の᭷↓についておᑜࡡします。 

1� あり・同ᒃ（その᪉（ࠎ）との関ಀ：     ） 
2� あり・ูᒃ（その᪉（ࠎ）との関ಀ：    ）  
3� なし（Ѝ設問27にお進ࡳください） 

 
 

設問24で「௓ㆤをᚲ要とするぶ᪘がいる」と回答された᪉におᑜࡡします。 
25㸬௓ㆤఇ業制ᗘを฼用していますか。 

1� はい      2� いいえ（Ѝ設問26にお進ࡳください） 
 

26㸬௓ㆤఇ業制ᗘを取ᚓしていないのはどのような理⏤ですか。 
1� 制ᗘがなかった 2�௙事を୰᩿したくなかった 3� ཰入をῶࡽしたくなかった  
4� ᚲ要性をឤじなかった 5� ⮬分以外の௓ㆤ者の確ಖができた  
6� 制ᗘはあったが඘分に取ᚓできる職ሙ環境ではなかった    
7� 制ᗘはあったが資᱁がなかった  �� ௓ㆤ期㛫のぢ通しが立たないためỴ᩿できなかった 
�� その௚ （                    ） 

 
 
 

 

27㸬௓ㆤにかかわる本学のࢧポートのうࡕ、あなたは以下のどれがᮃましい（ᚲ要である）とᛮいます

か（複ᩘ回答ྍ）。௓ㆤの⤒㦂がなくてもお答え下さい。 
1� ኤ᪉かࡽの会㆟ᗫṆ     2� ▷᫬㛫໅ົのᏳ定した㞠用をྍ⬟にする 
3� ௦᭰要員の㞠用       4� 研究⿵ຓ者の㞠用 
5� 研究・教育以外の㞧ົの㍍ῶ 6� ࿘ᅖの理ゎの促進 
7� ௓ㆤを考៖に入れた多㠃的な業⦼ホ౯の確立  �� その௚（    ） 

 
2�㸬育ඣ・௓ㆤと教育・研究・業ົの୧立に関して⌧ᅾᅔっていること、ᑗ᮶ᅔるだろうこと、これま

でにᅔったことを⮬⏤にお答えください。 
育ඣ・௓ㆤ⤒㦂がある᪉も、ない᪉もお答えください（⮬⏤記㏙）。 
 
                                           
 
                                           
 
2�㸬このたび採択された本学の女性研究者研究活動支援事業について、お答え下さい。 

1� 期ᚅできる、または期ᚅしたい    2� 期ᚅできない（理⏤              ） 
 

30㸬本学の女性研究者研究活動支援事業として、どのような௻画や活動をᮃࡳますか。 
また、参ຍ・協力してࡳたいですか。 
 
                                           
 
                                           
 
 
 
 
 
 
 
➨2部 本学における男女共同参画推進について  
 
31㸬あなたの研究分野や職ሙにおける女性研究者支援・男女共同参画について、おうかがいします。 
あなたの研究分野もしくは職ሙにおいて、性ูによるᕪ（ᕪูや᱁ᕪ）があるとᛮいますか。 

1� ᕪูまたは᱁ᕪがある    2� ᕪูも᱁ᕪもない 
 
設問31で 1）の「ある」と答えた᪉のࡳにおうかがいします。 

32㸬どのような㠃で男女ᕪがあるとᛮいますか（ヱᙜするものをす࡭て㑅んでください）。 
1� 採用   2� ᪼進㺃᪼⤥    3� ⚟฼厚生 4� 研究㈝の㓄分   5� 研究㺃事ົ支援者ᩘ 
6� 成果発⾲の機会   7� ᅜ内外留学の機会 �� 学会等情報஺ὶのሙへの参ຍ機会 
�� 業⦼ホ౯   10� 㞧ົの㈇ᢸ     11）ᣊ᮰᫬㛫   12� ᢸᙜ業ົ 

13� その௚（                               ） 
 

 
33㸬あなたには、女性研究者もしくは職ሙの上ྖ等で参考にできるロールࣔࢹルがいますか。 

1� いる     2� いない 
 

設問33で 1）いる   と答えた᪉のࡳにおうかがいします。 
34㸬そのロールࣔࢹルは、どのような᪉ですか（ヱᙜするものをす࡭て㑅んでください）。 

1� 本学の女性研究者・職員   2� 本学以外のᅜ内の女性研究者・職員 
3� ᾏ外の女性研究者・職員   4� 社会・௻業等で活㌍する（研究者以外の）女性ᣦ導者   
5� ᐙ᪘・ぶ᪘・཭人      6� その௚（                      ） 
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設問1�で「育ඣఇ業を取ᚓした」と回答された᪉におᑜࡡします。 

1�㸬育ඣఇ業を取ᚓしたのは本学においてですか。それとも本学以外ですか。 
1� 本学で育ඣఇ業を取ᚓした     2� 本学㉱任前に育ඣఇ業を取ᚓした 

 
20㸬育ඣఇ業の取ᚓを㑅択するに⮳った理⏤をお答えください（複ᩘ回答ྍ）。 

1� 職ሙの理ゎがᚓࡽれた            2� 職ሙで௦᭰要員が採用されたかࡽ 
3� ⮬分で育ඣをおこないたかった        4� ⮬分以外のಖ育者を確ಖできなかった 
5� ಖ育ᡤ入ᡤまでの期㛫のࡳ取ᚓした      6� ಖ育ᡤに入ᡤできなかった 
7� ᙜ↛のᶒ฼だかࡽ              �� その௚（             ） 

 
設問1�で「育ඣఇ業を取ᚓしなかった」と回答された᪉におᑜࡡします。 

21㸬「育ඣఇ業を取ᚓしなかった」のはどのような理⏤ですか（複ᩘ回答ྍ）。 
1� 制ᗘがなかった         2� ௙事を୰᩿したくなかった  
3� ཰入をῶࡽしたくなかった    4� ᚲ要性をឤじなかった   
5� ⮬分以外のಖ育者の確ಖができた 6� 制ᗘはあったが඘分に取ᚓできる職ሙ環境ではなかった    
7� 制ᗘはあったが資᱁がなかった  �� 制ᗘを▱ࡽなかった 

10� その௚ （                    ） 
 
22㸬育ඣに関わる本学のࢧポートのうࡕ、あなたは以下のどれがᮃましい（ᚲ要である）とᛮいますか

（複ᩘ回答ྍ）。育ඣ⤒㦂がなくてもお答えください。 
 

1� 育ඣఇ業取ᚓのಖド      2� 学内ಖ育ᡤの設置     3� 育ඣఇ業制ᗘ後の᚟ᖐ支援 
4� 学❺ಖ育に関連するࢧポート 5� 学内実施の学会・研究会・ㅮ₇会᫬の一᫬ಖ育ᐊの設置    
6� ᤵங・ᦢங・おむつ஺᥮等のできるࢥーࢼー・女性用ఇ養ᐊの設置 
7� ኤ᪉かࡽの会㆟のᗫṆ    �� 通໅᫬㛫▷縮のためのఫᒃ手ᙜの඘実   
�� パーマネントポストの増ຍ  10� ▷᫬㛫໅ົのᏳ定した㞠用をྍ⬟にする   

11� ௦᭰要員の㞠用       12� 研究⿵ຓ者の㞠用      
13� 研究・教育以外の㞧ົの㍍ῶ  14� ࿘ᅖの理ゎの促進 
15� 育ඣを考៖に入れた多㠃的な業⦼ホ౯の確立  16� 男性の育ඣఇ業取ᚓ促進 
17� 入ヨ期㛫୰の┘╩業ົの㍍ῶ 
1�� その௚ （                                                         ） 

 
23㸬あなたは௓ㆤఇ業制ᗘを▱っていますか。 

1� ▱っている  2� ▱ࡽない 
 
24㸬௓ㆤをᚲ要とするぶ᪘（同・ูᒃ含む）の᭷↓についておᑜࡡします。 

1� あり・同ᒃ（その᪉（ࠎ）との関ಀ：     ） 
2� あり・ูᒃ（その᪉（ࠎ）との関ಀ：    ）  
3� なし（Ѝ設問27にお進ࡳください） 

 
 

設問24で「௓ㆤをᚲ要とするぶ᪘がいる」と回答された᪉におᑜࡡします。 
25㸬௓ㆤఇ業制ᗘを฼用していますか。 

1� はい      2� いいえ（Ѝ設問26にお進ࡳください） 
 

26㸬௓ㆤఇ業制ᗘを取ᚓしていないのはどのような理⏤ですか。 
1� 制ᗘがなかった 2�௙事を୰᩿したくなかった 3� ཰入をῶࡽしたくなかった  
4� ᚲ要性をឤじなかった 5� ⮬分以外の௓ㆤ者の確ಖができた  
6� 制ᗘはあったが඘分に取ᚓできる職ሙ環境ではなかった    
7� 制ᗘはあったが資᱁がなかった  �� ௓ㆤ期㛫のぢ通しが立たないためỴ᩿できなかった 
�� その௚ （                    ） 

 
 
 

 

27㸬௓ㆤにかかわる本学のࢧポートのうࡕ、あなたは以下のどれがᮃましい（ᚲ要である）とᛮいます

か（複ᩘ回答ྍ）。௓ㆤの⤒㦂がなくてもお答え下さい。 
1� ኤ᪉かࡽの会㆟ᗫṆ     2� ▷᫬㛫໅ົのᏳ定した㞠用をྍ⬟にする 
3� ௦᭰要員の㞠用       4� 研究⿵ຓ者の㞠用 
5� 研究・教育以外の㞧ົの㍍ῶ 6� ࿘ᅖの理ゎの促進 
7� ௓ㆤを考៖に入れた多㠃的な業⦼ホ౯の確立  �� その௚（    ） 

 
2�㸬育ඣ・௓ㆤと教育・研究・業ົの୧立に関して⌧ᅾᅔっていること、ᑗ᮶ᅔるだろうこと、これま

でにᅔったことを⮬⏤にお答えください。 
育ඣ・௓ㆤ⤒㦂がある᪉も、ない᪉もお答えください（⮬⏤記㏙）。 
 
                                           
 
                                           
 
2�㸬このたび採択された本学の女性研究者研究活動支援事業について、お答え下さい。 

1� 期ᚅできる、または期ᚅしたい    2� 期ᚅできない（理⏤              ） 
 

30㸬本学の女性研究者研究活動支援事業として、どのような௻画や活動をᮃࡳますか。 
また、参ຍ・協力してࡳたいですか。 
 
                                           
 
                                           
 
 
 
 
 
 
 
➨2部 本学における男女共同参画推進について  
 
31㸬あなたの研究分野や職ሙにおける女性研究者支援・男女共同参画について、おうかがいします。 
あなたの研究分野もしくは職ሙにおいて、性ูによるᕪ（ᕪูや᱁ᕪ）があるとᛮいますか。 

1� ᕪูまたは᱁ᕪがある    2� ᕪูも᱁ᕪもない 
 
設問31で 1）の「ある」と答えた᪉のࡳにおうかがいします。 

32㸬どのような㠃で男女ᕪがあるとᛮいますか（ヱᙜするものをす࡭て㑅んでください）。 
1� 採用   2� ᪼進㺃᪼⤥    3� ⚟฼厚生 4� 研究㈝の㓄分   5� 研究㺃事ົ支援者ᩘ 
6� 成果発⾲の機会   7� ᅜ内外留学の機会 �� 学会等情報஺ὶのሙへの参ຍ機会 
�� 業⦼ホ౯   10� 㞧ົの㈇ᢸ     11）ᣊ᮰᫬㛫   12� ᢸᙜ業ົ 

13� その௚（                               ） 
 

 
33㸬あなたには、女性研究者もしくは職ሙの上ྖ等で参考にできるロールࣔࢹルがいますか。 

1� いる     2� いない 
 

設問33で 1）いる   と答えた᪉のࡳにおうかがいします。 
34㸬そのロールࣔࢹルは、どのような᪉ですか（ヱᙜするものをす࡭て㑅んでください）。 

1� 本学の女性研究者・職員   2� 本学以外のᅜ内の女性研究者・職員 
3� ᾏ外の女性研究者・職員   4� 社会・௻業等で活㌍する（研究者以外の）女性ᣦ導者   
5� ᐙ᪘・ぶ᪘・཭人      6� その௚（                      ） 
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設問1�で「育ඣఇ業を取ᚓした」と回答された᪉におᑜࡡします。 

1�㸬育ඣఇ業を取ᚓしたのは本学においてですか。それとも本学以外ですか。 
1� 本学で育ඣఇ業を取ᚓした     2� 本学㉱任前に育ඣఇ業を取ᚓした 

 
20㸬育ඣఇ業の取ᚓを㑅択するに⮳った理⏤をお答えください（複ᩘ回答ྍ）。 

1� 職ሙの理ゎがᚓࡽれた            2� 職ሙで௦᭰要員が採用されたかࡽ 
3� ⮬分で育ඣをおこないたかった        4� ⮬分以外のಖ育者を確ಖできなかった 
5� ಖ育ᡤ入ᡤまでの期㛫のࡳ取ᚓした      6� ಖ育ᡤに入ᡤできなかった 
7� ᙜ↛のᶒ฼だかࡽ              �� その௚（             ） 

 
設問1�で「育ඣఇ業を取ᚓしなかった」と回答された᪉におᑜࡡします。 

21㸬「育ඣఇ業を取ᚓしなかった」のはどのような理⏤ですか（複ᩘ回答ྍ）。 
1� 制ᗘがなかった         2� ௙事を୰᩿したくなかった  
3� ཰入をῶࡽしたくなかった    4� ᚲ要性をឤじなかった   
5� ⮬分以外のಖ育者の確ಖができた 6� 制ᗘはあったが඘分に取ᚓできる職ሙ環境ではなかった    
7� 制ᗘはあったが資᱁がなかった  �� 制ᗘを▱ࡽなかった 

10� その௚ （                    ） 
 
22㸬育ඣに関わる本学のࢧポートのうࡕ、あなたは以下のどれがᮃましい（ᚲ要である）とᛮいますか

（複ᩘ回答ྍ）。育ඣ⤒㦂がなくてもお答えください。 
 

1� 育ඣఇ業取ᚓのಖド      2� 学内ಖ育ᡤの設置     3� 育ඣఇ業制ᗘ後の᚟ᖐ支援 
4� 学❺ಖ育に関連するࢧポート 5� 学内実施の学会・研究会・ㅮ₇会᫬の一᫬ಖ育ᐊの設置    
6� ᤵங・ᦢங・おむつ஺᥮等のできるࢥーࢼー・女性用ఇ養ᐊの設置 
7� ኤ᪉かࡽの会㆟のᗫṆ    �� 通໅᫬㛫▷縮のためのఫᒃ手ᙜの඘実   
�� パーマネントポストの増ຍ  10� ▷᫬㛫໅ົのᏳ定した㞠用をྍ⬟にする   

11� ௦᭰要員の㞠用       12� 研究⿵ຓ者の㞠用      
13� 研究・教育以外の㞧ົの㍍ῶ  14� ࿘ᅖの理ゎの促進 
15� 育ඣを考៖に入れた多㠃的な業⦼ホ౯の確立  16� 男性の育ඣఇ業取ᚓ促進 
17� 入ヨ期㛫୰の┘╩業ົの㍍ῶ 
1�� その௚ （                                                         ） 

 
23㸬あなたは௓ㆤఇ業制ᗘを▱っていますか。 

1� ▱っている  2� ▱ࡽない 
 
24㸬௓ㆤをᚲ要とするぶ᪘（同・ูᒃ含む）の᭷↓についておᑜࡡします。 

1� あり・同ᒃ（その᪉（ࠎ）との関ಀ：     ） 
2� あり・ูᒃ（その᪉（ࠎ）との関ಀ：    ）  
3� なし（Ѝ設問27にお進ࡳください） 

 
 

設問24で「௓ㆤをᚲ要とするぶ᪘がいる」と回答された᪉におᑜࡡします。 
25㸬௓ㆤఇ業制ᗘを฼用していますか。 

1� はい      2� いいえ（Ѝ設問26にお進ࡳください） 
 

26㸬௓ㆤఇ業制ᗘを取ᚓしていないのはどのような理⏤ですか。 
1� 制ᗘがなかった 2�௙事を୰᩿したくなかった 3� ཰入をῶࡽしたくなかった  
4� ᚲ要性をឤじなかった 5� ⮬分以外の௓ㆤ者の確ಖができた  
6� 制ᗘはあったが඘分に取ᚓできる職ሙ環境ではなかった    
7� 制ᗘはあったが資᱁がなかった  �� ௓ㆤ期㛫のぢ通しが立たないためỴ᩿できなかった 
�� その௚ （                    ） 

 
 
 

 

27㸬௓ㆤにかかわる本学のࢧポートのうࡕ、あなたは以下のどれがᮃましい（ᚲ要である）とᛮいます

か（複ᩘ回答ྍ）。௓ㆤの⤒㦂がなくてもお答え下さい。 
1� ኤ᪉かࡽの会㆟ᗫṆ     2� ▷᫬㛫໅ົのᏳ定した㞠用をྍ⬟にする 
3� ௦᭰要員の㞠用       4� 研究⿵ຓ者の㞠用 
5� 研究・教育以外の㞧ົの㍍ῶ 6� ࿘ᅖの理ゎの促進 
7� ௓ㆤを考៖に入れた多㠃的な業⦼ホ౯の確立  �� その௚（    ） 

 
2�㸬育ඣ・௓ㆤと教育・研究・業ົの୧立に関して⌧ᅾᅔっていること、ᑗ᮶ᅔるだろうこと、これま

でにᅔったことを⮬⏤にお答えください。 
育ඣ・௓ㆤ⤒㦂がある᪉も、ない᪉もお答えください（⮬⏤記㏙）。 
 
                                           
 
                                           
 
2�㸬このたび採択された本学の女性研究者研究活動支援事業について、お答え下さい。 

1� 期ᚅできる、または期ᚅしたい    2� 期ᚅできない（理⏤              ） 
 

30㸬本学の女性研究者研究活動支援事業として、どのような௻画や活動をᮃࡳますか。 
また、参ຍ・協力してࡳたいですか。 
 
                                           
 
                                           
 
 
 
 
 
 
 
➨2部 本学における男女共同参画推進について  
 
31㸬あなたの研究分野や職ሙにおける女性研究者支援・男女共同参画について、おうかがいします。 
あなたの研究分野もしくは職ሙにおいて、性ูによるᕪ（ᕪูや᱁ᕪ）があるとᛮいますか。 

1� ᕪูまたは᱁ᕪがある    2� ᕪูも᱁ᕪもない 
 
設問31で 1）の「ある」と答えた᪉のࡳにおうかがいします。 

32㸬どのような㠃で男女ᕪがあるとᛮいますか（ヱᙜするものをす࡭て㑅んでください）。 
1� 採用   2� ᪼進㺃᪼⤥    3� ⚟฼厚生 4� 研究㈝の㓄分   5� 研究㺃事ົ支援者ᩘ 
6� 成果発⾲の機会   7� ᅜ内外留学の機会 �� 学会等情報஺ὶのሙへの参ຍ機会 
�� 業⦼ホ౯   10� 㞧ົの㈇ᢸ     11）ᣊ᮰᫬㛫   12� ᢸᙜ業ົ 

13� その௚（                               ） 
 

 
33㸬あなたには、女性研究者もしくは職ሙの上ྖ等で参考にできるロールࣔࢹルがいますか。 

1� いる     2� いない 
 

設問33で 1）いる   と答えた᪉のࡳにおうかがいします。 
34㸬そのロールࣔࢹルは、どのような᪉ですか（ヱᙜするものをす࡭て㑅んでください）。 

1� 本学の女性研究者・職員   2� 本学以外のᅜ内の女性研究者・職員 
3� ᾏ外の女性研究者・職員   4� 社会・௻業等で活㌍する（研究者以外の）女性ᣦ導者   
5� ᐙ᪘・ぶ᪘・཭人      6� その௚（                      ） 
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設問1�で「育ඣఇ業を取ᚓした」と回答された᪉におᑜࡡします。 

1�㸬育ඣఇ業を取ᚓしたのは本学においてですか。それとも本学以外ですか。 
1� 本学で育ඣఇ業を取ᚓした     2� 本学㉱任前に育ඣఇ業を取ᚓした 

 
20㸬育ඣఇ業の取ᚓを㑅択するに⮳った理⏤をお答えください（複ᩘ回答ྍ）。 

1� 職ሙの理ゎがᚓࡽれた            2� 職ሙで௦᭰要員が採用されたかࡽ 
3� ⮬分で育ඣをおこないたかった        4� ⮬分以外のಖ育者を確ಖできなかった 
5� ಖ育ᡤ入ᡤまでの期㛫のࡳ取ᚓした      6� ಖ育ᡤに入ᡤできなかった 
7� ᙜ↛のᶒ฼だかࡽ              �� その௚（             ） 

 
設問1�で「育ඣఇ業を取ᚓしなかった」と回答された᪉におᑜࡡします。 

21㸬「育ඣఇ業を取ᚓしなかった」のはどのような理⏤ですか（複ᩘ回答ྍ）。 
1� 制ᗘがなかった         2� ௙事を୰᩿したくなかった  
3� ཰入をῶࡽしたくなかった    4� ᚲ要性をឤじなかった   
5� ⮬分以外のಖ育者の確ಖができた 6� 制ᗘはあったが඘分に取ᚓできる職ሙ環境ではなかった    
7� 制ᗘはあったが資᱁がなかった  �� 制ᗘを▱ࡽなかった 

10� その௚ （                    ） 
 
22㸬育ඣに関わる本学のࢧポートのうࡕ、あなたは以下のどれがᮃましい（ᚲ要である）とᛮいますか

（複ᩘ回答ྍ）。育ඣ⤒㦂がなくてもお答えください。 
 

1� 育ඣఇ業取ᚓのಖド      2� 学内ಖ育ᡤの設置     3� 育ඣఇ業制ᗘ後の᚟ᖐ支援 
4� 学❺ಖ育に関連するࢧポート 5� 学内実施の学会・研究会・ㅮ₇会᫬の一᫬ಖ育ᐊの設置    
6� ᤵங・ᦢங・おむつ஺᥮等のできるࢥーࢼー・女性用ఇ養ᐊの設置 
7� ኤ᪉かࡽの会㆟のᗫṆ    �� 通໅᫬㛫▷縮のためのఫᒃ手ᙜの඘実   
�� パーマネントポストの増ຍ  10� ▷᫬㛫໅ົのᏳ定した㞠用をྍ⬟にする   

11� ௦᭰要員の㞠用       12� 研究⿵ຓ者の㞠用      
13� 研究・教育以外の㞧ົの㍍ῶ  14� ࿘ᅖの理ゎの促進 
15� 育ඣを考៖に入れた多㠃的な業⦼ホ౯の確立  16� 男性の育ඣఇ業取ᚓ促進 
17� 入ヨ期㛫୰の┘╩業ົの㍍ῶ 
1�� その௚ （                                                         ） 

 
23㸬あなたは௓ㆤఇ業制ᗘを▱っていますか。 

1� ▱っている  2� ▱ࡽない 
 
24㸬௓ㆤをᚲ要とするぶ᪘（同・ูᒃ含む）の᭷↓についておᑜࡡします。 

1� あり・同ᒃ（その᪉（ࠎ）との関ಀ：     ） 
2� あり・ูᒃ（その᪉（ࠎ）との関ಀ：    ）  
3� なし（Ѝ設問27にお進ࡳください） 

 
 

設問24で「௓ㆤをᚲ要とするぶ᪘がいる」と回答された᪉におᑜࡡします。 
25㸬௓ㆤఇ業制ᗘを฼用していますか。 

1� はい      2� いいえ（Ѝ設問26にお進ࡳください） 
 

26㸬௓ㆤఇ業制ᗘを取ᚓしていないのはどのような理⏤ですか。 
1� 制ᗘがなかった 2�௙事を୰᩿したくなかった 3� ཰入をῶࡽしたくなかった  
4� ᚲ要性をឤじなかった 5� ⮬分以外の௓ㆤ者の確ಖができた  
6� 制ᗘはあったが඘分に取ᚓできる職ሙ環境ではなかった    
7� 制ᗘはあったが資᱁がなかった  �� ௓ㆤ期㛫のぢ通しが立たないためỴ᩿できなかった 
�� その௚ （                    ） 

 
 
 

 

27㸬௓ㆤにかかわる本学のࢧポートのうࡕ、あなたは以下のどれがᮃましい（ᚲ要である）とᛮいます

か（複ᩘ回答ྍ）。௓ㆤの⤒㦂がなくてもお答え下さい。 
1� ኤ᪉かࡽの会㆟ᗫṆ     2� ▷᫬㛫໅ົのᏳ定した㞠用をྍ⬟にする 
3� ௦᭰要員の㞠用       4� 研究⿵ຓ者の㞠用 
5� 研究・教育以外の㞧ົの㍍ῶ 6� ࿘ᅖの理ゎの促進 
7� ௓ㆤを考៖に入れた多㠃的な業⦼ホ౯の確立  �� その௚（    ） 

 
2�㸬育ඣ・௓ㆤと教育・研究・業ົの୧立に関して⌧ᅾᅔっていること、ᑗ᮶ᅔるだろうこと、これま

でにᅔったことを⮬⏤にお答えください。 
育ඣ・௓ㆤ⤒㦂がある᪉も、ない᪉もお答えください（⮬⏤記㏙）。 
 
                                           
 
                                           
 
2�㸬このたび採択された本学の女性研究者研究活動支援事業について、お答え下さい。 

1� 期ᚅできる、または期ᚅしたい    2� 期ᚅできない（理⏤              ） 
 

30㸬本学の女性研究者研究活動支援事業として、どのような௻画や活動をᮃࡳますか。 
また、参ຍ・協力してࡳたいですか。 
 
                                           
 
                                           
 
 
 
 
 
 
 
➨2部 本学における男女共同参画推進について  
 
31㸬あなたの研究分野や職ሙにおける女性研究者支援・男女共同参画について、おうかがいします。 
あなたの研究分野もしくは職ሙにおいて、性ูによるᕪ（ᕪูや᱁ᕪ）があるとᛮいますか。 

1� ᕪูまたは᱁ᕪがある    2� ᕪูも᱁ᕪもない 
 
設問31で 1）の「ある」と答えた᪉のࡳにおうかがいします。 

32㸬どのような㠃で男女ᕪがあるとᛮいますか（ヱᙜするものをす࡭て㑅んでください）。 
1� 採用   2� ᪼進㺃᪼⤥    3� ⚟฼厚生 4� 研究㈝の㓄分   5� 研究㺃事ົ支援者ᩘ 
6� 成果発⾲の機会   7� ᅜ内外留学の機会 �� 学会等情報஺ὶのሙへの参ຍ機会 
�� 業⦼ホ౯   10� 㞧ົの㈇ᢸ     11）ᣊ᮰᫬㛫   12� ᢸᙜ業ົ 

13� その௚（                               ） 
 

 
33㸬あなたには、女性研究者もしくは職ሙの上ྖ等で参考にできるロールࣔࢹルがいますか。 

1� いる     2� いない 
 

設問33で 1）いる   と答えた᪉のࡳにおうかがいします。 
34㸬そのロールࣔࢹルは、どのような᪉ですか（ヱᙜするものをす࡭て㑅んでください）。 

1� 本学の女性研究者・職員   2� 本学以外のᅜ内の女性研究者・職員 
3� ᾏ外の女性研究者・職員   4� 社会・௻業等で活㌍する（研究者以外の）女性ᣦ導者   
5� ᐙ᪘・ぶ᪘・཭人      6� その௚（                      ） 
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35㸬下記の女性研究者支援・男女共同参画活動であなたが関わったことがあるものをす࡭て㑅んで下さ

い。 
1� 本学内の男女共同参画推進に関する組⧊ 
2� 学会、公的機関における男女共同参画推進に関する組⧊ 
3� 学内の女性研究者、女子学生向けの研究会等の௻画やㅮ₇・ᇳ➹ 
4� 学外の学会、シンポジ࣒࢘等での女性研究者支援、男女共同参画をテーマとしたㅮ₇・ᇳ➹ 
5� その௚（                    ） 
 

36㸬本学では、女性研究者研究活動支援事業採択をዎ機として、以下のような「ポジティࣈ・アクショ

ン」（✚ᴟ的ᨵၿᥐ置）の導入に取り組むことを᳨ウしています。 
（㹟）研究とᐙᗞとの୧立支援策 
（㹠）ᩘ್目ᶆ制ᗘ（౛えۑۑۑۑ」ࡤ年までに女性ᑓ任教員ẚ⋡や女性採用ẚ⋡を 

全体のۑۑ㸣、ᖖ໅の女性研究者の分野ู女性ẚ⋡をۑۑでۑۑ㸣͐͐͐」とす

ることなどを目ᶆにする） 
（㹡）プラス࢓ࣇクター制ᗘ（「男女㛫の構成にⴭしい᱁ᕪがある職ሙでは、採用等に

おいて業⦼が同等であるሙྜに女性を採用する᪉㔪を重どする」などのᥐ置） 
（㹢）その௚のᥐ置 

これࡽの導入のྍ⬟性に関するごពぢをお⪺かせ下さい。 
 

1� 上記（㹟）のような「ポジティࣈ・アクション」に ㈶成・཯対・わかࡽない 
（理⏤：                                  ） 

2� 上記（㹠）のような「ポジティࣈ・アクション」に ㈶成・཯対・わかࡽない 
（理⏤：                                  ） 

3� 上記（㹡）のような「ポジティࣈ・アクション」に ㈶成・཯対・わかࡽない 
（理⏤：                                  ） 

4�（㹢）の「その௚のᥐ置」として᳨ウす࡭き内容（                  ） 
 
37㸬本学において男女共同参画を推進し、女性研究者や女性職員を増やすためにはఱがᚲ要だとᛮいま

すか（複ᩘ回答ྍ）。 
1� 女性研究者・職員の✚ᴟ的Ⓩ用（「ポジティࣈ・アクション」の導入） 
2� ホ౯委員・ពᛮỴ定機関への女性のⓏ用 
3� 学内女性研究者・職員のネットワーク構築 
4� ラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ、௓ㆤ等）期㛫୰の女性研究者の業⦼向上のための⿵ຓ員等の人的支援 
5� ラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ、௓ㆤ等）期㛫୰の女性研究者の業⦼向上のための研究㈝等の支援 
6� 研究とラ࢖ࣇ࢖ベントとの୧立支援（ල体౛                 ） 
7� 学内ಖ育ᅬの設置（あるいは、ベࣅーシッター㈝⿵ຓなど） 
�� 学❺ಖ育等に関する支援（ 
�� 女性研究者・職員・大学院生⮬㌟のព㆑ᨵ㠉 

10� 男性研究者・職員・大学院生⮬㌟のព㆑ᨵ㠉 
 11� 学内でホ౯委員・ពᛮỴ定機関にⓏ用されている管理職のព㆑ᨵ㠉 

12� 女子୰㧗生に対する✚ᴟ的なാきかけ（≉に理系への進学を促すためのാきかけ） 
13� ≉にᚲ要ない 
14� その௚（                                                                    ） 

 
3�㸬本学における女性研究者研究活動支援、および男女共同参画推進について、ごពぢがありましたࡽ

ご⮬⏤にお᭩きください。 
 
                                           
 
 
                                           
 
 
 

 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
学内組⧊においてᙺ職（学部長等、大学ᙺ職者および、事ົ管理職）にᑵいている（いた）立ሙの᪉は

お答えください。 
3�㸬本学の男女共同参画の≧ἣをどのようにㄆ㆑していますか。 

1� 男女共同参画の取り組ࡳは、十分である 
 2� 男女共同参画の取り組ࡳは、まあ十分である 
 3� 男女共同参画の取り組ࡳは、あまり十分でない 

4� 男女共同参画の取り組ࡳは、୙十分である 
5� その௚ 

 
40㸬設問 3� で、1）ないし 2）と答えた᪉は、その理⏤ないしල体౛等をお⪺かせください。 
 
 
41㸬設問 40 で、3）ないし 4）と答えた᪉は、その理⏤ないしල体౛等をお⪺かせください。 
 
 
42㸬本学の男女共同参画を推進するための取り組ࡳとしてࡩさわしいとᛮう内容を、ᙺ職者の立ሙかࡽ、

お答え下さい。 
                                           
 
                                           
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
43㸬本学であなたのᡤᒓする学部等、部⨫において、男女共同参画を推進するためにᚲ要な取り組ࡳ、

もしくはそれに対するごពぢをお⪺かせ下さい。 
 
 

 

 

 

 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

以上で⤊わりです。 
お忙しい୰、ご協力いただき、ㄔにありがとうごࡊいました。 

 
 ⋠本学における教員ẚࠒ参考資料ࠑ
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≉௵෸ᩍᤵ ≉௵ㅮᖌ ྜィᩍᤵ ෸ᩍᤵ ㅮᖌ ຓᩍ ຓᡭ ≉௵ᩍᤵ

96

96

ᶙ　

औ
૊
಺
༰
の
࣮
੷
ͱ
੒
Ռ

 

35㸬下記の女性研究者支援・男女共同参画活動であなたが関わったことがあるものをす࡭て㑅んで下さ

い。 
1� 本学内の男女共同参画推進に関する組⧊ 
2� 学会、公的機関における男女共同参画推進に関する組⧊ 
3� 学内の女性研究者、女子学生向けの研究会等の௻画やㅮ₇・ᇳ➹ 
4� 学外の学会、シンポジ࣒࢘等での女性研究者支援、男女共同参画をテーマとしたㅮ₇・ᇳ➹ 
5� その௚（                    ） 
 

36㸬本学では、女性研究者研究活動支援事業採択をዎ機として、以下のような「ポジティࣈ・アクショ

ン」（✚ᴟ的ᨵၿᥐ置）の導入に取り組むことを᳨ウしています。 
（㹟）研究とᐙᗞとの୧立支援策 
（㹠）ᩘ್目ᶆ制ᗘ（౛えۑۑۑۑ」ࡤ年までに女性ᑓ任教員ẚ⋡や女性採用ẚ⋡を 

全体のۑۑ㸣、ᖖ໅の女性研究者の分野ู女性ẚ⋡をۑۑでۑۑ㸣͐͐͐」とす

ることなどを目ᶆにする） 
（㹡）プラス࢓ࣇクター制ᗘ（「男女㛫の構成にⴭしい᱁ᕪがある職ሙでは、採用等に

おいて業⦼が同等であるሙྜに女性を採用する᪉㔪を重どする」などのᥐ置） 
（㹢）その௚のᥐ置 

これࡽの導入のྍ⬟性に関するごពぢをお⪺かせ下さい。 
 

1� 上記（㹟）のような「ポジティࣈ・アクション」に ㈶成・཯対・わかࡽない 
（理⏤：                                  ） 

2� 上記（㹠）のような「ポジティࣈ・アクション」に ㈶成・཯対・わかࡽない 
（理⏤：                                  ） 

3� 上記（㹡）のような「ポジティࣈ・アクション」に ㈶成・཯対・わかࡽない 
（理⏤：                                  ） 

4�（㹢）の「その௚のᥐ置」として᳨ウす࡭き内容（                  ） 
 
37㸬本学において男女共同参画を推進し、女性研究者や女性職員を増やすためにはఱがᚲ要だとᛮいま

すか（複ᩘ回答ྍ）。 
1� 女性研究者・職員の✚ᴟ的Ⓩ用（「ポジティࣈ・アクション」の導入） 
2� ホ౯委員・ពᛮỴ定機関への女性のⓏ用 
3� 学内女性研究者・職員のネットワーク構築 
4� ラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ、௓ㆤ等）期㛫୰の女性研究者の業⦼向上のための⿵ຓ員等の人的支援 
5� ラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ、௓ㆤ等）期㛫୰の女性研究者の業⦼向上のための研究㈝等の支援 
6� 研究とラ࢖ࣇ࢖ベントとの୧立支援（ල体౛                 ） 
7� 学内ಖ育ᅬの設置（あるいは、ベࣅーシッター㈝⿵ຓなど） 
�� 学❺ಖ育等に関する支援（ 
�� 女性研究者・職員・大学院生⮬㌟のព㆑ᨵ㠉 

10� 男性研究者・職員・大学院生⮬㌟のព㆑ᨵ㠉 
 11� 学内でホ౯委員・ពᛮỴ定機関にⓏ用されている管理職のព㆑ᨵ㠉 

12� 女子୰㧗生に対する✚ᴟ的なാきかけ（≉に理系への進学を促すためのാきかけ） 
13� ≉にᚲ要ない 
14� その௚（                                                                    ） 

 
3�㸬本学における女性研究者研究活動支援、および男女共同参画推進について、ごពぢがありましたࡽ

ご⮬⏤にお᭩きください。 
 
                                           
 
 
                                           
 
 
 

 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
学内組⧊においてᙺ職（学部長等、大学ᙺ職者および、事ົ管理職）にᑵいている（いた）立ሙの᪉は

お答えください。 
3�㸬本学の男女共同参画の≧ἣをどのようにㄆ㆑していますか。 

1� 男女共同参画の取り組ࡳは、十分である 
 2� 男女共同参画の取り組ࡳは、まあ十分である 
 3� 男女共同参画の取り組ࡳは、あまり十分でない 

4� 男女共同参画の取り組ࡳは、୙十分である 
5� その௚ 

 
40㸬設問 3� で、1）ないし 2）と答えた᪉は、その理⏤ないしල体౛等をお⪺かせください。 
 
 
41㸬設問 40 で、3）ないし 4）と答えた᪉は、その理⏤ないしල体౛等をお⪺かせください。 
 
 
42㸬本学の男女共同参画を推進するための取り組ࡳとしてࡩさわしいとᛮう内容を、ᙺ職者の立ሙかࡽ、

お答え下さい。 
                                           
 
                                           
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
43㸬本学であなたのᡤᒓする学部等、部⨫において、男女共同参画を推進するためにᚲ要な取り組ࡳ、

もしくはそれに対するごពぢをお⪺かせ下さい。 
 
 

 

 

 

 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

以上で⤊わりです。 
お忙しい୰、ご協力いただき、ㄔにありがとうごࡊいました。 
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ἲ⛉኱Ꮫ㝔ἲົ◊✲⛉ 㻟㻥 㻤 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻞 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻡㻝 㻝㻜
◊✲䞉▱㈈ᡓ␎ᶵᵓ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞㻜 㻝 㻝 㻜 㻡 㻞 㻞㻢 㻟
ᅜ㝿㐃ᦠᶵᵓ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻣 㻞 㻥 㻞
኱Ꮫ㝔 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻟 㻞 㻠 㻝 㻝 㻜 㻜 㻜 㻤 㻟
኱Ꮫ㝔ἲᏛ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
኱Ꮫ㝔ၟᏛ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
኱Ꮫ㝔ᨻ἞⤒῭Ꮫ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜
኱Ꮫ㝔⤒ႠᏛ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻜 㻞 㻞 㻠 㻞
኱Ꮫ㝔ᩥᏛ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜
኱Ꮫ㝔⌮ᕤᏛ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
኱Ꮫ㝔㎰Ꮫ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻝 㻜
኱Ꮫ㝔᝟ሗ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
኱Ꮫ㝔ᩍ㣴䝕䝄䜲䞁◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
኱Ꮫ㝔ඛ➃ᩘ⌮⛉Ꮫ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻝 㻝 㻜 㻜 㻟 㻝
኱Ꮫ㝔ᅜ㝿᪥ᮏᏛ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

⥲ィ 㻡㻣㻞 㻣㻠 㻞㻜㻠 㻠㻢 㻥㻢 㻝㻟 㻞㻠 㻤 㻤㻥 㻞㻝 㻢㻢 㻤 㻞㻤 㻢 㻞㻢 㻝㻝 㻝㻝㻜㻡 㻝㻤㻣

≉௵෸ᩍᤵ ≉௵ㅮᖌ ྜィᩍᤵ ෸ᩍᤵ ㅮᖌ ຓᩍ ຓᡭ ≉௵ᩍᤵ
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35㸬下記の女性研究者支援・男女共同参画活動であなたが関わったことがあるものをす࡭て㑅んで下さ

い。 
1� 本学内の男女共同参画推進に関する組⧊ 
2� 学会、公的機関における男女共同参画推進に関する組⧊ 
3� 学内の女性研究者、女子学生向けの研究会等の௻画やㅮ₇・ᇳ➹ 
4� 学外の学会、シンポジ࣒࢘等での女性研究者支援、男女共同参画をテーマとしたㅮ₇・ᇳ➹ 
5� その௚（                    ） 
 

36㸬本学では、女性研究者研究活動支援事業採択をዎ機として、以下のような「ポジティࣈ・アクショ

ン」（✚ᴟ的ᨵၿᥐ置）の導入に取り組むことを᳨ウしています。 
（㹟）研究とᐙᗞとの୧立支援策 
（㹠）ᩘ್目ᶆ制ᗘ（౛えۑۑۑۑ」ࡤ年までに女性ᑓ任教員ẚ⋡や女性採用ẚ⋡を 

全体のۑۑ㸣、ᖖ໅の女性研究者の分野ู女性ẚ⋡をۑۑでۑۑ㸣͐͐͐」とす

ることなどを目ᶆにする） 
（㹡）プラス࢓ࣇクター制ᗘ（「男女㛫の構成にⴭしい᱁ᕪがある職ሙでは、採用等に

おいて業⦼が同等であるሙྜに女性を採用する᪉㔪を重どする」などのᥐ置） 
（㹢）その௚のᥐ置 

これࡽの導入のྍ⬟性に関するごពぢをお⪺かせ下さい。 
 

1� 上記（㹟）のような「ポジティࣈ・アクション」に ㈶成・཯対・わかࡽない 
（理⏤：                                  ） 

2� 上記（㹠）のような「ポジティࣈ・アクション」に ㈶成・཯対・わかࡽない 
（理⏤：                                  ） 

3� 上記（㹡）のような「ポジティࣈ・アクション」に ㈶成・཯対・わかࡽない 
（理⏤：                                  ） 

4�（㹢）の「その௚のᥐ置」として᳨ウす࡭き内容（                  ） 
 
37㸬本学において男女共同参画を推進し、女性研究者や女性職員を増やすためにはఱがᚲ要だとᛮいま

すか（複ᩘ回答ྍ）。 
1� 女性研究者・職員の✚ᴟ的Ⓩ用（「ポジティࣈ・アクション」の導入） 
2� ホ౯委員・ពᛮỴ定機関への女性のⓏ用 
3� 学内女性研究者・職員のネットワーク構築 
4� ラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ、௓ㆤ等）期㛫୰の女性研究者の業⦼向上のための⿵ຓ員等の人的支援 
5� ラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ、௓ㆤ等）期㛫୰の女性研究者の業⦼向上のための研究㈝等の支援 
6� 研究とラ࢖ࣇ࢖ベントとの୧立支援（ල体౛                 ） 
7� 学内ಖ育ᅬの設置（あるいは、ベࣅーシッター㈝⿵ຓなど） 
�� 学❺ಖ育等に関する支援（ 
�� 女性研究者・職員・大学院生⮬㌟のព㆑ᨵ㠉 

10� 男性研究者・職員・大学院生⮬㌟のព㆑ᨵ㠉 
 11� 学内でホ౯委員・ពᛮỴ定機関にⓏ用されている管理職のព㆑ᨵ㠉 

12� 女子୰㧗生に対する✚ᴟ的なാきかけ（≉に理系への進学を促すためのാきかけ） 
13� ≉にᚲ要ない 
14� その௚（                                                                    ） 

 
3�㸬本学における女性研究者研究活動支援、および男女共同参画推進について、ごពぢがありましたࡽ

ご⮬⏤にお᭩きください。 
 
                                           
 
 
                                           
 
 
 

 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
学内組⧊においてᙺ職（学部長等、大学ᙺ職者および、事ົ管理職）にᑵいている（いた）立ሙの᪉は

お答えください。 
3�㸬本学の男女共同参画の≧ἣをどのようにㄆ㆑していますか。 

1� 男女共同参画の取り組ࡳは、十分である 
 2� 男女共同参画の取り組ࡳは、まあ十分である 
 3� 男女共同参画の取り組ࡳは、あまり十分でない 

4� 男女共同参画の取り組ࡳは、୙十分である 
5� その௚ 

 
40㸬設問 3� で、1）ないし 2）と答えた᪉は、その理⏤ないしල体౛等をお⪺かせください。 
 
 
41㸬設問 40 で、3）ないし 4）と答えた᪉は、その理⏤ないしල体౛等をお⪺かせください。 
 
 
42㸬本学の男女共同参画を推進するための取り組ࡳとしてࡩさわしいとᛮう内容を、ᙺ職者の立ሙかࡽ、

お答え下さい。 
                                           
 
                                           
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
43㸬本学であなたのᡤᒓする学部等、部⨫において、男女共同参画を推進するためにᚲ要な取り組ࡳ、

もしくはそれに対するごពぢをお⪺かせ下さい。 
 
 

 

 

 

 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

以上で⤊わりです。 
お忙しい୰、ご協力いただき、ㄔにありがとうごࡊいました。 

 
 ⋠本学における教員ẚࠒ参考資料ࠑ

 
ͤ2014年5月1日⌧ᅾ 女性ẚ⋡  1�7/1105ྡ 15.6㸣 
上記⾲以外に研究推進員については㸪5�ྡ୰22ྡが女性 

⏨ᛶ ዪᛶ䠄ෆᩘ䠅 ⏨ᛶ ዪᛶ䠄ෆᩘ䠅 ⏨ᛶ ዪᛶ䠄ෆᩘ䠅 ⏨ᛶ ዪᛶ䠄ෆᩘ䠅 ⏨ᛶ ዪᛶ䠄ෆᩘ䠅 ⏨ᛶ ዪᛶ䠄ෆᩘ䠅 ⏨ᛶ ዪᛶ䠄ෆᩘ䠅 ⏨ᛶ ዪᛶ䠄ෆᩘ䠅 ⏨ᛶ ዪᛶ䠄ෆᩘ䠅

ἲᏛ㒊 㻡㻥 㻤 㻝㻤 㻟 㻤 㻝 㻞 㻝 㻣 㻜 㻞 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻥㻣 㻝㻟
ၟᏛ㒊 㻣㻠 㻝㻟 㻝㻣 㻢 㻤 㻝 㻠 㻞 㻤 㻟 㻟 㻞 㻞 㻜 㻝 㻜 㻝㻝㻣 㻞㻣
ᨻ἞⤒῭Ꮫ㒊 㻣㻝 㻣 㻝㻟 㻟 㻝㻟 㻝 㻞 㻜 㻠 㻞 㻝 㻜 㻟 㻝 㻞 㻝 㻝㻜㻥 㻝㻡
ᩥᏛ㒊 㻢㻣 㻝㻜 㻞㻥 㻝㻟 㻝㻜 㻟 㻟 㻜 㻝㻤 㻢 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻞㻥 㻟㻞
⌮ᕤᏛ㒊 㻤㻠 㻠 㻠㻟 㻡 㻞㻡 㻜 㻢 㻝 㻞㻥 㻝 㻡 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻥㻞 㻝㻝
㎰Ꮫ㒊 㻠㻝 㻠 㻞㻡 㻟 㻝㻟 㻝 㻟 㻞 㻤 㻠 㻞 㻝 㻝 㻜 㻜 㻜 㻥㻟 㻝㻡
⤒ႠᏛ㒊 㻠㻢 㻢 㻝㻡 㻡 㻟 㻝 㻟 㻝 㻣 㻜 㻝 㻜 㻝 㻜 㻞 㻝 㻣㻤 㻝㻠
᝟ሗ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ꮫ㒊 㻝㻤 㻠 㻝㻢 㻡 㻣 㻟 㻜 㻜 㻟 㻞 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻠㻡 㻝㻠
ᅜ㝿᪥ᮏᏛ㒊 㻞㻞 㻡 㻥 㻞 㻟 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻝㻟 㻟 㻞 㻞 㻡㻜 㻝㻡
⥲ྜᩘ⌮Ꮫ㒊 㻝㻣 㻞 㻝㻤 㻝 㻢 㻜 㻜 㻜 㻞 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻝 㻠㻡 㻡
ᑓ㛛⫋኱Ꮫ㝔䜺䝞䝘䞁䝇◊✲⛉ 㻥 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻝 㻜 㻜 㻝 㻜 㻟 㻝 㻝 㻜 㻝㻡 㻠
ᑓ㛛⫋኱Ꮫ㝔䡴䢚䢗䡬䢆䢚䢕䞉䢇䢚䡸䢚䢄䡹◊✲⛉ 㻝㻠 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻢 㻝
ᑓ㛛⫋኱Ꮫ㝔఍ィᑓ㛛⫋◊✲⛉ 㻝㻝 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻠 㻜
ἲ⛉኱Ꮫ㝔ἲົ◊✲⛉ 㻟㻥 㻤 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝㻞 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻡㻝 㻝㻜
◊✲䞉▱㈈ᡓ␎ᶵᵓ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞㻜 㻝 㻝 㻜 㻡 㻞 㻞㻢 㻟
ᅜ㝿㐃ᦠᶵᵓ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻣 㻞 㻥 㻞
኱Ꮫ㝔 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻟 㻞 㻠 㻝 㻝 㻜 㻜 㻜 㻤 㻟
኱Ꮫ㝔ἲᏛ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
኱Ꮫ㝔ၟᏛ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
኱Ꮫ㝔ᨻ἞⤒῭Ꮫ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜
኱Ꮫ㝔⤒ႠᏛ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻜 㻜 㻞 㻞 㻠 㻞
኱Ꮫ㝔ᩥᏛ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜
኱Ꮫ㝔⌮ᕤᏛ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
኱Ꮫ㝔㎰Ꮫ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻝 㻜
኱Ꮫ㝔᝟ሗ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
኱Ꮫ㝔ᩍ㣴䝕䝄䜲䞁◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜
኱Ꮫ㝔ඛ➃ᩘ⌮⛉Ꮫ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻞 㻜 㻝 㻝 㻜 㻜 㻟 㻝
኱Ꮫ㝔ᅜ㝿᪥ᮏᏛ◊✲⛉ 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜 㻜

⥲ィ 㻡㻣㻞 㻣㻠 㻞㻜㻠 㻠㻢 㻥㻢 㻝㻟 㻞㻠 㻤 㻤㻥 㻞㻝 㻢㻢 㻤 㻞㻤 㻢 㻞㻢 㻝㻝 㻝㻝㻜㻡 㻝㻤㻣

≉௵෸ᩍᤵ ≉௵ㅮᖌ ྜィᩍᤵ ෸ᩍᤵ ㅮᖌ ຓᩍ ຓᡭ ≉௵ᩍᤵ
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35㸬下記の女性研究者支援・男女共同参画活動であなたが関わったことがあるものをす࡭て㑅んで下さ

い。 
1� 本学内の男女共同参画推進に関する組⧊ 
2� 学会、公的機関における男女共同参画推進に関する組⧊ 
3� 学内の女性研究者、女子学生向けの研究会等の௻画やㅮ₇・ᇳ➹ 
4� 学外の学会、シンポジ࣒࢘等での女性研究者支援、男女共同参画をテーマとしたㅮ₇・ᇳ➹ 
5� その௚（                    ） 
 

36㸬本学では、女性研究者研究活動支援事業採択をዎ機として、以下のような「ポジティࣈ・アクショ

ン」（✚ᴟ的ᨵၿᥐ置）の導入に取り組むことを᳨ウしています。 
（㹟）研究とᐙᗞとの୧立支援策 
（㹠）ᩘ್目ᶆ制ᗘ（౛えۑۑۑۑ」ࡤ年までに女性ᑓ任教員ẚ⋡や女性採用ẚ⋡を 

全体のۑۑ㸣、ᖖ໅の女性研究者の分野ู女性ẚ⋡をۑۑでۑۑ㸣͐͐͐」とす

ることなどを目ᶆにする） 
（㹡）プラス࢓ࣇクター制ᗘ（「男女㛫の構成にⴭしい᱁ᕪがある職ሙでは、採用等に

おいて業⦼が同等であるሙྜに女性を採用する᪉㔪を重どする」などのᥐ置） 
（㹢）その௚のᥐ置 

これࡽの導入のྍ⬟性に関するごពぢをお⪺かせ下さい。 
 

1� 上記（㹟）のような「ポジティࣈ・アクション」に ㈶成・཯対・わかࡽない 
（理⏤：                                  ） 

2� 上記（㹠）のような「ポジティࣈ・アクション」に ㈶成・཯対・わかࡽない 
（理⏤：                                  ） 

3� 上記（㹡）のような「ポジティࣈ・アクション」に ㈶成・཯対・わかࡽない 
（理⏤：                                  ） 

4�（㹢）の「その௚のᥐ置」として᳨ウす࡭き内容（                  ） 
 
37㸬本学において男女共同参画を推進し、女性研究者や女性職員を増やすためにはఱがᚲ要だとᛮいま

すか（複ᩘ回答ྍ）。 
1� 女性研究者・職員の✚ᴟ的Ⓩ用（「ポジティࣈ・アクション」の導入） 
2� ホ౯委員・ពᛮỴ定機関への女性のⓏ用 
3� 学内女性研究者・職員のネットワーク構築 
4� ラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ、௓ㆤ等）期㛫୰の女性研究者の業⦼向上のための⿵ຓ員等の人的支援 
5� ラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ、௓ㆤ等）期㛫୰の女性研究者の業⦼向上のための研究㈝等の支援 
6� 研究とラ࢖ࣇ࢖ベントとの୧立支援（ල体౛                 ） 
7� 学内ಖ育ᅬの設置（あるいは、ベࣅーシッター㈝⿵ຓなど） 
�� 学❺ಖ育等に関する支援（ 
�� 女性研究者・職員・大学院生⮬㌟のព㆑ᨵ㠉 

10� 男性研究者・職員・大学院生⮬㌟のព㆑ᨵ㠉 
 11� 学内でホ౯委員・ពᛮỴ定機関にⓏ用されている管理職のព㆑ᨵ㠉 

12� 女子୰㧗生に対する✚ᴟ的なാきかけ（≉に理系への進学を促すためのാきかけ） 
13� ≉にᚲ要ない 
14� その௚（                                                                    ） 

 
3�㸬本学における女性研究者研究活動支援、および男女共同参画推進について、ごពぢがありましたࡽ

ご⮬⏤にお᭩きください。 
 
                                           
 
 
                                           
 
 
 

 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
学内組⧊においてᙺ職（学部長等、大学ᙺ職者および、事ົ管理職）にᑵいている（いた）立ሙの᪉は

お答えください。 
3�㸬本学の男女共同参画の≧ἣをどのようにㄆ㆑していますか。 

1� 男女共同参画の取り組ࡳは、十分である 
 2� 男女共同参画の取り組ࡳは、まあ十分である 
 3� 男女共同参画の取り組ࡳは、あまり十分でない 

4� 男女共同参画の取り組ࡳは、୙十分である 
5� その௚ 

 
40㸬設問 3� で、1）ないし 2）と答えた᪉は、その理⏤ないしල体౛等をお⪺かせください。 
 
 
41㸬設問 40 で、3）ないし 4）と答えた᪉は、その理⏤ないしල体౛等をお⪺かせください。 
 
 
42㸬本学の男女共同参画を推進するための取り組ࡳとしてࡩさわしいとᛮう内容を、ᙺ職者の立ሙかࡽ、

お答え下さい。 
                                           
 
                                           
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
43㸬本学であなたのᡤᒓする学部等、部⨫において、男女共同参画を推進するためにᚲ要な取り組ࡳ、

もしくはそれに対するごពぢをお⪺かせ下さい。 
 
 

 

 

 

 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

以上で⤊わりです。 
お忙しい୰、ご協力いただき、ㄔにありがとうごࡊいました。 

 
 ⋠本学における教員ẚࠒ参考資料ࠑ

 
ͤ2014年5月1日⌧ᅾ 女性ẚ⋡  1�7/1105ྡ 15.6㸣 
上記⾲以外に研究推進員については㸪5�ྡ୰22ྡが女性 
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女性研究者研究活動支援事業のㄆ▱度ࡧࡼ࠾男女共同参画推進に㛵ࡍるᩍဨᑐ㇟࢔ンࢣーࢺㄪᰝを

����年�᭶～�᭶にᐇ᪋した。

実施要領
┠ⓗ㸸�本学に࠾ける女性研究者研究活動支援事業のㄆ▱度ࡧࡼ࠾男女共同参画推進にᚲせ࡞活動ࡸ支援

⟇に࠸ࡘてㄪᰝし、ࡑの⤖ᯝをᇶに、事業を一ᒙಁ進さࡏることを┠ⓗとࡍる。

ᑐ㇟㸸ᑓ௵ᩍဨ(ᩍᤵ఍ဨ�

᪉ἲ㸸ᩍᤵ఍にて㉁ၥ⣬を㓄ᕸしᐇ᪋。ᙜ᪥ᅇ཰ࡧࡼ࠾ᚋ᪥ᑒ書にてᅇ཰。　　

ᮇ㛫㸸����年�᭶��᪥～����年�᭶�᪥

ᅇ⟅者ᩘ㸸���人(����年�᭶�᪥⌧ᅾ�

ᅇ཰⋡㸸�����

男女ẚ⋡　男性�㸸�女性

ᑠ学⏕௨ୗのᏊ౪᭷　�����

௓ㆤをᚲせとࡍるぶ᪘᭷　�����

結果概要
【本事業の認知度について】

平成��年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業(一般型�」に࠸ࡘ

て、᫖年度、本学が採択さࢀたことに࠸ࡘては、�����が「▱ࡗて࠸る」とᅇ⟅。男女共同参画推進のための

୧❧支援࡝࡞の活動がጞࡗࡲて࠸ることにᑐしても、�����が「▱ࡗて࠸る」とᅇ⟅。ᚎࠎにではあるが、

本事業ࡸ、男女共同参画推進のための活動➼がㄆ▱さࡘࡘࢀあることがࡗ࠿ࢃた。一᪉、࣑ࢹ࢝࢔ーࣔࢥ

ン�㝵に推進本部があることࡸ、⏕⏣ศᐊが୰ኸᰯ⯋にあること࡬のㄆ▱度は౫↛ప࠸ため、௒ᚋも࿘▱活

動にດめるᚲせがある(ᅗ�、��。

(２) 意識調査②
　　「女性研究者研究活動支援事業の認知度および男女共同参画推進に関する調査」

図6.�文部科学省の本事業について、昨年度、
本学が採択されたことをご存知ですか。
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図7.�本事業の活動として、本学の男女共同参
画を推進するための両立支援等の活動
がはじまっていることをご存知ですか。
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୧❧支援࡝࡞の活動がጞࡗࡲて࠸ることにᑐしても、�����が「▱ࡗて࠸る」とᅇ⟅。ᚎࠎにではあるが、
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【ライフイベント型サイエンス・サポーター制度について】

「฼⏝した࠸」が、�����、「฼⏝した࠸࡞ࡃ」が、�����と࠸う⤖ᯝとࡾ࡞、「฼⏝した࠸」が「฼⏝した࡞ࡃ

ては、�����が「฼⏝した࠸ࡘる女性のᅇ⟅者に࠸もが࡝に、ᑠ学⏕௨ୗのᏊࡃた。とࡗᅇୖࡃを大き「࠸

る。⮬⏤記㏙ᅇ⟅では「男性研究者でもᏊ育て୰の人はከ࠼が࠿の㧗さがうࢬーࢽ、ࡾ࠾とᅇ⟅して「࠸

ࢫン࣭࢚࢖ࢧで࡝࡞⸀る」、「学እでも推ࢀࡲ฼⏝᮲௳の⦆࿴がᮃ、ࡃ うにしࡼる࡭ーターの人材を㑅࣏ࢧ

たら研究の࢕ࢸࣜ࢜ࢡがୖがるのでは࠿࠸࡞」とࡗ࠸たពぢがࡳらࢀた(ᅗ�、��。

【ランチ交流会について】

�����が「▱ら࠸࡞」とᅇ⟅。ḟ

年度にྥけて᭦࡞る࿘▱がᚲせで

ある(ᅗ���。

図10.�研究者同士のネットワーク構築のために定期的に開催している「ランチ交流会」をご
存知ですか(現在、駿河台・生田・中野キャンパスにて実施中)。
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図9.研究補助者(ＳＳ)について(複数回答可)。
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図8.�利用する状況になったらＳＳ制度を利
用したいですか。

利用͍ͨ͠
�����ͲͪΒͰ΋な͍

�����

ͦͷଞ
����

ແճ౴
����

利用͍ͨ͠ͱࢥΘな͍
�����

99

99

ᶙ　

औ
૊
಺
༰
の
࣮
੷
ͱ
੒
Ռ

【ライフイベント型サイエンス・サポーター制度について】

「฼⏝した࠸」が、�����、「฼⏝した࠸࡞ࡃ」が、�����と࠸う⤖ᯝとࡾ࡞、「฼⏝した࠸」が「฼⏝した࡞ࡃ

ては、�����が「฼⏝した࠸ࡘる女性のᅇ⟅者に࠸もが࡝に、ᑠ学⏕௨ୗのᏊࡃた。とࡗᅇୖࡃを大き「࠸

る。⮬⏤記㏙ᅇ⟅では「男性研究者でもᏊ育て୰の人はከ࠼が࠿の㧗さがうࢬーࢽ、ࡾ࠾とᅇ⟅して「࠸

ࢫン࣭࢚࢖ࢧで࡝࡞⸀る」、「学እでも推ࢀࡲ฼⏝᮲௳の⦆࿴がᮃ、ࡃ うにしࡼる࡭ーターの人材を㑅࣏ࢧ

たら研究の࢕ࢸࣜ࢜ࢡがୖがるのでは࠿࠸࡞」とࡗ࠸たពぢがࡳらࢀた(ᅗ�、��。

【ランチ交流会について】

�����が「▱ら࠸࡞」とᅇ⟅。ḟ

年度にྥけて᭦࡞る࿘▱がᚲせで

ある(ᅗ���。

図10.�研究者同士のネットワーク構築のために定期的に開催している「ランチ交流会」をご
存知ですか(現在、駿河台・生田・中野キャンパスにて実施中)。
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図9.研究補助者(ＳＳ)について(複数回答可)。
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【本学の男女共同参画推進のために必要な活動や支援について】

・意識改革関連で必要な活動や支援について

「女性研究者の✚ᴟⓗⓏ⏝」に࠸ࡘては、�����

が「ホ౯ጤဨ࣭ពᛮỴᐃᶵ㛵࡬の女性の✚ᴟ

ⓗⓏ⏝」に࠸ࡘては、�����が⫯ᐃⓗ࡞ពぢで

ᅇ⟅。

⮬⏤記㏙ᅇ⟅では「ാき࠸ࡍࡸ⎔ቃのᩚഛが

ᚲせ」「男性にᑐࡍるၨⓎ活動がᚲせ」「男女㛵

ಀࡃ࡞ᐇຊがある人が㐺ṇにホ౯さࢀる௙組ࡳ

があࡤࢀⰋ࠸」「女Ꮚ学⏕のቑຍࡧࡼ࠾女性研究

者の育成」➼とࡗ࠸たពぢがࡳらࢀた(ᅗ���。

・研究関連で必要な活動や支援、その他について

ពぢでᅇ࡞ては、�����が⫯ᐃⓗ࠸ࡘ育ඣ、௓ㆤ➼�୰の研究業⦼ྥୖのための支援に)ࢺン࣋࢖ࣇ࢖ࣛ

ྛ、た、大学㐠Ⴀ㛵ಀ(ධヨ業ົࡲ。⟆ ✀ጤဨ➼�の業ົの㍍ῶに࠸ࡘては、�����がᮃࡲし࠸と㑅択して࠸

る。⮬⏤記㏙ᅇ⟅では「ᤵ業᫬㛫ᖏ࣭᫬㛫ᩘ࣭ጤဨ఍ࡸᙺ⫋の㍍ῶ」「クඣ᪋設➼の育ඣ支援」「ᛴに㉳こ

࣡、ࡃ࡞けではࡔ女性研究者」「ࡾるయไసࢀる௦⌮の人ဨが❧てらࡍにᑐࢺン࣋࢖ࣇ࢖るࣛ࠼ࡾ ーࣛࢡ

࠸と➼「ࢺー࣏ࢧ学⏕の␃」「のᵓ⠏ࢡー࣡ࢺࢵࢿーၥ㢟に㛵ᚰのある研究者のࢲン࢙ࢪࡸࢫンࣛࣂࣇ࢖

。���、��た(ᅗࢀらࡳたពぢがࡗ
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ࠚࢺン࣓ࢥ⏤⮬࠙

࣭クඣ᪋設➼の育ඣ支援。

࣭ 男性が✚ᴟⓗに育ఇ➼をྲྀࢀるࡼう࡞⎔ቃ(㞺ᅖẼもྵめ�。

。事業の඘ᐇ࡞うࡼーターไ度の࣏ࢧ࣭ࢫン࢚࢖ࢧ ࣭

ࠚࢺン࣓ࢥ⏤⮬࠙

࣭ኤ᪉࠿らの఍㆟を㑊けて࡯し࠸。

࣭ ᤵ業᫬㛫ᖏ࣭᫬㛫ᩘのㄪᩚ、ጤဨ఍ࡸᙺ⫋の㍍ῶ。

࣭ ᐇែを▱ࡗて࡯し࠸。ᐇែに㛵しての࢔ンࢣーࢺㄪᰝ➼をࡍ

。き࡭

࣭ 大学㐠Ⴀ㛵ಀの業ົの㍍ῶ。大ኚ࡞ᮇ㛫は㍍ῶがᚲせ࡞のはも

࣓、がࡔࢇࢁࡕ たሙࡗࢃ⤊のあるඃ㐝と㈐ົ、Ꮚ育て➼がࣜࣁࣜ

。きである࡭ᴟⓗに大学⾜ᨻの㈐ົを㈇う✚ࡾࡼྜ

図12.研究関連で必要な活動や支援（複数回答可）。 図13.その他(複数回答可)。

ࠚࢺン࣓ࢥ⏤⮬࠙

࣭�学ෆに࠾ける事業の఩置࡙けをᕤኵしྛ学部にᢸᙜ者をసࡑ、ࡾの᪉を㏻ࡌてၨⓎ活動を進める。

࣭ാき࠸ࡍࡸ⎔ቃのᩚഛ。

࣭�⬟ຊある人≀が女性である࠿らとࡗ࠸て採⏝さࡗ࠿࡞ࢀた㐣ཤの㢼₻はᨵめる࡭きࡔが女性ඃඛと࠸うことでの⬟ຊある男性を

⥾めฟࡍのは㏫ᕪูと࡞るので㑊ける࡭き。

࣭�┿のព࿡での男女平➼のᐇ⌧(支援と࠸うⓎ᝿は࠿࠾し࠸�。

図11.意識改革関連で必要な活動や支援(複数回答可)。
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２０１㸴年１月 

 

࠙女性研究者研究活動支援事業のㄆ▱ᗘおよび男女共同参画推進に関する調査ࠚ 
 
各設問の㑅択⫥の␒ྕにࠐをつけ㸪ᚲ要にᛂじて（ ）内にご記入ください。 
࠙女性研究者研究活動支援事業についてࠚ 
 設問１ 採択について 
 （１）文部科学省の本事業について㸪昨年ᗘ㸪本学が採択されたことをごᏑ▱ですか。 
   1� ▱っている  2� ▱ࡽない 
 （２）本事業の活動として㸪本学の男女共同参画を推進するための୧立支援等の活動がはじまってい

ることをごᏑ▱ですか。 
   1� ▱っている  2� ▱ࡽない 
 
 設問２ 本事業推進本部のᡤᅾについて 
 （１）推進本部のᡤᅾ（㥴Ἑྎキࣕンパス ア࣑ࢹ࢝ーࣔࢥン 7 㝵）をごᏑ▱ですか。 
   1� ▱っている  2� ▱ࡽない 
 （２）生⏣分ᐊのᡤᅾ（生⏣キࣕンパス ୰ኸᰯ⯋ 2 㝵）をごᏑ▱ですか。 
   1� ▱っている  2� ▱ࡽない 
 
 設問㸱 ラ࢖ࣇ࢖ベントᆺ࢖ࢧエンス・ࢧポーター（㹑㹑）制ᗘͤについて 
 ͤ㹑㹑制ᗘ：子育て㸪௓ㆤなどのラ࢖ࣇ࢖ベント୰の女性研究者ཬび男性研究者（᮲௳௜）が฼用でき

る研究⿵ຓ者ὴ㐵制ᗘ。研究⿵ຓ者（㹑㹑）としてὴ㐵されるのは本学の大学院生または学部学生。 
 （１）฼用する≧ἣになったࡽ㹑㹑制ᗘを฼用したいですか。 
   1� ฼用したい 
   2� ฼用したいとᛮわない（理⏤：                       ） 
   3� どࡽࡕでもない 
   4� その௚（                                 ） 
 
 （２）研究⿵ຓ者（㹑㹑）について（複ᩘ回答ྍ） 
   1� ௚大の大学院生や学部学生も㹑㹑にした᪉がよい 
   2� 学外の研究者（ポスࢻクなど）も㹑㹑にした᪉がよい 
   3� ⌧≧のままでよい 
   4� その௚（                             ） 
 
 設問㸲 研究者同ኈのネットワーク構築のために定期的に開ദしている「ランࢳ஺ὶ会」をごᏑ▱で

すか（⌧ᅾ㸪㥴Ἑྎ・生⏣・୰野キࣕンパスにて実施୰）。 
  1� ▱っている 
 ないࡽ▱ �2  
  3� 今後㸪参ຍしてࡳたい 
  4� その௚（                                ） 
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【本学の男女共同参画推進のために必要な活動や支援について】

・意識改革関連で必要な活動や支援について

「女性研究者の✚ᴟⓗⓏ⏝」に࠸ࡘては、�����

が「ホ౯ጤဨ࣭ពᛮỴᐃᶵ㛵࡬の女性の✚ᴟ

ⓗⓏ⏝」に࠸ࡘては、�����が⫯ᐃⓗ࡞ពぢで

ᅇ⟅。

⮬⏤記㏙ᅇ⟅では「ാき࠸ࡍࡸ⎔ቃのᩚഛが

ᚲせ」「男性にᑐࡍるၨⓎ活動がᚲせ」「男女㛵

ಀࡃ࡞ᐇຊがある人が㐺ṇにホ౯さࢀる௙組ࡳ

があࡤࢀⰋ࠸」「女Ꮚ学⏕のቑຍࡧࡼ࠾女性研究

者の育成」➼とࡗ࠸たពぢがࡳらࢀた(ᅗ���。

・研究関連で必要な活動や支援、その他について

ពぢでᅇ࡞ては、�����が⫯ᐃⓗ࠸ࡘ育ඣ、௓ㆤ➼�୰の研究業⦼ྥୖのための支援に)ࢺン࣋࢖ࣇ࢖ࣛ

ྛ、た、大学㐠Ⴀ㛵ಀ(ධヨ業ົࡲ。⟆ ✀ጤဨ➼�の業ົの㍍ῶに࠸ࡘては、�����がᮃࡲし࠸と㑅択して࠸

る。⮬⏤記㏙ᅇ⟅では「ᤵ業᫬㛫ᖏ࣭᫬㛫ᩘ࣭ጤဨ఍ࡸᙺ⫋の㍍ῶ」「クඣ᪋設➼の育ඣ支援」「ᛴに㉳こ

࣡、ࡃ࡞けではࡔ女性研究者」「ࡾるయไసࢀる௦⌮の人ဨが❧てらࡍにᑐࢺン࣋࢖ࣇ࢖るࣛ࠼ࡾ ーࣛࢡ

࠸と➼「ࢺー࣏ࢧ学⏕の␃」「のᵓ⠏ࢡー࣡ࢺࢵࢿーၥ㢟に㛵ᚰのある研究者のࢲン࢙ࢪࡸࢫンࣛࣂࣇ࢖
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ࠚࢺン࣓ࢥ⏤⮬࠙

࣭クඣ᪋設➼の育ඣ支援。
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࣭ኤ᪉࠿らの఍㆟を㑊けて࡯し࠸。
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࣭ 大学㐠Ⴀ㛵ಀの業ົの㍍ῶ。大ኚ࡞ᮇ㛫は㍍ῶがᚲせ࡞のはも

࣓、がࡔࢇࢁࡕ たሙࡗࢃ⤊のあるඃ㐝と㈐ົ、Ꮚ育て➼がࣜࣁࣜ

。きである࡭ᴟⓗに大学⾜ᨻの㈐ົを㈇う✚ࡾࡼྜ

図12.研究関連で必要な活動や支援（複数回答可）。 図13.その他(複数回答可)。
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࣭�学ෆに࠾ける事業の఩置࡙けをᕤኵしྛ学部にᢸᙜ者をసࡑ、ࡾの᪉を㏻ࡌてၨⓎ活動を進める。

࣭ാき࠸ࡍࡸ⎔ቃのᩚഛ。

࣭�⬟ຊある人≀が女性である࠿らとࡗ࠸て採⏝さࡗ࠿࡞ࢀた㐣ཤの㢼₻はᨵめる࡭きࡔが女性ඃඛと࠸うことでの⬟ຊある男性を

⥾めฟࡍのは㏫ᕪูと࡞るので㑊ける࡭き。

࣭�┿のព࿡での男女平➼のᐇ⌧(支援と࠸うⓎ᝿は࠿࠾し࠸�。

図11.意識改革関連で必要な活動や支援(複数回答可)。
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࠙女性研究者研究活動支援事業のㄆ▱ᗘおよび男女共同参画推進に関する調査ࠚ 
 
各設問の㑅択⫥の␒ྕにࠐをつけ㸪ᚲ要にᛂじて（ ）内にご記入ください。 
࠙女性研究者研究活動支援事業についてࠚ 
 設問１ 採択について 
 （１）文部科学省の本事業について㸪昨年ᗘ㸪本学が採択されたことをごᏑ▱ですか。 
   1� ▱っている  2� ▱ࡽない 
 （２）本事業の活動として㸪本学の男女共同参画を推進するための୧立支援等の活動がはじまってい

ることをごᏑ▱ですか。 
   1� ▱っている  2� ▱ࡽない 
 
 設問２ 本事業推進本部のᡤᅾについて 
 （１）推進本部のᡤᅾ（㥴Ἑྎキࣕンパス ア࣑ࢹ࢝ーࣔࢥン 7 㝵）をごᏑ▱ですか。 
   1� ▱っている  2� ▱ࡽない 
 （２）生⏣分ᐊのᡤᅾ（生⏣キࣕンパス ୰ኸᰯ⯋ 2 㝵）をごᏑ▱ですか。 
   1� ▱っている  2� ▱ࡽない 
 
 設問㸱 ラ࢖ࣇ࢖ベントᆺ࢖ࢧエンス・ࢧポーター（㹑㹑）制ᗘͤについて 
 ͤ㹑㹑制ᗘ：子育て㸪௓ㆤなどのラ࢖ࣇ࢖ベント୰の女性研究者ཬび男性研究者（᮲௳௜）が฼用でき

る研究⿵ຓ者ὴ㐵制ᗘ。研究⿵ຓ者（㹑㹑）としてὴ㐵されるのは本学の大学院生または学部学生。 
 （１）฼用する≧ἣになったࡽ㹑㹑制ᗘを฼用したいですか。 
   1� ฼用したい 
   2� ฼用したいとᛮわない（理⏤：                       ） 
   3� どࡽࡕでもない 
   4� その௚（                                 ） 
 
 （２）研究⿵ຓ者（㹑㹑）について（複ᩘ回答ྍ） 
   1� ௚大の大学院生や学部学生も㹑㹑にした᪉がよい 
   2� 学外の研究者（ポスࢻクなど）も㹑㹑にした᪉がよい 
   3� ⌧≧のままでよい 
   4� その௚（                             ） 
 
 設問㸲 研究者同ኈのネットワーク構築のために定期的に開ദしている「ランࢳ஺ὶ会」をごᏑ▱で

すか（⌧ᅾ㸪㥴Ἑྎ・生⏣・୰野キࣕンパスにて実施୰）。 
  1� ▱っている 
 ないࡽ▱ �2  
  3� 今後㸪参ຍしてࡳたい 
  4� その௚（                                ） 
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࠙本学の男女共同参画推進のためにᚲ要な活動や支援についてࠚ 
 設問５ ព㆑ᨵ㠉関連でᚲ要な活動や支援（複ᩘ回答ྍ） 
  1� 女性研究者の✚ᴟ的Ⓩ用 
  2� ホ౯委員・ពᛮỴ定機関への女性の✚ᴟ的Ⓩ用 
  3� 啓発活動（ල体౛：                            ） 
  4� ≉にᚲ要ない 
  5� その௚（                                 ） 
 
 設問㸴 研究関連でᚲ要な活動や支援（複ᩘ回答ྍ） 
  1� ラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ、௓ㆤ等）୰の研究業⦼向上のための支援 
  2� 研究とラ࢖ࣇ࢖ベントとの୧立支援（ල体౛：                 ） 
  3� ≉にᚲ要ない 
  4� その௚（                                  ） 
  
 設問㸵 その௚（複ᩘ回答ྍ） 
  1� 大学㐠Ⴀ関ಀ（入ヨ業ົ、各✀委員等）の業ົの㍍ῶ 
  2� 学内研究者ネットワークの確立、情報஺᥮会 
  3� ≉にᚲ要ない 
  4� その௚（                                  ） 
 
࠙回答者の情報  （な⠊ᅖでご回答ください⬟ྍ）ࠚ

１ 年 㱋 
1� 25 ṓᮍ‶  2� 25㹼2� ṓ  3� 30㹼34 ṓ  4� 35㹼3� ṓ   5� 40㹼44 ṓ 
6� 45㹼4� ṓ  7� 50㹼54 ṓ  �� 55㹼5� ṓ  �� 60㹼64 ṓ  10� 65 ṓ以上 
 
２ 性 ู 
1� 男性     2� 女性    3� その௚ 
 
㸱 ᑠ学生以下の子どもの᭷↓ 
1� あり     2� なし 
 
㸲 ௓ㆤをᚲ要とするぶ᪘の᭷↓ 
1� あり     2� なし  

以上 
ご協力㸪ㄔにありがとうごࡊいました。 
 
 。同ᑒのᑓ用ᑒ⟄にて㸪学内౽でお㏦りください（記ྡのᚲ要はありません）ۻ
ᥦฟඛ：⥲ົ部⥲ົㄢ内 男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部 
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࠙本学の男女共同参画推進のためにᚲ要な活動や支援についてࠚ 
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 。同ᑒのᑓ用ᑒ⟄にて㸪学内౽でお㏦りください（記ྡのᚲ要はありません）ۻ
ᥦฟඛ：⥲ົ部⥲ົㄢ内 男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部 
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本学ᵓ成ဨをᑐ㇟とした本学の男女共同参画ࡧࡼ࠾女性支援に㛵ࡍるព㆑ㄪᰝを、ୗ記のせ㡿のとࡾ࠾

����年��᭶～��᭶にᐇ᪋した。

実施要領
┠ⓗ㸸�女性研究者研究活動支援事業の採択にࡗࡼて、本事業の᭱⤊年度にあたࡾ、本学ᵓ成ဨの男女共同

参画推進のㄢ㢟ព㆑と女性研究者にᑐࡍる支援に࠸ࡘての⌮ゎが῝ࡗࡲた࠿をᢕᥱࡍることを┠

ⓗとࡍる。

ᑐ㇟㸸本学ᩍဨ�ᑓ௵⫋ဨ�大学㝔⏕

᪉ἲ㸸ᩍᤵ఍➼にて㉁ၥ⣬を㓄ᕸしᐇ᪋。ᙜ᪥ᅇ཰ࡧࡼ࠾ᚋ᪥ᑒ書にてᅇ཰。

ᮇ㛫㸸����年��᭶�᪥～����年��᭶�᪥

ᅇ⟅者ᩘ㸸���人(����年��᭶�᪥⌧ᅾ�

ᅇ཰⋡㸸�����

� 男女ẚ⋡　男性�㸸�女性

� ㈨᱁� ᩍ　　ဨ　�����

� � ⫋　　ဨ　�����

� � 大学㝔⏕�　����

結果概要
【女性研究者・職員の増加に必要なことについて】

᭱も㧗ࡗ࠿たのは㺂「学ෆಖ育ᅬの設置(ある࠸は、ࣅ࣋ーࢵࢩター費補助➼�」で�����である。ḟ࠸で「男

性のព㆑ᨵ㠉」�����㺂「女性研究者࣭⫋ဨの✚ᴟⓗ採⏝」�����、「ࣛ࣋࢖ࣇ࢖ンࢺ(育ඣ、௓ㆤ➼�ᮇ㛫୰の女

性研究者の業⦼ྥୖのための補助ဨ➼の人ⓗ支援」�����と⥆ࡃ。ὀ┠࡭ࡍきⅬとしては「女性研究者࣭⫋

ဨの✚ᴟⓗ採⏝」が�␒┠にከࡃ、༙ ᩘ㏆ࡃの᪉が「✚ᴟⓗ採⏝」に⫯ᐃⓗであることが♧さࢀた(ᅗ���。

(３) 意識調査③
　  「男女共同参画および女性支援に関する意識調査」
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1� あり     2� なし  

以上 
ご協力㸪ㄔにありがとうごࡊいました。 
 
 。同ᑒのᑓ用ᑒ⟄にて㸪学内౽でお㏦りください（記ྡのᚲ要はありません）ۻ
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ࠚࢺン࣓ࢥ⏤⮬࠙

࣭�育ඣࡔけでࡃ࡞௓ㆤも⪃៖

して࡯し࠸。

࣭�ᙎຊⓗ࡞໅ົ᫬㛫、໅ົሙ

ᡤの㐠⏝。

࣭ ಖ育費⏝補助ไ度を男性ᩍ

ဨ࡬もᣑࡆる。⌧≧のࡲࡲ

では男性ᕪูとุ᩿さࢀて

も௙᪉あࢇࡏࡲࡾ。男女共

同ではあࢇࡏࡲࡾ。

࣭ 性ูに㛵ࢃらࡎ、ⓙがാきࡸ

と女↛⮬ࡤࢀ࠼ቃをᩚ⎔࠸ࡍ

性もቑ࠼るのでは࠿࠸࡞。

図14.�本学において男女共同参画を推進し、女性研究者・職員を増やすために必要だと思われるものを選ん
でください(複数回答可)。
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本学ᵓ成ဨをᑐ㇟とした本学の男女共同参画ࡧࡼ࠾女性支援に㛵ࡍるព㆑ㄪᰝを、ୗ記のせ㡿のとࡾ࠾

����年��᭶～��᭶にᐇ᪋した。

実施要領
┠ⓗ㸸�女性研究者研究活動支援事業の採択にࡗࡼて、本事業の᭱⤊年度にあたࡾ、本学ᵓ成ဨの男女共同

参画推進のㄢ㢟ព㆑と女性研究者にᑐࡍる支援に࠸ࡘての⌮ゎが῝ࡗࡲた࠿をᢕᥱࡍることを┠

ⓗとࡍる。

ᑐ㇟㸸本学ᩍဨ�ᑓ௵⫋ဨ�大学㝔⏕

᪉ἲ㸸ᩍᤵ఍➼にて㉁ၥ⣬を㓄ᕸしᐇ᪋。ᙜ᪥ᅇ཰ࡧࡼ࠾ᚋ᪥ᑒ書にてᅇ཰。

ᮇ㛫㸸����年��᭶�᪥～����年��᭶�᪥

ᅇ⟅者ᩘ㸸���人(����年��᭶�᪥⌧ᅾ�

ᅇ཰⋡㸸�����

� 男女ẚ⋡　男性�㸸�女性

� ㈨᱁� ᩍ　　ဨ　�����

� � ⫋　　ဨ　�����

� � 大学㝔⏕�　����

結果概要
【女性研究者・職員の増加に必要なことについて】

᭱も㧗ࡗ࠿たのは㺂「学ෆಖ育ᅬの設置(ある࠸は、ࣅ࣋ーࢵࢩター費補助➼�」で�����である。ḟ࠸で「男

性のព㆑ᨵ㠉」�����㺂「女性研究者࣭⫋ဨの✚ᴟⓗ採⏝」�����、「ࣛ࣋࢖ࣇ࢖ンࢺ(育ඣ、௓ㆤ➼�ᮇ㛫୰の女

性研究者の業⦼ྥୖのための補助ဨ➼の人ⓗ支援」�����と⥆ࡃ。ὀ┠࡭ࡍきⅬとしては「女性研究者࣭⫋

ဨの✚ᴟⓗ採⏝」が�␒┠にከࡃ、༙ ᩘ㏆ࡃの᪉が「✚ᴟⓗ採⏝」に⫯ᐃⓗであることが♧さࢀた(ᅗ���。

(３) 意識調査③
　  「男女共同参画および女性支援に関する意識調査」

 

 

࠙本学の男女共同参画推進のためにᚲ要な活動や支援についてࠚ 
 設問５ ព㆑ᨵ㠉関連でᚲ要な活動や支援（複ᩘ回答ྍ） 
  1� 女性研究者の✚ᴟ的Ⓩ用 
  2� ホ౯委員・ពᛮỴ定機関への女性の✚ᴟ的Ⓩ用 
  3� 啓発活動（ල体౛：                            ） 
  4� ≉にᚲ要ない 
  5� その௚（                                 ） 
 
 設問㸴 研究関連でᚲ要な活動や支援（複ᩘ回答ྍ） 
  1� ラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ、௓ㆤ等）୰の研究業⦼向上のための支援 
  2� 研究とラ࢖ࣇ࢖ベントとの୧立支援（ල体౛：                 ） 
  3� ≉にᚲ要ない 
  4� その௚（                                  ） 
  
 設問㸵 その௚（複ᩘ回答ྍ） 
  1� 大学㐠Ⴀ関ಀ（入ヨ業ົ、各✀委員等）の業ົの㍍ῶ 
  2� 学内研究者ネットワークの確立、情報஺᥮会 
  3� ≉にᚲ要ない 
  4� その௚（                                  ） 
 
࠙回答者の情報  （な⠊ᅖでご回答ください⬟ྍ）ࠚ

１ 年 㱋 
1� 25 ṓᮍ‶  2� 25㹼2� ṓ  3� 30㹼34 ṓ  4� 35㹼3� ṓ   5� 40㹼44 ṓ 
6� 45㹼4� ṓ  7� 50㹼54 ṓ  �� 55㹼5� ṓ  �� 60㹼64 ṓ  10� 65 ṓ以上 
 
２ 性 ู 
1� 男性     2� 女性    3� その௚ 
 
㸱 ᑠ学生以下の子どもの᭷↓ 
1� あり     2� なし 
 
㸲 ௓ㆤをᚲ要とするぶ᪘の᭷↓ 
1� あり     2� なし  

以上 
ご協力㸪ㄔにありがとうごࡊいました。 
 
 。同ᑒのᑓ用ᑒ⟄にて㸪学内౽でお㏦りください（記ྡのᚲ要はありません）ۻ
ᥦฟඛ：⥲ົ部⥲ົㄢ内 男女共同参画推進センター女性研究者研究活動支援事業推進本部 

ࠚࢺン࣓ࢥ⏤⮬࠙

࣭�育ඣࡔけでࡃ࡞௓ㆤも⪃៖

して࡯し࠸。

࣭�ᙎຊⓗ࡞໅ົ᫬㛫、໅ົሙ

ᡤの㐠⏝。

࣭ ಖ育費⏝補助ไ度を男性ᩍ

ဨ࡬もᣑࡆる。⌧≧のࡲࡲ

では男性ᕪูとุ᩿さࢀて

も௙᪉あࢇࡏࡲࡾ。男女共

同ではあࢇࡏࡲࡾ。

࣭ 性ูに㛵ࢃらࡎ、ⓙがാきࡸ

と女↛⮬ࡤࢀ࠼ቃをᩚ⎔࠸ࡍ

性もቑ࠼るのでは࠿࠸࡞。

図14.�本学において男女共同参画を推進し、女性研究者・職員を増やすために必要だと思われるものを選ん
でください(複数回答可)。
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【本学の男女共同参画の現状について】

「༑ศである」は����、「ࡲあ༑ศである」�����をྜィࡍると、�����であ

る。㏫に「あࡾࡲ༑ศで࠸࡞」と「୙༑ศである」と⟅࠼た人はྜィ�����

で、女性活㌍推進ἲのไᐃ➼ここᩘ年の♫఍᝟ໃのኚ໬もあࡾ、本学の⌧≧

にᑐࡍるㄆ㆑が進ࡔࢇと࠸うことがゝ࠼る(ᅗ���。

【学内において変化があったことについて】

「ኚ໬は࠸࡞」と࠸うᅇ⟅が、�����である。ḟ࠸で「⌮ゎが῝ࡗࡲた」�����㺂「女性のᙺ⫋者(⫋ົ⤥がⓎ

た」�����㺂「女性ᑓ௵ᩍဨ(ᑓ௵ᩍᤵ࣭ᑓ௵෸ᩍᤵ࣭ᑓ௵ㅮᖌ࣭助ᩍ࣭࠼るᩍ学ᙺ⫋、事ົ⟶⌮⫋�がቑࡍ⏕

助ᡭ�のᅾ⡠ẚ⋡が㧗ࡗࡲた」�����と⥆ࡃ。

【本学の男女共同参画推進活動に関する活動として期待するものについて】

᭱も㧗ࡗ࠿たのは㺂「ಖ育費⏝補助ไ

度(ኪ㛫ಖ育、ఇ᪥ಖ育、⑓ඣ࣭⑓ᚋඣಖ

育、学❺ಖ育の補助�の⥅⥆」�����である。

ḟ࠸で「研究と育ඣ࣭௓ㆤの୧❧のため

の研究補助者ὴ㐵ไ度の⥅⥆」�����㺂「ኤ

᪉࠿らのබⓗ࡞఍㆟のᗫṆ」�����㺂「ᩍ⫋

ဨ࣭学⏕をᑐ㇟としたၨⓎセࢼ࣑ーの㛤

ദ」�����と⥆ࡃ。事業の᭱⤊年度である

こと࠿ら、ಖ育費⏝補助ไ度ࡸ研究補助

者ὴ㐵ไ度➼の支援ไ度の⥅⥆がᙉࡃồ

めらࢀて࠸ることが♧さࢀた(ᅗ��～���。

図15.�本学の男女共同参画の現状
についてお答えください。
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図16.女性研究者・大学院生について
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ࠚࢺン࣓ࢥ⏤⮬࠙

࣭ 女性࠿ࡔらと࠸う⌮⏤でⓏ⏝ࡍるのではࡃ࡞、ṇᙜ࡞ホ౯を男女ともに

。をసるࡳ௙組࡞うࡼることができる࠸⏝

࣭ᩍဨ同ኈの᝟報஺᥮のሙがᑡ࠸࡞とᛮࡍࡲࢀࢃ。

ࠚࢺン࣓ࢥ⏤⮬࠙

࣭ 性ู㛵ಀࡃ࡞ⓙが活㌍できるࡼう࡞

ព㆑ᨵ㠉がᚲせ。育ඣࡸ௓ㆤは女性

ので、男女とも࠸࡞けの௙事ではࡔ

に育ඣ࣭௓ㆤの支援ไ度を฼⏝しࡸ

。࠸࡞け࠸と࠸࡞㞺ᅖẼが࠸ࡍ

࣭ 大学のពᛮỴᐃに女性が㛵ࢃるᶵ఍

がቑࡑ)、ࡤࢀ࠼のᵝ࡞ᙺ⫋を一ᐃᩘ

女性が༨めるᵝにࡤࢀ࡞�ព㆑がኚ

໬して᮶るのでは࠿࠸࡞。

࣭ ྛ ᤵ業に࠸࠾て男女共同参画のࢸー

。るࢀධࡾをと࣐

࣭ 女性研究者がᐇ㝿に࡝のࡼうࣕ࢟࡞

を▱るᶵ఍が࠿る࠸でࢇࡺをあ࢔ࣜ

ᚲせ。

図17.意識改革について
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【本学の男女共同参画の現状について】

「༑ศである」は����、「ࡲあ༑ศである」�����をྜィࡍると、�����であ

る。㏫に「あࡾࡲ༑ศで࠸࡞」と「୙༑ศである」と⟅࠼た人はྜィ�����

で、女性活㌍推進ἲのไᐃ➼ここᩘ年の♫఍᝟ໃのኚ໬もあࡾ、本学の⌧≧

にᑐࡍるㄆ㆑が進ࡔࢇと࠸うことがゝ࠼る(ᅗ���。

【学内において変化があったことについて】

「ኚ໬は࠸࡞」と࠸うᅇ⟅が、�����である。ḟ࠸で「⌮ゎが῝ࡗࡲた」�����㺂「女性のᙺ⫋者(⫋ົ⤥がⓎ

た」�����㺂「女性ᑓ௵ᩍဨ(ᑓ௵ᩍᤵ࣭ᑓ௵෸ᩍᤵ࣭ᑓ௵ㅮᖌ࣭助ᩍ࣭࠼るᩍ学ᙺ⫋、事ົ⟶⌮⫋�がቑࡍ⏕

助ᡭ�のᅾ⡠ẚ⋡が㧗ࡗࡲた」�����と⥆ࡃ。

【本学の男女共同参画推進活動に関する活動として期待するものについて】

᭱も㧗ࡗ࠿たのは㺂「ಖ育費⏝補助ไ

度(ኪ㛫ಖ育、ఇ᪥ಖ育、⑓ඣ࣭⑓ᚋඣಖ

育、学❺ಖ育の補助�の⥅⥆」�����である。

ḟ࠸で「研究と育ඣ࣭௓ㆤの୧❧のため

の研究補助者ὴ㐵ไ度の⥅⥆」�����㺂「ኤ

᪉࠿らのබⓗ࡞఍㆟のᗫṆ」�����㺂「ᩍ⫋

ဨ࣭学⏕をᑐ㇟としたၨⓎセࢼ࣑ーの㛤

ദ」�����と⥆ࡃ。事業の᭱⤊年度である

こと࠿ら、ಖ育費⏝補助ไ度ࡸ研究補助

者ὴ㐵ไ度➼の支援ไ度の⥅⥆がᙉࡃồ

めらࢀて࠸ることが♧さࢀた(ᅗ��～���。

図15.�本学の男女共同参画の現状
についてお答えください。
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に育ඣ࣭௓ㆤの支援ไ度を฼⏝しࡸ

。࠸࡞け࠸と࠸࡞㞺ᅖẼが࠸ࡍ

࣭ 大学のពᛮỴᐃに女性が㛵ࢃるᶵ఍

がቑࡑ)、ࡤࢀ࠼のᵝ࡞ᙺ⫋を一ᐃᩘ

女性が༨めるᵝにࡤࢀ࡞�ព㆑がኚ

໬して᮶るのでは࠿࠸࡞。
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。るࢀධࡾをと࣐

࣭ 女性研究者がᐇ㝿に࡝のࡼうࣕ࢟࡞
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図17.意識改革について
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【女性研究者支援、男女共同参画推進についてのご意見】
㹙ᩍဨ㹛

࣭ᐙ事௦⾜の補助もあࡗたらⰋ࠸のでは࠸࡞でしࡻう࠿。

࣭�学ෆにಖ育ᅬを設置ࡍるྲྀ組をࡦࡐ進めてࡗ࠸て࠸たࡔきた࠸。ᑠさ࠸Ꮚ࡝もをもࡘᩍ⫋ဨ࣭学⏕࡬のࡾ࡞࠿大き࡞支援と࡞る

とᛮう。

࣭女性研究者同ኈの┦஫஺ὶのሙ(㝔⏕ᩍဨ㠀ᖖ໅をྵࡴ�を設けること。

࣭学ෆ学❺ಖ育をᑟධࡍるሙྜ、ᑠ学�年⏕ࡲでཷけධࢀて࡯し࠸。

࣭ᅵ᭙の業ົ࣭研究にあたࡾ、ಖ育費⏝補助ไ度の඘ᐇをᐅし࠾ࡃ㢪࠸しࡍࡲ。

࣭女性のാき࠸ࡍࡸ⎔ቃは男性にとࡗてもാき࠸ࡍࡸ⎔ቃである。

㹙⫋ဨ㹛

࣭�ఱをࡍるにしても事๓ㄪᰝを⾜ࢽ、࠸ーࢬをᣠ࠸あࡆて、ᚲせとさࢀて࠸るไ度、設ഛをసࡗて࠸たࡔけたらとᛮࡍࡲ࠸。

࣭男࣭女の࠿࡯、㹊㹅㹀㹒の᪉の⌮ゎಁ進もồめらࢀて࠸るとឤࡌてࡍࡲ࠸。

࣭�もはࡸព㆑ᨵ㠉では㏻⏝しࡔࣝ࣋ࣞ࠸࡞とᛮࢀࢃる。⾜動し࡞がら͆ᨵ㠉͇を進めるẁ㝵に᮶て࠸る。

㹙大学㝔⏕㹛

࣭�大学㝔ᅾ学୰にฟ⏘したሙྜに、༙ 年㛫(�セ࣓ࢫター�༢఩でᘏ㛗ྍ⬟➼のไ度がㄆめらࢀると、大ኚあࡾがた࠸とᛮࡍࡲ࠸。

࣭⮬Ⓨⓗに研究者にࡾ࡞た࠸と࠸う女性の㞀ᐖに࡞らࡼ࠸࡞うにࡍることが大ษ࡞の࡞࠿とᛮࡗた。

࣭�ᩍ⫋ဨࡔけでࡃ࡞、大学⏕、大学㝔⏕にも、育ඣがᚲせ࡞人もࡍࡲ࠸。ᾏእの大学ࡸᮾி大学では、ᐇ㝿学⏕にも育ඣᡤが設けら

。ࡍࡲ࠸てࢀ

ࠚࢺン࣓ࢥ⏤⮬࠙

࣭ 成ຌ౛をぢて࠸ると、男性が育

ඣఇᬤをྲྀࢀることが、共同参

画に࡞ࡘがるࡼうにᛮう。

࣭ ᢸᙜ࣭ᩘ࣐ࢥ業ົ࣭໅ົ᫬㛫

の㓄៖。

図18.制度整備について
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図19.環境整備について
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【女性研究者支援、男女共同参画推進についてのご意見】
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図18.制度整備について
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図19.環境整備について
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２０１㸴年１０月 

 
関ಀ各位 
 

男女共同参画推進センター長 
 

本学の男女共同参画および女性支援に関するព㆑調査（お願い） 
 

日㡭より㸪文部科学省科学ᢏ⾡人ᮦ育成㈝⿵ຓ事業「女性研究者研究活動支援事業（一⯡ᆺ）」（２０

１㸲ࠥ２０１㸴年ᗘ）にご理ゎ㸪ご協力を㈷り厚くお礼申し上げます。 
 
さて㸪２０１㸲年ᗘより本事業を進めて参りましたが㸪本年ᗘで⤊了となります。そこで㸪本事業の

実施によって㸪本学構成員の男女共同参画推進のㄢ㢟ព㆑と女性研究者に対する支援についての理ゎが

῝まったかをᢕᥱするᚲ要があると考えております。 
つきましては㸪ඛ⯡の「女性研究者研究活動支援事業のㄆ▱ᗘおよび男女共同参画推進に関する調査」

アンケート（２０１㸴年１月実施）にご協力を㡬いて㛫もない᫬期にㄔに恐縮ではごࡊいますが㸪ḟ࣌

ージ以㝆のアンケートにご記入を㡬き㸪添付の封筒に入れて本日ご提出頂くか，学内便で１１月４日（金）

までにご提出を㈷りたくお願い申し上げます。 

 
なお㸪アンケートの回答は⤫計的にฎ理され㸪本事業の成果報࿌の一部として公⾲しますが㸪≉定の

個人が㆑ูできる情報として公開されることはありません。また㸪調査結果は㸪本学における男女共同

参画推進の目的にのࡳ使用いたします。 
ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 
 

以上 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
各設問のあてはまる㑅択⫥の␒ྕにࠐをつけ㸪ᚲ要にᛂじて（ ）内にご記入ください。 
 
回答者情報 
※差し支えない範囲でご回答ください。 

࠙年㱋をお答えくださいࠚ 
1� 20㹼2� ṓ  2� 30㹼3� ṓ  3� 40㹼4� ṓ  4� 50㹼5� ṓ   
5� 60㹼6� ṓ  6� 70 ṓ㹼   7� その௚ 
 

࠙性ูをお答えくださいࠚ 
 1� 女性     2� 男性     3� その௚ 
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࠙ᙺ職（職ົ⤥が発生する教学ᙺ職㸪事ົ管理職）⤒㦂（⌧職含む）をお答えくださいࠚ 
1� ある     2� ない 3� ୙᫂ 
 

࠙教職等の資᱁をお答えくださいࠚ 
1� 教員     2� 職員 3� 大学院生   4� その௚ 

 
࠙教員・研究者・大学院生のᡤᒓをお答えくださいࠚ 

1� ἲ学部 2� ၟ学部 3� ᨻ἞⤒῭学部 4� 文学部 5� 理ᕤ学部 
6� ㎰学部 7� ⤒Ⴀ学部 �� 情報࣑ࢥュࢽケーション学部 �� ᅜ㝿日本学部  
10� ⥲ྜᩘ理学部 11� 大学院（     研究科） 12� ἲ科大学院  
13� ᑓ㛛職大学院 14� 研究・▱㈈ᡓ␎機構 15� ᅜ㝿連携機構 16�社会連携機構   
17）その௚（            ） 

 
࠙教員・研究者・大学院生の職᱁をお答えくださいࠚ 

1� ᑓ任教ᤵ    2� ᑓ任෸教ᤵ    3� ᑓ任ㅮᖌ    4� ≉任教ᤵ    5� ≉任෸教ᤵ 
6� ≉任ㅮᖌ    7� ຓ教       �� ຓ手      �� その௚（             ） 

 
࠙職員の資᱁をお答えください   （お答えくださいࡳ職員の）ࠚ

1� 参事  2� ๪参事  3� ᭩記  4� ᭩記⿵ 5� その௚（           ） 
 
 
本学の男女共同参画㸪女性支援について 
 
１ 本学において男女共同参画を推進し㸪女性研究者・職員を増やすためにᚲ要だとᛮわれるものを㑅

んでください（複ᩘ回答ྍ）。 
1� 女性研究者・職員の✚ᴟ的採用  
2� ホ౯委員・ពᛮỴ定機関への女性のⓏ用 
3� 学内における女性研究者・職員のネットワーク構築 
4� ラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ㸪௓ㆤ等）期㛫୰の女性研究者の業⦼向上のための⿵ຓ員等の人的支援 
5� ラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ㸪௓ㆤ等）期㛫୰の女性研究者の業⦼向上のための研究㈝等の支援 
6� 学内ಖ育ᅬの設置（あるいは㸪ベࣅーシッター㈝⿵ຓなど） 
7� 学❺ಖ育等に関する支援 
�� その௚の研究とラ࢖ࣇ࢖ベントとの୧立支援（ල体౛：                   ）

�� 女性のព㆑ᨵ㠉 
10� 男性のព㆑ᨵ㠉 

 11� ホ౯委員・ពᛮỴ定機関にⓏ用されているᙺ職者のព㆑ᨵ㠉 
 12� 女子୰㧗生に対する✚ᴟ的なാきかけ（≉に理系への進学を促すためのാきかけ・〈野ᣑ大） 
 13� ≉にᚲ要ない（理⏤：                                  ） 

14� その௚（                                            ） 
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࠙ᙺ職（職ົ⤥が発生する教学ᙺ職㸪事ົ管理職）⤒㦂（⌧職含む）をお答えくださいࠚ 
1� ある     2� ない 3� ୙᫂ 
 

࠙教職等の資᱁をお答えくださいࠚ 
1� 教員     2� 職員 3� 大学院生   4� その௚ 

 
࠙教員・研究者・大学院生のᡤᒓをお答えくださいࠚ 

1� ἲ学部 2� ၟ学部 3� ᨻ἞⤒῭学部 4� 文学部 5� 理ᕤ学部 
6� ㎰学部 7� ⤒Ⴀ学部 �� 情報࣑ࢥュࢽケーション学部 �� ᅜ㝿日本学部  
10� ⥲ྜᩘ理学部 11� 大学院（     研究科） 12� ἲ科大学院  
13� ᑓ㛛職大学院 14� 研究・▱㈈ᡓ␎機構 15� ᅜ㝿連携機構 16�社会連携機構   
17）その௚（            ） 

 
࠙教員・研究者・大学院生の職᱁をお答えくださいࠚ 

1� ᑓ任教ᤵ    2� ᑓ任෸教ᤵ    3� ᑓ任ㅮᖌ    4� ≉任教ᤵ    5� ≉任෸教ᤵ 
6� ≉任ㅮᖌ    7� ຓ教       �� ຓ手      �� その௚（             ） 

 
࠙職員の資᱁をお答えください   （お答えくださいࡳ職員の）ࠚ

1� 参事  2� ๪参事  3� ᭩記  4� ᭩記⿵ 5� その௚（           ） 
 
 
本学の男女共同参画㸪女性支援について 
 
１ 本学において男女共同参画を推進し㸪女性研究者・職員を増やすためにᚲ要だとᛮわれるものを㑅
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3� 学内における女性研究者・職員のネットワーク構築 
4� ラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ㸪௓ㆤ等）期㛫୰の女性研究者の業⦼向上のための⿵ຓ員等の人的支援 
5� ラ࢖ࣇ࢖ベント（育ඣ㸪௓ㆤ等）期㛫୰の女性研究者の業⦼向上のための研究㈝等の支援 
6� 学内ಖ育ᅬの設置（あるいは㸪ベࣅーシッター㈝⿵ຓなど） 
7� 学❺ಖ育等に関する支援 
�� その௚の研究とラ࢖ࣇ࢖ベントとの୧立支援（ල体౛：                   ）

�� 女性のព㆑ᨵ㠉 
10� 男性のព㆑ᨵ㠉 

 11� ホ౯委員・ពᛮỴ定機関にⓏ用されているᙺ職者のព㆑ᨵ㠉 
 12� 女子୰㧗生に対する✚ᴟ的なാきかけ（≉に理系への進学を促すためのാきかけ・〈野ᣑ大） 
 13� ≉にᚲ要ない（理⏤：                                  ） 

14� その௚（                                            ） 
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２ 本学の男女共同参画の⌧≧についてお答えください。 
  1� 十分である  
  2� まあ十分である  
  3� あまり十分でない  

4� ୙十分である  
5� その௚ 

 
㸱 本事業の採択により㸪学内においてኚ化があったとឤじていることを㑅んでください（複ᩘ回答ྍ）。 
࠙男女共同参画推進に対するព㆑のኚ化についてࠚ 

1� 理ゎが῝まった 
2� ࿘ᅖのព㆑がኚわった 
3� ᙺ職者のព㆑がኚわった 
4� 学生のព㆑がኚわった 
5� 男女共同参画推進やワーク・ラࣇ࢖・バランスについてヰす機会が増えた 

࠙女性のᩘについてࠚ 
6� 女性ᑓ任教員（ᑓ任教ᤵ㸪ᑓ任෸教ᤵ㸪ᑓ任ㅮᖌ㸪ຓ教㸪ຓ手）のᅾ⡠ẚ⋡が㧗まった 
7� 女性のᙺ職者（職ົ⤥が発生する教学ᙺ職㸪事ົ管理職）が増えた 
�� 女子学生のᅾ⡠ẚ⋡が㧗まった 

࠙環境整備についてࠚ 
�� 育ඣ・௓ㆤと研究・௙事との୧立がྍ⬟な環境が整備・ᨵၿされた 

10� 女子学生に対する教育・研究環境が整備・ᨵၿされた 
࠙その௚ࠚ 

11� その௚（                                 ） 
12� ኚ化はない 

 
㸲 本学の男女共同参画推進に関する活動として期ᚅするものを㑅んでください（複ᩘ回答ྍ）。 
࠙女性研究者・大学院生についてࠚ 
  1� 女性研究者・大学院生同ኈの஺ὶを῝める 
  2� 女性研究者・大学院生を増やす 
  3� 女性研究者・大学院生のための㈹を設ける  
  4� 分野や学部ごとに女性研究者の採用ẚ⋡㸪ᅾ職ẚ⋡に目ᶆ್を設定する 
  5� ᙺ職の一定ᩘを女性に๭りᙜてる 
  6� その௚（                                      ） 
࠙ព㆑ᨵ㠉についてࠚ 
  7� 教職員・学生を対㇟とした啓発セࢼ࣑ーの開ദ 
  �� 女子୰㧗生に対する啓発活動（女性研究者の〈野ᣑ大・啓発活動を通した男女共同参画理ゎの促進） 
  �� 啓発ポスター等の掲♧ 
 10� その௚（                                       ） 
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࠙制ᗘ整備についてࠚ 
 11� 研究と育ඣ・௓ㆤの୧立のための研究⿵ຓ者ὴ㐵制ᗘの⥅⥆ 
 12� ಖ育㈝用⿵ຓ制ᗘ（ኪ㛫ಖ育㸪ఇ日ಖ育㸪⑓ඣ・⑓後ඣಖ育㸪学❺ಖ育の⿵ຓ）の⥅⥆ 
 13� ఇ日・⚃日等のクඣのᣑ඘ 
 14� ኤ᪉かࡽの公的な会㆟のᗫṆ 
 15� 「1 マࢥ 100 分 6 ㅮ᫬制」導入にకうᤵ業ᢸᙜについての㓄៖ 
 16� その௚（                                       ） 
࠙環境整備についてࠚ 
 17� 多目的ト࢖レへのベࣅーシート・ベࣅーࢳェアの増設（ᕼᮃするሙᡤ：           ） 
 1�� ᑠ学ᰯの長期ఇ業୰（᫓ఇࡳ・ኟఇࡳ）の学内学❺ಖ育の導入 
 1�� 学内ಖ育ᅬの設置 
 20� 男女ともにാきやすい環境整備（ල体౛：                         ） 
 21� 学生（≉に女子学生）に対する教育・研究環境の整備（ල体౛：                ） 
 22� その௚（                                       ） 
࠙その௚ࠚ 
 23� その௚（                                       ） 
 24� ≉に期ᚅすることはない 
 
５ 本学における女性研究者研究活動支援㸪および男女共同参画推進について㸪ごពぢがありましたࡽ

ご⮬⏤にお᭩きください。 
                                       
                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上 
 

ご協力㸪ㄔにありがとうごࡊいました。 
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明治大学男女共同参画推進センター規程

２０１㸳年２᭶４᪥ไᐃ
２０１４年度つ⛬➨２２ྕ

　(設置�
第 １条　学ᰯἲ人明治大学に㸪明治大学男女共同参画推進センター(௨ୗ「センター」と࠸う。�を
設置ࡍる。

　(┠ⓗ�
第 ２条　センターは㸪男女共同参画♫఍ᇶ本ἲ(平成１１年ἲᚊ➨㸵㸶ྕ�のᇶ本⌮ᛕ➼にᇶ࡙き㸪
学ᰯἲ人明治大学ཬࡑࡧの設置学ᰯ(௨ୗ「本学」と࠸う。�の࡭ࡍてのᵓ成ဨが活動を⾜う⎔ቃ
に࠸࠾て㸪♫఍᝟ໃのኚ໬にᑐᛂࡍるとともに㸪ᅜ㝿ⓗྲྀ࡞組と༠ാして男女共同参画を推進ࡍる
ことにࡾࡼ㸪もࡗて本学の⤒Ⴀཬࡧᩍ育࣭研究୪ࡧに♫఍のⓎᒎにᐤ୚ࡍることを┠ⓗとࡍる。

　(事業�
第３条　センターは㸪๓᮲の┠ⓗを㐩成ࡍるため㸪ḟにᥖࡆる事業を⾜う。
(１�　男女共同参画にಀる推進᪉㔪ཬࡧ事業ィ画の⟇ᐃ
(２�　男女共同参画にಀるㅖ活動の௻画࣭❧᱌ཬࡧᐇ᪋
(㸱�　男女共同参画にಀる᝟報の཰㞟㸪ㄪᰝ࣭ศᯒཬࡧⓎಙ
(４�　学ෆእの㛵ಀᶵ㛵㸪ᆅ᪉⮬治య➼との㐃ᦠ活動
(㸳�　ࡑの௚センターの┠ⓗ㐩成にᚲせ࡞事業

　(組織�
第４条　センターは㸪ḟにᥖࡆる者をもࡗて組織ࡍる。
(１�　センター㛗１ྡ
(２�　๪センター㛗２ྡ
(㸱�　➨㸶᮲➨１㡯➨４ྕ࠿ら➨㸵ྕࡲでの㐠Ⴀጤဨ

　(センター㛗�
第５条　センター㛗は㸪センターの業ົを⥲ᣓし㸪センターを௦⾲ࡍる。
２　�センター㛗は㸪本学のᑓ௵ᩍဨの୰࠿ら㸪学㛗の推⸀にࡾࡼ㸪⥲ົᢸᙜᖖ໅⌮事の同ពをᚓて㸪

⌮事㛗がᣦྡࡍる。
㸱　センター㛗の௵ᮇは㸪２年とࡍる。たࡔし㸪௵ᮇ㏵୰に஺௦ࡍるሙྜは㸪๓௵者のṧ௵ᮇ㛫とࡍる。
４　センター㛗は㸪෌௵さࢀることができる。

　(๪センター㛗�
第 ６条　๪センター㛗は㸪センター㛗を補బし㸪センター㛗に事ᨾあるときは㸪あらࡌ࠿めセンター
㛗がᐃめた㡰఩にࡾࡼ㸪ࡑの⫋ົを௦⾜ࡍる。

２　๪センター㛗は㸪本学のᑓ௵ᩍဨの୰࠿ら㸪センター㛗がᣦྡࡍる。
㸱　๓᮲➨㸱㡯ཬ４➨ࡧ㡯のつᐃは㸪๪センター㛗の௵ᮇཬࡧ෌௵に࠸ࡘて‽⏝ࡍる。

　(㐠Ⴀጤဨ఍�
第７条　センターの㐠Ⴀに㛵して㸪ḟにᥖࡆる事㡯をᑂ㆟ࡍるため㸪センターに㐠Ⴀጤဨ఍を置ࡃ。
(１�　➨㸱᮲につᐃࡍる事業に㛵ࡍること。
(２���センターの⟶⌮࣭㐠Ⴀに㛵ࡍること。
(㸱�　センターのண⟬ཬࡧỴ⟬に㛵ࡍること。
。の௚㐠Ⴀጤဨ఍がᚲせとㄆめたことࡑ　�４)
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(２�　๪センター㛗２ྡ
(㸱�　➨㸶᮲➨１㡯➨４ྕ࠿ら➨㸵ྕࡲでの㐠Ⴀጤဨ

　(センター㛗�
第５条　センター㛗は㸪センターの業ົを⥲ᣓし㸪センターを௦⾲ࡍる。
２　�センター㛗は㸪本学のᑓ௵ᩍဨの୰࠿ら㸪学㛗の推⸀にࡾࡼ㸪⥲ົᢸᙜᖖ໅⌮事の同ពをᚓて㸪

⌮事㛗がᣦྡࡍる。
㸱　センター㛗の௵ᮇは㸪２年とࡍる。たࡔし㸪௵ᮇ㏵୰に஺௦ࡍるሙྜは㸪๓௵者のṧ௵ᮇ㛫とࡍる。
４　センター㛗は㸪෌௵さࢀることができる。

　(๪センター㛗�
第 ６条　๪センター㛗は㸪センター㛗を補బし㸪センター㛗に事ᨾあるときは㸪あらࡌ࠿めセンター
㛗がᐃめた㡰఩にࡾࡼ㸪ࡑの⫋ົを௦⾜ࡍる。

２　๪センター㛗は㸪本学のᑓ௵ᩍဨの୰࠿ら㸪センター㛗がᣦྡࡍる。
㸱　๓᮲➨㸱㡯ཬ４➨ࡧ㡯のつᐃは㸪๪センター㛗の௵ᮇཬࡧ෌௵に࠸ࡘて‽⏝ࡍる。

　(㐠Ⴀጤဨ఍�
第７条　センターの㐠Ⴀに㛵して㸪ḟにᥖࡆる事㡯をᑂ㆟ࡍるため㸪センターに㐠Ⴀጤဨ఍を置ࡃ。
(１�　➨㸱᮲につᐃࡍる事業に㛵ࡍること。
(２���センターの⟶⌮࣭㐠Ⴀに㛵ࡍること。
(㸱�　センターのண⟬ཬࡧỴ⟬に㛵ࡍること。
。の௚㐠Ⴀጤဨ఍がᚲせとㄆめたことࡑ　�４)
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　(㐠Ⴀጤဨ�
第８条　㐠Ⴀጤဨ఍は㸪ḟにᥖࡆる㐠Ⴀጤဨをもࡗてᵓ成ࡍる。
(１�　⥲ົᢸᙜᖖ໅⌮事
(２�　センター㛗
(㸱�　๪センター㛗
(４�　学㛗がᣦྡࡍるᑓ௵ᩍဨ(➨２ྕཬࡧ๓ྕを㝖６ྡ�。ࡃ௨ෆ
(㸳�　⥲ົᢸᙜᖖ໅⌮事がᣦྡࡍるᑓ௵⫋ဨ㸱ྡ
(６�　㧗➼学ᰯ㛗ව୰学ᰯ㛗がᣦྡࡍるᩍㅍ１ྡ
(㸵���ᩍ学௻画部㛗ཬࡧ⥲ົ部㛗

２　�ጤဨの௵ᮇは㸪⫋ົୖ㐠Ⴀጤဨと࡞る者を㝖き㸪２年とࡍる。たࡔし㸪௵ᮇ㏵୰に஺௦ࡍるሙ
ྜは㸪๓௵者のṧ௵ᮇ㛫とࡍる。

㸱　㐠Ⴀጤဨは㸪෌௵さࢀることができる。

　(఍㆟�
第９条　センター㛗は㸪㐠Ⴀጤဨ఍をᣍ㞟し㸪ࡑの㆟㛗と࡞る。
２　㐠Ⴀጤဨ఍は㸪㐠Ⴀጤဨの㐣༙ᩘがฟᖍし࡞けࡤࢀ㸪఍㆟を㛤き㸪㆟Ỵࡍることができ࠸࡞。
㸱　�㐠Ⴀጤဨ఍の㆟事は㸪ฟᖍጤဨの㐣༙ᩘをもࡗてこࢀをỴし㸪ྍྰ同ᩘのときは㸪㆟㛗の

Ỵࡍるとこࢁにࡼる。
４　㐠Ⴀጤဨ఍は㸪ᚲせにᛂࡌて㸪ጤဨ௨እの者をฟᖍさࡏ㸪ពぢを⫈ࡃことができる。

　(推進本部�
第 １０条　センター㛗は㸪センターの業ົを㐙⾜ࡍるため㸪ᚲせにᛂࡌて㸪センターのୗに推進本

部を置ࡃことができる。
２　�推進本部は㸪㐠Ⴀጤဨの࠿࡯㸪本学のᑓ௵ᩍ⫋ဨの୰࠿らセンター㛗がጤკࡍる本部ဨをもࡗ

て組織ࡍる。
㸱　推進本部の㐠Ⴀに㛵しᚲせ࡞事㡯は㸪センター㛗が㐠Ⴀጤဨ఍の同ពをᚓて㸪こࢀをᐃめる。

　(事ົ�
第 １１条　センターに㛵ࡍる事ົは㸪⥲ົ部⥲ົㄢが⾜࠸㸪ᩍ学௻画部ᩍ学௻画事ົᐊがこࢀに༠

ຊࡍるものとࡍる。

　(つ⛬のᨵᗫ�
第１２条　このつ⛬をᨵᗫࡍるときは㸪㐠Ⴀጤဨ఍の㆟を⤒࡞け࡞ࡤࢀら࠸࡞。

　(㞧๎�
第 １３条　このつ⛬を᪋⾜ࡍるためにᚲせ࡞事㡯は㸪㐠Ⴀጤဨ఍の㆟を⤒て㸪センター㛗がこࢀを

ᐃめることができる。

附　　則
　(᪋⾜ᮇ᪥�(２０１４年度つ⛬➨２２ྕ�
１　このつ⛬は㸪２０１㸳年(平成２㸵年�２᭶㸳᪥࠿ら᪋⾜ࡍる。
� �(౛つのᗫṆ�
２　明治大学男女共同参画推進ጤဨ఍せ⥘(２００㸶年度౛つ➨㸱１ྕ�は㸪ᗫṆࡍる。
� �(センター㛗➼の௵ᮇの≉౛�
㸱　�このつ⛬の᪋⾜ᚋ㸪᭱ึに௵࿨さࢀるセンター㛗㸪๪センター㛗୪ࡧに➨㸶᮲➨１㡯➨４ྕ㸪

➨㸳ྕཬ６ྕ➨ࡧの㐠Ⴀጤဨの௵ᮇに࠸ࡘては㸪➨㸳᮲➨㸱㡯本文㸪➨６᮲➨㸱㡯ཬࡧ➨㸶᮲
➨２㡯本文のつᐃにࢃ࠿࠿らࡎ㸪２０１６年(平成２㸶年�㸱᭶㸱１᪥ࡲでとࡍる。

(㏻㐩➨２２㸷㸳ྕ�
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明治大学男女共同参画推進センター
女性研究者研究活動支援事業推進本部内規

２０１㸳年６᭶　㸷᪥ไᐃ
２０１６年６᭶２１᪥ᨵṇ

　(設置�
第 １条　学ᰯἲ人明治大学に明治大学男女共同参画推進センター(௨ୗ「センター」と࠸う。�を設置
�る「明治大学男女共同参画推進センターつ⛬」(２０１㸳年２᭶４᪥ไᐃࡍ ２０１４年度つ⛬➨２
２ྕ㸪௨ୗ「センターつ⛬」と࠸う�➨１０᮲にもと࡙き㸪「女性研究者研究活動支援事業推進本
部」(௨ୗ「推進本部」と࠸う�を設置ࡍる。

　(┠ⓗ�
第 ２条　センターつ⛬➨２᮲にᥖࡆるセンターの┠ⓗをᐇ⌧し㸪２０１４年度文部科学省「女性研
究者研究活動支援事業(一般型�」として採択さࢀた事業を推進ࡍることを┠ⓗとࡍる。

　(事業�
第 ３条　推進本部は㸪センターつ⛬➨㸱᮲にᐃめるセンターの事業を同㐠Ⴀጤဨ఍のጤკにᇶ࡙࠸
てᐇ᪋し㸪女性研究者研究活動支援事業の成ᯝをᚓるため㸪ḟにᥖࡆる事業を⾜う。
(１�　男女共同参画ࡧࡼ࠾女性研究者研究活動支援事業にಀる推進᪉㔪ཬࡧ事業ィ画の⟇ᐃ
(２�　男女共同参画ࡧࡼ࠾女性研究者研究活動支援事業にಀるㅖ活動の௻画࣭❧᱌ཬࡧᐇ᪋
(㸱�　男女共同参画ࡧࡼ࠾女性研究者研究活動支援事業にಀる᝟報の཰㞟㸪ㄪᰝ࣭ศᯒཬࡧⓎಙ
(４�　学ෆእの㛵ಀᶵ㛵㸪ᆅ᪉⮬治య➼との㐃ᦠ活動
(㸳�　文部科学省ࡧࡼ࠾科学技術᣺⯆ᶵᵓにᥦฟࡍる報告書➼のస成
(６�　�女性研究者研究活動支援事業を推進ࡍるࢥーࢿ࢕ࢹーター㸪支援ဨ㸪࢚࢖ࢧン࣏ࢧ࣭ࢫー

ター➼の㞠⏝
(㸵�　ࡑの௚㸪センターࡧࡼ࠾推進本部の┠ⓗ㐩成にᚲせ࡞事業

　
　(組織�
第４条　推進本部は㸪センターつ⛬➨１０᮲２㡯にもと࡙き㸪ḟにᥖࡆる本部ဨをもࡗて組織ࡍる。�
(１�　センター㐠Ⴀጤဨの୰࠿らセンター㛗がጤკࡍる推進本部௦⾲
(２�　センター㐠Ⴀጤဨの୰࠿らセンター㛗がጤკࡍる⏕⏣ศᐊ㛗
(㸱�　センター㐠Ⴀጤဨの୰࠿らセンター㛗がጤკࡍる者
(４�　本学ᑓ௵ᩍ⫋ဨの୰࠿らセンター㛗がጤკࡍる者
(㸳�　女性研究者研究活動支援事業として㞠⏝したࢥーࢿ࢕ࢹーター㸪支援ဨ➼
(６�　⥲ົ部㛗㸪⥲ົㄢ㛗ཬࡧ⥲ົㄢဨ

　(推進本部௦⾲�
第５条　推進本部௦⾲は㸪推進本部の業ົを⥲ᣓし㸪推進本部を௦⾲ࡍる。

　(⏕⏣ศᐊ㛗�
第６条　⏕⏣ศᐊ㛗は㸪推進本部௦⾲を補బし㸪推進本部௦⾲に事ᨾあるときは㸪ࡑの⫋ົを௦⾜ࡍる。
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(６�　⥲ົ部㛗㸪⥲ົㄢ㛗ཬࡧ⥲ົㄢဨ

　(推進本部௦⾲�
第５条　推進本部௦⾲は㸪推進本部の業ົを⥲ᣓし㸪推進本部を௦⾲ࡍる。

　(⏕⏣ศᐊ㛗�
第６条　⏕⏣ศᐊ㛗は㸪推進本部௦⾲を補బし㸪推進本部௦⾲に事ᨾあるときは㸪ࡑの⫋ົを௦⾜ࡍる。
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　(఍㆟�
第 ７条　推進本部は㸪明治大学女性研究者研究活動支援事業ࡧࡼ࠾明治大学男女共同参画推進セン
ターの㛵㐃事業をᐇ᪋し㸪ḟにᥖࡆる事㡯をᑂ㆟ࡍるため㸪➨４᮲の本部ဨにࡼる推進本部ጤဨ
఍を㛤ദࡍる。
(１�　➨㸱᮲につᐃࡍる事業に㛵ࡍること。�
(２�　推進本部の⟶⌮࣭㐠Ⴀに㛵ࡍること。�
(㸱�　推進本部のண⟬ཬࡧỴ⟬に㛵ࡍること。�
�。㸪推進本部௦⾲࣭⏕⏣ศᐊ㛗がᚲせとㄆめたことࡾࡼの௚センター㐠Ⴀጤဨ఍のጤკ➼にࡑ　�４)
(㸳�　ࡑの௚㸪推進本部ဨがᚲせとㄆめたこと。

　(఍㆟㐠Ⴀ�
第８条　推進本部௦⾲は㸪推進本部ጤဨ఍をᣍ㞟し㸪ࡑの㆟㛗と࡞る。
２　推進本部ጤဨ఍は㸪推進本部ဨの㐣༙ᩘがฟᖍし࡞けࡤࢀ㸪఍㆟を㛤き㸪㆟Ỵࡍることができ࠸࡞。
㸱　�推進本部ጤဨ఍の㆟事は㸪ฟᖍဨの㐣༙ᩘをもࡗてこࢀをỴし㸪ྍྰ同ᩘのときは㸪㆟㛗のỴ

。るࡼにࢁるとこࡍ
４　推進本部ጤဨ఍は㸪ᚲせにᛂࡌて㸪本部ဨ௨እの者をฟᖍさࡏ㸪ពぢを⫈ࡃことができる。

附　則
　(᪋⾜ᮇ᪥��
１　このつ⛬は㸪２０１㸳年(平成２㸵年�６᭶㸷᪥࠿ら᪋⾜ࡍる。�
２　このつ⛬は㸪２０１６年(平成２㸶年�６᭶２１᪥࠿ら᪋⾜ࡍる。
(ὀ　⫋ົศᢸཬࡧ⫋ົ௦⾜୪ࡧに఍㆟㐠Ⴀつᐃの㏣ຍにకうᨵṇ�
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第 ７条　推進本部は㸪明治大学女性研究者研究活動支援事業ࡧࡼ࠾明治大学男女共同参画推進セン
ターの㛵㐃事業をᐇ᪋し㸪ḟにᥖࡆる事㡯をᑂ㆟ࡍるため㸪➨４᮲の本部ဨにࡼる推進本部ጤဨ
఍を㛤ദࡍる。
(１�　➨㸱᮲につᐃࡍる事業に㛵ࡍること。�
(２�　推進本部の⟶⌮࣭㐠Ⴀに㛵ࡍること。�
(㸱�　推進本部のண⟬ཬࡧỴ⟬に㛵ࡍること。�
�。㸪推進本部௦⾲࣭⏕⏣ศᐊ㛗がᚲせとㄆめたことࡾࡼの௚センター㐠Ⴀጤဨ఍のጤკ➼にࡑ　�４)
(㸳�　ࡑの௚㸪推進本部ဨがᚲせとㄆめたこと。

　(఍㆟㐠Ⴀ�
第８条　推進本部௦⾲は㸪推進本部ጤဨ఍をᣍ㞟し㸪ࡑの㆟㛗と࡞る。
２　推進本部ጤဨ఍は㸪推進本部ဨの㐣༙ᩘがฟᖍし࡞けࡤࢀ㸪఍㆟を㛤き㸪㆟Ỵࡍることができ࠸࡞。
㸱　�推進本部ጤဨ఍の㆟事は㸪ฟᖍဨの㐣༙ᩘをもࡗてこࢀをỴし㸪ྍྰ同ᩘのときは㸪㆟㛗のỴ

。るࡼにࢁるとこࡍ
４　推進本部ጤဨ఍は㸪ᚲせにᛂࡌて㸪本部ဨ௨እの者をฟᖍさࡏ㸪ពぢを⫈ࡃことができる。

附　則
　(᪋⾜ᮇ᪥��
１　このつ⛬は㸪２０１㸳年(平成２㸵年�６᭶㸷᪥࠿ら᪋⾜ࡍる。�
２　このつ⛬は㸪２０１６年(平成２㸶年�６᭶２１᪥࠿ら᪋⾜ࡍる。
(ὀ　⫋ົศᢸཬࡧ⫋ົ௦⾜୪ࡧに఍㆟㐠Ⴀつᐃの㏣ຍにకうᨵṇ�
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明治大学男女共同参画推進センター
女性研究者研究活動支援事業推進本部

平成26年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業
「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

明治大学
男女共同参画推進センター
女性研究者研究活動支援事業推進本部

2014年度～2016年度

活動報告書


